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０．捕まった






　どうしてこうなった。

　滅多に思い悩まないオレが、そんなありきたりな自問自答をする羽目になったのは、紛れもなく目の前の男が原因である。

「うん、やっぱり耳も尻尾しつぽもないんだね。へぇ～」

　そうしげしげとオレを観察している見知らぬ男は、見た目は三十代くらいの細身の優男だ。

　澄んだ氷を思わせる薄い蒼あおの髪はゆるく波打ち、肩につくかつかないかの辺りで揺れている。興味深そうに細められた金の瞳ひとみが彩る目元は涼やかでありながら、どこか柔らかい。

　僅わずかな仕草の一つ一つにも育ちの良さを感じさせる気品が漂っていて、よく見れば顔のつくりそのものも飛び抜けている。

　すっと通った高い鼻筋に、透き通るような肌の白さ、精せい悍かんさをほんのり纏まとう薄い唇も、よくぞここまで完かん璧ぺきに配置したものだ。オレにはいまだに馴な染じみのない髪色や、そこから覗のぞく異様な耳、極めつけは頭部のアレだが……それらを除けば、海外で売れっ子のスーパーモデルだと言われても、何ら疑うことなく信じただろう。

　だが今は、そんなことよりも過去最悪のこの危機を、どう乗り越えるかだ。

　滞在中の街の宿屋に戻った瞬間、不意打ちで魔法を封じられた挙げ句に、ベッドに押し倒されて拘束される理由は、残念ながら山ほど思いついてしまう。

（うむうむ……このオレにここまで完璧な封印魔法をくらわせるとは、コヤツ、やりおる。……なんて感心してる場合じゃないんだよな！）

　とりあえず、反撃のチャンスを待つか。

　そう頭ではまだ比較的冷静に判断できているものの、正直に言えば、後先考えずに叫んで暴れ出したいくらいには色々とピンチな状況だ。なぜかって？

「……本当の本当に、尻尾がないね？　切断した痕あともないし……面白いねぇ」

　ズボンと下着パンツを膝ひざまで脱がされて、尾骨？　尾てい骨だっけ？　とにかく尻しりが丸出しになった状態で、その割れ目付近を遠慮なくグリグリ触られているから。この「虫も殺さないよ」とか顔に書いていそうな、お兄さんに。

　ちなみにオレの体勢は後ろ手に拘束された状態で、うつ伏せでベッドに押さえつけられていて、口には布を突っ込まれて──ってもう貞操の危機、待ったなしじゃねーか！

　いくらこういう……男に襲われるっていう状況にも不本意ながら、そう誠に不本意ながら！　慣れてきたとはいえ、ここまでのピンチってそうないからな!?　魔法まで封じられたことなんて、滅多になかったからな!?

（あークソっ……焦るな落ち着け、反撃タイムまで我慢だ、我慢）

　もう一度そう自分に言い聞かせながら、オレは涙目になりつつもムカつくほどの男前を横目で睨にらみあげていた。

　いくらなんでも、こんな最悪の捕まり方はしたくなかった。本当に、どうしてこうなった。

　更に興味深そうにオレを見下ろす金の瞳を見据えながら、脳裏には走馬灯のようにこの二年間の思い出が駆け巡っていく。




　まぁ少しだけ、ほんの少しだけど……異世界で調子に乗りすぎたかな？　オレ。








１．走馬灯ダイジェストと誘拐犯






　あれは今から、二年ほど前。

　オレこと日ひ笠かさ晴はる真ま、当時十六歳、生粋の日本人高校生男子は、気がついたら水中にいた。……意味不明だ、全くもって意味が不明すぎる。

　でも、もう水中にいたんだから仕方ない。下校途中に普通に通学路を歩いていたら、踏み出した次の一歩が水中とか、意味を求める方が無理だろう。

　まぁ、あまりに意味がわからなすぎて、オレもとっさに夢かと思った。

　もしくは、これが憧あこがれの幽体離脱！　と考えたのも束つかの間ま、

（ふ、ふははは！　ついにオレは目を開けたまま精神を肉体から離脱ッ……ちげぇえ!?　溺おぼれるッ！）

　口の中を即座に埋め尽くした冷たい水に焦りながら、幸いにも明るい水中のおかげで迷うことなく、必死に水面を目指した。

　運よく制服がＹシャツにベストという合服バージョンだったおかげで、どうにか岸にたどり着くことはできたものの、もしも冬服だったら、そのまま溺でき死しコースが見えていたかもしれない。

　全身ずぶ濡ぬれでゼーハーと荒い呼吸を繰り返しながら、ようやく周囲を見渡した結果、オレが水泳を楽しむ羽目になったのは森の中にある小さな池、いや泉であることがわかった。

　そう、ここは森。コンクリート・ジャングルならぬ、マジデ・ジャングル。

「……オレとしたことが、カバンにスマホが中だわよ……」

　人間、混乱が極まると何を言っているのか、わからなくなるものだ。とにかく身一つで突如ジャングルにやって来てしまったオレは、しばらく呆ぼう然ぜんとしていた。

　クックルマップさんが使えなければ帰り道が……あ、家に電話……その前に証拠写真……だからスマホがない！　頼み込んでようやく一週間前に機種変更してもらったばかりだったのに！

　そう我が身の不幸を、無言で一心に嘆いているところへ、

「おーい？　誰だれかいるのか？　はは、まさかな……え……？」

　そんなオッサンらしき呼びかけの声が聞こえた後、オレから少し離れた所、５ｍくらい後ろの茂みを掻かき分わけて、一人の人影が現れた。

「おお、これが天の助けっ……すみませーん、スマホ貸し、て、くだ……さ……い？」

　まだ顔に残る水気を腕で拭ぬぐいながら、もう一度更に目をこすって、オレはその男をしげしげと眺めた。

　まず、髪の色が白黒のメッシュで長いポニーテールとか、いかしてますね。頭の上でピーンと立っている黒い猫耳もチャーミングですよ？　でもオッサン……失礼、二十代？　くらいのお兄さんですかね。彫りが深くてアラブ系のイケメン顔ってやつかな？　ガタイもよくて背も[image: 190]はある？　うん、天が二物以上を与えてるパターンですな。

　服装も非常に、個性的っすね。肩当てとか膝当てとかカッコイイけど、よくできたコスプレかな？　それ、ゲームでお馴染みの革鎧よろいっていう軽量系職業の必ひつ須す装備……ってお兄さん！　白い尻尾までつけてんのかよ、本格的！

「あぁわかった、オレに解けない謎は……じゃなくて、すみません撮影中ですよね？　お邪魔しました、すぐどきますんで。ついでにスタッフさんどこっすか？　スマホなくしちゃったんで──」

　写真集かドラマか映画か知らないが、きっとなにかの撮影現場に突撃してしまったんだろう。

　そう冴さえ渡る推測をしたオレは立ち上がり、なぜか固まってしまったままのお兄さんの元へと、数歩近づきかけ……。

「……くれ」

「え？」

「結婚してくれッッ!!」

「無理。って、ちょっ!?　ぅぎゃーーー!?」

　襲われた。具体的に言うと、性的に。

　この時ほど、オレの類まれなる運動能力と反射神経、幸運に感謝したことはない。

　長年否いや応おうなく鍛えてくれた兄貴たちと、鬱うつ陶とうしいほど絡んできたケンカ仲間のアホ共にも、この時だけは心から感謝を捧ささげたものだ。せいぜい二秒ほどだったけど。

　というわけで、体格も筋力も劣るオレがどうにか貞操を死守しつつ、この白黒猫男を撃退・無力化してから色々吐かせ──懇切丁寧に教えてもらった結果、オレは自分が所謂いわゆる『異世界』にいることを確信した。

　これぞリアル神隠しに違いない！

　しかもこの世界、オレみたいな普通の人間は一人もいない。

　獣のような耳と尻尾、場合によっては毛皮や爪、鱗うろこなどがある『人間』──つまりファンタジーでお馴染みの『獣人』しかいない世界だったのだ。

　そのうえＲＰＧには欠かせぬ超不思議能力の定番、『精霊魔法』なるものまで存在するというのだから、もうここは完璧なファンタジー世界で間違いないだろう。最高かッ！

　それから数日という早いうちに精霊魔法をマスターした才能溢あふれるオレが、しかも現地人たちよりも遥はるかに強力な魔法を使えるとわかったオレが、こんな超面白ワールドでおとなしくしているわけがない。

　というのもオレ、ゲーム大好き、ファンタジー大好き、いつか秘められた力が解放されると思っていた時期がつい最近まで──フッ、やはりオレは間違っていなかったッ！

　その後の日々は控えめに言って、もう最高だった。

　まるでゲームみたいに、でも明確に現実の世界で魔法が使える。しかも、お誂あつらえ向きの『敵』だっている。

　おまけに『冒険者ギルド』と言えば、ある程度の日本人には即通じるような組織さえ存在していた。さすがに名称は違ったが。

　ここまでお膳ぜん立だてされれば、一旗揚げよう！　と一念発起するものだろう。

　そう、親父おやじもよく言っていた。『日本男児たるもの一国一城の主あるじを目指せ』と！　……何時代だ？　というツッコミを初めてしたのは、オレが中学二年の冬だったか……。

　まぁ今から思うと正直、調子に乗ってました、ハイ。

　オレの容姿が珍しいというのは理解できていたから、一応は変装をして、気が向くまま足の向くままに、この世界の色々な街を巡ってみた。

　その道すがら、一方的に次から次へと降りかかってきた火の粉は、全力で払いのけながら。

　どこかの大都市で城門を破壊したのは流石さすがにまずかったかなー……小さな街でやたらと偉そうな犬人間をふっ飛ばしたのも、今となって思えば……。それとも、この前のアレか……いや、あっちがまずかったのか？　あぁ、ちょうど一年くらい前に、どこかの森を不可抗力で焼き払っちゃったけどアレか～？　でもあっちも……。

　この異世界での出来事を走馬灯のごとく高速で振り返ったオレは、相変わらず見ず知らずの男にベッドに押さえつけられたまま、隙すきを窺うかがいながらも、あれやこれやとこの状況の原因を洗い出そうとしていた。

（蒼い髪も珍しいけど、魚のヒレみたいな半透明の蒼い耳に、銀色の巻角？　尻尾は……見えないけど、今まで出会ったことのない種族か？）

　この世界では間違いなく強つわ者ものであるはずのオレが、文字通り手も足も出ない。

　こんな強敵と遭遇エンカウントする原因は……思い当たる出来事が多すぎて絞り込めないって、今更だけどどーなのよ、オレ。

　尻の骨を確認されるのは終わったが、今度は「羽はあるのかな～？」と呟つぶやきながらオレの背中の服をめくり上げ、さわさわと背骨やら肩甲骨付近を辿たどる男の指先を、嫌でも意識してしまう。

　それに鳥肌を立てつつも、オレはせめてとばかりに、くぐもった声でお願いしてみた。

　どうやらこの男、オレを今すぐどうのこうのする気はなさそうだし……だったらパンツだけでも元に戻してくれ！　と。

「んー！　んぅうー！」

　一体いつまで尻丸出しにしてなきゃいけないんだよ!?　襲う気がないなら、せめてそこは気遣えよ！　いくら前科○犯のオレかもしれないが、最低限の尊厳じゃなかろうか!?

「うん？　あぁ、ごめんねーー」

　そんなオレの必死な願いが通じたのか、とりあえず暴力を振るうこともなく、無理矢理行為に及ぶ気配もない男は、その金の瞳をゆるく瞬またたかせて頷うなずいてくれる。

「神み子こは捕獲しておかないとダメだから、面倒だけど一緒に来てもらうよ。はぁ……ほんと、なんで僕が……」

　心の底からめんどくせぇ、とはっきり伝わるほどのため息と共に告げられた言葉に、思わず目を見開いた。

　この二年、わりと広範囲に様々な場所をうろついたと思うが、今までそんな単語は一度も耳にしたことがなかったからだ。

（ミコ？　……巫み女こ？　いや、神子か!?　これは……！　隠しキャラから繋つながる隠しルートが出現しっ……）

　いや、いくらゲームみたいなファンタジー世界といえども、現実なのだからそんなことではないとわかっているのだが、ついつい心に滾たぎるこの情熱が時折表面化してしまうのは、もう自分でも止められな──。

「なんでそんなに目をキラキラさせているのか、非常に興味深いけれど……今は時間もないから、もう連れて行くね」

　小首を傾かしげた綺き麗れいな男がそう告げるとともに、オレの体を押さえつける力が消える。

　その代わりに、ふわりとベッドの上に全身が小さく浮かされた、直後──ズボッ！　という音を残して、オレは頭から大きな袋状の何かに突っ込まれていた。

（待て、待て待て待てオイ、せめてパンツ！　パンツくらいちゃんと穿はかせてから誘拐してくれよなッ！）

　足の先が少し袋の外に出ている雑な仕事ぶりにも物を申したいが、結局オレの願いは最後まで、この誘拐犯に通じることはなかった。




　そうしてオレは、捕まった。




　オレを捕獲したこの男が、伝説級の超・希少種レアである『竜』が人の姿に変身した『竜りゆう人じん』という存在であることを知ったのは、それから数時間後。

　だだっ広いスイートルームのような白い部屋の中で、ようやく袋から解放され、拘束を解かれ、即刻パンツとズボンを直した後のことだった。




「神子の身柄は、今回は僕が預かることになったから。一生、この神殿内で安全に生きると良いよ」

　そんな監禁宣言と、共に。




　　　　＊




　僅わずか二年とはいえ、異世界で我ながらたくましく生き抜いてきたと自負しているオレは、はっきり言ってかなり適応力が高いと思う。

「すみませーん、コレおかわり」

「……また、ですか。確かこれで三杯目だと思うのですが……」

「まだまだ成長期なんで」

「……承知いたしましたわ、神子様」

　もう伸びしろもなさそうなのに？　と目で言いながらも、オレが差し出した空になった茶ちや碗わんモドキを受け取ってくれたのはキツネ顔の女性だ。

　比ひ喩ゆではなく顔がキツネそのもので体はほぼ人間と同じの、この世界でちょくちょく見かけるタイプの獣人さん。

　ちなみに、オレのお世話係そのいちの人で、襟元や袖そでに青と黄色の縞しま々しま模様がついた白いロングワンピース姿のお姉さんだ。

　なお大事なことだが、オレの身長は[image: 172]㎝だ。最近、魔法でなんとなく測っただけだけれども、きっとそれくらいだ。

　このお姉さんより頭一つ分低いが、こっちの世界は大柄な人が多いだけで、オレは決してチビではない。

　まぁ日本人男子十八歳の平均身長がいくらかは、もはやオレに知る由はないが……。

「神子様ねぇ……神子様、か……」

　しずしずと足音をほとんど立てずに部屋を出て行くお姉さんの後ろ姿、特に三本もある彼女の黄色い尻尾しつぽを見送りながら、口の中でその単語を転がしてみた。

　オレがとある街の宿屋から誘拐された先がここ、竜の神殿と呼ばれている場所だ。オレもどこかで話には聞いたことがあった、ような気もする。

　確かこの世界には『竜』という特別な種族がいて、その強大な力ゆえに人間社会からは距離を置いている、と。

　そんな竜の加護を求めるために、各地に竜一体一体のための神殿があるとか……うん、ここのことだろうな。

　テーブルの上に並べられた皿のひとつから、最後までとっておいた肉をフォークで口に放り込んだ後、昨夜の出来事をもう一度よく思い出してみる。

　そう、オレが捕まったのって、まだ昨日きのうのことだから。

　実家でくつろぐがごとく朝食のおかわりもお願いしちゃったが、実はあれから丸一日も経たっていないのだ。

　オレが宿屋に戻ったのは確か夕方頃で、このやけに広くて高級感漂う洋風スイートルームっぽい部屋で解放された時には、窓の向こうはもう夜になっていた。

　袋ふくろ詰づめされていたからよくわからなかったが、そんなに長時間移動した気はしなかったんだけどな？

　しかもあの誘拐犯、自分のことを『竜人』とだけ名乗って監禁宣言した後は「詳しいことは明日ね。じゃあゆっくりお休み」と、オレをこの部屋に放置して去って行ったのだ。

　ただし、魔法を封じるための封印具と呼ばれる腕輪をきっちりオレに嵌はめることは忘れずに。

　そんな竜人の男と入れ替わるようにやって来たのが、あのキツネ顔のお姉さんを含めた三人ほどの女性だった。

　彼女たちに適当に服を着せ替えられ、夕食をもらった後、扉続きの寝室へ押し込められたわけだ。なので、普通に寝た。

　宿屋で襲われた時は牢ろう屋やにでもぶちこまれるのか、それとも噂うわさに聞く闇やみの奴隷商人とやらに売り払われて、オークションにかけられる!?　と盛大に肝を冷やしたが、あの竜人も「神子は捕獲しておかないと」と零こぼしていたからな。

　匂においと味からして、食事に怪しそうな薬も盛られていないみたいだし、とりあえず命の危険はないかなと。

　だったらまぁ、なんとかなるっしょ。

　そうしてオレが体験してきたどの高級宿屋よりも、遥かに寝ね心地ごこちの良いふかふかベッドでぐっすり安眠した結果、キツネ顔のお姉さんに肩を揺すられてようやく目覚めたのが今朝けさのこと。

　いやー、ほんっとよく寝たわ。頭もスッキリ、この数日間の疲れもリフレッシュ！　しかも、寝室から出れば朝食までバッチリ用意されていた。

　そのうえ、これがまたどれも美味おいしくて大満足なわけだよ。

　というわけでついつい、おかわりまでお願いしていたんだが……。

「お待たせ、元気そうで良かったよ。ハイ、シュラッペのおかわり」

「あ、ども……誘拐は……えーと、竜人さん……」

　なぜか、オレのおかわりを持って来てくれたのは、あの竜人の男だった。

　肩口まで伸びた緩やかなウェーブがかかった薄うす蒼あおい髪、そこから飛び出す白銀の巻角とヒレのような半透明の耳に、金の瞳ひとみが特徴的な優男。

　昨日は焦げ茶色のマントで全身を包んでいたからなんとも思わなかったが、今の竜人の格好は胸元に緑のリボンタイを結んだ白いシャツに、白銀色で細かく刺し繍しゆうされた深い蒼のロングジャケット、白いズボンに膝ひざ下したまでの黒ブーツ、とどこのお貴族様、いや王子様ですかという出いで立たちだった。

　対するオレは、七しち分ぶ袖そでの白いロングＴシャツっぽい服に、黒いハーフパンツみたいなズボン、というどこまでもラフな格好だけど。

　ただしコレ、ここで着せられた服だから。楽だしこういう格好、わりと好きだけどさ。

　そんなオレの目の前へ、竜人は給仕係ウエイターのように山盛りチャーハンモドキの皿を置いてから、同じテーブルの向かいの席へと腰を下ろした。

「そんなに警戒しなくていいよ。ちょっと説明に来ただけだから。気にせず、食べながら聞いてくれていいからね」

　よほどオレの内心のツッコミが顔に出ていたのか、元から甘い顔立ちに小さく笑みを浮かべて更に柔和な気配を纏まとった竜人が、そう優しげに語りかける。

（おぉ、作り笑いでもイケメンがやると絵になるな～）

　こっそり心の中だけで呟きながらも、オレは「では遠慮なく」と頷いて、スプーンをおかわりの皿に伸ばした。

「まず遅くなったけど、僕の名前はアウリストファーゼ。呼びにくければ、アーロンと呼んでくれていいよ」

　そういえば自己紹介もまだだったな、と人さらい竜人ことアウリストファーゼ……うん、呼びにくいからアーロンさんな。

　彼の言葉を受けてオレもスプーンを口に突っ込む前に、名乗っておく。

「それはご丁寧にどうも、アーロンさん。オレは日笠晴真、ハルマとかハルとか、呼びやすい方でどうぞ」

　ん？　となぜか笑みを浮かべたまま小首を傾げるアーロンさん。その反応の理由はわからないが、早速おかわり分のチャーハンモドキ、その最初のひと口をパクリと頂いた。
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　んまーっ！　これ、やっぱり今まで食べてきたチャーハンモドキと味が違うんだよ！　海鮮系？　海鮮系の出だ汁しの気配がするぅ！

「……えぇと、じゃあ説明するね？　君は別の世界からやって来た人間だよね。そういった存在を、僕ら竜は『神子』と呼んで保護することになっている」

　はい了解ッス、そういう設定のゲームやら漫画やらは大変馴な染じみ深かったもんで。

　主人公特性はオレの場合、精霊魔法特化……おっとゲームじゃない、現実現実っと。

「それというのも、その……君みたいな特殊な容姿の人間は、この世界の多くの人間にとっては、とても魅力的に見えるらしくてね。過去、異世界人を奪い合って多くの国が絡む戦争が起きて、世界が荒廃しかけたこともあるんだ」

　オレ男だけど、傾国の美女属性なわけね。うん大丈夫、もはや諦あきらめたから、そこはちゃんと理解している。

　この世界、男同士も恋愛対象になるってことは、痛いほどわかってますんで。オレの貞操、ほんっっとよく無事だったよなぁ。

「だから世界の調停を司つかさどる竜帝──まぁ僕らの王様みたいなもので、人間たちにとっても絶対の存在だね。その竜からの命令で、異世界人を『竜の神子』として保護するようになったんだよ」

　ほうほう、で？

「今回の神子、つまり君の保護を竜帝から命じられたのが、僕なんだ。昨夜も少しだけ話したけれど、ここにいれば安全だし、外に出る必要もない。衣食住も充分保障するから、死ぬまで安心して暮らせるからね」

　あー……監禁コースは決定なわけか。でも安心安全は手に入る、と。ふむふむ、これはちょっと……様子見かな？

「簡単に説明すると、こんなところなんだけれど……何か質問はあるかな？」

　ちょっと口元が引きつっているアーロンさんの様子が気になるが、ちょうどオレもおかわりの皿を完食し終えたところだ。

　カップに用意されていたお茶をひと口飲んでから、一番気になっていたことを尋ねてみた。

「宿屋に置いてたオレの装備一式と全財産は、今ドコなんですかね？」

「ごめんね、ちょっと待って、今質問することがそれなのかな？　もっと大切なことはないのかい!?」

「ない」

　失礼な、オレの装備一式と全財産はめちゃくちゃ大切なことだってーの。そう思ったオレは、つい即答してしまっていた。

　その結果、アーロンさんが「ちょっとごめん」、と額を手で覆いながら席を外すことになったけど。

　頭痛かな？　お大事に～。
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　オレが竜の神殿に囚とらわれ──いや保護されてから、一週間ほどが経たった。

　今日も今日とて、オレは右手首につけられた封印具である金の腕輪をカチャカチャと左手で弄いじりながら、自室としてあてがわれている部屋のソファーにひとり寝転がっていた。

「はぁ……どうすっかなー……」

　ため息とともについ独り言をもらしてしまうのは、この監禁生活に早くも飽きてきたせいである。ぶっちゃけ、三日目で既に飽きていた。

　三食昼寝付きの上あげ膳ぜん据すえ膳ぜん、至れり尽くせり生活。それに最初こそ、このままぐうたら食っちゃ寝人生に突入してもいいかとも思ったが、まぁオレには無理だったわけだ。

　というのも、神子様という存在はニートでいることしかやることがない、つまり仕事がないのが原因だ。

　あの日、竜人のアーロンさんが朝食途中に現れ、突然の頭痛か何かに席を外した後、しばらくすると戻ってきてくれたので色々と話をした。

　そのなかで、神子オレはここで何をしたらいいのか？　と尋ねたら、「何もしなくていいよ」とにっこり笑顔で言いきられたのだ。

　彼の話をまとめると、この世界にはたまに、オレのような異世界人がやって来る。運が悪いと、そのせいで大きな争いが起こる。

　だからそれを防ぐために、便宜上『神子』と呼ぶことにし、最強種である『竜』がそうやって特別扱いすることで、異世界人に興味を持ちそうな人間を牽けん制せいしている、らしい。

　つまり、何か特別そうな称号か職業ジヨブではないかと思われた『神子』という存在自体には、特に意味はなかったのだ。

　そう……神様的な大いなる存在と意思を通かよわしたり、何か第六感的なものが超強化されるとか、秘められた世界の神秘に迫る鍵かぎだったりとか、そんなことは一切ない。

　オレの期待を返せ、とかちょっとしか思ってないからな。

　もう本当に、ただここで生きてさえいれば、いいらしい。

　なんだそりゃ。

　こちとら、体力気力共に有り余っている若者ぞ？　ここに来る前までは、精霊魔法ブッパしながら無双して調子に乗っていた討伐者デイーラぞ？　ランク等級第一級ぞ？　こうしてゴロゴロしている間にも、世界はオレを待っているというのに！　……多分だけど。

　こうなれば仕方ない、そろそろアーロンさんに直談判してみるか。

　あの人、忙しいのか面倒なのか知らないが、一日一回、朝か夜にオレの顔を見に来てはくれるものの、それくらいしか接点がないからな。

　ちなみにこの神殿という建物内で、オレが自由に行き来できる場所もかなり限定されている。

　このスイートルーム感溢あふれる部屋を出てすぐの書庫か、三分ほど廊下を歩いた先から出られる整備された庭、という神殿の人間でも立ち入りが制限されている区域しかうろつけないのだ。

　ゆっくり時間をかけても、二日で充分歩き回れる程度の範囲である。……もしかして、隔離された猛獣扱いだったりするのか？　オレ。

　まぁいいか。思い立ったら吉日、というわけで。

「もしもーし、誰だれかいますかー？」

　右手の腕輪に光る琥こ珀はく色いろの宝石、それに手を触れながら話しかければ、すぐに小さなノックの後、ソファーから遠く離れた扉が外側から静かに開かれる。

「お呼びでしょうか、神子様」

　しずしずと現れたのは、法ほう衣え扱いらしい白のロングワンピースを纏ったいつもと変わらぬ姿のキツネ顔お姉さんこと、ラーナさんだ。

　オレの精霊魔法を封じる厄介な腕輪だけど、こういう便利機能は助かるよな。

　仕組みがわかれば自作して売り払ってがっぽがっぽ稼げるのに、これはどうもオレが使える魔法とは根本的に違うっていうか──っと、今はそれはおいておこう。

「アーロンさんに聞きたいことがあるんですけど、今日ってお話しできるかわかりますかね？」

　きちんとソファーに座り直してから、意識的に笑みを浮かべてラーナさんに尋ねると、彼女は明るい茶色の瞳をほんの少し細め、柔らかな声音で答えてくれた。

「でしたら、これから蒼そう月げつの君きみにお伺いしてまいります。神子様はこちらでお待ちくださいませ」

「はい、わかりました。ありがとうございます」

　うんうん、一週間前に比べてラーナさんともかなり打ち解けることはできたな。

　どんな所でも笑顔と礼儀正しさが大事なのは、そうそう変わらないという証拠だ。フッ──これぞオレの人心掌握術！　……この数日間、暇で暇で仕方なさすぎて、なんとかならないかとラーナさんにお願いして一緒にカードやらボードゲームに付き合ってもらったおかげとも言うが。

　そうそう、ラーナさんが口にした『蒼月の君』というのはアーロンさんの敬称みたいなものなんだと。

　獣人……この世界での普通の人間にとって、神にも等しい竜たる種族が自分たちと同じ姿をとり、竜人として接してくれることは、とても畏おそれ多おおいことらしい。だから竜人の名前をそのまま口にすることはおろか、たとえ親しみを込めた愛称で呼ぼうとも、本当は不敬なことなんだと。

　それ、オレにも早いうちに教えてほしかったよな。

　アーロンさん呼びが定着した後に、実は、なんてこっそり教えられても今更変えられないし。

　ただ、そう教えてくれたラーナさん自身が「神子様は特別ですので、お気になさらず」と、言ってくれたから、まぁいいのかな？

　でも、どうせならオレもかっこよさそうな二つ名で呼んでもらいたかっ……んん、鎮まれ、オレの過去の野望よ！

　ラーナさんがまたしずしずと部屋を出て行くのを見送りながら、そんなことを考えていることしばし。

　再び、室内に小さなノックの音が響いた。

　さすが、できる女オーラが溢れているラーナさん、仕事早いな！　と思いながら返事をして、廊下へと続く扉の方へ顔を向ければ、

「僕に話があるって聞いたけど、何かな？　神子」

「はっや」

　即、ご本人様が登場するとは思わなかった。アーロンさん、もしかして暇人なんだろうか。

　今日も今日とて王侯貴族様代表のような美形竜人さんの眩まばゆいオーラに少々気け圧おされつつ、オレはソファーから近くの丸テーブルへと席を移動し、いつかのように彼と向かい合って座った。

　その短い間にも、つい、じーっと目の前の男を観察してしまう。

　見た目は本当にただの人間……いやただの獣人なんだが、どれだけ何度見ても、この男が『竜』という世界で頂点に立つ最強種だとは思えない。

　滲にじみ出でる強つわ者ものの気配だとか、威圧感とか、漫画だと「ドンッ」なんていう効果音で表されるものが、何一つ感じ取れない。

　どこからどう見ても、穏やかそうな年上の、気品溢れる優男そのものなのだ。

　それでいて実は最強種の竜なんです、とかナニソレカッコイイ。うーむ、羨うらやましい。やはりオレも、最終的にはこういったスタイルを目指すべきか。

「ん？　僕の顔に何か──」

「単刀直入にお願いがあります、仕事ください」

「仕事？」

　あっぶね、あまりに見つめすぎて不審者になるところだった。男に襲われるのはまぁまぁ慣れたとはいえ、だからといってオレ自身が男を好んで見つめる趣味はないのだ。当然この先もない、オレは女の子が好きだ。猫耳少女と出会ったあの衝撃だけは、きっと何があっても忘れない……ヒゲもすごかったけど。

　そんな思考を頭の外に追い出しながら、金の瞳ひとみを不思議そうに瞬かせるアーロンさんにオレは色々と主張してみた。

　神子っていうなら、何かお祭り的なもので仕事ありそうじゃん？　やらせてよ、とか。

　神殿って確か奉仕作業とかもあったよな？　オレも外に出て掃除でもするよ、とか。

　ぶっちゃけ、封印具を外してくれたら色々バリバリ働けるよ、とか。

　だが、アーロンさんは困ったように小さく首を傾かしげながら、その全すべてを却下していった。

　神子の存在は秘匿されているから、人前に出るのはもってのほか。

　変装して神殿の外に出ても、君にとって危険はいっぱいだよ。

　何もしなくていい、ただここで生きているだけでいいんだよ──、と。

「いやいや、働かざる者食うべからず、という言葉がオレの故郷にはありまして……」

「君にとって世界は危険なんだよ？　今までだって君は──いや、ごめん。……ここにいればどんな人間だって手は出せない、襲撃できるとしたら竜くらいなもので、それだってありえない。だから、君はここでずっと安心して暮らしていけばいいんだよ？」

「だから、それだと暇で仕方ないんで、仕事くれ……ください」

「暇なんじゃなくて、穏やかに過ごしているということだよね？　それでいいと思うよ」

　そこまで話してから、オレははたと気がついた。この男、もしやニート体質なのではなかろうか、と。

（……ありうる、ありうるぞっ！　自分のための神殿に住んでて、三食昼寝付き、上げ膳据え膳で生きてたら、そりゃ勤労精神とは縁がないだろうし。ということは……この議論は、どこまでいっても平行線なわけか？）

　オレは暇だから仕事がしたい、アーロンさんは暇でいいじゃん平和じゃん、という考えなのだから、妥協点が失しつ踪そう中だ。

　うむ、ならば致し方ないか……。

「……なるほど、うん、言われてみればそんな気もしてきた、ような気がします」

　と納得して頷うなずいたふりをするオレに、アーロンさんはあからさまにほっとした顔をして言った。

「そう、良かった。君は……今まで大変だったんだから、ゆっくりしながら生きていいんだよ」

　穏やかな低い声音で、優しげに告げる言葉にオレはもう一度笑って、頷き返した。決して頭の中の計画を、悟られないように。

　その日の夜、オレはアーロンさんの神殿から無事、見事に脱走した。

　ふははははっ！　封印具対策をこのオレが怠っているはずがなかろうっ！

　なお、オレが束つかの間まの自由を味わったのは、結果的に一日にも満たなかったことを、先に白状しておく。
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　僕が『神子』という存在を初めて知ったのは、いつのことだったか。

　もう遠い昔、珍しく集まった成竜おとなたちがしきりにその音を口にして、何か難しい話をしていた、というのが最初の記憶かもしれない。

　それからも時折、その単語を耳にする機会は何度かあった。その度に少しずつ知識は増えていくわけだが、聞きかじるだけでも面倒そうなかの存在とはできるだけ接点を持ちたくない、自然とそう思うようになっていった。

　それなのに、どうして僕がこんな目に。

『というわけでじゃ、どうやら神子がまたこの世界にやって来ておるようでの、すまんが今回はそちが保護してやっておくれ』

　ずしりと重い威厳の伴った低い声音、それでいて間違いなく親愛の情を感じるのは、水みず鏡かがみ越しに映るこの強大な竜と自分に血縁関係があるからだろう。

　だからといって快く二つ返事でその頼みを受け入れられるかといえば、それとこれとは別なのだけどね。

「できたら他の……もっと若い子にお願いしてもらえませんか？　僕などに神子の世話ができるとは、到底思えないのですが」

　ほのかな希望を胸にできるだけそう下した手てに出てみたものの、クワッとその金の瞳を見開いた白銀の竜は、即座に叱責の声を上げた。

『そち以外の！　適任が！　おらぬからこそ！　そちに！　我が血族のアウリストファーゼに！　頼んでおるのじゃッ！　そもそも、そちとてまだまだ若人わこうどであろうが！　何を早々に隠居じみた生活をしておる！　儂わしがそちぐらいの時には、三人目の嫁と仲睦むつまじゅう巣す篭ごもりしておったわッ！』

　フンッ！　と荒い鼻息が直接届くことはないというのに、さざ波となって乱れる水面。とっさに指を浸してその歪ゆがみを止めながら、やっぱりダメかとため息交じりに口を開く。

「はいはい、では御心のままに、竜帝陛下」

　ゆっくりと過ぎていく時の流れに身を浸し、ただただ平穏のなかで静かに息を繰り返す。

　そんな僕の至福の日常に、突如降って湧わいた面倒事。それが、この竜帝という絶対強者から下された『神子の保護』という命令だ。

　もう考えるだけでも、面倒くさい。

　僕らにとっては普通の人間でさえ、瞬く間に老いて死んでいく脆ぜい弱じやくな生き物なのに、神子なんて確かそれ以上に色々と面倒だったはずだ。

　いっそ捜したふりでもして、やっぱり見つけられませんでした、と頭を下げた方が楽かな？

　そんな僕の考えを見抜いたのか、ただ単に思い出しただけなのか、当代竜帝である巨大な白銀竜が再びその声を響かせる。

『うむ、そちの助けとなるようコレを授けておこう。歴代神子を保護した者たちが記した備忘録を、編へん纂さんしたものじゃ。しっかりと読み込み、先達の対応に学ぶとよかろう。くれぐれも神子を死なせぬよう、留意するんじゃぞ？　神子の存在は精霊にとっても重要なのじゃから。おっとこれは他言無用じゃて、ゆめゆめ神子に告げるでないぞ？』

（話が長い上に要点がまとまってないんだよねぇ……話し好きなのはわかるけど、秘匿事項をうっかり口にするのだけは、やめてくれないかな）

　水鏡の向こう側から飛び出した一冊の分厚い本を受け取り、パラパラとその中身を覗のぞいて見たけれど……。

「……伯父上、やっぱり僕には無理ですって。こんなすぐに死にそうな生き物、逆に僕が世話をしたせいで死にますよ」

『諦あきらめるな！　そちならできる！　やる気を出すのじゃ！　あぁぁあこりゃ！　どこへ行く!?　また深ふ海か寝ねでもする気か!?　──わかった！　とりあえずは捕獲じゃ捕獲！　一刻もはよう神子の身柄を安全な場所に確保するのじゃ！　それさえ終われば、後の世話はそちの神殿の者に任せればよい！』

　そうやってしばらく時間を無駄にしたものの、結局僕は神子を捕獲するために久しぶりに全速力で飛ぶことになった。

　竜の姿よりも竜人である方が遥はるかに楽なものだから、本当に久しぶりに飛んでみたが……もうそれだけで疲れたよ。

　思えば、僕が住すみ処かである神殿から目的を持って外出するのなんて、いつ以来だろう。本当に気が重い、面倒くさい。

　だというのに、竜帝が感知したという神子の気配を頼りに滞在先の宿屋を突き止めたら、お留守だった。幸い、すぐに帰ってきてくれたから良かったけれど……。

　ただ、神子というのが確かに興味をそそられる存在であることは、間違いなかった。

　さっさと捕獲して連れ帰ろうと考えていたはずだったのに、確認のためにその姿を暴いてみると、この僕でも久方ぶりに面白いと感じてしまったのだから。

　不思議な形をした小さな耳も、どこもかしこも艶つややかな肌も、指先に小さな飾りのように生えた爪も、尻尾しつぽのないツルンとしたお尻しりも。

　涙目でこちらを睨にらみあげていた神子には悪かったけれど、つい触り心地ごこちを堪能してしまうくらいにはどこもかしこも心地良くて、物珍しかった。

　これは人間たちが目の色を変えて欲しがるはずだよね、と内心で納得しながらも最初の対応を誤ったと気づいたのは、無事に神殿まで連れ帰った神子の世話を女官たちに任せた後だった。

　まだろくに読み込んでいなかった神子に関する備忘録、深緑色をした表紙のその分厚い本に一通り目を通しておこうとした時だった。

　まさか開いて二ページ目に『神子の体には直接ベタベタ触らないように。特に性的接触は厳禁、場合によっては死にます』なんて注意書きがあるなんて、誰だれがわかるだろう。

（えー……思いっきりお尻や背中を触った後だけれど、性的にではないから大丈夫かな？　明日の朝まで生きているかな？　はぁぁ……面倒だなぁ。これだから、神子になんて関わりたくなかったのに）

　そんな泣き言を胸の奥で呟つぶやきつつ、うんざりしながら夜が明けるのを待った。その間に読み終えた備忘録の内容にも、果てしなくうんざりしたけれど。というのも、その中身を抜粋すると──。




　神子は異世界から独りでやって来た為ために、精神状態が不安定です。帰りたいと泣き喚わめいても、優しく見守りましょう。帰る方法はないと真実を伝える時は、よく注意しましょう。場合によっては絶望して死にます。

　神子は人間たちに弄もてあそばれていることが多いので、関わる人員は最小限にしましょう。急に多くの者が押しかけると、恐怖で死にます。

　神子にとって竜の保護下が安全であることを、繰り返し説明しましょう。個体によっては人間に洗脳されており保護を嫌がりますが、外界に放してはいけません。自力で生きていけないので、すぐに人間に捕まり弄ばれて死にます。

　神子は──。




　といった内容がずらずらと、果てしなく書き連ねられていたのだから。

『死にます』というのが自ら死を選ぶのか、ショック死するのかはわからないけれど、とにかく気を遣わなければいけない生き物だというのは、よくよくわかる本だった。

　幸い朝になっても僕の部屋に女官たちが駆け込んでくることはなかったから、神子はまだ死んではいないのだろう。ならこの本に従って、今の状況の説明を早いうちにしておこうか、と僕は神子の部屋へと向かった。

　その途中、神子の食事を運ぶ女官のひとりと出会ったから、ついでにそれも受け取って。

　そうして初めてゆっくり神子と話をしたのだけれど──……ハルマと名乗った異世界人の少年は、どうも本に書かれている神子とは違う気がした。

　神子は環境が変わると何も食べなくなる危険がある、って誰が記したのだろう。この子、朝食を既に二人前以上完食しているうえに、僕が運んできたのも間違いなくおかわりだよね？

　神子は心を開いてくれるまでに相当時間がかかる、ってあったけれど、この子は普通にくつろいで食事をしながら、僕と会話をしてくれるし。

　そのうえ、極めつけは、

「宿屋に置いてたオレの装備一式と全財産は、今ドコなんですかね？」

　僕への最初の質問がそれなのかい？　それでいいのかい？　君はさ、僕に捕まって突然こんな所に連れて来られて、不安でいっぱいのはずだろう？　虚勢かな？　それとも混乱しているだけ？　あぁ混乱しているのは、僕もか。

　一度神子の部屋から出て、持ち歩いていた備忘録を読み返す羽目になったけど、きっと彼も環境が変わったせいで、まだ冷静に考えられていないのだろう。

　そう結論づけた僕は、この神殿では何もせず、安心して生きていけばいいことを繰り返し神子に伝えて、ひとまず様子を見ることにした。

　一日に何度も会いに行っては負担になるから、朝か夜に一度だけ、僕自身の目で生存確認をして、少しずつ言葉を交わす。うん、本の通りでやはり問題ないらしい。

　しばらくすると神子に封印具を外してくれと頼まれたけれど、精霊魔法の暴発で死ぬ危険もあるのだから、外してあげることはできなかった。

　それからまた少しすると、今度は「仕事がしたい」と言い出した。

　彼の言う仕事の内容はよくわからなかったけれど、おそらくこの神子は今までも人間たちに酷使されてきたのだろう。可哀かわい想そうに。

　もう危険な外の世界と関わる必要もないのに、よほど酷ひどく洗脳されているのかもしれない。きっと嫌なことばかりだったろうに、自分から外に出たいだなんて。

　また面倒だけれど、これはもう少し時間をかけて穏やかに生きていけることを、この子に教えていってあげないと……。

　そう考えていた日の、翌朝。

　──女官の一人が、僕の部屋に飛び込んできた。

「神子様の御姿がどこにも見当たらないのですっ！　それにサーシャがっ、奥おく宮みやで血の痕あとを見つけたと！」

　あぁ、なんだ。やっぱりすぐに死んだじゃないか。これで僕の今までの苦労も水の泡、伯父上──竜帝陛下からも、きついお小言を頂くことになるのだろう。だから神子になんて、関わりたくなかったんだ。

　否いや応おうなく胸に湧き上がった思いの数々を黙殺しながら、とりあえず亡なき骸がらだけでも確保しておこうと思った僕は、神子の魔力を竜の感覚で捜した。昨夜命を絶ったのなら、まだきっとその残ざん滓しくらいは追えるだろう、と。

　でも、その直後……思わず数百年ぶりに吹き出す羽目になるとは、思わなかった。

「ぶふっ!?」

「っ!?　き、君きみ様さま？　いかがなさいましたか？」

　なぜだろうね？　どうして、封印具で精霊魔法を封じられていたはずの神子の魔力が、この神殿から遠く離れた街で元気に揺らいでいるのかな。転移魔法なんて、本来人間が扱える魔法ではないはずなのに。

「……あの子、行動力ありすぎ……」

　全くもって意味がわからない。なんなんだあの子……って神子だよね？　この本に書いてある通りの、神子──のはず、だよね？　だったら、放っておいたらすぐに死んでしまう。早く捕まえに行かないと……。

　そう考えながら腰を上げた僕は不思議なことに、もうそれを面倒だとは感じていなかった。それどころか、自然と口元が緩んでいくのさえ自覚していた。

　そしてこの日以降、僕が神子に対して『面倒くさい』と感じることは、もう二度となかった。








２．精霊と白黒猫と竜人






　この世界でオレが一番好きなものはと聞かれたら、迷わず『精霊魔法』だと答えるだろう。

　コツを掴つかみさえすれば、幼い頃ころから現在に至るまで空想してきた全すべてが実現できるのだから、素晴らしいことこの上ない。……ちょっと言いすぎた。全てではないな、まぁ大体、そこそこ、わりと、可能なのである。

　ただし時と場合によっては、痛い代償が必要だったりもする。

「えーと、月が綺き麗れいですね？　みんな集まってるー？」

　アーロンさんの神殿から脱走することを決めた日の深夜、こそこそとやって来たのはオレが立ち入りを許されている数少ない場所のひとつ、庭である。

　サッカーコートほどの広さで、アーチ型に整えられた植木や階段状の花壇、小さな噴水などもある豪勢なお庭だ。

　その行き届いた手入れの見事さに「へぇーすごいねー」と最初は感心したものの、慣れてしまうと特に楽しくもないのが欠点だけど。

　なお、ここにたどり着くまでにはオレの部屋の扉にかかっていた鍵かぎと、夜の見回りをしていると思おぼしき鎧よろい姿の数人の目を掻かい潜くぐる、というミッションをこなす必要があったが、フッ──難易度イージーなぞオレの敵ではなかったわ。

　むしろ本番はここから、というわけでオレは適当な庭木の茂みの近くにしゃがみこみ、小ぶりな枝をひとつポキリと手た折おった。

　勿もち論ろん、外灯なんてないから月明かりだけが頼りだが、二年間でアウトドア生活にも慣れたせいか、視覚に支障はない。今夜が満月のおかげでもあるだろうが。

「そろそろいいか？　あのさオレ、今みんなの姿が見えないんだよ。この腕のキンキラキンなのわかる？　これ封印具な。だからちょっと手を貸してほしいんだ。まずこの腕輪壊して、それから『はじまりの街』まで連れて行ってくれ」

　傍はたから見れば、こそこそと独り言を続けているだけの危ない人に見えるだろうが、これにも大いに理由がある。封印具をつけられていると、こういったひと手間がどうしても必要なのだ。

「わかったよな？　ちゃんといるよな？　見えないけど、わかってくれてるって信じてるからな？　頼むぞ、お前らっ……！」

　そう何度もあることではないが、やはりこの瞬間は酷く緊張する。

　利き手でしっかり握りしめた小枝、その鋭くなった方の先端をもう片方の腕の内側に軽く押し当てて位置を調整し、最後に小さく息を吐き覚悟を決めて──。

「《我が血の贖あがないによって縛いましめより解き放ち、願いの地へと導け》！」

　我ながら出来のいいなんちゃってセリフを口にしながら、小枝を腕に突き刺した。

　ブツッという嫌な感覚と盛大な痛みに瞬時に口元がひきつるが、それとほぼ同時に、小枝を握っていたオレの右腕の手首から金の腕輪が音を立てて弾はじけ飛ぶ。

　その光景を目にしながらも、やけにはっきりと香る血の匂においと予想よりも鋭い痛みに、これはちょっとやりすぎたかもと後悔したところで、視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。

（よっしッ！　転移魔法成こッ──うおぇええぇえ!?）

　庭の景け色しきを溶かしたようなマーブル状の世界が、一瞬で再びあるべき世界の形へと戻る。その視界の変化に船酔いのような不快感を覚えたのも束つかの間ま、ガツンと頭を殴られたような強烈な頭痛と、口から体の中身がひっくり返って出てきそうな酷い吐き気に襲われる。

　これだから転移魔法なんて使いたくなかったんだ、あぁ夕飯もったいない。でも背に腹は代えられぬのだ。これは必要な犠牲だった……って腕も痛いてぇなッ!?

　そう毒づきながら地に膝ひざと両手をつき、リバースタイムを耐えることしばし。

　スッキリして多少はマシになった吐き気と、相変わらず酷い頭痛と腕の痛みに眉まゆを顰ひそめつつも、ようやく顔を上げた。

　そこにあったのは、夜の森に囲まれながらも月明かりに照らされて輝く、泉の水面だった。

　雲ひとつない晴天で、静かに降り注ぐ満月の光に揺れる湖面。その上を──いや泉だけでなく森の中やオレの周囲、至る所を飛び交っているのは、ふんわりとした白い光を纏まとう、半透明な姿の生き物たちだ。

　子猫のような小さく丸い顔に、兎うさぎのように垂れた長い耳。ふっくらとした体には短い手足と、馬のようなふさふさ尻尾。そしてその背中には、トンボのような透明な翅はねを持つ、真っ白なふわふわとした生き物……半透明だけど、オバケじゃない。これが、この世界で『精霊』と呼ばれている存在らしい。

　この精霊に自分の魔力を渡すことで魔法を発動してもらう、それが精霊魔法の大まかな仕組みのようだ。

　自分の感覚で言うと、体内にある魔力が電気だとしたら、精霊たちとの間に電線を繋つなぐのがオレにとってはこいつらを視認することで、スイッチをオンにして魔法を発動するのが呪じゆ文もんというか詠唱というか、まぁ何かそれっぽい言葉だ。

　それがオレの普段の精霊魔法の使い方なんだが、封印具だとか封印魔法をくらってしまうと、こうしてまさに身を切る必要が出てくるわけで。

「あ～いてぇな……ちょっと景気よくぶっすりやりすぎたかも……うぇー」

　いまだに血が流れ続けている腕を月明かりに晒さらし、思った以上に深そうな傷口と痛みに涙目になってしまう。

　そんななか、ふわりふわりと傷口に群がってくる精霊たち。一匹一匹の大きさは掌てのひらサイズと、見た目も大きさも可愛かわいらしい存在なのだが、オレはこいつらが本当は苦手だ。もう早く離れたい、むしろ追い払いたい。ただ、半透明なせいか、こいつらには触れることすらできないのだ。

（どーすっかな……こいつら、結局オレの傷口から零こぼれてる魔力狙ねらいだろ？　チラッチラッこっち見んなよ……と言いたいところだけど、傷の手て当あては必要だしな。でもオレの魔力、まだあるか？　もう一回リバースはさすがに回避したいぞ……）

　白い体毛に覆われた精霊たちの、唯一色がついた黒くつぶらな瞳ひとみが物言いたげに、オレへと何度も向けられる。それに口元を小さくひきつらせながら、迷いに迷った挙げ句、オレはそっと口にした。

「《癒いやしの──」

　途端、オレの魔力を受け取った精霊たちの顔つきが変わる。黒目の部分が点のように収縮し、可愛らしかったはずの猫口が大きくつり上がっていく。

　もうな、音があれば絶対「ニタァアァ」とか言ってそうな顔してるんだよ。

　はっきり言うとさ、ホラーなんだよホラー！　お前らどこぞの地縛霊か！　Ｂ級映画の化け物か！　その顔でこっち見んな！　頼むからッッ！

「──光よ》」

　言いたいことを全部飲み込んだまま、そう適当に呪文を口にし終える。すると凶悪な顔をした精霊たちは、ポンッと音を立てそうなほどに軽く宙を弾み、その拍子にオレの傷ついた腕が小さく光った。

　その小さな輝きが消えた後、腕にあった傷もキレイさっぱり消えていた。残ったのは血が流れて汚れた痕と、じくじくとした小さな痛みだけ。

「さんきゅー、じゃあまたな～」

　幸い連続リバースは回避できたことと、可愛らしい顔に戻って満足げに離れていく精霊たちにほっとしつつ、これからのことを夜空を見上げて考える。

　七しち分ぶ袖そでの薄いシャツに、同じく薄手の長ズボンという寝間着姿のまま逃走してきたわけだから、落ち着いてみると夜の寒さも少し堪こたえる。日中はどこでもわりと温暖な世界なんだけどな、ここ。

「朝になったら移動するとして、ここってオレのスタート地点のはずだから……だったら街はあっちで、再登録もできるし、金も……うん、どうにかなるか」

　少し休んで、頭痛がましになったら魔法で暖をとるとしよう。そういえば、オレの元の装備一式は結局どうなったんだっけ？　アーロンさんに、はぐらかされたままだったな。まぁこうなった以上、またいちから装備を整えないといけないが、今となってはそれも面白そうだ。

　上あげ膳ぜん据すえ膳ぜんで一週間ごろ寝するという予想外のバカンス生活もたまにならいいだろうが、やっぱり冒険しなくちゃな。

　適当な木の根元に腰を下ろしながら、決意も新たにオレはひとり、この強制リスタートの行く先を楽しむつもりでいた。そう、いつものように独りでどうにかなるし、どうにかしようと考えていた。

　だからまさか、ひとりじゃなくなるとは、夢にも思っていなかったんだけど。




　　　　＊




　薄汚れた年ねん季きの入った天井の木目を見つめながら、やっぱりこうなったかとため息をつく。

「はぁ、はぁ……あぁ、いい匂いだっ」

　荒い息の合間にそうとぼけたことを肩口でほざかれている、現在のオレの状況は説明するまでもなく、襲われている。

　しかも街の警備を司つかさどる公の組織である、守備隊の一室でだ。

　朝日が昇るのと同時に転移した先の泉から移動を開始したオレは、無事に目的の街へ到着することができた。徒歩三十分くらいかな。

　二年前にオレがこの世界にやって来て、初めて訪れた懐かしき街だ。

　だから『はじまりの街』と呼んでいるのだが、思えばここから旅立った後にこの街に戻ってきたのは、これが初めてだ。

　なんだかちょっとした里帰り気分かな。

　ただし、前回二年前のようにこの街の関係者を連れているわけでもなく、身元を証明する物も持ち合わせていないわけだから、すんなり街に入れてもらうことはできない。

　そこそこ規模の大きなこの街は、犯罪者の流入防止や税の徴収のためにきちんと出入街管理が行われているのだ。

　というわけで、寝間着姿でとことこ森からやって来たオレが取る手段はひとつ。街の中にいる知り合いを指名して、身元を保証してもらうことだ。

　数人で門番をしている守備隊のひとりに声をかけ、彼らも知っているであろうその人物の名を告げて、身元保証に来てくれるよう伝言を頼んだ。

　ここまでは普通にうまくいったんだ。何人かの隊員に文字通り凝視されたけど、この世界では異様なオレの姿を隠す方法が何もなかったんだから仕方ない。

　身元保証人がやって来るまで待っていろ、と通されたこぢんまりとした個室は仮眠室も兼ねていたのだろう。

　ベッドにも使えそうな長椅子と小さなテーブルだけが置かれた質素な部屋で、オレもおとなしく座って待っていたのだ。それも、そこそこくつろいで。

　だってさ、いくらなんでも守備隊を務める人間が、元の世界で言えば警察官とほぼ同じのお堅い職の人が、よりにもよってその職場内で手を出してくるなんてありえないだろ。オレもそう思っていたんだよ。

　しばらくして部屋にやって来た守備隊の男のひとりに、あっという間に長椅子の上に押し倒されるまではな！

「っ……いい加減、正気に返ってもらえます？　そろそろ放してくれないとっ……」

　腹の上にのしかかられた挙げ句、両手首を馬鹿力で押さえつけられて地味に痛い。あと、ハァハァハァハァ耳元で上がる息が、壮絶に気持ち悪い。

（あーぁオレのアホ。なんちゃって里帰り気分にちょっと浮かれてたかな？　この犬、どうするよ……せっかくおとなしくしてたってのに……）

　人の忠告を聞く気もなく、オレの肩口に顔を埋うずめたまま荒い息を繰り返す犬耳をした獣人は、熱っぽい声で囁ささやく。

「あぁ……この変なちっこい耳もたまんねぇ……なぁ、俺のものになってくれっ！」

　そろそろ精霊魔法をぶっ放すか、と天井付近でふわふわしている数匹の精霊たちを視界に収めながら、オレにとってはシャレにならない、だがこの男にとっては真剣な言葉を即、切って捨てようとしたのだが、

「いや、っひーーー!?」

　突然ジュルリと、やけに湿った音と生温かい滑ぬめった感触が左耳を包んだ。

　ぞわわわ～～～っと背筋を這はい上がる寒気と、肌が粟あわ立だつ感覚に後先考えず精霊魔法をぶち込もうとしたその寸前で、けたたましい音を立てて部屋の扉が外側から開いた。

「おぉお待たせしましたルマ様ぁッーーーってやっぱりかーーッ！」

　そんなうるさい男の声と共に、オレの上にのしかかっていた守備隊員の男が紙のように軽く壁際まで吹っ飛び、派手な音を立てる。

　そのタイミングの良さにこの部屋……というか建物をぶち壊さずに済んでよかった、と身を起こしたオレの前にはすちゃっ、と新たな男が機敏な動作で跪ひざまずいていた。

「ご無事ですかご無事ですねルマ様あいかわらずお美しい結婚してくれ！　してくださいッ！」

「だから無理、あとルマ様じゃなくてハルマな、ハルマ。それより朝っぱらから呼び出して悪かったな──パンダネコ」

「ハ＝ルマ様の頼みとあらば、このパルンダニャーク！　すぐに駆けつけますとも!!」

「だからーー……もういいや、ルマ様で」

　そう調子よく、されど男らしい渋い声音で言い切った精せい悍かんな顔つきのイケメンは、白黒メッシュの長い髪をポニテにし、黒い猫耳と白く長いしなやかな尾を持っている。

　そう、この世界でオレを襲ったアホ第一号である。

　悲しい哉かな、この男こそがオレの唯一の身元保証人なのだ。

　二年前、異世界にやって来た初しよっ端ぱなにこのパルンダナ……パルンニャ……もういいや、パンダネコな。こいつに襲われたとはいえ、それはいわば獣人の習性みたいなものが原因だった。

　オレに撃退されて痛めつけら──お灸きゆうを据えられて我に返ったパンダネコは、罪滅ぼしにと右も左もわからない当時のオレに色々と便宜を図り、逐一面倒を見てくれたのだ。

　今回もふらりと二年ぶりにやって来たオレのために朝っぱらから駆けつけてくれた通り、本来はいいヤツなんだろうと思う。だが、

「そうですか、ルマ様ともあろう御方が荷物一式を紛失されるとは……災難だったな。では俺と結婚してこの街に根を張りましょうか」

「だからそれは無理」

　んな求婚、誰だれが受け入れられるか、誰が。

　もう呆あきれるほどに繰り返したやり取りを続けながら、オレとパンダネコは連れ立って昼前の街を歩く。

　石畳の整然とした綺き麗れいな街並は行き交う人も多く、ちらちらとオレたちに視線を送る者もいるがその大半はパンダネコへと注がれている。

　というのも今のオレ、そこそこまともな格好をしているから、目立っていないのだ。

「立て替えてもらった金はギルド……統合討伐協会デイレスタンで再登録が終わったら返すから。そこまで付き合ってくれればもういいから、達者で暮らしてくれ」

「あぁぁ～やっぱりかー……いやいや、この街におられる限りはどこへでもお供いたしますとも！」

「今日中に出て行くから、お気持ちだけで結構です」

「ぬあぁんとぉッ!?　どこに!?　今度はどこに行くんだ!?」

　騒々しいパンダネコをそろそろ物理で黙らせようかと考えるものの、今オレが着ている服、古着だが質の良い赤いシャツと黒ズボン、それに軽装の防具と頭からすっぽりと体全体を覆う濃紺のマントに、運良く見つかったぴったりサイズのブーツ、この一式全部の代金を立て替えてもらっているからな。

　買い揃そろえるために一緒に長々と商店を巡ってくれたお礼も兼ねて、もうしばらくこいつの話に付き合うことにした。

「どこって決めてるわけじゃないけど、まだ行ったことのない場所かな。あまり一箇所に長居するのも今はヤバそうだし──……」

　アーロンさんの神殿から脱走している身としては、念のためなるべく短期間で居場所を移した方がいいだろう。

　少ない会話からでもあの竜人がオレの身の安全のためとやらで監禁、いや保護してくれていたのは理解しているが、はっきり言ってありがた迷惑だ。もしも追っ手がかかるなら、さっさと居場所を変えるに限る。

　いくらオレでも、竜人なんていう規格外の存在相手と戦って勝てるとは到底思えないし。

　そう、自分の実力を把握しておくのもプロだからな！

「まさか、また何かやらかしたんですか？」

「またってなんだよ、またって」

「ルマ様らしき凄すご腕うでの討伐者デイーラがヴェファートでルインディールの王弟ぶっ飛ばしたとか、アラキシュクで堅守大門ぶち壊したとか、マルフェンドールの星光樹林を焼け野原にし──」

「えぇ～？　なにそれ、聞いたことないなぁオレぇ～」

　うん、嘘うそは言ってないからな。この世界の固有名詞って、オレにとってはめちゃくちゃ覚えにくいのだ。だからこの街だって、いまだに『はじまりの街』呼ばわりしているわけだし。

　そんなオレが、パンダネコの口から次々飛び出す単語に心当たりがあるはずがない。ないったらない。

　……やっぱりちょっと調子に乗って、色々やりすぎたか。これからはほんの少しだけ自重しよう。

　視線を逸そらしてそう嘯うそぶくオレをどう思ったのか、やや沈黙が流れた後、もう一度パンダネコは言った。

「……本当に、この街に定住しませんか？　この周辺なら、俺でも少しは顔が利く。ルマ様に何かあれば、すぐに手を貸すことだってできる」

　軽く見上げた男の目には、いつになく真剣な光が宿っていて、これはオレもはっきり言うべきかと足を止めて口を開く。

「気持ちは嬉うれしいけど、無理だ。オレはもっと旅がしたい、いろんなものが見たいし、いろんな場所に行きたい。お前のことは恋愛対象としては見れないけど、いい友人……いや知人だとは思って」

「そこ言い直さなくていいっす！」

「……強ごう姦かん未遂魔だと思って」

「やっぱり知人で！」

「いい知人だとは思ってるんだ。だからさ、そこまで言うならオレと旅でもするか？」

　途端に萎しおれた黒い猫耳と、苦渋に満ちたパンダネコの顔。オレはちゃんとその理由を知っていて、敢あえてそう聞いた。

　なぜならこの世界の獣人人間は、居住地域に対するこだわりがとても強い。

　親元から離れて新天地へ独り立ちすることはあっても、一度自らがここと決めた場所から生活圏を移すことは、ほぼない。

　だから今まで立ち寄った色々な街で、このパンダネコみたいにオレと結婚したいだとか傍そばにいてくれとかアホなことを言い出す奴やつらもいたが、旅暮らしのオレについて行きたいと言った奴は皆無だ。

　つまり、彼らにとってオレという存在よりも、生活圏に対する執着の方が強いのだ。

「……うぅ……ルマ様、わかって言ってますよね？　……街から遠く離れるのは、無理です」

　うんうん、想定通りの答えだ。これでオレのことも、綺麗サッパリ諦あきらめてもらおう。

　まぁたまには今回みたいにこの街に立ち寄ることもあるかもしれないから、その時にお互い近況報告するくらいの関係で充分だろう。これで、この話も終わりだな。

　そう思って足を踏み出そうとした、その時だった。

「じゃあ僕が、これから君について行こうかな」

　そんな言葉とともにポンッ、と背後から肩に軽く触れてきたのは、黒い手袋に包まれた大きな手。

　なんとなく聞き覚えのある、低く穏やかで気品のあるその声音に、そろそろと首を巡らせると──。「……再捕獲、早すぎやしないですかね？　アーロンさん……」

　太陽の光を浴びて綺麗に輝く白銀の角に負けぬほど、キラキラとその金の瞳ひとみを愉たのしげに細めた竜人とばっちり視線が絡んでしまった。

　思わず盛大に顔がひきつるなか、

「まだ生きているなんて、本当にすごいね」

　感心するような声音で紡がれた不穏なセリフに、オレがビシッと体を硬直させたのは言うまでもない。

　そんなこと言われたらさ「なんでお前まだ死んでないの？　トドメさすからね」って意味かと思うだろ。確実に寿命が五秒は縮まったわ。

　なお、その言葉の真意が「神子が街なかで普通に生きてるなんてすごい！　面白い！　観察させて！」だと知ったのは、この少し後のことだった。
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　まさか脱走してから一日も経たたずに、あっさりアーロンさんに見つかるとは夢にも思っていなかった。だが、見つかってしまったものは仕方ない。

　とにかく『作戦名：命大事に』を最優先に行動しようと思ったオレは、ゆっくりと両手を顔の横に上げ、敵意はありません何もしません、というこの世界でも共通だった降参ジェスチャーを示した。

「とりあえず全面降伏するんで、強制負けイベントはナシの方向でお願いします」

「……何語かな？」

　小さく首を傾かしげる、穏やかな笑みの竜人。

　その動きに合わせて緩く波打ちながら透き通るような薄うす蒼あおの髪が微かすかに揺れ、白銀の角が頭上でまた小さく光を弾いた。

　もうそれだけで様になるくせに、一見地味な濃紺のロングコートなのに腰元の白いベルトがワンポイントおしゃれで目に留まるし、長い足をすらりと包む黒のズボンと細いベルトがいっぱいのロングブーツも格好いいし、誰が見ても「あぁどこかのお貴族様がお忍びかな」とわかるほどの気品オーラが溢あふれている。

　これが映画か何かのワンシーンなら、そんなサービスカット入れる前に話を進めろや、とツッコミたいほどだ。もういっそ神々しいのでは？　というその美び貌ぼうに間近で見下されながら、オレは先ほどの自分の言葉を噛かみ砕くだいて、もう一度口にする。

「無抵抗でおとなしくするので、息の根は止めないでください」

　これはひとえにオレの危機管理能力が不足していたと、素直に認めるしかあるまい。

　そもそも、転移魔法なんてオレくらいしか使えないと思っていたのだ。

　この二年間そこそこ色々な場所で、数々のアホ、違うヘンタ──、じゃなくて凄腕と称される高名な精霊魔法の使い手と出会ったこともあったが、その誰もがオレより弱かった。

　いや、弱い……というよりも、できることが少ない、と言った方が正しいか。

　だからそのオレですら、魔力をほぼ使い切ってヘロヘロなうえにリバース発動まで必至な転移魔法なんて、他には誰も使えないと思うだろ？　それならこの世界には、長距離を瞬く間に移動できる方法なんてもうないと思い込んでも仕方なくないか？

　竜とか竜人の存在はちらっと聞いたことがあったものの、ほとんど人間社会に関わらないというし、それならこんな状況、想定漏れしてても当然じゃん。

　そう頭の中でぐちぐち言い訳をしているオレを、アーロンさんはしばらく不思議そうに無言で見つめていた。だが、すぐに何かに気づいたように、彼はオレの肩から手袋に包まれたその手を静かにどけた。

「きっと誤解があるような気がするんだけど、僕が君を追いかけてきたのは危害を加えるためじゃないからね。最初に説明した通り、僕の目的は君の──」

「っって待ったッ！　ルマ様ッ！　こいつ誰なんだ!?　です!?」

　今の今までポカーンと口を開けたまま突っ立っていたパンダネコが、我に返ったかのようにアーロンさんの話に割って入る。

　どうやらこの世界の人間でも、ひと目で彼を竜人だと認識できるわけではないらしい。

　確かに、数は少ないが頭に角が生えている獣人もいるといえばいるから……って、そういえばアーロンさんは尻尾しつぽが見えないな？　思えば今まで一度も見たことがないような気も──。

「ルマ様聞いてますか!?」

「おっと、ちょっと考え事してた。えっとな、この人はアーロンさんといって……えー……」

　誘拐犯の竜人だよ、と正直に暴露する無謀さはさすがのオレも持ち合わせていない。というか、パンダネコがいると話がややこしくなるな。

　こうなった以上、現状の第一目標はアーロンさんと平和的にお別れすることだ。

　色々事情があっての監禁保護なのはわかるけど、申し訳ないが、ほんっとそれだけは遠慮したいのだから。

　そのアーロンさんは口元に手を当てて、興味深そうに彼より少しだけ背の高いパンダネコを静かに眺めている。その間、必死にオレは脳細胞を活性化させようとしたのが……いかんせん、生理現象は止められなかった。

　頭を使うだけの糖分が足りてないよー、と朝飯抜きだったオレの腹の虫が盛大に鳴いたのだ。それはもう、ぐぎゅるるるる～と、派手に。

「お腹なかがすいているのかな？　大変だ、死んじゃう？　とにかく、すぐ食事にしないと」

「そういえばルマ様は朝食もまだだったのでは!?　そういうことは早く言ってください！　ほら、そこの店にでも行きますよ！」

「いくらなんでもそんなすぐ死なないし!?　あ、だから先に統合討伐協会で金を──って聞けよ！」

　へにょっ、と眉まゆを下げたアーロンさんに左腕を、プンスカと白い尻尾を逆立てたパンダネコに右腕をひかれ、オレは二人に連行されるような形で近くの食事処どころへとほぼ引きずられていった。

　そうして、なぜかオレとアーロンさん、パンダネコという三人で少し早めの昼食タイムを迎えた結果、話も弾みました。

　神子とか竜人などという単語を一いつ切さい伏せてアーロンさんから告げられた内容は、要約すると「君、面白そうだからしばらく観察させてよ。その間自由にしていいし、もし危険があっても守るから」というものだった。

　……なんだかその言葉の端々に、オレのことを超非力で虚弱体質みたいに思っている気配があったんだけどさ、どういうこと？

『観察』という響きにはあまりいい気もしないが、ひとまず再度監禁保護のルートが消えるなら、オレとしても贅ぜい沢たくは言っていられない。

　むしろ、そんなことでよければどうぞどうぞ～と諸もろ手てを挙げて歓迎しておくべきだろう。

　発信機をつけて野に戻される絶滅危き惧ぐ種しゆの野生動物気分かも、とはちょっぴり思ったけれど。

「じゃあこれからよろしくな、アーロンさん」

「アーロンでいいよ。なるべく君の邪魔はしないようにするけれど、嫌なことがあったら何でも言ってくれていいからね」

「ぐぬぅうぅう……」

　次々と運ばれてきた料理もほとんど食べ終わり、デザートを兼ねた甘い飲み物を口にしながら初めてできた旅仲間にそう改めて挨あい拶さつをしていると、右みぎ隣どなりの席から地の底を這はうようなパンダネコの唸うなり声がまた上がる。

　こいつにとっては、ちょっとタイミングの悪い話だったよな。いくら本気ではなかったとはいえ「オレと旅でもするか？」とパンダネコに誘いをかけた直後にこうなるとは、このオレの目をもってしても見通せなんだわ。

「っ、決め、た……！　オイ、あんた……アーロン、だったか？　俺と手合わせだ！　この俺に勝たずしてルマ様の旅に同行するなど、断じて許さんッ！」

　突然そう声を荒らげたパンダネコに、店中の視線が一気に集まった。もうすぐ昼時ということもあり、広い店内には少なくはない人がいる。

「おい、あれって第一級のパルンダニャークだろ？」

「ん？　なら隣のちっこいのって……もしかして二年前にいたあのッ……!?」

「あの貴族の兄ちゃんっぽいのは誰だれなんだ？　見ない顔だが、もしかして王族か？」

「え？　え？　嘘うそだろ、オイ！　いつの間に奴が戻って──」

　ざわざわっと客たちが口々に小声で囁ささやき合うのをＢＧＭに、アーロンさ……アーロンが、ほんの少し口元に浮かべる笑みの種類を変えたように見えた。

　目にした誰もが和む落ち着いた柔らかな微笑から、強つわ者もの特有の傲ごう慢まんさがちろりと垣かい間ま見みえるような、不ふ遜そんで、非常に男らしい笑みに。

　あー……くっそかっこえぇわ、この竜人。憧あこがれるよなー、オレもそういうちょっと悪い笑みが似合う男になりたい。うむ、なろう。

「へぇ……パンダくん、だったよね？　もしかして君は、この子と契ちぎった仲？　そうでないなら、何の権限があってそんな条件を出せるのかな？」

（ん？　それ、どういう仲のことだ？　『契る』って……あれか、契約的な意味だっけ？）

「まだそうではないッ！　だがルマ様のことは、二年前から俺が責任を持ってお世話してきた！　それがこの街にいた一ヶ月限りであろうとも、ぽっと出のあんたには──！」

　密ひそかにオレが新たな将来目標を心にメモっている間に、聞き慣れない言葉がアーロンの口から飛び出した。だが、それについて深く考える前に、少しずつ二人の間の空気が物騒なものになっていく。

　アーロンからは遊びみたいな気配もするんだけど、パンダネコの方が一方的にヒートアップしすぎているというか。

　まぁこういう空気に不慣れなわけでもないから、手を叩たたき、二人の注目をサクッとオレに集めてから口を開く。

「アーロン、このパンダネコはオレの身元保証人をしてくれる大切な……知人なんだ。この後、統合討伐協会デイレスタンで再登録の立ち会いもお願いしてる。あまり苛いじめないでやってくれ。パンダネコ、アーロンはオレより強いぞ。ケンカふっかける前に、相手は選べよ」

　それなら仕方ないね、とアーロンは物分かりよく優雅に頷うなずいてくれたが、猫耳と尻尾を逆立てたまま、嘘だろ!?　と吠ほえるパンダネコに、オレは仕方なく更に言葉を続けた。まだ皿の上に残っていたほんの少しの料理を跡形もなく、腹に収めながら。

「ほんとだって。いくら不意打ちだったとはいえ、このオレが手も足も出せずに宿屋で好き勝手されたんだぞ？　もうどうなるんだコレって思ってたら、いきなりぶちこまれたし……」

　そうそう、アーロンってオレを荷物よろしく頭から袋にぶちこんでくれたもんな、ズボッ！　って。案外、顔に似合わず雑だったし。

　あ、この付け合わせのサラダ、肉の余ったソースをつけると味が変わってまだまだ食べられそうだ。せっかくだし、おかわりすればよかったな。

「しかもその後すっごく揺さぶられて、もう意識飛ぶかと思ったし」

　あの移動方法、ほんっと何だったんだろうな？　明らかに転移魔法とは違ったし……アーロンはこの街にも同じ方法で来たのか？　もう少し仲良くなったら、教えてもらえないかな～便利そうだし。

「だから……ん？　なに？」

　気がつくといつの間にか、店内はシーンと静まり返っていた。

　アーロンは前まえ屈かがみになって口元を手で押さえてすごく息苦しそうだし、パンダネコにいたっては顔面蒼そう白はくでオレを凝視しているんだが。なんで？




　　　　＊




　この世界には『統合討伐協会』という名の、冒険者ギルドっぽい組織がある。

　というのも、ゲームなどでお馴な染じみのモンスターが存在しているからである。

『骸ガイ霊レイ』と呼ばれるそれは人を積極的に害する上に数も多いが、奴やつらから得られる素材は通常の獣や植物等に比べて非常に有用であり、人々の暮らしに欠かせないものとなっている。

　だから、骸霊を専門的に討伐する『討伐者デイーラ』という職業が、はるか昔から認知されていた。

　しかし、討伐者個々人が好き勝手に骸霊狩りをするのはリスクが大きい。

　そこで実力を見知った者同士が集まった小規模な討伐者集団が各地につくられ、それが長い年月をかけて組織化し、他の地域とも連携するようになり、やがて唯一の世界的組織である『統合討伐協会』となった、らしい。

　それを知った二年前のオレは勿もち論ろん、即刻協会に討伐者登録をした。だってするしかないだろう！　そんなこと聞いたらさ！

　それから僅わずか一年半で討伐者の最高位階級である第一級にまで上り詰めたとは、フッ──自分の才能が怖いわ。……まぁなんというか、第一級って思っていたよりその……なるの簡単で、拍子抜けしたとも……。

　こういうランク制度って、コツコツ通常イベントをこなした後に特殊イベントが発生して、それをクリアしていくごとにひとつずつランクアップしていくのが醍だい醐ご味みだと思うんだけどさ。

　オレの場合、特殊イベントラッシュだったというか……。

　気がついたら、え？　もう？　ほんとに？　ほんっとーに第一級でいいのオレ？　わーいラッキー！　という状態で、この世界で掲げた人生目標を早々にクリアすることになってしまったわけだ。

　うんうん、我ながら順調な異世界ライフを満喫していたな。と回想も終盤に差し掛かったところで、オレの意識を現実に呼び戻す声が聞こえた。

　ちなみにオレが今いる場所は、統合討伐協会支部の支部長室だったりする。

「お待たせいたしました。こちらがランク等級第一級、ハ＝ルマ様の再交付討伐者証書デイノンと預金全額になります」

　余分な装飾はないが、品よく落ち着いた広い支部長室に柔らかな女性の声がそう凛りんと響く。

　相変わらず耳に心地ここちの良いその声音を堪能している間にも、それなりに高価な気配のする焦げ茶色をした木製テーブルの上に恭しく置かれたのは、握りこぶし大の茶色の袋。そして、白い布で大事そうに包まれた名刺サイズの黒いカードだ。

　まさに、ブラック・カード。

　大人になったら財布に一枚は欲しい、と口にしていたのは三人いる兄のうちの二番目だったか。

　そう余計なことを思いながらも、オレはすんなり手にできた最高の身分証明書に、やや面食らっていた。

　だってこれさえあれば、どこの街でもほぼ出入り自由なうえに、色々と便宜まで図ってもらえるのだから。

　だからこそ、そんなカードを紛失してしまうなんて、一発アウト。

　これは間違いなくイチから討伐者の再登録が必要になると思って、身元保証人のパンダネコにまで同行してもらったんだが……どうやら普通に再交付できたらしい。

　オレとしてはランクもリセットされるくらいの想定だったのに……そうか、強くてニューゲームはやはりダメか。

　どうせなら名前を正確に登録し直すチャンスとばかり──。

「いかがなさいましたか？　ハ＝ルマ様」

「うん、名前についてはもう諦あきらめるしかないからいいとして、こんなにあっさりギルドカ……討伐者証書って、再交付してもらえるものでしたっけ？　すごいペナルティとかあったような……もう二、三時間は取り調べを受けたり、書類もめっちゃくちゃ書いたりとかを覚悟してたんですけど」

　革張りの白いソファーに座り、テーブルを挟んでオレと向かい合っている彼女はその美び貌ぼうを小さく笑みの形に歪ゆがめて、コロコロと喉のどを鳴らした。

「本人証明に第一級討伐者にして次期領守主セヌクのパルンダニャーク様がいらっしゃいますし、ご尊顔を拝したのはこれが初めてですが、私と貴方あなた様も知らぬ仲ではございませんでしょう？」

　そう言って笑うのは、もっふもふのふわふわした猫顔美女だ。

　猫っぽいではなく、猫そのものの顔に白と灰色のつやつやした毛並みに全身を覆われた、猫人間。

　そんな彼女はこの『はじまりの街』の統合討伐協会支部長を務めているバリバリのキャリアネコ……キャリアウーマンなのである。

「オレの初期装備は誰かさんのイチ推しで、クマ耳がついたヘルメットだったからな……。まぁ支部長的に問題がないなら、ありがたく受け取っておきます。お手数おかけしました、じゃ」

　この街でのミッションをこれで全すべてクリアしたオレは、早々に話を打ち切ろうとしたのだが……。

「お待ちなさい、あそこのお二人について詳しく白状してからになさって？」

　光の速さかと思うほどの素早さで伸ばされたのは、長い白と灰色の縞しま々しま模様の尻尾しつぽである。それが、テーブルの下からオレの足首に巻き付いていた。

　負け惜しみじゃないけどさ、戦闘中ならこの程度は難なく躱かわせるんだよ。ほんとだぞ？　なのに、なんだかここのところ捕まるのが、というか捕獲されるのが癖になってきているような……。

　そう胸の中でため息をつきながらも、部屋の隅に置かれたもう一組のソファーに向かい合って座っている二人の男に、オレはちらりと視線を向けた。

　ひとりは、場違いなほどに優雅な気配を周囲に放ちながら足を組み、表紙が深緑色をした分厚い本を膝ひざに置いて、手袋をしたままの手でページをめくっているアーロンだ。

　この人、一体どこにそんな本を隠し持ってたんだ？　まさかロングコートの下に謎空間でもあるのか？

　対するもうひとりは、明らかに心ここにあらずで魂が抜けているかのような、白黒メッシュのポニーテールが目印、パンダネコ。

　食事処で昼食を終えた辺りからずっとこんな調子なのだが、まぁ静かな方が面倒もないので放置している。

「詳しくって言われてもなぁーー」

　短期間とはいえ、この美人お猫様にも世話になった覚えがあるので、オレは簡単に事情を説明した。

　ここ最近知り合ったアーロンが今日、旅仲間になってくれたこと。

　パンダネコにもほぼ冗談のつもりで旅に誘ってみたが、そっちは断られたこと。

　三人で美味おいしく昼飯を食べてここに来たこと……。これって、子供のおつかいレベルの報告はなしじゃないか？

　だが支部長はそんなオレの言葉に、やけに首を何度も頷かせて腑ふに落ちた、といったような顔をしていた。猫顔だけど。

「委い細さい、承知いたしました。パルンダニャーク様のことはそっとしておくように、それとなく皆に根回ししておきますわ。それでハ＝ルマ様は、いつまでこのハジバルリマスにご滞在くださるおつもりで？」

「今日中に出発するつもりですよ。早いとこ稼いでおきたいから──」

「それはよかった！　どうぞお気をつけて！　ご武運をお祈りしておりますわ。おほほほっ！」

　オレの足首を解放した支部長の尻尾が、そのご機嫌さを表すように床をタシーンタシーン、とリズムよく叩く。

　まぁ、そんな彼女の気持ちもわからなくはない。

　二年前、どこかの調子に乗った初心者討伐者が精霊魔法の実験と称して、この周辺の骸霊を狩り尽くした結果、ちょっとした騒動になったからな。

　ほんと、誰だれだろうな？　後先考えずに、そんなアホなことをやるなんて。うん、だからもうしないって。この後、もう少し離れた場所でやるから今回は大丈夫だって。

　ご機嫌な支部長猫様の笑い声を聞き流しつつ、討伐者証書を胸元にしっかりしまってから、次は手元にある茶色の小袋の中身を確かめる。

　この協会、討伐者限定で銀行業務のようなこともやっているから、気が向いた時にちょっとずつカネを預けていたんだが……うん、予想通り微々たる額しかないな。

　てやんでぃ、こっちは宵越しのカネは持たぬ主義っ！　……じゃなくて、装備を新調したばかりだったから懐が寂しくなってたんだよな。

　だがそれでも、今日パンダネコに立て替えてもらった全てと、これから数日の旅に必要な物を買い揃えるには充分な金額がある。

　さすが、オレ。これぞリスク管理！

　そういうわけで、早々に協会支部から退散したオレは、アーロンを連れて街中の商店で必要物資を買い揃えた。オレの分だけだけど。

　どう見ても手ぶらなお忍び貴族様のアーロンだが、これで旅支度はできているらしい。

　少し不安だが、まぁどうにかなるだろう。

　パンダネコには協会を出た所で立替金を渡し、きちんと礼も言って別れようとしたのだが、せめて街を出るまでは！　と、彼もオレの買い物に付き合ってくれた。

　本当に面倒見が良い奴だよな。初対面での悪行さえなければ、この世界での親友枠に認定していたかもしれぬ。

「じゃあオレたち行くから、長々と付き合ってくれてありがとな、パンダネコ。アーロン、今夜は野宿の予定だけど、本当に大丈夫か？」

　今朝けさ入ってきたばかりの門の内側で、荷物一式を入れた大きなリュックを背負ったオレは、そう目の前の二人に声をかける。

「勿論、大丈夫だよ。君こそ、本当に野宿なんてしていいのかい？　死なない？」

「あーぁぁぁああッ！　本当に、本当にこいつでいいんですかルマ様ッ！」

　静かに過保護なアーロンはいいとして、パンダネコは何を言っているのやら。

「いいも何も、アーロンしかいないし」

　旅暮らしのオレに同行したいなんて言い出したの、アーロンだけだからな。

　オレも何が何でもひとり旅がいい！　ってわけじゃないから、それなら一緒に旅しましょ、となるのは当然ではなかろうか。

　まぁ、同行者を観察するのが主目的な旅仲間って一体……とは思いもするが。

「……っ、っぷ」

「ッ……そ、そこまでッ…ぐ、うぅっ……！」

　顔を背けて咽むせているようなアーロンに、なぜか更にうちひしがれたようなパンダネコ。

　天気の良い昼下がりに、どうでもいいおしゃべりを少しだけ楽しんだ後、オレは再び『はじまりの街』から旅立った。

　隣に、初めての道連れを伴って。

　まずはカネだ、カネを稼ごう。

　そう短期的な第一目標を、しっかりと定めながら。

　なのに──……。

「ごめん、神子。待って待って、ちょっと待って？　まさかこの周辺の骸霊、全部狩り尽くすつもりなのかな？」

「え、なに!?　見敵必殺は基本だろ!?　あっ！　あっちにもいやがった！　待ぁてぇえぇぇえッ！　カネぇーーーー！」

「だから待って……待ちなさい」

　街から出発して二時間後、アーロンに首根っこを掴つかまれて早々に捕まっていた。なぜだ、げせぬ。








３．初めてのふたり旅






「あー疲れた！　ちょっとはりきりすぎたかな」

「へぇ……ちょっと、か。ちょっとなんだね、うん。へぇ……」

　夜空に星が瞬くなか、焚たき火びを挟んでご満悦な顔でそう口にする、神子。

　僕は少々複雑な思いを抱きながらも笑みを崩さずに相あい槌づちを打ち、この……いうなれば『怒ど涛とうの一日』を思わず振り返っていた。

　神子が僕の神殿すみかからいなくなったことを知ってすぐに、その魔力を感知した街へ飛ぶと、彼はちょうど人間の男に押し倒されているところだった。

　最初は神子の伴はん侶りよかとも思い、しばらく様子を見ようとしたところで、慌てて駆けつけてきた別の男が彼を助け出した。

　なるほど、この白黒髪の男の方が神子の伴侶か。

　そういえば竜に保護されるまでの間に伴侶を持った神子の話も、あるにはあった。

　その場合は伴侶と引き離すことなく保護するように、と注意書きもされていたが、それならそうともっと目立つ最初の頁ページに記しておくべきだろうに。

　次は神子と一緒に、この男も神殿へ連れ帰るべきか。そう考えたのも束つかの間ま、数秒でそれは思い違いだったことを知ったけれど。

　さすがにあそこまで求愛して徹底的に拒絶されているのを見ると、ほんの少しだけ同情するよ。

　それからしばらく、神子たちの後をついて行ってみたのだけれど……。

　やはり神子という異世界の人間は、この世界の人間たちにとって非常に目を惹ひく存在のようだ。

　どこにも獣性を持たぬ異形であるというのに、その細くしなやかな姿態は、小柄なことも相まって、すぐに壊れそうなもの特有の儚はかなげな美しさを纏まとう。

　短くとも艶つややかな黒髪が覆う小さな丸い頭も、薄く色づいた健康的な肌も、何より笑うと途端に幼さが滲にじむツリ目がちの黒い瞳ひとみに、多くの者が目を奪われていた。

　そこで初めて、この神子の顔はわりと整っている方なのだとようやく僕も気がついた。

　人間の容姿になど興味がなかったから、今まであまり気に留めてもいなかった。

　あの本にも神子である異世界人の姿を褒め称たたえるような記述が散見していたが、単に異形だったから目を惹いたわけではなく、真に見目麗しいことから苦労した神子も多かったのだろう。

　何も知らない世界に突然やって来て、わけがわからぬままに稀け有うな宝石のように奪い合われ、囚とらわれ、望まぬままに契るか、弄もてあそばれるか。

　神子の多くはそんな境遇から竜に救われ、すぐに死んでいった。

　僕が保護するようにと命じられた今回の神子も、境遇としては大差ないのだろう。幸い、行動の自由までは制限されることなく、今まで生きてこられたようだが。

　それでもこの世界が神子という存在にとって、危険であることには変わりない。

　なのになぜ、彼は安全が約束された神殿から逃げ出したのか。

　幾つかの店を巡って身に纏う衣服を変えても、まだ元気に生きている神子と、従者のようにそれに付きそう男。

　二人の後ろを歩きながら、そう思索に耽ふけっている時だった。

　思いがけず、神子がその答えを口にしてくれたのだ。




「オレはもっと旅がしたい、いろんなものが見たいし、いろんな場所に行きたい」




　まだ見ぬ何かに期待を馳はせる、どこか幼子にも似た無む垢くな光を、それでいて確かな意志を感じさせる強さをその目に宿し、彼は晴れやかにそう言い切った。

　竜の神殿に保護された後、そこから一歩も外の世界に出ることなく死んでいった歴代の神子たちとは、やはり彼は少し違うのだろうか？

　僕にとってただただ平淡で、変化のない、退屈極まりないこの世界が、彼には一体どう見えているのか。

　非常に──興味深い。

　そう思った次の瞬間には、僕は自らの姿を晒さらし、神子の旅への同行を申し出ていた。本当はもう一度神殿に連れ帰ってから、色々と尋ねようと思っていたのに。

　どうやって封印具を解いたのか、どこまでの精霊魔法が使えるのか、なぜ旅を好むのか、なにが望みなのか──……。

　久方ぶりに尽きぬ疑問を口にするのを堪こらえ、まずは神子の生存を褒め称えたのだけれど、色々と誤解させてしまったようだ。

　それでも結果的には、僕が同行することを神子は快く受け入れてくれて、無事に旅を始めることとなった。……出発前から、何度か笑いを耐える羽目になったのも、とても新鮮で面白かった。

　神子が意図的に誤解されるような言葉選びをしているのかとも一瞬思ったけれど、あの子、本気で思ったままを口にしているだけみたいだからね。

　パンダネコと呼ばれていた彼には悪いけれど、こんな寸劇みたいなことが現実にあるのかと、もう僕も本当に愉快な気分を味わえた。

　ただその直後に、僕の常識まで破壊される羽目になるとは、予想だにしていなかったが。

　まさか、野に放った……失礼、街から旅立った神子が、すぐに街道を外れて山道に突入するとは思っていなかった。

　目的地の街まで乗合魔車も出ているのに、どうしてわざわざ徒歩で移動するのか、気にはなっていたんだ。でもそれが、よもや骸霊狩りのためだとは思わなかった。

　討伐者デイーラだとは知っていたけれど、彼らは大抵チームとかパーティという複数人で一丸となって戦うのが常だ。だから、神子自身が戦闘に長たけているとは思わないよね？　だって神子だよ？

　本にだって確か──……まぁそんなことをつらつら考えている間にも、神子は骸霊を次から次へと見つけては、楽しそうに葬っていたのだけれど。

　そう、倒した骸霊についても神子はその……凄すごかった。

　よくわからない──竜であるこの僕がこんな言葉を使うなんて、本来なら屈辱以外のなにものでもないのだけれど、本当に『よくわからない精霊魔法』で、神子は倒した骸霊を次から次へと仕舞っていたのだ。彼のリュックサックから取り出した、小袋に。

　小型の骸霊ばかりとはいえ、それでも神子の片腕ほどはある死体が、彼が独自の精霊魔法を使うことで掌てのひらサイズの箱型へと変じるなんて。僕ですら、そんな魔法は見たことがないのに。

　思わず神子に仕組みを尋ねれば「今はまだ語るべきではない……フッ、これぞ我が奥義」と、なぜか芝居がかった口調で、彼はものすごく得意げににやりと笑うだけだった。……もう少し仲良くなったら、教えてもらえるのかもしれない。

　それから神子は、止まらなかった。

　骸霊を探して山道を駆け回り続け、獣道じみた細道にまで突入し始めたところで、ついに僕が手を出して制止するまで。

　そんなに続けて動き回ったら死んでしまうのではないかと、心配になったんだ。

　ただ、神子は精霊魔法で無理な体力強化をして動いているとばかり思ったのに、まさかの純粋たる自前の体力のままだったとか、知りたくなかった──……。

　ここ数百年の出不精が祟たたって、僕、ちょっと足腰にきてるんだよね、なんて口が裂けても言えないではないか。

　結局、僕ができたことは神子のリュックを代わりに背負い、もし危険になれば手出しする、という簡単な取り決めだけだった。

　それというのも、僕も骸霊狩りを手伝おうかと、気を取り直して申し出てはみたのだけれど、「自分の稼ぎにするから手出し不要！」と断られてしまったのだ。

　竜が自ら申し出た助力を拒否されるなんて、これまた初めての出来事にしばし唖あ然ぜんとしたものの、なんだかとても新鮮な気分だった。

　その後、青空が夕焼け色に染まるまで、人ひと気けのない山中には骸霊の断末魔が絶え間なく響き渡っていた。

　うん、『神子』って────どういう生き物だったかな？

「アーロンは食べなくても平気って聞いたけど、コレ一緒にどう？　わりといけると思うんだけど」

　僕が何百年ぶりかの目まぐるしい一日の回想を終えた頃ころ、手にカップをふたつ持った神子がそう言って隣に腰を下ろしてきた。

（……焚き火を始めた頃は、警戒して遠くにいたのに。もうこんなに近づいてくるなんて、人懐っこい？　……あぁいや、これは試されているのかな？）

　絶妙な距離を置いて、地面に広げた敷物の端に腰を下ろした神子。

　にこにこと笑っているその顔を眺めながら、僕も意識的に柔らかな笑みになるよう口角を上げてみせる。

「ありがとう、せっかくだから頂くよ」

　害意はないと伝わるようにゆっくりとカップを受け取り、ほどよく火で温まった優しい味のスープを飲み、飲んで……だから、ちょっと待って。

「神子、なんでスープがあるのかな？　水の補給は──」

「え？　精霊魔法でちょちょいのちょいじゃないっすか」

「それもそうだけど、この中身は──」

「え？　骸霊狩りの途中で食べられそうな木の実とか山菜をゲットしてたの、アーロンも見てただろ？」

「────うん、神子って何なんだろうね」

「いきなり哲学キタ!?」

　普通の人間はね、飲のみ水みずを出すくらいで精霊魔法なんて使わないんだよ、魔力効率が悪すぎるから。

　それなのに二人分とはいえ、スープを作るとか何を考えているのかな？　魔力が減りすぎて死なない？　あの速さで移動しながら食料も確保してたとか、元の世界では猟師でもしていたのかな？

　色々と言いたいことを今はまだスープと一緒に飲み干すと、空になったカップを受け取ろうと神子が手を伸ばしてくる。

　片付けまでしてもらうのは悪いなと頭の片隅に過よぎるものの、自然な流れで神子にカップを返そうとした直前で、スイッと一匹の精霊が神子の手とカップの間を流れていった。

「……っ！」

　一瞬、手を引きかけた神子に気づかないふりをしてカップを渡しながら、少しだけ胸の奥で納得がいった。

　精霊が見える人間が、普通のはずがない。

　記録にある過去の神子たちのなかにも、そんな力を持っていた者は唯ただのひとりも記されていない。

　彼は本当に、特別で特殊で、異常だ。

（うん、いいね。この神子はやっぱり、面白い。できるだけ長く生きてもらって、傍で観察させてほしいなぁ。そのためには、嫌われないように気をつけないとね）

　そう密ひそかに決意してから二日後の夜に、泣きながら嫌だと言う神子を組み伏せることになるなんて、僕も予想外だった。

　でも、死なれるよりは嫌われた方が、いいからね。




　　　　＊　＊　＊




　この世界の人間たちは獣の見た目を持っているせいか、オレの常識では考えられない獣じみたことを時折やらかす。

　例えば、どこかのアホ第一号のように初対面の人間を押し倒す。それも同性相手に、迷うことなく。

　例えば、宿屋の従業員が宿泊客の部屋へ夜中にこっそり忍び込み、夜よ這ばいに来る。

「す、好きですっ！　ぼ、ぼくの伴侶になっ……」

「ふっざけんなこのダァアホーーーッ！　《飛べ》！」

　そう、今の状況そのものだな。

　素朴なベッドで爆睡中だったのに、事前に用意していた警告セキユリテイ魔法が発動して起こされたと思ったら、暗くら闇やみのなかで荒い息をした男に上掛け越しとはいえ体を弄いじられているとか、どんな罰ゲームだよ。

　でも、自分でもよく我慢したと思う。

　宿屋そのものを破壊することなく、客室の扉ひとつを壊したのみで済んだのだから。

　精霊魔法で男を軽くふっ飛ばした先に、たまたま扉があっただけだけど。

　どうしてこんなことになっているかというと、ひとえにカネがないからだ。

『はじまりの街』を出発した日の夜を野宿で過ごし、翌朝からオレとアーロンは徒歩で次の街へと向かった。

　何事もなく午前中には予定通りこの……『次の街』にたどり着き、ギルド系列の骸霊買取専門店へ獲物を持ち込んで換金……しようとしたんだが、少々持ち込んだ量が多かったようで、査定に時間がかかると言われてしまったのだ。

　一部の金額だけでも換金できないかと交渉してみたが、窓口の担当者は新人さんだったようで上司に聞かないとわからない、明日来てください！　と半泣き状態のシマリスお姉さんにお願いされてしまったら、オレには為なす術すべなどない。

　ただそうなると、手元に入るカネもない。

　つまり、色々と不安な安宿に今夜は泊まるしかないわけで。その時点で、もしかしたらという嫌な予感はあったのだが……。

「こんなアホな予感は的中しなくていいっての……はぁ」

　思わずそんな独り言が、深い深いため息と共に零こぼれてしまっていた。

　いくらチェックインの作法とはいえ、フードを脱いで顔を晒したのがまずかったのか。

　とりあえずの間に合わせ装備のせいで、弱そうな駆け出し討伐者にでも見えたのか。

　もしくは、この男が──『発情期』だったのか。

　そうなのだ、このファンタジー世界の住人たち、もとい獣人の皆さんには『発情期』なるものが存在する。といってもその状態でなくとも普通に、その、ヤることはヤれるし、それでもちゃんと子供はできるらしい。

　では『発情期』って結局何なんだというと、理性より本能により忠実になるし、格段に子供ができやすくなるそうだ。

　だから少しでもこう、性的に魅力を感じる相手に出会うと、ガンガン押せ押せ状態になってしまう、と。

　しかも恐ろしいことに、それで無理矢理イタしてしまっても襲った方はお咎とがめなし。

　求愛を拒絶しきらなかった方も悪いよね、という認識なのだ。

　だからだろうか、この世界の女性はとても強い。

　一見たおやかで華きや奢しやなクマ耳お姉さんが、道端でばったり出くわした筋骨隆々の狼おおかみ男に腕を掴つかまれた瞬間、目にも留まらぬ速さで相手の頬に右ストレートを叩たたき込こんでいたのは、とてもお見事だった。

　うん、身体能力的にも性差はあまりない……ような気がする。

　ただそれでも合意がないままの行為というものには、やはり後ろめたさは感じるらしい。

　だから、できるだけ合意を取ろうと好きだの愛してるだの、結婚してくれだのと言いながら襲ってくるのだ。ほんっと、やめてくれ。

　ちなみに、オレを襲ったアホ第一号のどこかの白黒猫も、その時は発情期間近だったと後に弁解していたな。

　もうこの世界の人間は発情期に外を出歩くなよ、と声を大にして言いたいところだが、なんとこの発情期の求愛行動におけるカップル成立率は非常に高いらしい。

　パートナーを探している男女にとって、発情期中の出会いというものはちょっと過激な合コンのノリに近い、のかもしれない……。

　まぁオレ、合コンなんて行ったことないから想像でしかないけど。

「すごい音がしたけど、大丈夫──あぁまだ生きてるんだね、よかった」

　変な時間に起こされた苛いら立だちと眠気も合わせて、機嫌が超低空飛行をしているさなか、壊れた扉の向こうからアーロンの姿が現れた。

　さすがに濃紺のロングコートは着ておらず、黒いタートルネックのノースリーブに、日中も着ていたズボンといったラフな格好をしている。

　オレの隣の部屋に泊まっていたからか、どうやら物音に気づいて様子を見に来てくれたようだ。

　どうせならもうちょっと早く来てくれれば、ドアを壊さなくても済ん──いや、あまり甘えてはいけないな。

　ちょっとオレに対するセリフが気にはなるものの、心配はしてくれているようだし。

　それでなくとも、アーロンには既に色々と助けてもらっている。

　例えば、オレが骸霊狩りがしやすいようリュックを代わりに背負ってくれて以降、ずっと荷物係を務めてくれているし。

　街中でオレを路地に引きずり込んでくれたアホをふっ飛ばした後、駆けつけた守備隊員たちの相手もしてくれたし。

　あとはギルドで難癖をつけられて、ちょっと騒ぎになりかけたのもスマートに収めてくれたし──。

「本当に、君の周りは色々と賑にぎやかだねぇ」

　はいこれ、全部一日の出来事ですからね。オレも別に望んで騒ぎを起こしているわけじゃないんだけどな、これも選ばれし者の宿命かと。

　とりあえずオレは、扉の残ざん骸がいに埋もれ廊下で伸びていた男を摘つまみ上げているアーロンへ、決定事項だけを告げた。

「明日……いやもしかしてもう今日か？　今夜の宿は変えよう、絶対に」

　そうだね、とやや苦笑気味に頷うなずく竜人は幸いながら、やはりオレをそういった対象には見ていないようだ。

　だからちょっと安心していたのは、認める。

　初対面で尻しりを撫なで回されたという事実はあるが、あれは観察みたいなものだったし、ふたりきりで野宿という状況でも、アーロンはオレに何もしてこなかった。

　理由はどうあれ、彼はオレの旅について来てくれると言った初めての旅仲間なのだから、もう少し打ち解けてもみたい。

　今はまだお互い探り探りというか、アーロンは明らかにオレへの質問を飲み込んでいるみたいだし。

　オレもここ二年の間、知り合った男に次から次に襲われていたせいで、少し自意識過剰になっていたようだ。

　というわけで明くる日、結果的に宿代を大幅にまけてもらった安宿から高級宿に移る際に、別々の一人部屋ではなく、二人部屋を取ることにした。

　一日待った甲か斐いあって無事に骸霊の換金もできたし、『はじまりの街』より規模の大きいこの街には、もうしばらく滞在する予定だからな。

　従業員教育の行き届いた高級宿は、拠点に欠かせない。それに設備やサービスも、やはり安宿とは快適さが違う。

「ふぃー、やっぱり浴槽があるのはいいよな～。アーロン、先に使わせてもらってありがとな」

　久しぶりの風ふ呂ろにほかほかしながら、街で買ったばかりの新しい寝間着に着替えて扉続きの浴室から部屋に戻ったオレは、ソファーでいつもの本に目を通しているアーロンにそう声をかけた。

　相変わらず、読書中であろうともその手は黒い手袋に包まれている。

「こちらこそ昨日今日と宿代も出さなくて、本当にいいのかい？」

「だからそれはいいって。荷物を背負ってもらってるだけでかなり楽だし、オレひとりよりもアーロンと一緒にいる方が面倒事も減ってる気がするし。今後の用心棒代も含めて、ってことで」

　まだ出番がない用心棒だけどね、とくすりと小さく笑ったそれに作り物の気配はしなかった。

（うんうん、同室にしてよかった。アーロンならオレも余計な心配をしなくていいから、楽だしな）

　そうして浴室がある扉の向こうへと消えるアーロンの背を見送って、はたと気づく。いまだに、その尻尾しつぽを見た覚えがないことに。

　なぜだ？　自然と視界に入りそうなものなのに、一度も見ていないぞ？　アーロンがいつも着ている濃紺のロングコートは、後ろ側に深いスリットも入っているから、普通に尻尾が見えてもよさそうなのにな？

　アーロンが風呂から出たら今日こそ聞いてみようかな、と思いながら首元にかけたままのタオルでまだ湿っている頭を拭ふきつつ、ソファーに腰掛ける。

　さすがお値段素敵なお宿、座り心地もいいし、目の前のガラステーブルの上には小こ洒落じやれたカゴに入ったボトルまである。

　グラスもふたつあるから、ウェルカムドリンクかな？　ラッキー。

　この街には一度だけ訪れたことがあったけれど、この宿に泊まったのは初めてだ。

　他の街でもいろんな高級宿に泊まったが、こんなドリンクサービスも初体験だなぁ。

　そう思いながらオレは特に何も考えることなく、今まで飲んだ覚えのない、やけに甘味が強いジュースのような飲み物をグラスに一杯、わりと美味おいしく頂いた。薄い琥こ珀はく色いろをした液体からは、何かの花と思しきいい香りがして、のど越しも爽さわやかで大満足である。

　結果、異変に気がついたのはそれから数十秒後、精霊たちがいつもと変わらずにふわりふわりと好き勝手に宙を漂う姿が、突然見えなくなってからだった。

「え？　なにこれ、まさか封印系──ッ？」

　グルッと世界が、洗濯機にかけられた。

　その感覚に、使った覚えはないのに転移魔法が!?　と思ったのも束つかの間ま、気がついたらソファーに横向きの状態で倒れ込んでいた。

　ぐらぐらと揺れる世界がようやく強い目眩めまいによるものだと自覚した時には、カーッと腹の奥から灼やけるような熱が湧わき上がってくる。

「えぇえ～？　うっそ、コレ……酒だった？」

　自分が経験してきたなかで、もっとも身に覚えのある感覚はそれしかない。

　あれは三番目の兄がこっそり母さんのチューハイを飲もうとして、それを見つけたオレにジュースだと嘘うそをついたものだから、オレも欲しいとだだをこねて奪って、飲んだら、世界がひっくり返って──。

「神子、ちょっと角を拭くのを手伝ってく──どうしたのかな？　死にそう？」

　悲しいというよりも残念、という想おもいがありありと伝わる声音が間近で響いても、なんだか上手うまく舌が回らなくて、ろくなツッコミひとつできない。

　そんななか、風呂上がりで軽く水を滴らせながらオレを見下ろしていたアーロンの視線がテーブルの上に動き、その金の瞳ひとみがやや見開かれた。

「……えーと、神子？　これ、何を飲んだかわかってるのかい？」

「っは……ぅなに？　って、しゃけらろ…っ…わかるかーぃ」

　体はやけに熱いし、動どう悸きも激しいし、頭もぼーっとするし、目を開けているだけでくらくらする。

　あー最悪、オレ、アルコールはダメな人間だったのか。まだ本格的に飲んだことはなかったけど、これで決定かぁ。でもあれが酒の味？　もしかして異世界って、アルコールの成分からして何か違うのかもなぁ。

　そんなことを考えながら目を閉じて、少しでもこの辛つらさから逃れようとしていると、頭上からため息交じりに零された声がやけにはっきり聞こえた気がした。




「酒じゃなくて、強制発情薬だねぇ」




　　　　＊




「うーん、やっぱり解毒魔法も解呪魔法も効果がなさそうだね。神子、仕方ないからもう──神子？　聞いてる？」

　はーい、バッチリ聞いてますともこんちくしょうが。

　なんで？　なんでそんなお薬が目立つ所にさぁどうぞ、とばかりに置いてあったんですかね？

　そんなサービス誰だれも頼んでないんですけど！　誰だよ怪しい飲み物をラッキーって飲んだアホは、ってオレだよ！

　頭の中でそんな一人ツッコミを繰り広げて現実逃避をしながら、目の前でヒラヒラと黒い手を振るアーロンをぼーっと眺めていた。

　彼は浴衣ゆかたによく似た藍あい色いろの寝間着姿で、白銀の巻角には目立つ水滴がまだ所々残っている。

　なるほど、角の表面にある凸凹した部分を自分で拭くのは確かに面倒くさそうだ。

　というよりこのお兄さん、どうやって自分の荷物を持ち歩いているのか本当に謎だ。こんな服、いったいどこに隠し持ってたんだ。

　そんなアーロンがソファーの前に跪ひざまずいて、オレに回復魔法系をしばらく試してくれていたようだが、残念ながら効果はナシとな。

　お手数だけかけて、ほんとスミマセン。

「神子、今どんな感じかな？　僕の言葉はわかるかい？」

「……熱くて、頭ぼーっとするし、動けない……し……」

　少し困り顔でオレの頬をぺちぺちと手袋越しの指で軽く叩く、綺き麗れいに整った秀麗な男の顔。

　それを間近に見上げながらどうにか口を開いたものの、さすがに今の状態を正直に告げるのをためらうくらいには、オレもまだ正常な思考ができているというわけで。

（よりにもよって、発情薬……発情薬ってエロ系のアレだよな？　それしかないよな？　もうこの際、酒ってことにしとこうよ。うん、酒だ酒……というわけで、鎮まれオレのムスコよ）

　体に力が入らずろくに動けない状態なのに、そこだけが異常に熱を持ってさっさとスッキリしたいという欲求がせり上がってくる。

　それも、こうして横になっているだけだというのに、刻一刻とそれが強くなってくるのだ。

　思えば最後に自己処理をしたのは、いつだったか……。

　元々そんなに性欲は強くなかった方だと思うが、この世界に来てからは毎日が充実していて、たまにピンチもあったりで、ふと思い出した時にささっと処理をして終わらせるのが普通になっていた。

　でも今は──、とにかく早くひとりになりたい。

　ここは恥を忍んで、アーロンに席を外してもらうよう頼むしかない。だってオレ、立てないし！

　だが、そう決意したオレが「ちょっと抜きたくなってきたんで、ひとりにしてください」と意を決して口を開く寸前に、とんでもないセリフが目の前の竜人の口から飛び出していた。

「神子、仕方ないからもう出して薬を抜こう。大丈夫、僕も手伝うから」

「……はい？」

　うんうん、とやけに真剣な目をしたアーロンがそう頷きながら、ごく自然な動作でオレをひょいっとその肩に担ぐ。

「はいぃ!?　ちょっ、降ろしっ……ぁ！　っ、え？」

　神殿で着させてもらっていたのと同じようなＴシャツとハーフパンツモドキの姿だったせいで、薄い布地越しに体を触れられただけで、ゾクリと背筋に小さな痺しびれが走る。

　その感覚に自分でも戸惑っている間に、部屋の奥にふたつ並んで鎮座しているシングルベッドのひとつへと背中から降ろされ、また小さく声を上げる羽目になった。

「ちょ、ちょいたんま、アーロン、ストップ、まて、おすわりっ……」

「あまり悠長にしていると、もっと薬が回るよ。神子はこの世界の人間とは違うけれど、その分どの程度の影響が出るかわからないし……過去の神子のなかには、こういう状況でわざと放置されて死んだ話もあったから、とりあえず急ごう」

「いやいや!?　だったらじ、自分でするからって……ぎゃー!?　コラ！　だからパンツ脱がすな！　無理！　いくら男同士でもオレ、抜き合いとか今までしたことないし!?　勿もち論ろん女の子ともないけどさ！」

「おや童貞申告かい。大丈夫、気持ちよくなるだけだよ」

「む、無理無理ッ！　っは、は、恥ずかしくて死ぬッ！」

　下着ごとハーフパンツを脱がされ、仕方なくＴシャツの裾すそを上手く力の入らない手で気合を入れて引っ張って、どうにか前を隠しながら、そう心の底から声を上げた途端ピタリとアーロンの手が止まった。

　は、は、とオレの上がりかけた息だけがやけに大きく聞こえるなかで、数秒の沈黙が流れた後、不愉快そうに小さく顔を歪ゆがめたアーロンが一言、

「──死ぬの？」

　と、確認してきた。

　……あの、それ『死にたいのか？』って意味に聞こえるような気がするのはオレの気のせい、いやなんでもないです。

「っ、そ、それくらい恥ずかしいんで、ひとりでするんで、ご遠慮くださぃ……って意味、デス……」

　じっと見下ろしてくる金の瞳を直視できず、そう視線を逸そらしながら主張すると、アーロンは途端にふっといつもの柔らかな笑みを浮かべてみせる。

「そう、よかった。なら僕に任せてね」

「だからなんでそうなッぅえぇ!?　んなーーーっ！」

　お願いだからひとりの時間をくれませんかね!?　と懇願する前に、もう一度アーロンに腕を取られたと思ったら、まるで人形を動かすように簡単に、あっけなく体勢を変えられた。

　ベッドの上で胡座あぐらをかくアーロンの腕の中にすっぽりと収まって、その胸板を背もたれにして座り込むような、形に。

　しかも、オレの足は両方とも開かされているため、色々と──とりあえず、叫びたいくらいなんかヤバい。

「ほら、これなら僕からはあまり見えないから、そんなに恥ずかしくないよ」

　絶対に、そういう問題ではない。これはお互いの認識の違いについて、熱く議論する必要がある。

　そう思ったものの既にしっかりと存在を主張しているオレの性器へ、黒い手袋ごしに長い指がするりと絡められた瞬間、光の速さで余計なことは考えられなくなった。

「っあ!?　あ！　…や、やめっ！　……ちょ、なにっ…これ！」

　触れられたと同時に痺れるような感覚が背筋を走り抜け、足先からじんわりと何かが這はい上がってくる。

　先端からはすぐに透明な液体がとろとろと溢あふれ始め、アーロンの黒い指先を伝って次から次へとシーツの染みへと変わっていく。

　その最中にも大きな手がゆっくりと動き出して、にちゅ、にゅちゅ、と粘着質な音がそこから小さく零こぼれてくるではないか。

（なっあっぁあ!?　なんかエロい！　すっげぇエロい！　扱しごかれてるだけなのにもう無理ッ！）

　腰に集まっていく熱が、元から吐き出したかった熱と合流し、ぐるぐると腹の奥で溶け合いながら出口を求めて暴れ出している。

　そんな焦燥感に背中から突き飛ばされるような、今まで感じたことのない強烈な快感に襲われたのは、それからすぐだった。

　長い指先のひとつに先端をクリッと控えめに弄いじられた途端、目の前に小さく星が飛んでいたのだから。

　いくらなんでもオレ早すぎ！　などと自じ嘲ちようする余裕なんて、一切なかった。

「っんぅ──！　……ふ、ぁっ……はぁっ…は…ッ」

　見知った解放感の訪れと、とんでもない気持ちよさに頭から羞しゆう恥ちの感情すら一時抜け落ちていたが、静かにそっと耳元で囁ささやかれた低い声音で、我に返った。

「うん、上手にできたね。じゃあ、あと何回か頑張ろうか」

「はッ!?　え？　なんでこれっ……ぁ！　ちょ、もういいって！　やっ……ひぅッ!?」

　もう嘘うそだろぉ!?　と言いたいくらいだが、一度吐き出したというのにオレのそこはまだまだ臨戦態勢のまま、再びゆっくりと動き出したアーロンの手によって、素直に快感を拾い出すではないか。

　ただもう……ここまできたら、今更恥ずかしいだの嫌だの言っていられないか。この状況をさっさと終わらせるためには、心を無にして乗り切るしかないッ！

　そうヤケクソで目を閉じて、オレは再び渦巻き出した熱だけを意識することにした。

　だけど……それから何度イってもイっても全然オレの体の中から熱は消えなくて、それどころかもっともっとと快感を求めるように腰が勝手に動き始めるし、どんどん声も抑えられなくなっていった。




「やっ、ぁあ！　ぁ！　…アーロンッ、も、無理！　出ない、って…！　ひあぁ、んっ！」

「そうだねぇ、あまり生殖器を刺激し続けるのも体によくないから……他の刺激で、イってみる？」

　グジュグチュッと音を立てながら動いていた白濁色の液体に濡ぬれた黒い手が、いまだにやる気満々だが、とうに残弾ゼロの状態となっていたオレ自身からようやく離れていく。

　それを名残惜しいとか、残念だとか思っていたオレの沸騰した頭を瞬時に冷やしたのは、あらぬ所につぷりと感じた違和感だった。

「え？　……え？　……あの、アーロン、さん……？」

　指先がほんの少し埋められたり引き抜かれたりしているのは、出す場所であって入れる場所ではないところで……。

「あれ？　正気に戻った？　……でも、まだ体は辛そうだね。大丈夫、慣れてないみたいだから気をつけるよ。あとはコッチで、気持ちよくなろうね」

　今までの羞恥も忘れて思わず体を捻ひねって見上げた先では、顔色ひとつ変わらない、いつも通りの竜人がまるで安心させるように、そう綺麗に笑っていた。




　　　　＊




　いやいや、いくらなんでもそこは違うでしょうがアーロンさん。

　なぜにそこをイジる必要があるんですかね？　オレ、別にそんなところで気持ちよくなったりしませんからいいです、遠慮します、マジで勘弁してください頼むからッ！

　散々イかされて、力の抜けた体を精一杯小さくバタつかせながらそう主張したものの、オレはいまだにその腕の中に捕まっていた。

　しかも、どこからか取り出された黒い手て拭ぬぐい状の布地で目隠しをされる、というオプションまで追加されて。というのも、

「わかった、見えていると恥ずかしいんだよね？　じゃあ見なくていいから、こっちに集中して」

　そんな方向不明の気遣いを、アーロンが発揮してくれやがったおかげだ。

　だから集中したくないんだって！　そこで気持ちよくなってしまったら世界が変わるんじゃないかというか、こ、怖いというか、踏み込んじゃいけない領域に足を踏み入れるような……と、とにかく！

「いっ、いやだって言ってるだろッ！　もっ、いいから放しッ……ひゃぅッ!?」

　長い指先が一本、ゆっくりと後ろから体内に埋められていく。

　その違和感に半泣きになりながらも声を荒らげかけた時、狭い肉壁の中でくるりと指が回された瞬間、びくんっと腰が跳ね上がる。

　同時に背筋をじわりと這い上がって来る甘い痺れは、小さいけれど確かに──快感だった。

　そんな自分の信じられない反応に、瞬まばたきすら忘れて呆ぼう然ぜんと固まっていた時だ。

　そろりとシャツの裾から素肌を這い上がった手に、その指先に、不意に胸の先をゆるく摘つまみ上げられた。

「はっ？　え、なんで……ぁ、あ！　や、やだっ……アーロン、これ変っ…！」

「大丈夫、薬で変になっているだけだから。気持ちよくなっていいんだよ」

「っだ、だからって男なのに胸はっ……ひっ、あ！　はぅっ、ん……」

　きゅ、と突然強く摘まれた胸の突起から、下腹部に向かって熱が走る。

　それに動揺したせいで、体内で蠢うごめく指を無意識にきつく締め上げてしまった。その途端、そこでも徐々に動きを強くされ、ゾワゾワとした熱いような甘いような得体のしれない感覚が、体の奥から湧わき上がってくる。

　それが何度も何度も繰り返されれば、ああだこうだ口にする余裕なんて、簡単に消し去られていくわけで。

「んぁっ、あっぅ…！　はっ、もう、わけわかんなっ……！」

　視界も閉ざされた闇やみのなかで感じるのは、決して性急ではないゆったりとした穏やかな手によってもたらされる熱と、耳元に落とされる静かな息遣いに、時折奏でられる柔らかな声音。

　そして背中から大きな温ぬくもりに包まれている、安あん堵ど感かん。

（な、何が嫌かってこの状況が、嫌じゃないことが嫌なんだよ！　なんで？　なんで男にここまでされてるのに、気持ち悪くならないんだ？　これも薬のせいか？　本当に？　あぁくそッ！）

「神子、気持ちいい？　イけそう？」

　そんな単なる、問いかけ。

　だがそれが耳元に吹き込まれるように、それも極上の低い美声で囁かれたりしたら。

　最後まで抵抗をしていた理性らしきものさえ、あっけなく溶けて消えてしまう。

「～～～ッもっ気持ちいいっ！　よすぎ、てっ…！　あ、ぁッ！　…まえ、前もっ、ふっあ！　…んっ、触っ、て！」

　いつの間にか数が増やされていた指にぐりぐりと内側の一点を刺激され、もう片方の手には交互に胸の先端を転がされるなか、気がついたらそんなセリフが口から飛び出していた。

　でも甘ったるい感じの熱いモヤが頭にかかっているようで、それをどうこう思うような意識すら、オレにはもうなかった。

　だから余計に、勝手に動き出す腰を止める気すら起きず、見た目より意外としっかりした胸板に背中をこすりつけるように密着していても、気恥ずかしさすらない。

　ただただ、この優しい温もりに包まれながら、気持ちよくなりたい。そんな願望で、頭がいっぱいになっていた。

「それはよかった。でも手が足りないねぇ……あぁ、ちょうど潤滑薬も足したかったからいいかも。少しだけ待ってね、神子」

「ぅあッん!?　やっ、やだっ！　ゆび、抜かなっ……！　へぁっ？」

　今の今まで、体内でゆるゆると前後に動かされていた指先が予告もなく、ズルリと引き抜かれる。

　快感の源を突然取り上げられたことで、暴れだしたくなるような酷ひどい疼うずきがそこを満たしていく。

　それに思わず不満の声を上げかけたのだが、物欲しげにひくつく入口にはすぐさま、別の何かが押し当てられていた。

　それは少しだけひんやりと濡れた、滑らかで丸みを帯びた細い先端のようで、慣らすようにそこをツンツンしてきて……って、ナニコレ？

「ア、アーロン？　なにっ、なに、する……っ！　これ、まさか……え…お、オレとや、ヤるの、か？」

　指以外の肉体の一部がそこに押し当てられたら、まず男の性器だと思うくらいには、今まで貞操の危機をくぐり抜けてきたわけで。

（え、え？　これ、ついにオレ、犯されるわけ？　男に？　え、ぇ？　え──こんな状態だったら、絶対気持ちいいに決まって……え？　オレ何考えてんの？）

　オレの体に回されているアーロンの片腕に無意識でしがみつきながら、わけのわからない感慨とほんの僅わずかに浮上しそうな理性の気配に、更に輪をかけて頭が湯だっていく。

　ただそれでも、小さく笑った男の声は酷く静かで、耳に心地よかった。

「ん？　あぁ大丈夫、そんなことはしないよ。薬で無理矢理、というのは確実に後から病んで死ぬらしいから。それに、竜は人間と違って発情期じゃないとちぎ──交尾できないから、そんなに怯おびえなくていいよ」

　あ、そうなのか。そっか、ヤらないのか……。

　……え？　オレ、今、ちょっと残念とか思ってる？　え？　えぇ？

「あと、コレは生殖器じゃなくて──」

　自分でも理解不能な混乱状態に陥っていると、少し困ったような、それでいて愉しさを隠しきれていない男が耳元で囁くなか、ついにその何かはゆっくりと、オレの体内へ沈み始めた。

　先端から根本に向かうにつれて徐々に太くなっていくそれは、狭いはずの内側に驚くほどスムーズに押し入ってきて、

「あっ、あ……ぁあ、ひぅんっ！」

　かと思えば、突然ズルリと入口ギリギリまで引き抜かれ、またゆっくり奥へ奥へと進み、次第に指では届かなかった場所にも触れてくる。でも一番太い部分でも、指を三本ほど挿いれられていた時と変わらない気がする。

　そんな正体不明の何かの動きひとつに、オレの全意識が集中しているところへ、もったいぶって言葉を切っていたアーロンがようやく、その続きを口にした。

[image: ]




「コレ、尻尾しつぽなんだ」




　────────し、っぽ？

「……は？　え？　尻尾？　……はぁ!?　ちょっとたんまマジで待って!?　えぇえぇ!?　と、とにかくまず抜いっ、ぁあぁッ!?」

　目隠しまでされている状態で、このお兄さんなんてことを言ってくれるわけ!?　よりにもよって尻尾!?　尻尾を人の体の中に突っ込むとか、ありえなくないか!?

　そう心の中では叫んだものの、長い間放置されていた性器をまた大きな手に包み込まれる感触と、胸の先端を摘まれたことでビリッと走る甘い痺しびれ、ゆるく突き上げるように体の奥で大きくゆったりと動き始めた存在に、すぐに思考が灼やき切れていく。

　ズッ、グチュ、グプッ、と足の間から響く卑ひ猥わいな水音も、足先が痺れるようなじわじわとした熱も、腹の奥底から今にも弾けだしそうな大きな波のような何かに息が乱れ、見えない視界のなかでチカチカと星が瞬き出す。

「んぁ！　ぁ、ッ！　あっ！　ぁ、あ！　っや…ぅ！」

　勝手に動く腰も、閉じることさえできない口も、溶けそうなほどに熱い体も、何もかもが自分のものとは思えない。

　それなのに、飲み込まれそうなほどの強すぎる快感だけはしっかりと、確かなもので。

「ん、そろそろ──イっていいよ」

　優しげな声音と共に、小さく左の耳みみ朶たぶをカリッと食はまれた瞬間の衝撃に、もう完全にわけがわからなくなる。

「ひっぅ!?　っあ、ぁあーーーーーーッ！」

　ぎゅうぅ、と自分の内側が体内の男の一部をきつく締め上げているのを自覚しながら、許容量をとうに超えた快楽に、意識が真っ白に飲み込まれていく。その刹せつ那な、頭のどこかで考えていた。

　これって、貞操は無事って言えるのか？　突っ込まれたけど、尻尾なら……あれ？　アウト？　セーフ？

　…………よ、よし、アウトよりのセーフと主張するぞ。誰だれが何と言おうと、セーフだ！




　　　　＊




　翌朝、既に明るくなった室内で、オレはぼんやりと目を覚ました。

　しばらくぼーっとした頭で、いつものように宙に漂う半透明のふわもこ謎生物を視界の隅に置きながら、肌触りの良いシーツの上でごそごそ寝返りを打ったところで、ふと気がつく。

　なぜオレは、汚れもない綺き麗れいな素っ裸でベッドにインしているのか。

　なんとなく怠だるい腰と、体の奥に燻くすぶるような違和感は何なのか。

　あと、なんだか足の内側が軽い筋肉痛みたいなんですけど、なんで？

　おっかしーなぁ？　身に覚えが全くないんだけど、たぶん変な夢なら見た気がするようなしないような。

　これは異世界で開花したと思われる第六感が、何かを警告してきているのかもしれない。うむ、心して生きよう。

　などと無駄な現実逃避をしていられたのは、ものの数秒だけだった。

「神子、おはよう。調子はどうかな？」

　部屋の中央に置かれた茶色のソファーセットには、既にいつものロングコート姿のアーロンが腰掛けていて、その言葉とともにゆっくりと綺麗な所作で立ち上がる。

　部屋の中でも小さく光るような白銀の巻角も、寝癖ひとつない薄うす蒼あお色の緩くウェーブした髪も、静かで穏やかな低い声音も、いつもと同じだ。

　ただ少しだけ違うのは、普段よりその柳りゆう眉びが下がって、どことなく残念そうな顔をしているところか。

　そんなアーロンはオレが寝ているベッドの脇わき、よりもなぜか三歩ほど距離を空けて立ち止まった。

　……うん、これは確実に気を遣わせているな。

　がしがしと自分の髪を掻かき上げながら、オレはベッドから半身を起こして寝起きの掠かすれた声で第一声を告げた。

「色々、すみませんでした」

「……うん？」

　だからいい歳とししたイケメンが、簡単に小首を傾かしげるな。

　キラキラなエフェクトが、周囲に散っているような幻が見えるんだよ。ほら、精霊だってどことなく周りから退避し始めてるじゃん。

　頭の片隅でそんなツッコミをいれつつ、昨夜のアレな状況についてきっちり謝罪をするべく、上掛け布団で自分の体を包んでベッドの上に正座する。

「いやほんと、すんごいお手間取らせてごめん。次から変な物は飲まないように気をつける……気をつけますので、ひらにご容赦願いたく……」

　そうなんだよなぁ……オレとしては、うぎゃぁあぁ!?　な方法だったとはいえ、アーロンは治療目的というか、発情薬の効果を抜く？　終わらせる？　そのために色々してくれたわけで……。

　そのうえ多分──あ、後始末とかいうものも、してくれていて。もう頭を下げるしか思いつかないだろ、こんなの。

　ただ、もしこれが仕組まれたうえでのことで、最後までヤられていれば、オレも心置きなくぶん殴れたのかもしれないが。

　…………尻尾は、セーフだから。挿れられたけど、尻尾は、ノーカウント。だからオレの貞操も、まだ無事ということで。

　それにオレは前後不覚になるくらい気持ちよくしてもらったけど、アーロンのは……最後までずっと無反応だったことは、覚えている。

　発情期がどうとか話していたような気もするが、ちょっと記憶が飛んでるな。

　とにかく、興味のない男の体なんて弄いじりたくないだろうに、一応、多分、おそらく、オレのためにあんなことをしてくれたわけだから。

　そう考えて、昨夜のあれやこれやを思い出して羞しゆう恥ちで叫びたくなるのを堪え、必死に平静さを保ってペコリと頭を下げた。なのに、当のアーロンは更に首を傾げただけでなく、はっきりと困惑の表情を浮かべるではないか。

「ん？　……えーと、ちょっと待ってね？　確認するから」

　そんな意味のわからないことを言って、コートの胸の合わせ目に手を突っ込むと、そこから一冊の本を取り出すアーロン。

　表紙が深緑色をした分厚いそれは、オレにも何度か見覚えがある。

「確認？　何を？」

　パララッと黒い指先がページを捲めくり、目的の箇所を見つけたのか、金の瞳ひとみが僅かにその手元を往復する。

　それを見つめながら、オレも頭に「？」マークを浮かべて首を傾げていたんだが……。

「……神子は──君は、死にたくならないのかい？」

「はい？　なんで？」

「神子は、性行為やそれに準ずる行為を強要された場合、死にます。と記されているのだけれど」

「おぅふっ!?」

「あと、神子に性的接触を行った者を決して近づけてはいけません、発狂するほど忌み嫌って死にます、って。僕がまだここにいても、死なない？」

「ちょっとそのトンデモ本見せて!?」

　結局、アーロンが持っていた本に書かれていた特殊な文字は読めなかったが、それからしばらく非常に疲れるやり取りをしたおかげで、ようやく色々とわかってきた。

　この竜人、オレのことをメンタル激弱の、繊細病弱非力生物だと思い込んでやがる。

　とりあえず話が長くなりそうだったので、一いつ旦たん着替えてルームサービスで朝食……もう昼前くらいだったけど、食事を部屋まで運んでもらって、食べながら話を再開することにした。

　と言っても、オレだけが空腹だったみたいだが。

「うーん？　なら、元の世界に帰りたくなって死んだりしないのかい？」

「だーかーら！　そんな程度で死なないって。そりゃオレだって、少しは家族のこととか考える時もあるけど、ウチの教育方針は独立独歩なんだよ。自分の力でちゃんと生きていけ、って。帰れるに越したことはないけど、無理そうなんだろ？　だったら帰れないってうじうじするより、ここで楽しく生きていくことを考える方が、オレの性には合ってるからな」

「外界が……神殿の外の世界は、怖くないのかい？　君にとっては危険だろう？　一緒にいた三日間だけでも、七回は襲われたよね？」

「その全部、自力で撃退したの見てただろ？　まぁ気持ち悪いし触られたりするのは最悪だけど、この世界の人たちの習性と思って半分諦あきらめてる。パンダネコとか、ぶっ飛ばした奴やつと友達みたいになれることも稀まれにあるし。それに骸霊狩ったり、人助けしたり、色々楽しいこともいっぱいじゃん。

　アーロンには悪いけど、長期間の神殿生活はちょっとなー。頭にカビが生えそうだ」

「……そんなに一気に喋しやべって、死なない？」

「オレの肺活量を舐なめるな！」

　サンドイッチとそっくりな料理をもぐもぐとたいらげながら、そう気持ちよく決めゼリフを言ってみたところで、ついにアーロンが自分の口元を手で覆った。

　テーブルを挟んで向かい合わせに座る竜人は、ふふっといかにも上品な笑い方をした後に、その金の瞳を心なし、いつもより柔らかく細めながら、もう一度オレに問いかける。

「では、僕が傍にいても平気なら、まだこのまま君について行っても──」

「死なない」

　そろそろオレだって、次の言葉は予測できるぞ。だから敢あえて、その先を言わせずに自分で言い切った。

　すると、アーロンは金の瞳を軽く見開いた後、心底面白そうに、嬉うれしそうに、その口元をゆるく吊つり上あげてみせたのだった。

（っ…ぉお……これがイケメンの真の微笑ほほえみ力か。うむ、目指す頂いただきが遠ければ遠いほど、努力のしがいがあるというものよ……フッ）

　直視に堪えない男の美び貌ぼうを目前で拝みながら、胸の内だけでぶつぶつ呟つぶやくことで誤ご魔ま化かしたものがある。

　なぜか小さく跳ねた心臓の理由なんて、オレは知らん。

　同性の笑みにときめくとか、そんな趣味はない、ないったらないのだから。

　意図的に心を落ち着けようと、お茶──正真正銘のお茶が入ったカップを、慌てて口元に運んだ。

　それとほぼ同じタイミングで、思い出したようにアーロンがまた口を開く。

「それなら──死なないなら昨日きのうのアレ、またシたくなったらいつでも付き合うよ？」

　適度な発散は健康にいいんだって、と穏やかな声が言い終わる前に、オレの口から盛大にお茶が逃げていくことになった。

　勿もち論ろん、その申し出を丁重にお断りしたのは言うまでもない。

　ほんとさぁ、癖になったらどうしてくれるんだっての。

　ただでさえ気持ちよすぎて、未知なる世界への扉が開きかけたというのに。うん、もう二度とあんな状況になどなるものか。




　そう固く決意したはずの誓いを、自分から破り捨てることになるのは、もう少し先の話だけど。
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　よく晴れた日の、昼下がり。

　小高い丘になった、見晴らしのいい野原。その草の上に直接腰を下ろし、いつもなら何の面白みもない青空を眺めていた。

　でもすぐに、

「いい天気だなぁ……なぁアーロン、ちょっと昼寝しない？　ちゃんとセキュリティ……えっと、警告魔法使うからさ」

　隣でごろんと横になっていた神子が、のんびりとそう口にした。その瞬間、今日が特別良い天気に思えてくるのが、我ながら不思議だった。

「眠たいならどうぞ。僕はそうでもないから、このままぼんやりしておくよ」

「それじゃアーロンが退屈だろ？　ふぁ～ぁ……やっぱり、昼飯は抜いた方が良かったかな」

　あくびを噛かみ殺ころしながら大きく伸びをして体を起こした神子は、今の今まで枕にしていた彼のリュックを手元に引き寄せ、中身をごそごそと漁あさりだす。

　やがてその中から取り出したのは、街で買った焼き菓子が入った大瓶で……。

「アーロンも食べるか？」

「……じゃあひとつだけ、頂こうかな」

　本当にそれ、まだ食べるの？　ついさっき、二段重ねの大盛り弁当を完食したばかりだよね？　そんなに食べて大丈夫？　死なない？　と言いたくなるのを飲み込んで手を差し出せば、神子の指先が柔らかそうな黄色の小さな菓子をひとつ摘つまみ、僕の掌てのひらにコロンとのせてくれた。

　その気安い接触もそうだが、そもそも肘ひじの当たりそうな距離にいるというのに、神子にはもう何の警戒心も見えない。

　どうやら宿屋での一件をもって、なぜか僕に対する警戒は解いてくれたらしい。

　それを傍で観察しやすくなって単純に嬉しいと思う反面、無防備すぎないかなと忠告したくなる自分もいて、これまた少し……不思議な気分だった。

　高級宿屋で二人部屋を所望する若い二人組、とくれば宿屋側が気を利かせるのは当然だから、部屋に用意されていた強制発情薬を、僕はそのまま放置していた。でも、まさか神子が何も知らないとは思わなかった。

　彼が誰だれかと共に宿を取ること自体が初めてだと知っていれば「そういう心遣いだけど、触っちゃだめだよ」と僕も忠告くらいは、してあげられたのだけどね。

　神子にとってあの夜は、物もの凄すごく不本意な時間だったろうが、放置して死んでしまっては元も子もない。だからどれだけ嫌がられようとも、早く発散させて薬を抜くしかなかった。

　いわば治療みたいなもの、だったはずなのだけれど……。

　普段は凛りんとした姿と緩んだ姿をせわしなく往復しているというのに、あんなに扇情的に乱れてくれるとは思わなくて、僕も久方ぶりに興が乗ってしまった。

　勿論、神子は薬の影響でああなっていたとは重々承知しているけれど。

　だから彼が気を失うように眠りについてから、かなり後悔した。

　ここまで手を出してしまったら嫌われるどころか、次に目が合った瞬間に死なれかねない、と。

　せっかく珍しくも面白い生き物と出会えたのに、ここで死なれるのは困る。

　とりあえず、目が覚めたらすぐに謝ってみよう。できれば、姿を消してついて行くことだけは許してもらいたいけれど、それも拒否されたら、感知されないようにこっそり後をつけるしかないか。

　そう考えていた僕にとって、翌朝の神子の反応はまたしても予想外だった。

　いくら不可抗力の延長とはいえ、どうして神子が謝るのかな？　なんでちょっと恥ずかしそうなだけで、僕と普通に話せるのかな？

　なぜ──彼は、死なないのだろう。

　思わず備忘録を取り出して、過去の神子たちの記録を確認して問いかけた僕に、神子からの痛烈な反論が果てしなく続くことになった結果、色々と理解が深まった気がする。

　ひとまずこの神子は、『神子』という生き物の枠で測るべきではない……かもしれない。

　華きや奢しやでか弱い生き物に違いはないけれど、きっとそれだけではないのだろう。だから、面白く感じる部分があるのか。

　再びそうあれこれ考えながら、食べ飽きた人間の食事、菓子という嗜し好こう品のひとつを口に入れる。そのままなんとなく、横目で神子の様子を窺うかがうと、不意にその黒い瞳と視線が合った。

　その途端、朗らかな笑みを自然と浮かべてみせた異世界の人間に、なぜか目を奪われたような気がした。

「コレ美味おいしいよな。オレ、こういうほんのり甘いの好き。ひと口サイズなのも最高。アーロンもまだ食べるか？」

　神子は、この子は、この味が『好き』──。

「……そうだね、これは『美味しい』」

　彼の言葉ひとつで、なぜか口の中が満たされるような感覚を覚えたけれど、それが久しく感じていなかった『食べ物』の『美味しさ』だと気づくのに、しばらく時間が必要だった。

　そうして不思議な気分が尾を引くなか、大瓶の中身が半分ほどになった辺りで、突然神子のたるんだ気配が一気に引き締まった。

「っ来た！」

　そう小声で、でも間違いなく嬉しそうな声音で宙を見つめている神子は、手元も見ずに菓子が入った大瓶をリュックに仕舞うと、傍らに置いていた小型のクロスボウに手を伸ばす。

　それはこの旅の初めから、神子が手にしていた唯一の武器だ。

　僕も彼の視線の先、宙に浮かぶ精霊たちを眺めてみると、普段は白く半透明のその姿が今は赤く染まっている。その状態で野原の先にある森へ視線を向けたまま、激しく円を描くように集団で忙せわしなく飛び回っているのだ。

　どうやらようやく、神子の待ち人が来たのだろう。

　静かに立ち上がった彼も、精霊たちと同じ場所へ視線を向けつつ、腰元の矢筒から引き抜いた矢をクロスボウにつがえる。三本、同時に。

（あぁ、またアレをやるのかなぁ……初めて見た時は、つい止めかけたよね。本当に使い方をわかっているのかい？　って）

　少なくとも、この世界のクロスボウは一度に一本だけ矢を撃つのが普通なのだが、神子の世界は違ったのかもしれない。

　やがて、森の木々から鳥たちが一斉に飛び立ち、野原の広範囲で赤く染まった精霊が乱舞し始めた頃ころ、鬱うつ蒼そうとした木立の中から、紫色の靄もやを纏まとった巨大な猪いのししが姿を見せた。

　それはこの辺りで被害を多く出し、統合討伐協会デイレスタンから討伐依頼が出されている骸霊の特徴、そのものだ。

　通常は、第二級以上の討伐者デイーラが最低五名のパーティで討伐することを推奨されている骸霊、らしい。

　ただそんな危険な存在を前にしても、神子は全く怯おびえることもなく、

「距離[image: 100]、風よし、湿度よし、──ふっ」

　そうよくわからないことを呟いて不敵に笑った直後、人間の気配に気づいた骸霊が唸うなるような咆ほう哮こうを上げて、こちらに猛然と突っ込んできた。が、

「遅いッ！　《必中貫通光線ステインガー》！」

　わけがわからないことを神子が叫ぶと、嬉き々きとした精霊が即座に世界へ干渉し、その望みを顕現させた。

　その結果、チュンッという不思議な風切り音を残しながら、彼のクロスボウから三条の光が高速で骸霊へと撃ち放たれ、頭からその巨きよ躯くを貫く。

　駆け寄る勢いはそのままに前のめりとなり、地響きと共に倒れ込んだそれは、もう二度と立ち上がることはなかった。

「……また、つまらぬものをきっ、撃ってしまったか」

　そう言って肩にクロスボウを担ぐ、凛りんとした神子。惜しみない拍手を送ってその活躍を讃たたえながら、僕は胸に抱いた疑問ツツコミを口にすることにした。

「矢が必要だった理由が、全くもってわからないよ。むしろ、クロスボウそのものが必要ないよね。そもそも君って、武器の意味があるのかい？　どう見ても精霊魔法頼りの、魔法特化討伐者だよね？」

「なにを仰るアーロンさん、これは────そう、別に形から入ったわけじゃなくて……うん、媒体がある方が精霊魔法のイメージが楽というか、魔力消費がきっと少ないというか、ちょっとロビンフッドしたかったというか…………飛び道具、最高だよな！」

　しばし目を泳がせて尤もつともらしいことを口にした後、最後はそう笑って誤ご魔ま化かす彼に、自然と笑みが浮かぶのを止められない自分がいる。

（ああ、そうか。僕はこの子を見ているのが、とても『楽しい』のか）

　つい数日前までは、何よりも面倒に思っていたはずなのに。

　今となっては彼の一挙手一投足に、その存在に、こんなにも楽しませてもらえるとは。

（叶かなうならこのままずっと、傍にいたいな）

　ぼんやりと抱いた、そんな願い。でもそれは、興味深いだけの単なる観察対象に対しては、いささか不釣り合いなものかもしれない。

　そう頭の隅で自覚しながら、「とにかく報奨金ゲットだぜ！」と元気に叫んで走り出した背を、僕はゆっくり追いかけた。
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「ん……ぁ、っ…」

　不規則に体の奥へ伝わる小さな振動に、じんわりと熱のようなものが腹の底から広がってくる。その不思議に心地よい感覚には、なぜだか既視感があった。

「ふ、ぅん、ん…んぁ……」

　それは確かとても最近の出来事で、でも、こんなに穏やかな心地よさではなくて、もっと激しかったような──……。

「うーん……ちょっとさすがにダメかな。ほら、起きて。さもないと──そろそろ襲われても、知らないよ？」

「んぇあ!?」

　ガタンッ！　という一際大きな揺れと、耳元に吹き込まれた苦笑交じりの不穏な言葉に、うつらうつらしていた意識が一気に覚かく醒せいした瞬間、なんだか口から変な声が出てしまったではないか。

　ハッと目を覚ましたオレの視界に飛び込んできたのは、向かいの座席に腰掛けて、静かに笑いを堪えている見慣れた竜人で。

　一瞬ここがどこだかわからなかったが、変わらず体へ伝わってくる小さな揺れと、電車内のような周囲の景け色しきにようやく、今の状況をしっかりと思い出せた。

『はじまりの街』から『次の街』へと移動したオレとアーロンは、結局そこで五日間ほど過ごした。

　予想以上の逗とう留りゆうになったのは勿もち論ろん、某高級宿屋のサービスが原因だ。

　夜の間のあれこれで翌朝にはスッキリしていたものの、微妙に体の調子がおかしく、結局その日は丸一日を宿屋で寝て過ごす羽目になったのだ。

　となれば、宿泊費がかさむ。

　骸霊狩りで得た資金で装備も少しずつグレードアップしようと考えていたのに、これではまた即座に金欠状態へ逆戻りだ。

　そこで、久しぶりにギルドの討伐依頼を受けることにした。

　そもそもオレは、基本的には街から街への移動中に遭遇した骸霊を片っ端から倒し、その素材を換金することで金銭を得る、いきあたりばったりの一期一会を楽しむ討伐者だ。

　だがギルドから出されている討伐依頼は、対象の骸霊が当然指定されているから、探し出すだけでも数日かかることがある。だからソロで依頼をこなすには、色々と面倒も多かったりする。

　それでも必要に迫られて……金策やちょっとしたトラブルのお詫わびとか、売り言葉に買い言葉とかで、そんな討伐依頼を受けたことは少なくない。

　というわけで今回もカネのために、短期決戦で挑めそうな依頼を見繕って、街の外へお出かけしたわけだ。

　途中まではアーロンとピクニックそのもので思わず昼寝したくもなったが、運良くその日中に討伐対象の骸霊を狩り、無事に報奨金もゲットでき、手持ち資金にも少し余裕が生まれた。

　それから街で再び装備──具体的には靴を半オーダーメイド製品にしたり、外がい套とうを猫耳がついているように見える黒フード付きマントに変え、更に顔を隠すためにバイク用ゴーグルに似た防護メガネをゲットしたのである。

　またまた妥協の装備ではあるが、節約も考えたおかげで、次なる新たな街へは『魔車』という乗り物を利用する余裕もできた。

　そう、まさに今、オレたちが乗っている乗り物のことだ。

　そんな魔車の外観は大型バスにそっくりで、後部に貨物列車のコンテナに似た大型輸送箱を三、四個連結しているのが一般的だ。

　詳しくは知らないが、名前の通り魔力をエネルギー源として利用した乗り物で、大抵の街に近隣の街へと向かう定期便がある。

　車内は前方中央に運転席があり、専属運転士がレバーのようなハンドルで操作しながら、石畳で舗装された街道を軽快に飛ばしている。といっても、速度としては自転車以上車未満……原付バイクくらいかな？

　木目の茶色が目に優しい車内の客席は、電車のようなボックス席になっていて、三十人近くは乗車できるだろう。運が良かったのか、この便は半分ほどしか席が埋まっていないから、オレの経験上乗客は少ない方かな。

　酷ひどい時は通路までぎっちり立ち乗りで、挙げ句に痴漢騒ぎで、なぜか魔車自体がぶっ壊れたこともあるそうだし。

　その時は原因不明の故障扱いになったらしいけど怖いなー、どこの誰だれだろうな？　痴漢ごと魔車をぶっ飛ばしたのは。

　今回乗り合わせた少ない乗客たち、その全すべてが男であるのはまぁいい。

　商隊や討伐者は特定の街を行き来するものだけれど、それ自体が男仕事だからな。男性よりも女性の方が、居住地域から頑かたくなに離れようとしないみたいだし。

　ただな、なんでその男たちの視線が、ばっちりオレに集中しているわけ？　皆さんほとんど席から立ち上がってガン見してくるとか、どういうこと？

　なかにはちょっと呼吸が荒い人たちもいるが、それはもう見て見ぬ振りだ。変態なぞ、この視界内に存在せぬわ。

「……なにこれ？　もしかしてオレ、寝ぼけて精霊魔法でも撃ち込んだ？」

　向かいの席に座るアーロンにそうコソコソと尋ねると、彼はちょんちょんと自分の薄うす蒼あおい綺き麗れいな頭を指して、オレにフードを被かぶるよう促した。

　そういえば窓際の席を陣取ったから、魔車が出発した後にゴーグルとフードも外していたな。おとなしく座っていれば、オレの顔なんてアーロン以外にはあまり見えないと思って。

　そんなことを思い出しながら指示された通り、猫耳付きフードを被り直して彼の言葉を待つ。すると、金の瞳ひとみがそわそわしている見物客たちを一いち瞥べつした後、

「とても情欲的な声だったよ。僕というものがありながら、一体どんな夢を見ていたのかな？　それとも、相手は僕だった？」

　などと愉しげに、強烈に何かを匂におわせるようなセリフを宣のたまった。

「は？　え？　じょうよ……────ッ！」

　普段聞き慣れていない言葉の意味を脳みそが理解した途端、変な夢を見ていたような自覚があったオレは、声も出せずに硬直し、しばらくひとり反省会を脳内で行わざるを得なかった。たぶん、顔を真まっ赤かにして。

　宿屋でのあんな一件以降も、俺に対するアーロンの態度はさして変わりなかった。

　だからオレも、あの出来事を特段意識することなく、彼と接していられているわけで。

　……たまに綺麗な黒い指先に思わず視線がいってしまって、勝手にひとり羞しゆう恥ちに悶もだえていることもあるにはあるが。

　ただ、アーロンもオレに合わせて一緒に食事をしてくれるようになったり、色々と口出ししてくれるようになって──まぁ大半がツッコミだけど──、それにノリツッコミで応こたえたりするのをオレも思いのほか楽しんでいた。

　こいつ襲ってこないかな？　と常に気を張りながら過ごす必要もなく、むしろ今みたいに……その、言い方はどうであれ、アーロンが周囲を牽けん制せい？　してくれだしてからは、見ず知らずの人間に襲われることも格段に減ってきたし。

　何が言いたいかというと、アーロンと連れ立って過ごすうちにその快適さに、無意識に気が緩んでいたのかもしれない。これはマズイ。

　彼はオレという未知の生命体への興味本位で、こんな行くあてのない旅に同行してくれているだけなのだから。いずれ観察し終わって満足したら、きっとそこで「ハイさよなら」となるはずだ。

　もし……神殿監禁コースに再突入しそうだったら、全力で逃げるしかないけど。

　とにかく、アーロンが隣にいることに慣れすぎたらダメだ。いずれまた、ひとり旅に戻るわけだし。

　魔車でうたた寝なんて、今まで一度もしたことがなかったけど、これ以上気が緩み切る前に自覚できてよかった。

　荷物もそうだし、群がってくるアホ共についても、これからはできるだけアーロンに頼らないようにしないと、ひとりに戻った時に絶対苦労しそうだからな。

　うんうんと頷うなずきながら、オレがそう決意した頃ころには「なんだ相手持ちか……」「俺に乗り換えねぇかなぁ」などと幾つかの小声を最後に、車内の空気は元に戻っていった。

　お騒がせしてすみませんでしたッ！




　そうして二時間ほど魔車に揺られた後、オレたちは新たなる次の街に到着した。

「えっと……ここがツギツギの街、だっけ？」

「サイツィーグの街、だね」

「おぉそうそう、そんな名前だったな。入門手続きは──あっちか」

「そっちは商隊用かな？　君は討伐者だから一般の隣、あの列だと思うよ」

「あ、ほんとだ……。よ、よし行こうかー！」

「ほら、リュックは貸して。あとフードが脱げかかっているから、はいこれで……その顔面プロテクターは、首飾りになったのかな？」

「…………もうさ、アーロンはオレの専属にでもなってくれないかな？　いくら？　いくらあったらいい？　オレ、体が資本だけど、けっこう稼げる方だと思うよ？」

「ぷぷっ、またそんな微妙な言葉選びをして……ハイ見世物じゃないよ、商隊の皆さんはお先にどうぞ？　ほら行って行って、さようなら」

　この快適さ、一家に一竜人ひとりレベルの必ひつ須す品じゃないか？　としばらく血迷うことになったのは言うまでもない。

　オレの決意はどこいった、そうか家出か。

　まぁ、アーロンが傍にいてくれるうちは、先のことは考えずに今を楽しむのもいいか。

　やっぱり人生、楽しんだもの勝ちだしな。
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　この世界で討伐者デイーラという願ってもない職に就けた時から『第一級討伐者』になることが、オレの人生目標のひとつに追加された。

　勿論、至上にして最優先目標は『異世界：楽しく生き抜こう』なのだが、それだけでは面白みに欠けるからな。

　行く先々で地道にこつこつ骸霊狩りをしたり、たまに依頼をこなしたりしながら楽しくのんびりランクアップを目指していたはずが、結果はなぜかトントン拍子に第一級にまで上り詰めてしまったが。

　早々にクリアできる人生目標とか、どうするよ。これから隠居生活でもするか？　まっさかー。なら最高最強装備を求めて、強い骸霊に挑みまくりましょ。

　そう半年ほど前に、そんな新たなる目標を追加し、こだわりの一品を追求し始めた。

　だがこれも順調に素材が集まっていき、匠の技によって少しずつ形になっていくにつれ、またまた追加目標を決めなきゃな～、なんて喜びながらも悩ましい問題を抱えていたところで──全てが振り出しに戻ったわけだ。誘拐犯たる、某竜人のせいで。

　今となっては、それをどうこう言うつもりはない。

　そりゃ今まで掛けた金額や、偶然遭遇できた希少レアな骸霊素材のことを考えると、ちょっと……そこそこ……うん、かなり惜しい気もするが、こういった予想外のトラブルも楽しんでこその、ファンタジー異世界だろう。

　ただ、ただな？

「やっぱり！　こういう時はっ！　あの装備が懐かしいかなって！」

　オレはそうヤケクソで吐き捨てながら身をかがめ、巨大な骸霊が振り回した長い尾を寸前のところで躱かわした。

　シュンッという切れ味よさそうな風切り音が頭上を通過した直後、敵の動きも見ずに尾が繰り出された方向へ飛び込む勢いで転がれば、今の今までオレがいた場所を鋭い爪の生えた太い獣の足が薙なぎ払はらう。

　その気配だけを感覚で追いながら気持ちばかり距離を取ったところで顔を上げ、くるくると円を描くように舞っている赤い精霊を数匹、視界に収めた瞬間、

「《颪おろし》!!」

　と余裕もなく一言だけ叫ぶ。

　本当はさぁ、ダウンバーストとかサイクロンとかカッコよく横文字で言いたかっ……はいはい集中集中。

　今戦闘中だから！　しかもわりとピンチだから！

「ギャゥンッ!?」

　上空から突然、圧おし潰つぶすがごとくに吹き下ろしてきた風の塊が、紫色の靄もやを纏まとった黒い体を大地に叩たたきつける。その衝撃に鋭利な牙きばが生え揃そろった顎あごからは、短く苦く悶もんの声が上がった。

　ようやく生まれた僅わずかな隙に、シュタタタタタ！　と、どこかの世界の最終兵器・Ｇも真っ青の機敏さで骸霊から距離を取ったオレは、そこでやっと、ひとつ息をついた。

　まだ続く不可視の圧力から逃れるように、デタラメに四肢を振り回しているのは、狼おおかみによく似た姿の骸霊だ。

　ただし大きさは、その背で人を運ぶなら五人は優に運べそうで、足先に生える爪一本の長さはオレの腕くらいある。

　おまけに針のように細く鋭く、貫通力に秀でた毛にびっしりと覆われた、長い尻尾しつぽまでついている。

　うん、サイズ的にもビジュアル的にも、全く可愛かわいくない。

　オレの体などそのまますっぽり飲み込めそうなほど、口もでかいし。

　牙を剥むき出したその凶悪顔が許されるとしたら、せいぜい手乗りサイズまでが限度だろう。おまけに──……。

「これだけぶちこんでも、ほぼノーダメとか相性ってやっぱり大事だよなぁ……。これだから魔法耐性が高い奴やつって、面倒なんだよ」

　精霊魔法の効果が消え、普通の人間ならば間違いなく地面のシミになっていただろう圧力から解放された狼型骸霊は、低い唸うなり声を上げながらも機敏に立ち上がると、オレからさっと距離を取った。

　ただ、その爛らん々らんと輝く赤い瞳は一度たりとも、獲物オレから逸そらされることはない。

（第二級骸霊、討伐推奨人数は二級五名以上……って、ついこの前の猪と同じレベルのはずなんだけどな。今回は前衛もいたっていうのに、気がついたら一対一タイマンとか……）

　そう、何もわざわざスリルを楽しむために、オレが苦手とする魔法耐性の高い骸霊にちょっかいをかけたわけではない。

　さすがのオレも、そこまで戦闘狂ではない。はずだ、うん。




　そもそもの事の発端は、新たにたどり着いた『次々の街』……違う、そう『サイツィーグの街』での入門手続きにまで遡さかのぼる。

　二年前は『次の街』から西に進んだが、常に未踏の地を目指している身として、今回は正反対の東へと進み、この街に初訪問となったわけだが……初っ端から躓つまずいてしまった。

　ぶっちゃけ、ろくに入門すらできなかった。

　オレ、第一級の討伐者証書ギルドカード持ってるのに。

　オレの連れです、と一言添えて割安の税を払えば、身分証なしのアーロンさえ街に入れるくらいの最高カードなのにさ。

　ただ、今回ばかりはそれが仇あだとなった。

　まさか、門でカードを提示して即、別室にご案内されるとは思わなかった。

　過去二回ほどしかそんなことはなかっ……そうか、これが同じことは三度ある、というやつだったのか。

　結局、それが何の用だったのかというと、近辺で被害を出している厄介な骸霊がいて、この街所属の討伐者たちではなかなか手に負えない。

　既にギルド依頼の討伐も三度ほど失敗しており、次なる手段として、街の守備隊が一部参加した合同討伐隊がちょうど午後一で街を出発するから、ぜひそれに参加してほしい。

　守備隊長様が直々に土下座までして、そうお願いしてきたわけだ。応接室でオレを襲いかけた後に、な。

　隊長なんて偉い人が出てくるから、礼儀正しくと思って顔からゴーグルを外して挨あい拶さつしただけなのに「ぜひ妻にッ！」じゃねぇよ。

　その席で魔法抵抗力の高い骸霊だという情報も知らされ、少し悩みながらも、オレとは相性が悪いから断ろうとしたんだ。話を聞く限り、今回の討伐隊の人数であれば適正どころか過剰戦力にも思えたし。

　でも、後衛で前衛のフォローに徹してくれればいい、迷惑料も込みで報酬も上乗せするから、と言い募られた。

　街のギルド支部から副支部長なる人も駆けつけてきて、どうかぜひ！　と強くお願いされてしまえば……やはり類たぐい稀まれな精霊魔法の使い手たるオレとしては、世界を股またに掛けて活躍し、弱きを助け強きをくじき──まではいかないとしても、それなりに人助けに励むことこそ使命なのだろう。情けは人の為ならず、という言葉もあるわけだし。

　というわけで昼飯もそこそこに、総勢二十名からなるチーム討伐戦に参加することになったのだ。

　でもアーロンがいなかったら、こんな大人数と同行する依頼なんて無理だったかもしれない。

　骸霊以外に別の心配を絶えずしないといけないとか、オレだけ難易度がハードを通り越してルナティックに突入するわ。

　それとなく「この子に手は出さないでね？」と周囲を牽制してくれるアーロンのありがたさに、心の中で拝み倒す勢いで感謝した。これなら色々余裕だな、とも思っていた。

　だがしかし、現実は過酷だった。

　討伐対象の骸霊の縄張りである目的地へは小型の魔車で移動し、街から出発して三十分ほどで、無事に到着できた。

　そこでリーダーらしき豹ひよう耳の片方が大きく欠けている、ガタイのいい三十代後半と思しき渋いオッサンが、大まかに指示を出し始めた。そのさなかに、対象骸霊が運良く向こうからやって来てくれたところまでは、良かった。

　ラッキー、これで早く戻れる！　そうしたら昼飯を食べ直そう！　とウキウキしていたのだが……。

　急いで隊列を整えた五、六人ずつの屈強な前衛グループが尻尾で薙ぎ払われ、狼パンチを食らい、あっという間にバタバタと戦闘不能。

　ろくにフォローする暇もないほどの、瞬殺だ。おそらく本当の死人は出ていないだろうが、重傷者多数なのは確かだった。

　次に狙ねらわれたのは、動きの鈍い魔法タイプと衛生兵役の後衛で、これも返す尻尾や前足で吹き飛ばされ、あっけなく戦闘不能。

　こっちはオレの精霊魔法による防壁が間に合ったから、確実に誰だれも死んではいないし、せいぜい軽傷くらいのはずだ。受け身を取りそこなった奴は知らん。

　そうして「どうするのかな？」と楽しそうなアーロンにその場の負傷者を任せ、狼型骸霊に軽い魔法を撃ち込んで挑発した後、オレは猛ダッシュでその場を離れた。

　この間、長く見積もってもおそらく、二分程度。

　こうして早々に、オレがタイマンはることになったわけだ。もうさ、

「ほんっと、面白いな？」

　低い唸り声を上げる骸霊と改めて向かい合いながら、ついそんな本音を口にしたところで、獣の前足を覆う筋肉が小さく震えた。

　それから約三十分後、オレはきっちりと勝利を収めていた。

　足元に転がる骸霊だった獣の、成れの果て。それを隣に佇たたずむ竜人と見下ろしながら、意を決してオレは先ほどの光景の真相を尋ねる。

「……アーロンさんや、あれってもしかして尻尾？　やっぱり、さっきのがアーロンの尻尾!?」

「さぁどうだろうねぇ？　でも、手助けは不要だったかな。出しゃばって悪かったね？」

「いやいや、あれはちょっと危なかったから助かったし……ってだから、尻尾？」

　負傷者の救護に目め処どがついたアーロンは、オレを後から追いかけてきてくれた。だが、骸霊との戦闘に割って入るような、無粋なことはしなかった。

　むしろ「頑張ってね」と声をかけながら、完全に観戦モードに入っていたな。

　オレも観客がいるとわかれば、疲れつつあった体に鞭むち打うってでも、見せ場をカッコよく演出……しようと思ったわけではないが、正直、テンションは上がった。

　ただ、いかんせん装備が妥協の産物のため無理がきかず、ちょ───っとだけ、危ない場面があったのだ。

　大きな狼顔の噛かみつき攻撃を躱し、反対に懐に飛び込んで、ゼロ距離からの超威力魔法弾でも食らわせてやろうかと考えた瞬間、ズルッと足が滑ってしまった。

　骸霊の巨きよ躯くに踏み潰された草が、ツルッツルになっていたせいだ。

　これだから安物は！　と前の街で一番高額な買い物だったセミオーダーの靴に悪態をつきながら、迫る前足パンチを食らう覚悟を決めたところで、

　ス、パァーーンッ！　という、今まで聞いたことのないほどの小気味よい音が、大気を震わせた。

　そして、大きな蛇のような形をした透明な何かが、キラッと太陽の光を反射しながら目の前を横切っていったのだ。

　直後、左前足をスッパリと切断され、骸霊はたたらを踏みながら、怒りと苦痛に満ちた咆ほう哮こうを上げた。

　その隙を逃さず獲物の懐に飛び込んだオレは、ゼロ距離から特別必殺魔法弾を叩き込むことに成功し、雌雄を決したのである。

　つまり、おわかりだろうか、オレの見たものが！

「なぁアーロン、ほんとに尻尾どうなってんの？　今は？　今はどの辺りにあるんだ？」

「へぇ、そんなに気になるのかい？　もしかして、また挿れられた──」

「あー！　そろそろ骸霊を回収しとこうかな!?　討伐隊の人たちとも合流しないとぉぉッ！」

　オレの羞しゆう恥ちをこれでもか、と呼び起こす怪しい話題を持ち出されたら、息絶えた骸霊の元へさっさと逃走するほかない。

　くそぅ、ガードの堅いアーロンめ。そう減るものでもなし、教えてくれたっていいのに……なんだか少しだけ、寂しいような気になるじゃないか。

　仕方ない、こうなったら意地でも『アーロンの尻尾を観察する』、を人生目標に追加決定だな。

　なお後に「そんなくだらないことを、人生の目標にしないでほしいなぁ」と呆あきれられながら、本人からお小言を頂く羽目になるのを、オレは当然まだ知らない。
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　サイツィーグの街、滞在三日目の夜。

　この街一番だという高級宿屋の一室で、猫脚の装飾が可愛かわいらしい長机を挟み、オレとアーロンは向かい合っていた。

「じゃあこっち……デ、デッカイフトン方面ならどうよ？」

「デルカイフートゥンだね。そっちはこの時期にはもう、寒くなるよ。骸霊の多くは弱小個体だけど、渓谷の奥地まで足を延ばすなら、運次第では大物に遭遇できるかもしれない」

「あ～……それだと、手持ちが尽きた時に換金が期待できないか。うーん……だったら、今はまだ金策優先で別方面を攻めた方がいいか……」

　机の上に広げたこの世界の地図を覗のぞき込みながら、次の目的地について相談真っ最中なのである。

　この街に到着した途端、半ば強制イベントだった骸霊討伐のおかげで懐に余裕も生まれ、しばらくはあくせく目先の金策に走り回らなくてもよくなった。

　なぜならば討伐した件くだんの骸霊、その該当ランクが『第二級』から『第一級・特』に引き上げられ、その分更に追加で報奨金ももらえたのだ。

　そりゃそうだよな、いくらオレが魔法特化タイプの討伐者デイーラといえども、あんなにやりにくい相手は久々だったし、あれで第二級はないわー。

　まぁオレにとっては、ラッキーだったからいいけど。

　しかし、ちょっと良い装備にしようとすると、すぐにカネは飛んでいくからな。

　この街で更に靴を改造して、籠こ手て装備を新調したら、稼いだ分の半分は軽く飛んで行ったもんな。

　そこで今後の金策と、希少素材ゲットのための大物骸霊狙ねらいを両立させるために、次はどの未踏地域を目指そうかとアーロンの御知恵を拝借しているわけである。

　なんだかんだいってこの竜人さん、異世界歴二年のオレなんかより遥はるかに博識なわけだし。

「それにしても、わざわざ骸霊の特殊個体を狙う人間がいるんだねぇ。それも『神子』がそうだなんて、死にたいのかい？」

　おっと、頻度は少なくなったとはいえ、まだたまに繰り返されるセリフがきた。でも、どことなく冗談の意味合いが強くなっている気がする。

　アーロンもオレが強く清く逞たくましいことを、そろそろ理解してきたようだ。うむうむ、実によろしい。

「最高装備を極めるのが今の人生目標でして、えー、例えば外がい套とうについてですが、理想といたしましては『特一級・変』と指定される獲物からの素材を求めておりまして──」

「うん、ちょっと待とうか。その区分は確か、街ひとつ程度の戦力では対処できない、特別危険な骸霊のことでは？　僕も世俗に疎うといからねぇ、覚え違いだったかな？」

「次に頭装備、こちらは更に特別なこだわりがありまして──」

「……竜の鱗うろこや牙きばとか爪が欲しい、なんて言い出さない……よね？」

　空になっていたふたつのティーカップへ、手元のポットから新たなお茶を注ぎながら、オレは理想を極めた装備について熱く語っていく。

　椅子を少しだけ後ろに引いて、オレと距離を取ったアーロンからのツッコミは適度にスルーだ。

　そんなに警戒しなくても、誰も取って食いませんって……もし生え変わったり剥はげ落ちたりするなら、喉のどから手が出るほど竜素材も欲しいけど。

　やがて全すべての部位装備についてオレの目指す究極レベルを説明し終わる頃ころには、どこか遠い目をしたアーロンがそれでも優雅さを失うことなく、カップに口をつけていた。

「長々と語っちゃったけどさ、アーロンの人生……違う、竜生目標とかは何があるんだ？　強いし、自分の神殿持ちだし、お金にも困ってなさそうだけど」

　オレもカップからほぼ冷めかかっている最後のひと口を飲み干してから、ふと気になったことを尋ねてみた。

　その途端、物もの凄すごく面倒な何かを思い出したかのように、金の瞳ひとみがどよんっと光を失って淀よどんだまま、虚空を見つめるではないか。

　的確にいうと、キラキラ王子様が陰を背負った謎の美形に、突如としてジョブチェンジした。

「……えーと、アーロン？　ごめん、なんか地雷踏み抜いた？」

　語るのが嫌なら流してくれて結構ですよー、とおそるおそる付け加えようとしたのだが、その前に深い深いため息とともに頬ほお杖づえをついた竜人が、ポツポツと語り始める。

「僕らってさ、少なくとも五千年は生きるんだよね」

「ほう、さすが竜。……え？　五百年じゃなく!?」

「ちなみに僕は、今どのくらいの歳としに見える？」

「外見年齢だと、人間なら三十……に、二十代後半です？」

「別に言い直さなくても良かったんだよ？　まぁ……正解は、千歳ちょっとの若造なんだけどね」

「質問に無理があります、当てられるか！」

　つまるところこの竜人さん、めちゃくちゃ暇な日々を送っていたらしい。

　いや、むしろ暇であることが生きがい。竜生目標？　ナニソレオイシイノ？　状態。

　アーロン曰いわく、幼い頃にはそれこそ色々なものに興味を惹ひかれ、楽しく日々を過ごすこともあったそうな。だが、それもほんの僅わずかな間だけで、すぐに熱も冷めてしまう。

　そのこと自体がだんだん虚むなしくなり、日がな一日『穏やかに雲を眺めている』のが一番楽な生き方になったのだとか。

　……やっべぇ、超枯れてる。見た目に反して中身がジーサンだったとか、ギャップが激しいわ。

「ま、まさか竜人……いや、竜ってみんな、そんなヒキニートばっかりなのか……」

「ヒキニートが何かは知らないけれど、響きから蔑さげすまれているような気がするのは間違っていないのかな？　竜族のために主張すると、僕みたいなのは少数派だと思うよ。大抵の竜は、次期竜帝の座を目指して番つがい探しに勤いそしんでいるから、忙しいはずだしねぇ」

「っキター！　特殊ジョブへのクラスチェンジ条件!?　なにそれ詳しくッ！」

　思わず身を乗り出したオレに小さく苦笑しながら、別に秘されているわけではないから、とアーロンは竜帝の選定方法について話してくれた。

『竜帝』という比類なき名誉と力の象徴たる地位は、竜であれば一度は憧あこがれるものらしい。

　やはりどんな生き物でも、天辺テツペン取りたい気持ちは少なからずあるのだろう。

　そんな世界の調停者とも称される至尊の座に就く方法は、ただひとつ。現竜帝から、次期竜帝として指名されることらしい。

　そして、そのための条件こそが、なんと──




　子持ちであること、なんだとさ。




「竜というのは、個としてほぼ完成されている存在だからねぇ。どうしても種族自体の繁殖力が低いというか、なかなか次世代が生まれないんだよ。そもそも発情期も特殊で、好ましい相手が傍にいないと始まらない。運よく発情期が訪れて、上手うまく求愛できれば、番にはなれる。でも、それで子を生なせるかは別問題で、滅多にできないし。秘伝の強制発情薬もあるにはあるけれど、それを用いた交尾で番を孕はらませた、という話は聞いたこともないね」

「ほ、ほぅ……」

「だから次世代を残せるというのが、なによりも優れた竜である証あかしというか……」

「い、一番強いから、とかではなく？」

「強さなんて、成竜おとなになれば然さ程ほど変わらないはずだよ。同族同士で争うこともないし、竜が本気で戦うことだってないから、推測でしかないけれど」

　そして、その次期竜帝の座を賭かけた番という伴はん侶りよ探しは、とうの昔に飽きたのだと、目の前の竜人は言った。

　時には世界のあちこちを巡り、時には神殿に訪れる多くの人間を眺め、少しでも気になりそうな相手を見つけ、来るかどうかもわからない発情期を待つ。

　そうしている間に、気になりかけた人間はすぐに老いて、死んでいく。

　その繰り返しを面倒だと感じるようになったら、番を求めること自体への興味関心が失うせた。

　だから自分はもう、次期竜帝争いからは完全に降りている。それどころか、興味の欠片かけらすらもない。だというのに、とやかく言う者もいて、その話になるだけで非常に憂ゆう鬱うつだ。

　そうため息交じりに締めくくったアーロンに、オレは少し、自分でも意味不明なことを考えていた。

（もしも……この先オレと旅をしていくなかで、もしもアーロンが気になる人間と出会ったら……奥さんができたりしたら……もうオレの旅には、付き合ってくれないんだろうな……）

　──もやっ。

　ってなんだ『もやっ』って？　あれぇえ？　オレ、もしかして実は人恋しかったとか？　いやいや、ないないない。

　仮にもしそうなったら、盛大にアーロンを祝福してお別れだ。良いことじゃないか、うん。……うん。

「だから、こうして君みたいな摩ま訶か不ふ思し議ぎ存在と旅をしているなんて、完全に予想外で最高に愉快な日々なんだよ。愉しませてくれて本当に感謝しているよ、神子」

「っ、そうかー！　ならもっと楽しませてやるから、ちゃんとオレについて来いよな！」

　いつもの柔らかな雰囲気に戻って、そう綺き麗れいに微笑ほほえむアーロン。それを単純に嬉うれしいと思った現金なオレは、胸の奥で小さく波打った何かをそのままにして、調子に乗って笑った。

　アーロンがオレといて楽しいというなら、この世捨て竜びと同然だった男に、もっと面白いものを見せてやろうじゃないかと。

「……ごめんね、ちょっと訂正。頼むから、敢あえて死にそうな真似まねだけはしないでくれるかい？　例えば『特一級・変』の骸霊に突撃するとか」

「さすがにそれはないって！　オレは戦闘狂か？」

「えぇ？　違ったのかい？」

　そんな横道に逸それまくる話をしながらも、ようやく次の目的地を二人で決めたのは、深夜近くになってのことだった。




　それから約一ヶ月後、順調にふたり旅を続けていたある日。

　突然、アーロンはオレに告げた。




「ごめんね、神子。ここでお別れだよ」




　普段と同じように、低く穏やかな声音で。




　　　　＊　＊　＊




　神子との旅は全て、今まで僕が経験してきたものと同じことの繰り返しだった。

　いつか見た景け色しきと同じ街を歩き、とうに見知った味の食事を口に入れ、どこかで会ったような人間たちの輪に時折加わる。

　最近は神殿から外出することも少なかったとはいえ、過去には俗世に紛れていた時期もあるにはあったのだから、全てに覚えがあるのも当然だろう。

　そしてそれは、僕が一度は飽きたもの、ということだ。

　人間が暮らす街も、骸霊の蠢うごめく森も、無人の野も、魔車に揺られる旅路も。

　些さ細さいな違いはあろうとも、僕にとってはどれも空を流れる雲程度のものでしかない。

　────そのはず、だったのだけれど。

　神子が隣にいるだけで、こうも世界が違って見えるのかと自覚するのに、そう長い時間は必要なかった。

　彼との旅は全すべて、今まで僕が経験してきたものと同じことの繰り返し、確かにそのはずなのに。

　賑にぎやかな街並を巡るなかで、小さな背が時折こちらを振り返り、フードと装備に隠されがちな顔が笑いかけてくると、不思議と気持ちが昂こう揚ようした。

　味もわからないほど飽きていた料理に、「クセがあるけど美味おいしいな」と、横から楽しげな声が上がれば、本当にそう感じるようになった。

　彼と関わった人間、そのひとりひとりの名前を、なぜか自然と記憶している自分が、いた。

　しばらく共にいればこの『神子』という存在にも飽きる日は来るのだろうが、少なくともこの一ヶ月の間は、そんなことを考える暇もなかった。

　というのも──……。

「神子、聞いているかい？　次は街中での乱闘騒ぎになんて、突っ込んでいかないように。あといくら美味しいからって、四人前はやっぱり食べすぎだと思うよ。君の驚異的な胃袋の強きよう靭じんさは称賛するけれど、過食は『神子異世界人』であっても健康に悪いものだよねぇ？　それから、今度もし厄介そうな人間──領守主セヌクや王族、その関係者に目をつけられたらすぐに教えること。さすがに連日の夜逃げは、僕も大変かなぁ……次は竜の威光を使って黙らせるからね」

「ぅ、お、仰おつしやる通りです、お母様っ！」

「茶化さない」

「重ね重ねお手数をおかけして、誠に申し訳ございませんでした！　でも育ち盛りなんで、ご飯はお腹いっぱい食べたいんですぅ、ぐすっ……」

「下手へたすぎる泣き真似はやめようか。いっそ、一日五食くらいにしたらどうかな？」

「っその手があったか！　さすがアーロン！」

　いつかと同じように、夜空の下で焚たき火びを囲みながら、同じ敷物の上で何を語らっているのかというと、ここまでの旅の総括だ。

　神子が「そろそろアーロンと旅を始めてひと月か～、色々と楽しかったな」と夕食の携帯食を三人前ほど完食してからそう口にしたのが発端だけど、いい機会だから少々苦言を呈しているところ……のはず、なのだけれど。

「こんなことでそこまで感激されてもねぇ……覚えているのかな？　僕は竜人だよ？　もっと色々できることも、あるんだよ？」

　闇やみを払う炎の光を受けながら、黒い瞳を目一杯輝かせた神子。その満面の笑みに、思わずこちらが苦笑してしまう。

　そんな神子はすぐにわざとらしくひれ伏す、いや、ありがたそうに拝む真似をしてみせるけれど、本当に僕が竜人であることを忘れていないか、ここのところ多少気にはなっていた。

　それというのも、渡り歩いてきた街で神子の容姿を運良く目にした男が、人間たちのなかでも権力を持つ存在だったことがあった。

　結果、深夜にその配下の者たちが宿屋に押し入ってきたり、通りすがりの幼女を人質にとって神子を連れ去ろうとしたり、統合討伐協会デイレスタンに嘘うその指命依頼を出して誘おびき寄せた彼を捕えようとしたり……その全てを、この子は自力で切り抜けてきた。

　そういった時にこそ『竜』が人と接するために『竜人』の姿となっている『僕』を頼ればいいのに、彼は決して助けを求めてこないのだ。

　それは『神子の旅』を邪魔しないようにする、余計な干渉はしない、と僕が最初に条件をつけてしまったからなのかもしれないが。

（この野宿だって「どうにかならないかな？」と聞いてくれさえすれば、街まですぐに運んであげられるのに）

　予定していた方面への魔車が故障し修理中、復旧は未定という状況のなか、次の街へ徒歩で向かうことを、神子は迷わず決めた。人間の足なら、およそ五日はかかる距離を、だ。

　それどころか、ひとつも嫌そうな顔をすることなく「久々のアウトドア突入かな」と、楽しげにてきぱきと準備を整えていった。

　その姿を眺めながら荷造りを手伝うなかで、ふとわかった気がした。

　この子はきっと『強い』のだと。

　何かあれば簡単に死んでしまう、脆ぜい弱じやくな人間生き物であることはわかっている。そのなかでもとりわけ脆もろい『神子』という生き物とは、多少違うだけなのだとも。

　それでもこのハルマという少年は、その在り方が、精神性が、強いのだ。

　きっとこの子は、仮に竜のような永い寿命を背負ったとしても、僕とは違い、世界に絶望することはないのだろう。

　どこまでもしなやかに、強く、面白おかしく、生きていきそうな気がする。

　でも、そんな神子でも一度だけ、僕の前で涙を見せたことがあった。

　あれはいつの夜だったか。突然の天候の悪化で、急きゆう遽きよ野宿をすることになった日だ。

　岩陰に身を寄せ合いながら、今と同じように夕食の後にとりとめのない話をしていて、精霊の話題になった。

　いい機会だからと、僕もその姿が見えていることを初めて口にした。

　すると神子は驚いたような顔をした後、突然その目から涙を零こぼしたのだ。一夜限りの情事めいた件を除き、泣き顔を見たのはその夜が初めてだった。

　それでも、しゃくりあげることすらなく、彼はすぐに恥ずかしそうに目元を拭ぬぐうと、自分でもびっくりしたと言いながら、その理由を教えてくれた。

　本当はずっと、この精霊生き物が怖かったのだと。

　精霊が見える人間など、竜である僕らが知る限りでさえ滅多にいない。それ故に、神子は自分にしかその姿が見えていないのだと思い、それに対して色々と思うところがあったようだ。

　だから、僕に同じものが見えていることが嬉しい、と次の瞬間には晴れやかにまた笑ってくれて──……。

（うん？　なにかな──？）

　神子が隣にいる温ぬくもりを感じながら、そこまで思い出したところで、僕はようやく自分の中の違和感に気がついた。

　なんだか、思考にまとまりがない。

　今だって神子と野宿をしている最中なのに、この一ヶ月近くの出来事を順不同にあれやこれやと頭に思い浮かべている。

「アーロン？　急に黙って、どうかしたのか？　骸霊か獣でも来る？」

　フードを被りもせずに素顔を晒さらしたままの神子が、きょろきょろと小さく首を巡らせる。

　その様子が森にいるような小動物じみていて、なんだか懐かしい気配を胸に覚えた途端、また脳裏に余計なものが過よぎる。

　このまとまりのない感覚には、おそらく覚えがある。だけどあまりにも昔のことすぎて、自分でもはっきりとわからない。

　まさかね、と小さく動揺していたせいもあってか、つい、口を滑らせた。

「いつか……僕はこの日々にも飽きる時が、来るのかな」

　小さく息を呑のむ音と、パキッと小枝の爆はぜる音が重なりながら、炎が揺れる。

　その燃える光の中、どこ吹く風と漂う一匹の精霊を見つめながら、まだ幼い頃ころに森で拾った小さな動物がいたことを、思い出していた。

　両の掌てのひらに乗るくらい小さくて、柔らかな茶色の毛並みと穏やかな温もりがとても気に入って、手元で飼い始めた。

　でもその後のことを、すぐには思い出せないのだ。

　おそらく、僕が興味を失ったのだろう。どこへ行くにも一緒だったことは、まだ覚えているのに。

　それが今の、この日々と重なった。

　退屈だと思う暇すらないほどに、神子との旅は愉快で、今まで僕が知っていた世界とはまるで違うようにすら感じられるのに、こんなにも『今』が満ち足りているのに。

　いつかこの『今』さえも、些さ末まつなものだと感じるようになるのか。

　それは嫌だな、とまたぼんやり思い始めた頃、腕にぽすっと小さな重みが加わった。

　何かなと視線を下げれば、隣に座っていた神子が更に僕の方へ体を寄せて、そこに小さく寄りかかっている。

「み──」

「飽きても、いいじゃん」

　神子？　と呼びかける前に、彼の口から零れたのはそんな一言だった。

　なぜそんなことを言うのかわからなくて、僕からは表情の見えないその顔に、胸の奥が小さくざわつき出す。でも彼はゆっくりと言葉を探しながらも、静かな声音でぽつぽつと語り始めてくれた。

「そりゃさ、楽しいことだけだったら……まぁ、いつかは飽きるよ。オレだってさ、大好きなゲームを三十周やり込んだ時はさすがに飽きた。もういいわー、一生分やったわーって」

　これって喩たとえがマズイ？　まぁいっか、と短い黒髪を簡単に折れそうな指で小さく掻かき回まわし、

「でもさ楽しかったな、大好きだったな、て気持ちはずっと残るから。月並だけど、思い出ってやつ。もしアーロンがオレとの旅に飽きて神殿に帰っても、こうして一緒に旅をして楽しかったことが消えるわけじゃないし……また長い時間経たった後にでも、『そういえばあんなこともあったな』って思い出を楽しめるなら、それで意味があるというか……うん、まとまらないなーごめん！」

　僕を見上げてどこか寂しげに、それでも楽しそうに笑った少年がとても、眩まぶしく見えた。

　それからしばらく、今はまだまだこの日々を愉しんでいることを言葉を尽くして語り、安心したような神子の顔を見届けてから、その夜は終わりを迎えた。

　そして翌朝、神子の言葉に耳を疑うことになったのだ。

「おはよう、アーロ……ン？　もしかして、体調悪いのか？　耳の先、赤くなってるぞ？」

「え？　……嘘はダメだよ、神子」

「いや、ほんとだって。鏡見るか？　えーと……お、あったあった、ほら」

　小さな手鏡に映された自分のその姿を、しばし虚無感と共に見つめた後、僕は次の行動をすぐにとった。即すなわち──。

「アーロン、大丈夫か？　ほんと風邪……ってなんで急にそんなデカイ袋出して、いや、だから相変わらずどこから出して……」

「神子、緊急事態だから神殿に一いつ旦たん戻るよ。ここでひとり放り出すのは嫌だから、一緒に来て」

「は!?　ちょっ待っ、アーーーーッ!?」

　ズボッと神子を頭から輸送袋に入れ、今回は彼の荷物一式も忘れずに持った後、僕は一路住すみ処かたる自分の神殿を目指して飛んだ。

　これで彼との旅が終わり、永遠の別れにもなることを、確信しながら。




　──本当になぜ今更、僕に発情期なんて来るのかね。








４．求愛






　えーと、まず今の状況を整理しよう。

　昨夜、ちょっとセンチメンタルなアーロンに内心焦りながらも、まだオレとの旅は続行してくれると確認できたので、最終的には心穏やかな眠りにつくことができた。

　そうしたら翌朝、アーロンの耳に異変が起きていた。

　優雅な魚のヒレのように、ほのかに水色を帯びた半透明のそれに、色がついていたのだ。

　それも付け根から先端に向けて水色から薄桃色、そして鮮やかな赤、という綺き麗れいなグラデーションぶりで。

　風邪でも引いたのかと心配した次の瞬間、なぜか問答無用でまた袋詰めにさた挙げ句、その後しばらくゆさゆさと揺すられ続け、空すきっ腹を抱えながらもリバースの危機に直面する羽目になった。

　一ヶ月以上前にも同じような体験をしたが、その時の方がまだ揺れはマシだったような……。

　そこから何があったかというと、まずアーロンは自分の神殿にオレを連れて帰還した。ただし、神殿の庭への着地に失敗したらしく、大破壊するというおまけ付き。

　そこへわらわら集まってきた人たちのなかで、見覚えのあるキツネ顔のお姉さん、ラーナさんが一番に駆け寄って来ると、彼女に一言二言何かを告げて、アーロン退場。

　オレには「後で話しに行くから」と、だけ言い放って。

　一体どういうことだよ、アーロン風邪なのかな？　と心配しながらも、かつて監禁──いや、保護されていた時に使っていた部屋で朝食を頂いた後、おとなしく待ち人を待っている……というわけだ。

　そういえば野宿をしていた場所では早朝だったけど、ここに到着した時は、だいぶ日も昇っていたな。

　いまだにこの神殿が地図上のどこにあるのか知らないって、我ながらどうよ。などと、どうでもいいことを考えながら、落ち着かない気分で時間を潰つぶしていると、やっと、アーロンがやって来た。

　その背後に、何やら非常に悲しげな顔をしたラーナさんを伴って。

　うん、キツネさんでも悲しい顔をする時は眉まゆの辺りがへにょっと下がって、口もきゅっとなるもんだ。そんな表情をされると、弥いやが上にも不安が大きくなるではないか。

「アーロン！　これってどういう事態なんだ？　体は大丈夫なのか？　もしかして病気──」

　座っていたソファーからすぐに腰を上げ、いつものようにアーロンの元へ近づこうとしたオレに、どこか気け怠だるげな低い声がピシャリと言い放った。

「待って、近づかないでくれるかな」

「え……」

　な、なんだか今物もの凄すごく、ショックを受けた自分がいるような……え、なんだコレ？

　わけがわからないまでもピタッと足を止めたオレを見て、いつものようにアーロンは小さく笑ってくれた。

　それに胸の中のどこかが盛大にほっとした、次の瞬間──。

「ごめんね、神子。ここでお別れだよ」

　そう突然の別離を、普段と同じように低く穏やかな声音で、男は告げた。

　なんで、どうして、昨日きのうまではまだ一緒に旅をしてくれるって言ったくせに。それとも、今日になってやっぱり飽きた？　もしかして本当は、初めから何も楽しくなんてなかったとか？　オレが面倒ばっかりかけるから、一緒にいるのも嫌なほど、鬱うつ陶とうしくなった？

　頭を殴られたような衝撃と共に、怒ど涛とうの勢いで脳裏を駆け巡ったネガティブな思考を口に出すのを堪え、オレは一度小さく息を吐いてから、アーロンに一言だけ尋ねた。

「理由は、聞いてもいいのか？」

　一ヶ月以上を、ずっと一緒に過ごしてきたんだ。

　昨夜までオレに対してアーロンが口にしてくれた言葉の数々、そこに嘘うそがなかったことくらいは、わかってる。

　彼はずっとオレとの旅は楽しいと、面白いと、心からの笑みを浮かべながら同行してくれていたのだから。

　それはオレが一番、わかってる。

　だからきっと、やむにやまれぬ事情がアーロンに────。

「それがねぇ……発情期が来ちゃったんだよ」

　のんびりとした普段の声音を装って、竜人が口にしたその言葉。オレがそれを理解するには、何秒か余分な時間が必要で。

「へぇ、発情期……え？　……えぇえ!?　はい!?　ちょ、待って！　えーと……竜の発情期って、好きな相手ができてからじゃないと来ないって、言ってなかったか？」

「そうだねぇ」

「じゃあ……どこだ!?　どこの街の奴やつなんだ!?　あぁもう、気になった奴がいたなら、そうと教えてくれればいいだろ？　水臭いぞ、ふたりだけの旅仲間だったのに……。まぁ、そっか……そういうことなら、仕方ないよな。その人にちゃんと、奥さんになってもらえるといいな」

「うーん……このままお別れすることを非常に不本意だと、感じる僕がいるねぇ」

　お互い立ったまま、それも微妙な距離を空けて話し合うオレたちを、なぜか祈るように胸の前で指を組んだラーナさんが、必死な目で見つめている。

　それをちらりと視界の隅に入れながらも、さほど疑問に思うことすらなく、オレはアーロンのおめでたい状況を、とにかく明るく祝福した。

「ほんと良かったな、アーロン。滅多にないことなんだろ？　これでオレと旅した意味も、ちゃんとあったじゃん。奥さんできたら、紹介してくれると嬉うれしいなぁ。ちょっとだけど、オレもお祝いはずむよ」

　うん、誰だれかと並ぶアーロンを想像すると胸の奥が、こう……ぐしゃっとなって、ぎゅうっとなる気がするのは、寂しさに起因する一過性の現象だろう。

　アーロンとのふたり旅……結局快適すぎて、慣れちゃったもんなぁ……。

　これからはまた、ひとり旅の感覚を早く戻していかないと。

　そうオレがこっそりと、でも気合を入れて決意したところへ、深い深いため息が聞こえてくる。その発生源は、赤く染まった耳を小さくパタつかせている竜人で。

「どうしてそこまで鈍いかな。告げる気はなかったけれど、もう気が変わった。僕が気に入ってる相手は君だよ、神子」

　……うん？

「はい、首を傾かしげてわからないふりをしない。君、頭の回転はかなり速い方だろう？　それとも誤解の余地がないように、はっきり言おうか？　僕は、君に、欲情しているから、ここでお別れなんだよ」

　…………。

　……………………。

　…………………………………………はいぃい!?

「んなっ!?　えぇ!?　だ、だって……観察対象でオレの天然記念物は絶滅危き惧ぐ種しゆだから、ないないないない」

　人間、混乱が極まると何を言っているのかわからなくなる状態を、久しぶりに経験している、オレ。

　それを面白そうに、でもどこか陰を帯びた金の瞳ひとみで眺めながら、竜人は静かにその声を奏でる。

「結局は僕も、君を無理矢理手に入れようとした男人間たちと大差ないということだよ。幻滅したろう？　ごめんね、こんな形で裏切ることになって。それでも、まだまだ君の旅に同行したかったことだけは、本当だよ」

　アーロンがオレを襲ってきた奴らと同じだとか、なんてふざけたことを言ってるんだ。でも、そう声を荒らげる前に、『旅』という単語の方に、オレは反応してしまっていた。

「っ、だ、だったらさ、発情期が終わったら、また一緒に──」

　そうだよ、オレが対象だとかいう発情期だって、実は積み重なった勘違いの延長かもしれない。その期間さえ終わったら、アーロンも普通の状態に戻るだろう。そうしたら、まだ望んでくれているなら旅だって、また一緒に……。

　でも、オレのそんな都合のいい願望は、緩く首を振った本人に否定された。

　竜という特殊な種族の発情期は、好ましい相手がいなければ始まらない。そしてもし始まれば、それはその相手と『契る』……つまり『交尾』するまで終わらないのだよ、と。

　こんな時に『契る』の意味、確かめたくなかったな──……。

「今は鎮静薬のおかげで、こうして君と普通に話もできているけれど、一時的にしか効かないからね。このまま一緒にいれば、確実に君を傷つける。だから、僕は眠ることにする。深ふ海か寝ねといって、意識を完全に遮断して体の感覚も一度切るから、それで発情期も強制終了できるはずなんだ。ただ──どんなに短くても、二百年は眠ることになる」

　数千年は生きるというこの異世界の竜と、ただの人間でしかないオレにとって、二百年という時間が持つ意味には、途方もない隔たりがある。

　アーロンが次に目を覚ます時、オレはきっと骨すらも残っていないだろう。

「どうせなら、君に嫌われずに『良い思い出』のままでいたいからね。本当に、楽しかったんだ。君との日々は……」

　竜という比類なきほどの強大な存在……そのはずの男がそう綺麗に、けれど力なく微笑ほほえむ様に、『楽しかった』と諦あきらめたように呟つぶやく姿に、なぜかどうしようもなく苛いらついて────オレは人生最大の究極の選択を、してしまった。

「だったら……だったら最初っからそう言えよ。オレが原因なら相談しろ、勝手に決めるな」

「──神子？」

　羞しゆう恥ちで熱を帯びていく顔を誤ご魔ま化かすために俯うつむきながら、降ろした腕の拳こぶしをきつく握りしめる。

「結局、発情期が終わればいいんだろ？　そうしたらまた、一緒に旅ができるんだろ？　アーロンも、まだオレと旅がしたいんだろ？　だったら……だったら！」

　男は、度胸だ────！




「オレと、オレとちっ……っ～～～オレと！　契れッ!!」




　ぽかんとした間抜け顔のアーロンと、その後ろで小さくガッツポーズをするラーナさんを前に、オレは久しぶりに思った。

　こんなセリフを口に出すとか、死にそうなほど恥ずかしい、と。




　　　　＊




「ラーナさん、薬は飲みました！」

「はい神子様、見事な飲みっぷりでございます！」

「お次は何でしょうかッ！」

「こちらが最後です！　いよいよ、この浄化薬を準備して頂くお時間なのですが……その、お手伝いいたしましょうか？」

「情けは無用ッ！　座薬くらい自分で挿れてくれるわぁーー！」

「さすが神子様っ！　なんと頼もしい！」

「この程度さっさとクリアして！　あのアホ竜にッ！　目にもの見せてくれるッ！」

「此こ度たびだけは、いかな不敬にも目を瞑つぶりますともっ！　その意気です、神子様！」

　っしゃーー！　とオレにあてがわれている部屋でラーナさんとふたりきり、なぜここまで気合を入れているのかというと、それは現時刻に大いに関係がある。

　アーロンがオレのせいで発情期突入中だと暴露してくれたのは、昼を少しすぎた日中のことだった。

　しかし今、窓の外に見える景け色しきはとっぷりと、闇やみに沈んでいるのだ。

　そう、あの千歳超えの竜人、いい歳としこいて逃げを打ちやがった。

　オレが決死の覚悟で、本当に心の底から決死の覚悟で！　アーロンと契ると言ったのに！

『──気持ちは嬉しいけれど夜まで待つから、もう少し落ち着いて考えてごらん？』

　そうため息交じりに告げて、あいつは早々に自分の部屋に引っ込みやがったのだ！

　それだけでなくラーナさんに対して、オレがこの神殿を出て行く際に、可能な限りの便宜を図るよう去り際に言い含めてもいた。

　小型魔車の手配とか、宝物庫から何やら云うん々ぬんとか口にしていたな。

　明らかに、夜になるまでにオレが心変わりして、さよならすると思ってやがる。そこまで舐なめられたらなぁ？　オレもちょっと、頭にくるってもんよ。

　この二年近く、散々男相手に貞操の危機を回避成功し続けてきた、このオレが！　自分から！　あんなことを口にしたんだぞ!?　オレに二言はないわッ！

「……お、終わりました、ラーナさん……」

　まぁ、実は怒りパワーで諸もろ々もろ誤魔化して、この居たたまれない数時間を無理矢理乗り切っていただけとも言う。

　だってさー、いざ今夜、男とその……うん、ヤりますっていう準備……準備のために最後の晩ばん餐さんは控えめな量だし、お腹なかの中を綺き麗れいにするとかいう、謎のクソマズイ薬を飲まなきゃいけなかったし、仕上げに……浄化薬なる座薬を体内に、挿れ──……ヤバい、テンションを元に戻した途端、既にＨＰライフが尽きかけている。

「神子様、お気を確かに！　ここからが本番でございます。もし契りの最中に、蒼月の君から番つがうことを請われましたなら、どうお答えするか、お決めになっておられますか？」

　精神的問題で足取りが覚おぼ束つかないなか、てきぱきとしたラーナさんに椅子へ座らされる。彼女はそのまま、早口でそう問いかけながらも、オレの髪を目の細かい櫛くしで手早く梳とかしていく。

　今日だけでもう二十回近くは、こうしてブラッシングされているが、これハゲない？　将来ツルッパゲになったら、この日のことを理由にしよう。

　ちなみに今のオレの格好は、こう……白しろ無む垢くを嫌でも連想しかねない、真っ白な浴衣ゆかたっぽいものを着せられているんだけど、これは記憶から削除してもいいかな？　別にオレ、嫁入りするわけじゃないし。

　そう頭の中でがっつり現実逃避を始めながらも、オレはかろうじて、彼女の質問の意味を理解しようとしていた。

「契るも番うも、一緒のことじゃないんですかー？」

「いいえ、違いますわ。契る行為自体は求愛であり、求婚なのです。そこで正式に番うことを問われ、了承するならば婚姻が成立し、互いが伴はん侶りよとなるのです。人間同士であれば、契りの相性次第で番つがいになる、ならないもございますが、竜の──……」

「ないないないない、それはない。単にヤ……ヤることヤる、だけだって」

　そもそもこれは、アーロンの発情期を終わらせるためなのだから、それが婚姻とか伴侶とかの話になるわけないじゃん。

　大体、オレが原因で発情期キター！　とかいうのも、勘違い説が濃厚なんだが。オレの想定のうちでは、だけど。

「……そうですか。とにかくご武運を、神子様。いざ出陣にございます！」

　ラーナさんは何か言葉を飲み込んだ後、そう凛りんとした勇ましい声音で、ようやく指定の時刻になったことを告げた。

　…………そうか、いよいよ討ち入りか。




　夜とはいっても、普段ならばまだ人が活動している時刻だというのに、建物内は不思議なほどの静寂に満ちている。

　神殿という名に相応ふさわしい、厳かな空気すらもが漂うなかをラーナさんに先導され、歩を進める。

　他にも背後には二名の女官さんが付き従ってくれているが、誰だれもが無言ゲームの最中であるかのように沈黙している。

　そのまま長い回廊や幾つかの曲がり角を越え、どこにでものほほんと漂う精霊たちを横目に、オレはついに、その部屋の前へたどり着いてしまった。

「そうか、ここが魔王の間か……」

　思わず本心を呟いてしまったが、仕方ないであろう。

　明らかに人間が使用するには大きすぎる、両開きの扉。それも、僅わずかな照明のなかでさえ金や銀の装飾がきらびやかに輝く、至高の芸術品みたいな代物がドーンと、眼めの前に存在しているのだから。

　これが手の込んだファンタジーＲＰＧのムービーシーンだったら、普通に感動して──。

「それでは神子様、扉を開けてお入りください。そちらの魔導石をお触りになれば、開きますので」

「あ、はい………あのラーナさん、急に戻ってきたのに、その……色々とありがとうございました……イッテキマス」

「神子様っ……どうか──！」

　なぜか感極まったようなラーナさんに見守られながら、オレはそのバカでかい豪華な扉を開くために、翡ひ翠すい色をした片手大の石に手を触れる。

　だが次の瞬間、柔らかなどこかに背中からボスンッと倒れ込む。

　扉　開　か　な　い　の　か　よ！

　頭の中で全力でツッコミながらガバッと身を起こした場所は、天てん蓋がい付きの、白く大きな円形ベッドの上だった。

　ただ天井から垂れているのは布地ではなく、オレンジ色の小さな光球が連なったものだ。それが音もなく雪のように、ベッドを囲んで上から下へと流れ落ちていく。

　ぼんやりとした光の簾すだれ越しに見えるものは闇しかなく、まるでこの場だけが世界から切り離されているようで。

　その幻想的な光景に思わず見入っていると、低く柔らかなあの声が、オレのすぐ傍から聞こえた。

「──まさか、本当に来るなんてね」

「っアーロン……」

　いつの間にか隣に寝そべっていた男は、旅のなかでも何度か目にしたことのある、浴衣のような藍あい色いろの寝間着姿だ。

　そして困ったように、その金の瞳を小さく細めて、こちらを見上げている。そこに宿る光が、いつもとは若干違うことに気づいてしまって、じわじわと緊張感を覚えていく。

「せっかく、逃がしてあげようと思ったのに……」

　そんなオレを、知ってか知らずか。ゆっくりと身を起こしたアーロンは、どんな時でも黒を纏まとうその手で、オレの頬をするりと軽く撫なでてみせた。

　揶や揄ゆするようで試すようなそれに、反射的に身を引きかけた体は気合で抑えた。

　とはいえこの先の行為を強く意識させられて、瞬時に顔へ集まってくる熱は抑えきれない。オレは思わず視線を逸そらしながら、口を開いた。

「い、一回、発情期付き合うくらいで、大げさなんだよ。アーロンだって、オレの……その、似たようなことに付き合ってくれたじゃん。それと同じようなものだろ」

「ふぅん……ねぇ神子、最後に聞いておきたいのだけれど、契ることと、番うことの違いは、知っているのかな？」

　最高級品に違いないベッドが小さく軋きしむのは、整った秀麗な顔に惜しげもなく色気を纏わせた優男が、そっと身を寄せてきたからで……。

「さっきラーナさんに聞いたけど……い、今はそういう話じゃないだろ？　そもそも発情期が来たのって、ほんとにオレのせい？　なんか、勘違いかもしれなんむっ」

　言葉が変に切れたのは、声の出口が柔らかく温かなもので突然、塞ふさがれたせいだ。

　あ、オレのファーストキスが……なんて感傷に浸る暇すら、なかった。だって、チュクッとやけに耳に残る小さな水音を立てて、少しだけ離れた綺麗な顔に、それはもう凄せい絶ぜつな色っぽさで微笑ほほえまれたから。

「よーくわかったよ、君がしっかり相手をしてくれるんだって。なら、せっかくだから、僕も楽しませてもらおうかな」

「……っっ……ぉ、お手柔らかに、オネガイシマス……」

　うるさく音を立て始めた自分の心臓と、何か重要な選択を完全に間違えたような警鐘が、頭の奥で鳴り響く。それでも、少しの性急さもなく、ゆったりとした動作で、その広い腕の中に囚とらわれていくのを無抵抗で受け入れた。




　竜の求愛に敗北はない、と勝ち誇ったように囁ささやく満足げな声を聞く羽目になるのは、このすぐ後のことだった。




　　　　＊




　なぜだ、げせぬ、どうしてこうなった。

「ぁ、っ……な、なぁアーロン、さんや？」

「ん？　なにかな？」

　触れるだけの唇が項うなじを上から下に辿たどったところで、小さな吐息と共に背後から耳に吹き込まれる、低音の美声。

　それにすら背筋にくすぐったいような感覚が生まれるのに、既に肩まではだけられた白く薄い生地の上から、片方の胸の先端を黒い指先に弄もてあそばれ、また別の手に大きく割り開かれた足の内側をそっと辿られ、恥ずかしさとは違う別の熱を意識してしまいそうになる。

「こ、こういう、その……余計なことはいいんで、さっさと終わらせまぅん──っ」

　まるで「ダメ」という言葉の代わりに、また口を口で塞がれたオレは今、いつかの夜と同じように、背中から抱き込まれる形でアーロンの足の間に座らされ、振りほどくには躊ちゆう躇ちよがいる程度の力で時折、それとなく顎あごを掴つかまれて、繰り返しキスをされている。

（なんだこれなんだこれなんだこれ……発情期なんだろ？　ガーッと襲ってくるんじゃないのか？　なんでこんな……これじゃまるで、恋人同士みた──ない、ないないない、それはない）

　過去幾度となくオレに降りかかった災難と同じように、すぐに強引に組み伏せられて好き勝手に体をまさぐられた後、犯されるのだろうとばかり思っていた。

　だから、きっと膨れ上がるだろう酷ひどい嫌悪感を抑えて、一方的にぶつけられる性欲の発散にしばし付き合う、そんな覚悟をしてきたのに。

　こんなにゆっくり、その……前戯、のようなことをされると混乱する。

　そのせいか触れてくる大きな手にも、重ねられる唇の小さな熱にも、嫌悪感どころか不快感すら湧わいてこないのだ。

　むしろ今のところ、爆発しそうな恥ずかしさくらいしか、嫌なモノがない。

　あれだけ回避してきた同性とのアレコレなのに、今回は体がおかしくなるような薬も飲んでいないのに、なぜか予想以上に不快ではない。

　このキスだってそうだ。強引に舌をねじこんでくることもせず、オレが小さく口を開けて許した分だけこちら側にやって来て、そっと舌先に触れるとすぐに離れていく。

　明らかに初心者ビギナーへの有り余るお気遣いで、余裕たっぷりですな!?　こいつ何が発情期だ、本能に忠実どころか理性の下僕か？　……やっぱり、何かの間違いで発情期が来たに違いない。

　思ったよりも精神的に楽な状況で調子に乗ったのか、ただの負けず嫌いが顔を出したのか。理由のよくわからない勢いで、オレは自ら口を開けて、自分から舌を絡ませにいってしまった。

　その結果「では遠慮なく」と、誰かの心の声が聞こえたような気がした後、秒殺されたけど。

「んぅっ！　……ふ、むぅ！　…っんー！　……ぷ、はぁッ！」

「こらこら、ちゃんと鼻で息継ぎしないと。……もしかして、君なら息をしなくても死なない？」

「死ぬわ！」

　絡んでいるのか吸われているのか、もうわからないほどにずっと口内を蹂じゆう躙りんされ続け、舌自体が痺しびれだした頃ころに、ようやく長い長いキスから解放してもらえた。

　大きく息をついて新鮮な空気を補給したオレに、的確なアドバイスとトボけた疑問を零こぼすアーロンへ反射的に言い返した後、はたと気づく。

　いつの間にか、オレの白い浴衣ゆかたモドキは腰の帯一本で体に引っ掛かっている状態だし、喉のどの奥で小さく笑うアーロンの黒い手は、素肌の腹を撫でているし、その……背中の、腰の下辺りに……しっかりとした何かが当たって……。

「そっか、なら気をつけないとね」

「ひぅ!?」

　オレが完全に他のことに気を取られているなか、不意に太ももの下から差し込まれた手に、するりと奥の窄すぼまりを指先でひと撫でされて、反射的に変な声が零れてしまった。

　やっぱりそこをいじられるのは抵抗がある、というか、発情薬で頭がのぼせているわけでもなく、完全に平常運転中の精神モードで、ここから先は非常にハードルが高いといいますか、少々あの……怖おじ気けづいてもいいよな!?

「あぁ、準備してきてくれたんだ……僕がしてもよかったのに」

「ぅう……んっ……ひ、んっ……」

　くぷっ、と小さく音を立てて、長い黒の指先がゆっくりと体内に侵入してくる。

　その違和感にきつく目を閉じて耐えていたから、アーロンの問題発言にもツッコミを入れる暇はなかった。

（き、つっ……え、コレ指だよな？　指一本でこれって……でもここに、アレを突っ込まれるわけだろ？　……っ無理！　絶対無理だろ！　どう考えたって、腰に当たってるアーロンのご子息様がご立派すぎるだろ！）

　ムーリー！　と頭の中で全オレが叫びだすなか、ふっと小さく笑うように背後の空気が動いたと思ったら、

「少し体の力を抜こうか。大丈夫、竜の矜きよう持じにかけて、気持ち悦よくしてあげるから」

「こんなことにそんなもの、かけな──っふぁ!?」

　この竜人のお兄さん、ほんと何言い出してんの？　とにかく、アンタがスッキリするだけでいいんだってば！　さっさと終わらせてくれるだけでいいの！　嫌なのも痛いのも、我慢する覚悟はしてきてるんだからさ!?

　そう言いたいことの九割九分も口にできなかったのは、突然オレの下肢の間でまだ僅かにも反応していない性器に、滑ぬめった何かがにゅるりんっと絡みついてきたからだ。

「え？　ぁっ？　なっ、なにこれっ……！」

　天蓋から垂れる極小の光球が連なる光の簾すだれ、そのぼんやりとしたオレンジ色の光の中、ほぼ透明な何かが、そこで小さくキラリと輝いた。

　オレの剥むき出だしの神経をスリスリと優しく扱くそれは、先端が丸みを帯びた、細長い蛇のような形をしているように見える。

　ただ、動きが止まる度に周囲の景け色しきに溶けるように見えなくなってしまって、はっきりと視界に捉とらえることができない。

　って、コレはまさか──……。

「何って君の大好きな、僕の尻尾しつぽだよ」

　やっぱりか──！

「ちょっと待った！　聞いてない！　なんで尻尾が透明っ、って、ちょっ！　っん、動かす、の、やめろって！」

「説明ならまた今度、ゆっくりしてあげるよ。それより今は、こっちに集中してみたらどうかな？」

「っぁ!?　やっ……！　んぅっ！」

　オレが新たなる人生目標に定めたはずの獲物に、やけに繊細な動きと絶妙な力加減でやわやわと刺激され続けると、あっという間に芯しんが通っていく。

　単純な刺激で簡単に気持ちよくなれるようにできているそこは、案の定素直に反応を返して、すぐに先端から透明な体液を零し始めた。

　そしてオレがそちらに気を取られているうちに、体内に埋められた指が少しずつ、奥へと進んできていた。

　そうして違和感と気持ちよさが混ぜ合わされたような、居い心地ごこちの悪い感覚に唇を噛かみながら、いつ終わるともしれない前戯を、どれくらいやり過ごしただろうか。

「うん、そろそろ交代、かな？」

「んっ、は、なにが？　も、いいからっ……早く、終わらない？」

　体の中から抜けていった二本の指と、決定的な刺激を与えられることなく、焦じらすように絡みついていた、見えない尻尾。その感覚に、あの夜のような物足りなさを覚えなかったことに、思わずほっと息をつく。

　ついでに軽く後ろを振り仰ぎ、しばらくぶりにその秀麗な顔を彩る金の瞳ひとみと、視線を合わすと……。

「欲しがってくれるのは嬉うれしいけれど、まだダメだよ。もう少し準備しないとね」

　面白そうにその瞳を細めて、わざとらしくそう言った男は、蠱こ惑わく的に微笑ほほえんでみせた。

　その溢あふれ出る色気と、普段と変わらない穏やかな声音と共に、小さく吐き出される吐息。でも確かに熱を孕はらんでいたそれに、なぜか心臓が盛大に跳ねる。そのせいで、不覚にも次の瞬間、

「っなに言っ、っあぁッん!?」

　そう耳を塞ぎたいような声を、上げてしまっていた。最悪だ、油断した。

　当然その元凶は、指の代わりに体内にぐっと押し入ってきた、あの尻尾だ。

　その衝撃と圧迫感にジンとした熱が腹の奥に生まれ、ゆっくりと肉壁の中を前後に動き出されるにつれ、次第にその熱が体中へとじわじわ広がっていく。

（え？　え？　な、なんか、いた、痛気持ちいい……？　え？　なんで？　なんでなんで？）

　それはどちらかといえば違和感に似た痛みのはずなのに、確かな気持ちよさもあって、混乱する。

　だというのに追い打ちをかけるように、下肢の間ですっかり形を持っていたそこへも、大きな黒い手が伸ばされて。

「ふぁっ！　ぁっ……や、ちょっ、それっ！　ど、同時はなしっ…だって！」

「そう？　まだ全部じゃないよね？　ほら、ここも──」

　粘着質な水音がひっきりなしに足の間から響き始めるなか、カッと体温が急上昇して、腰に集まる熱の見知った感覚が強くなる。

　その最中にきゅ、と摘つまみ上げられた胸の先端と、左の耳みみ朶たぶを唇で食はまれた途端、

「っ!?　ぁっ…んぅ────!!　っ……は、ぅ……」

　咄とつ嗟さに口を閉じることだけはできても、勝手に小さく跳ねた体があっけなく欲を吐き出すのは、止められなかった。

（ちょっと、待て……コレ、もう本番ってことで、よくないか？　よし、終わろう。もう体力だって、めっちゃくちゃ使った気がするし……！）

　心地よい解放感の余韻が尾を引くなか、乱れた息を整えながら、そう血迷った現実逃避を始めかけた時だ。

　不意に体の中からアーロンの尻尾が引き抜かれ、思わずまた小さく声を上げたのと、背中がシーツに沈んだ感触を自覚したのは、ほとんど同時で。

　そうしてオレがそろそろと見上げた先では、黒い手袋についた白濁をこれ見よがしにペロリと舐なめ上げた、変タ──竜人様がやや上気した顔で、その口元をゆるりと吊つり上あげていた。

「じゃあ、これから始めるね。よろしく、僕の神子」

　藍あい色いろの袖そでから腕を引き抜き、引き締まった見事な肉体を露あらわにしながら、そう宣言したアーロン。

　その言葉にオレは、「嫌だ」とも「待ってくれ」とも言えず、軽く頬を引きつらせることしかできなかった。




　　　　＊




　まさかアーロンにとっては、まだ始まってすらいなかったとは。むしろオレとしては、もう充分に頑張ったと自分を褒めて終わりにしたい。だが、それでは本末転倒だ。

　そもそも唯一の旅仲間を失いたくなくて、まだ一緒にいたくて、こんな選択をしたのだ。アーロンの発情期を終わらせることができなければ、意味がない。

　そう自分に言い聞かせ、仰あお向むけになった体からできるだけ力を抜こうと、オレは大きく息を吐いた。

　ただし、色々と直視する自信など爪の先ほども持ち合わせていないので、きつく目を瞑つぶったまま。

　それを待ってくれていたのか、腰の下に差し込まれた尻尾にそっと体を持ち上げられた後、膝ひざの裏を掴まれて足を大きく開かされると、入口に押し当てられた熱の塊が────。

「ひっ……むぅ……ん、っ……！」

　口から零れそうになった情けない悲鳴は、咄嗟に自分の手で塞ふさいで殺した。

　さすがに、この場面で盛大に嫌がられたらアーロンだっていい気分はしないだろうし、万が一にも萎なえられたら大変だ。オレの精神耐久レース的な意味で。

　でも、さすがにちょっと……心の中でだけは思う存分、叫ばせてほしい。

（っっんぎゃーーーー！　無理無理ムリムリむりむりぃっ！　絶対無理、入んないって！　も、苦しいし!?　だからなんで、どうしてこうなった！　なんでオレから進んで男とっ！　こんなことする羽目になってッ……！　ああぁぁあぁもうッ！　アーロンが悪い！　アーロンと一緒にいるのが楽しいから！　嫌じゃないから！　こんなことしてでもまだ、一緒にいたいとかッ……この人たらしーー！）

「神子、大丈夫？」

（とか言いながら小刻みに進んでくるなぁあッ！　声だけ優しいとか反則だろッ！　こっちは最初から色々、もういっぱいいっぱいなんだよ！　痛くはないけど圧迫感がヤバいんですよ、アンタのご子息はッ！　あーくそッ！　これが他の男だったら、思う存分ぶっ飛ばした後に去勢してや──）

　オレを気遣うアーロンの問いかけに、気合と根性で首を縦に振りながら、そこまで脳内で喚わめき散らした辺りではたと気がついた。

　この決定的な状況になってもいまだに、嫌悪感も不快感も、自分の中には生まれていないことに。

（え？　え？　なんで？　……い、一回似たようなことをされたから、耐性ができているとか？）

　……これ、もしかして、オレってもしかしてもしかして、もしかするのか？

　まさか──────アーロンって、オレのタイプ？

（いやいやいや、何を言ってるんですかオレさん！　アーロンは男！　いくら気が合ったからといって、こ、こんなことまでやるくらいには好き……そう、人間的に好きというだけであって……！）

　行きつ戻りつしながらも、着実に体の奥へ侵入してくる凶悪な質量を感じるなか、ついそっと目を開いて、この一ヶ月誰だれよりもオレの傍にいてくれた男ひとを探した。

　瞬間、後悔した。

「っは……ごめんね？　辛いかな。もう少しくらい、だから」

　ほんの少しだけ息を荒らげた見目麗しい竜人が、その薄うす蒼あおく緩やかに波打つ髪を片手で掻かき上げ、均整の取れた芸術品のような体を、目の前に惜しげもなく晒さらしていた──だけでなく、オレと目が合うと柔らかく苦笑して、その金の瞳を甘く甘く細めてみせたのだ。

（～～～～～～!?）

　頭の中ですらまともな言葉にならないまま、その姿に見み惚とれてしまっていた。だから、そっと腰を掴つかみ直されたことに、気づくのが遅れた。

　大きな黒い手に、少しだけ力が込められたことを感じた直後、

「え、ぁっ……っいぃッ!?」

　ガツンッと、目の前に火花が散るような衝撃が体の奥から伝わってきて、そのあらぬ痛みと熱に、体が一瞬硬直する。

「ぅあ、ぁ!?　ひ、っや……！」

　思わず反射的に逃げ出そうとするも、そのまま覆いかぶさるようにアーロンに抱きしめられてしまえば、もう逃げ場なんて完全にない。

　内臓を押し上げられているような生理的不快感と、受け入れている場所が裂けるのではと思うほどの圧迫感に襲われるなか、アーロンの背中を必死に叩たたいた。

　もしこのまま、好き勝手に動かれでもしたら──もうこれ、生存本能を刺激されるくらいの恐怖だ。

　今まで散々言い聞かせていた数々の理由を綺き麗れいサッパリ頭の彼方かなたへ消し去ったオレは、そのまま本能が命じるままに、ギブアップを口にしようとした。

「ぁアーロンっ！　これ、これもうっ抜いてっ!?　やっ、やっぱりム──」

「ハルマ」

「っ!?　ふ、ぁ……あ？」

　オレの言葉を遮ったのは、初めてオレの名前を呼んだアーロンの声──だけではなかった。

　今まで一度たりとも、オレのことを名前で呼んだことのなかった竜人がそう音を紡いだ瞬間、頭の中に……同じ『声』が響いたのだ。

　それは──『愛してる』という、音だった。

「はっ？　え？」

「ハルマ、僕のハル」

『愛してる、君が好き』

「──!?」

　未知の状況に戸惑っているなかで、再びアーロンの声を耳と頭の中で同時に聞き、更に加速度をつけて混乱していく。

　そのうえ、あれだけ苦痛と恐怖を感じていた場所が、灼やけるように熱を帯びていく。

　貫かれたそこから広がった熱は、一呼吸の合間に足の先まで伝わっていった。

「なっ、ぁあ！　んぁっ……！　ふぁっァ！　これッなっぁ、あ!?」

　それが強烈な快感だと気がついたのは、口が勝手に声を上げてからだった。

　間違えて飲んでしまった強制発情薬なんて、まったく比較にならない。それ以上の強烈さと迅速さで、体が溶けていくように気持ちいい。

「これが僕らの、竜の求愛だよ」

『恋慕う最愛の人へ、こうして愛を乞こう』

「ふぁあぁ!?　ぁ！　やぁっ!?」

　耳元と頭の中で同時に甘ったるく囁ささやかれながら、温かくて柔らかな心地良い何かで、体中を内側から埋め尽くされていくみたいだ。

　それが怖いほどに、気持ちいい。気持ちよすぎて、体も頭も、自分の物ではないかのように独り歩きしていくみたいで……なんだよこれ……！

「ひぁ、ぁっ、アーロンっ…アーロン！　もっ…これだめっ……！」

　濡ぬれたような感触を自分の腹に感じながら、アーロンの背中に腕を回して、とにかくこの荒れ狂う感覚をどうにかしてほしいと願う。

　まだかろうじてまともな頭では、確かにそう望んでいるはずなのに、体の方は違うみたいだ。

　おとなしく動かずにいてくれる雄の熱が、密着した場所からありありと伝わってきて、それに炙あぶられるように、自分から小さく腰を揺すって快楽を探し始めているなんて。

　本当にもう、わけがわからない。

　ただ──……。

「だめじゃないよ、ハル。僕の相手をしてくれるんだろう？」

『僕が君を愛してるとわかってくれるまで、離さない』

　ただその声が、気持ちいい。

　小さく笑うようにそっと耳元に吹き込まれる、低く柔らかな声音もそうだが、頭の中に響くこの『声』は別格だ。

　言葉自体は一方的で強引ですらあるのに、その声に包まれる感覚は、今まで経験したことのないほどの心地良さを与えてくれる。

　喩たとえるなら『心』というものを掌てのひらで優しく優しく包まれ、この上なく大切に撫なで回されながら、多幸感と充足感で満ちた至福の海へ、静かに沈められていくような。

「ふ、ぁあぁっ……ひぁっ……あぁっ、ぅ……」

　そんな『声』だけで、軽く絶頂している気がする。なのに、息を吐くように笑ったアーロンがゆっくりと動き出すと、これ以上はないと思っていた快感がまた、数段階も跳ね上がっていく。

「んぁっ!?　ぁっひ！　あッ、あーー！」

　ズリュ、グチュンッと淫みだらな音を立ててゴリゴリと内側を抉えぐられていく体が、何度も何度も小さく跳ねるのを止められない。

　開きっぱなしになった口は舌まで伸ばして、意味のない蕩とろけきった声を上げ続けている。

　それを全部、頭の片隅では自覚しているものの……。

（気持ち、いい…気持ちいいっ……これ好き、好きだぁっ……アーロンの声も、アーロンの体も、アーロンの全部っ……好きぃ！）

　のぼせきった頭は、ろくに動いていなかった。

　それどころか、あらぬ方向へ舵かじまで切り始めたようで。

「ハル、好きだよ、愛してる」

『ずっと君の傍にいたい、僕の傍にいてほしい』

（ふ、ははっ！　アーロン、おれのこと好きなんだって！　あいしちゃってるんだって！　ぅ、ははははっ！）

　一体いつからこの竜人は、そこまでオレを大好きになっていたんだ。

　ここまで言われたら、感じさせられたら、石だろうとその気が一切なかろうと心が動くに決まっている。

　というか、オレって元からアーロンのこと結構好きだったんじゃないか？　うん、そうかもな！

「っぁ…！　っれもぉ……ぁふっ……おれ、もいっしょが…いぃっ……ふ、ぁっ！」

　この世界の全すべての幸福を手にしたような至福の頂点のなかで、途切れ途切れに口にしたのは間違いなく、自分の本心ではあった。

　その言葉を聞いて、密着していた体を少しだけ離したアーロン。金の瞳ひとみをした竜人は、オレの目を至近距離で覗のぞき込みながら、再びゆっくりと口を開く。




「ではハルマ、僕の番つがいに、伴はん侶りよになってくれるかな？」
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『ハル、愛してる』




　いつものように柔らかく微笑ほほえみながらも、その瞳に真剣な光を灯ともした男。その秀麗な顔へ手を伸ばしたオレは、考える前に答えていた。

「うん、なるぅっ！　あーろん大好きっ！　んむ！」

　そしてご褒美とばかりに与えられた深いキスを、喜んで受け入れたのだ。

　今度はちゃんと鼻で息をしていたものの、しばらくして舌を絡ませながらゆっくりと腰を動かしだした男のせいで、またすぐ酸欠に陥ってしまったが。

　喉のどの奥で小さく笑った気配の後にキスから解放してくれたアーロンは、息を必死に整えるオレの髪を長い指先で梳すきながら、勝ち誇るように満足げに囁いた。

「竜の求愛に敗北はない──聞いていた通りで、ほっとしたよ」

『これで捕まえたよ、僕の愛いとしいハル』

　その『声』にまた小さく喘あえぐことになったオレがようやく正気に戻れたのは、この後に果てしなく続くアーロンの発情期……約三週間を共に過ごした後だった。
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　明るい。世界が白い。なんでこんなに、目ま蓋ぶたの向こうが明るいのか。

　というよりここどこ？　……あぁベッドか。これ寝ね心地ごこち最高だな、枕も気持ちい──あ、こらそこの精霊、オレの枕を一緒に使うな。よそに行け、これはオレのだ！

　顔の横にコロンッと丸まった一匹の精霊、その長ったらしいモフモフ尻尾しつぽが、オレの鼻先を掠かするような位置に来る。別に感触があるわけでもないが、どうしても気になって、それを手で払いのけようとしたところで、初めて疑問に思った。

　なぜ、腕一本どころか指ひとつ動かないほど、全身が疲れ切っているのだろうか、と。

　そういえば何をしていたんだっけな、と寝ぼけ眼まなこのまま、ぼんやりと記憶を辿たどり始め──思い出してしまった。

　それはもう、はっきりくっきりきっちりと、頭も体も全部わけのわからない状態に突入してからの、長い長い時間を最後まで。そう、最後、最後は──……。

「ぁっあ！　ひぁあっ！　やっぁ、ぁあーー！」

「っハル……」

『上手に愛してくれるね、僕も愛してる』

　体の奥、行き止まりだと思っていたその先を拓ひらかれたのは、アーロンの求愛ぷろぽーずに二つ返事で応こたえてから、わりとすぐだったような気がする。

　そこに凶悪な質量を受け入れることを充分慣らされてしまった結果、再び最奥に注がれた熱の感覚に、もう数えるのも馬鹿らしいほどの恥ずかしい声を何度も上げて、強烈な快感と頭の中に響く声にうっとりと酔いしれていた。

「ぁっ、ふゃぁっ……あーろんのぉ、まられれるぅっ……ぁ、あっ！　やらっ…ぁあぁッ！」

　寝そべったアーロンの上に跨またがった体は、腰に巻き付いた見えない尻尾がしっかりと支えてくれるから、何度続けてイこうと倒れることもない。

　だから最後の最後まで、体の中の雄がその熱を吐き切るまでを、食いしめた内側でまたきっちり感じさせられて、何重にも重なった絶頂に飲み込まれる。

　最初はあれだけ抵抗感があったというのに、もはやそこで快楽を得ることに疑問すらなかった。むしろ、一瞬で終わってしまう射精よりも、こうして長く長く愛されて、何度も達することができる方が良いに決まっている。

　長い時間をかけて、そんな強烈な波がようやく静まった頃ころ。荒い呼吸を繰り返すなかで、はたと目に映ったものがあった。

「っは、ふ……あー、ろん……みみ、あおい……」

　頭の中で思考するって、どうするんだっけ。と、単純に思ったままをそう口に出せば、オレの下で少しだけ肩で息をしていた男が残念そうに、でも幸せそうな微笑を浮かべてみせた。

「ひ、はぁっ…ん！」

　急に腰をシュルッと擦こすりながら離れていった、ほぼ透明な尻尾。それに背中を軽く押され、まだ体内に残っている昂たかぶりの存在を感じながら、体を前に倒された。そこは当然、素肌を晒さらしたアーロンの胸の上で。

　大きな腕の中に汗ばんだ体をしっかりと抱きとめられ、その心地よさと安あん堵ど感かんに小さく声を上げてしまったところで、

「発情期、終わっちゃったから……一度、休もうか」

　まだ熱を帯びたままの低く甘い、艶つややかな声音にそう告げられた瞬間。オレはやっと、意識を手放すことができたのだ。

　そう、アーロンの発情期の最中、オレが意識を失ったのはその一度だけだった。

　それまでずっと、ずっっっっと！　拷問かと思えるほどの、快楽地獄にいたわけだ！

　ふぉぉおおぉ！　オレよく生きてたな!?　ていうかコレ正気？　今のオレ正気だよな？　頭まともになってる？　更に馬鹿になってないか？

　よしテストだっ、オレにとってアーロンは!?　うん、大好き！　愛してる！

　……。

　………………。

　………………………………ヤバい、頭が元に戻ってない。それどころか、悪化してないか？

「ハル？　もう起きたのかい？　まだ眠ってていいんだよ、揺り戻しが辛いだろう？」

　あぁ、もう寝起きにそんな幸せオーラ全開の声で、頭を撫でてくれるなよ。というより説明しろ、何だよこの状況。

　ベッドにうつ伏せで伸びているオレの横で、素肌に藍あい色いろの寝間着を肩から羽織っただけのアーロンが寝転んでいるのはまだいい、わかる。

　今は服に隠されているけれど、実はその背には背骨に沿って、綺き麗れいな蒼あおい鱗うろこがうっすらあることも知っている。

　だけどな？

「う、ごけ……なぃ……なんれ？　ゆりもろひって、なに……」

　ろくに舌も動かないとか意味不明なんですけど！　なにこれ？　もしかしてオレ、一回死んだりした!?　……はっ！　そうかこれが噂うわさの臨死体けっ……！　ん？　なんか違うな？

「うーん、どう説明しようか……僕もねぇ、発情期に相手をしてもらえるのは初めてだったから、気合を入れて巣作りしたわけで……あぁ、巣作りっていうのはね──」

　よーしよし、とまるで幼児を寝かしつけるようなリズムで背中をトントン叩たたかれるなか、耳に心地よい静かな声がとうとうと語った内容は──えげつなかった。

　竜の発情期って、滅多に来ないから一回来ると長いんだと。平均三週間とか、最初に誰だれか教えてくれないかな？　さすがに覚悟のレベルが違うぞ、それ。

　でも、基本は異種族と番つがうことがほとんどらしい竜や竜人にとって、その長い発情期にずっと契ヤり続けるのは、相手に多大な負担をかけることになる。

　というか、普通に腹上死待ったなしコースだ。

　だから竜の皆さんは、本能で考えたらしい。

　せっかく見つけた番候補への求愛なのだ、それで殺してしまうなどもってのほか、何を差し置いても失ってなるものかと。

　その結果、発情期中の彼らの体液は超強力な回復薬となり、摂取するだけであら不思議、どんなか弱い種族でも、不眠不休でなぜか頑張れちゃう！

　ただしその反動として竜はその期間、徐々にだが魔力を扱えなくなるらしい。発情期真まっ只ただ中なかでは一切魔法も使えず、竜人から竜への変化、またその逆もできなくなるほどに。

　最強種族唯一の弱点がコレとか……それでいいのか竜族ッ！

　だから竜の皆さんは、その時だけは本気を出すことにしたらしい。

　まだ魔力を扱えるうちに、外部からの接触を一切遮断する超強力な防御結界を張り、その内側は何があっても大丈夫なよう、比類なき持続回復効果の魔法で満たす。

　竜という種の全力をもって造り上げる、お互いが充分愛を交わせる愉しめる空間、それこそが竜の巣なんだと。

　うん、努力の方向間違えてないか？

　ただそれも万能ではなく、竜の発情期が終わり、体液の回復機能や持続回復魔法の効果がなくなると、いくらかの反動が起こる。

　それが『揺り戻し』、と呼ばれている現象だそうで。結果は……ご覧の通り、オレは身動きひとつできませんね。

　でも不思議と嫌な気がしないのは、三週間もみっちり愛され続けたからだろうか。

　はっきり言ってあれは、精神攻撃の一種ではとも思うが。

　それでも、頭の中に直接届けられたあの『声』は、アーロンの感情をダイレクトに伝えてくれて、オレの中にあった動揺や疑念を全すべて、押し流していった。

　アーロンはオレのことが世界で一番大好きで、愛しちゃってて、オレが男でも全然問題なくて、ずっと傍にいたいし、いてほしいと、嘘うそ偽りなく望んでいる。

　それなのに発情期が来てもオレを襲うどころか、オレのために自ら離れようとしてくれたんだ。

　オレがずっと、男にヤられるなんて嫌だって言い続けていたから。

　もうなんか可愛かわいいよな？　健けな気げだよな？　この竜人のお兄さん。

　こうなるまでは、彼に対するオレの気持ちは、親愛の情の方が大半を占めていた気がする。

　でも、あの手に触れられるのも、熱い吐息を耳に感じるのも、全く嫌ではなかった。その時点で、オレの中にも少しは同じ気持ちがあったのだろう。

　うん、もうそれでいいや。

　なんといっても、オレはこの竜人の番になってしまったのだから。

　オレにとってアーロンは、大好きで愛しちゃってる相手ってことだ。

　改めて正気に戻って結論を出すと、ちょっと……いや相当恥ずかしい気もするが。

「……むふっ……アーロン、童貞だったんだ。なんだ、仲間じゃん」

　そんな自分の中の気恥ずかしさと、口元がニヤけそうな幸福感を誤ご魔ま化かしがてら、先ほどの『初めて』発言を聞き逃さなかったオレは、枕に顔を埋めながらそう茶化してみた……ら、オレの背中でゆっくりとしたリズムを刻んでいた手が、ピタリと止まった。

　ん？　と思ったのも束つかの間ま、

「そうだねぇ、人間とは違って発情期にちゃんと相手がいるなんて、幸運なことだからね。そういう意味では、君が初めてだよ」

　そういつものように穏やかに柔らかく囁ささやきながらも、なぜかそっとオレの耳元に顔を寄せてくるアーロン。

「だから竜人はね、大事なその時に失敗しないよう『練習』はよくするんだよ。適当な相手と合意の上で、ね。もう随分と昔のことだけど、僕も少しは頑張ってみた時期があったんだけど……どうだったかな？」

「ぅひゃぁッん!?」

　耳みみ朶たぶを食はまれながらそんな問いかけと共に、散々、それこそ三週間というありえない長期間中、アーロンを受け入れていたそこへ、ツプッと何かが押し入ってくるではないか。

　魔法と体液効果のおかげか、普通の状態より少し解ほぐれているかな？　くらいの後口を、浅い位置でくぷくぷ出入りするその感触を間違うことは、もうない。

「ぅ、ぁっ！　ぁ……や、ちょっ、アーロン、尻尾はやめ、ろって！　もぉ発情期、終わった、ろっ!?」

　自分の意志では動かせなかった体が小さく跳ね、腰の辺りにジンとした熱が集まってくる気配の先触れに、オレは慌ててそう声を上げた。だが、愉しげな声音で返ってきた言葉は、更にえげつなかった。

「教えてなかったかな？　番つがい相手なら発情期でなくとも、できるから。色々試しに、少しだけシてみようか」

　至近距離から見据える金の瞳ひとみ、そこに揺らめく熱を帯びた光の色に、オレは再び言葉を失った。




　結局、オレがアーロンの寝室から無事生還し、テンションが振り切ったラーナさんとヘロヘロのまま、なぜかハイタッチすることになったのは、それから丸一日経たった昼下がりのことだった。

　本気で家出脱走しようかと、ちょっとだけ考えた。
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「なぁアーロン。この辺りの街だと、魔車でどれくらいかかる？」

「そうだね、ここからだと一日もあれば着くよ。このヴェールデッダの街で乗り換えを……ああ、確かここは、君の好きなペルスターの産地だね」

「ペルスター……あれか！　桃リンゴ！　よし、一泊しよう」

　アーロンの発情期が終わって、今日で五日。

　オレたちは再び旅を再開するために、二人で準備を進めているところだ。

　なぜ五日もこの神殿でのんびりしていたかというと、オレの体力回復を阻む厄介な強敵が現れたせいだ。

　その敵、またの名を番という伴はん侶りよは今、有能な異世界アドバイザーにジョブチェンジして、オレの後ろから一緒に地図を覗のぞき込んでいる。

　ただしソファーの同じ座面に腰掛け、オレの背後から腹に腕を回して密着しながらな。

「本当に君は食事が好きだねぇ。食べすぎには、気をつけようね？」

　いつもの黒い手袋に覆われた大きな手が、服の上から優しく腹を撫なでる。耳元へは、ふふっと小さな吐息と共に、そう静かに語る声音が吹き込まれる。

　そのくすぐったいような何かに、思わず軽く肩が跳ねてしまった。

　これはマズいパターンだ、とこの五日……いや正確には四日かもしれないが、その間に経験する羽目になったあれやこれやを即座に思い出したオレは、顔に集まる熱を自覚しながらも先手を打って念を押すことにした。

「っアーロン……も、今日はダメだからな？　絶対明日には出発するんだからな？　き、昨日きのうちゃんと、そう約束したもんな？」

　一体どこの誰が、三週間も発情期に付き合ったオレに対して、間を置かずに抱き潰つぶそうとしたんでしょうか！

　そりゃオレだってあれがめちゃくちゃ気持ちいいことを、体にも頭にも徹底的に教え込まれたから、嫌ではない、嫌ではないのだけれども……！

　さすがにちょっと……この歳としで性欲に溺おぼれて生きるのは爛ただれすぎているというか、オレはまだ健全に冒険したいというか……うん、アーロンさんや、ちょっと自制してくれたまえ。

「勿もち論ろん、わかっているよ。でもまだ日も高いし、少しだけ……こっちだけでもダメ？」

　オレの念押しに、アーロンは心なし眉まゆを下げて残念そうな顔をしたが、もう騙だまされないからな？

　こいつ、オレがその顔に弱いことを熟知したうえで、そうしてるだけだからな？　……ちょっとぐらっとくるけど、意味ありげにオレの口元をツンツンしてきた見えない尻尾しつぽは、パシッと手で押さえ込んでおく。

「だーめーでーす！　はい尻尾バイバイ！　……あぁもうっ、これを密ひそかに観察するのが新たな人生目標だったのに、今じゃ触りたい放題とかっ」

「えぇ？　そんなくだらないことを、人生の目標にしないでほしいなぁ……どうせなら、もっとマシなものに興味関心はないのかい？　例えば骸霊はなぜ存在するのか、精霊とは何かとか──」

「あぁっ、なんで!?　やっぱりこの尻尾、長さとか太さが自由自在か!?　もう見えないしッ……どこ行った!?」

　周囲に溶け込むように透明だが、よーくよく見れば、うっすらとその輪郭を認識できていた不可思議な尻尾の、つるりとした感触。

　それが不意に手の中からシュッと消え、オレは不服の声を上げながら、慌てて手当たりしだいに腕を伸ばして探してみた。

　しかし残念無念、既にオレの知覚できる範囲に、あの謎尻尾はいないようだ。……アーロンの尾てい骨辺りを狙ねらえば一発なのだろうけど、さすがにそれは自殺行為だ、またベッドの守り人に逆戻りしてしまう。

「……君が気に入ってくれるのは嬉うれしいけれど、竜としては、あまり褒められた体ではないのだけどね」

　呆あきれたようなため息交じりに、そうぽそっと零こぼしたアーロンを思わず見上げ、オレはついジト目で主張してしまった。

「オレの嫁さんをバカにしないでくれません？　オレはこの超不思議尻尾も含めて、アーロンのことす……気に入ってるんですけど？」

　まったく、オレの番様ときたら何を仰おつしやっておられるのやら。

　見み惚とれるほどのいい体をしている上に、顔まで綺き麗れいでイケメンで優男で、声もいい。

　その白銀の巻角だってカッコイイし、オレにとっては馴な染じみのない薄うす蒼あおい髪色がこのうえなくしっくりくるくらい、全方位に向けてスタイリッシュなのだから、竜としてとか問題外だっての。

　気品漂う仕草とか憧あこがれるし、たまに見せる悪い感じの笑みもドキッとするし、つ、つ……番になってからは、オレに見せてくれる笑顔の種類が変わったところとか、なんだか可愛いし。もうほんっと、最高なんですけど？

　金色の目を数度瞬いている優男に、フンッと鼻息荒く抗議をしてから、再びオレは膝ひざに置いていた地図を手に取った。

　なんだか話が脱線して戻ってこないが、とにかく明日にはきちんと旅立つのだ。

　今日の夜までには移動経路くらい、ちゃんと決めておかないと。

　軽食はラーナさんが持たせてくれるらしいから、一食分くらいは確保できるとして──。

「ふ、ふふっ……ハル、どうしてさっき言い直したのかな？」

　こら、そんなに嬉しそうな声で項うなじにキスをするな、くすぐったい。

「……あんまりちょっかいかけるなら、元の部屋に戻るからな」

「ごめんね、それはダメ」

　すっかり機嫌の良くなったアーロンに内心ほっとしつつ、この神殿での生活でも部屋を同室にしたのは、やっぱり問題だったかなと頭の隅で考える。

　実は現在、オレはアーロンの部屋で生活しているのだ。

　発情期＋プラス一日が終わった後に、オレにあてがわれていた部屋に一度逃げ戻ったのだが、即刻アーロンに連れ戻された結果、そのままなし崩し的にこうなったともいうが。

　だってさ、発情期が終わってもできるから試してみよう？　とか言われて、また頭がおかしくなるくらい気持ちい──いやいや、酷ひどい目に遭ったんだぞ？

　次に目が覚めた時に、その元凶の姿が見えなかったら、迷わず退却を決断しても仕方ないだろう。

　幸い内側からなら、あの魔王の間みたいな扉もすんなり開けられたし。そこにタイミングよくラーナさんがいて、やけにハイテンションで出迎えてもらったな。

　……まさかあのお姉さん、三週間もずっとあの場で待機してたわけじゃないよな？

　そうしてヘロヘロのままちょっとひとりで休憩してみたんだけど、なんとなく落ち着かなかった。

　独りでいることなんて、なんとも思わないくらいに慣れていたはずなのに。

　そこへ少し焦った顔をしたアーロンが迎えに来てくれたものだから、つい一緒の部屋で暮らすことを了承してしまったのだ。

　今も背中から包み込まれる温ぬくもりと、その声音を何よりも心地よく感じている時点で、アーロンから確実に離れがたくなっている。

　なんならちょっと今、キスしたいかもとか思ったりし──……。

「うん？　次はどこが気になるのかな？」

「……ヤバいわー、マジでヤバいわー……」

　無意識のうちにじっとアーロンを、正確にはその口元を見つめていたとか、ほんとどうなってんのオレ。

　頼むからオレの理性、仕事放棄するなよ？

　オレからアーロンにキスした日には、絶対次の日に出発できなくなることだけは、確実にわかってるから！　言いたくないけど経験則で！

　……でもさ、そんなに急いで旅をする必要って……ないんだよな。

　それにさ、なんていったって今のオレたちって、所謂いわゆる新婚さん状態だよな？

　なら……ちょっとくらい、まだ爛れた生活を送ったとしても問題ないというか……そもそもアーロンの神殿並に安全が確保されていて落ち着ける場所なんて、旅のなかでは滅多にないわけだし……新婚状態満喫するのって、もしかしなくても今くらい、なのか？

「……ハル？　そんな顔でちらちら見つめられると、嫁は旦那様のお許しが出たと思ってしまうのだけれど、いいのかな？」

　だから、そんな嬉しそうな声を耳元に吹き込むな。

　物の弾みでアーロンのことを嫁って言っただけなのに、自分から可愛かわいいこと言うなよなぁもう……背筋の辺りがちょっとだけ、ぞくぞくしてくるではないか。

「うー…………一回だけ、だからな？」

　目の前の誘惑に負けて、そう口にしてしまったオレが全すべて悪いのだろう。

　結局、オレとアーロンが神殿から旅立つことができたのは、この日から数えて三日目の昼だった。

「よっし！　出発だ！　今日こそ出発だ！　というか出発したしな!?　もうこれで出発できたもんな!?」

「そうだねぇ。ふふ、神殿の小型魔車を僕が使う日が来るなんて、思わなかったよ」

「よっし、とにかく気合入れていくぞー！　目的地までは、早くて三ヶ月だからな。ふっ、オレは平気だけど、引きこもり派のアーロンさんは大丈夫かな？」

「うーん、途中でしっかり休息を取りながらイこうね？」

「……おいアーロン、今なんか変なこと言わなかったか？」




　こうしてようやく再開した旅が、とある御方の爆弾発言によって中断されることになるのは、まだしばらく先のことである。








５．竜の系譜






　番つがいを得るという至上の幸運を、まさか自分が手にできるとは思ってもいなかった。

　改めてそう意識したのは、僕の横に並んで歩くハルと、自然に手を繋つないだ時だった。

「昼過ぎにしても、人が多い街だな。雰囲気もかなり賑にぎやかだし……もしかして、祭りでもやってるのか？」

　小型魔車で僕の神殿から最も寄よりの街へ移動し、そこから旅を再開することにしたハル。彼は自分が想像していたよりも大きな街の規模と、その賑わいに少々驚いているようだった。

　それも無理はない。

　この周辺は運良くハルの未到達地帯だったらしいけれど、わりと昔から栄えている地のひとつだから。

　それに加えて、今日は──。

「まぁ……祭典おまつりといえば、そうなのだろうねぇ」

「へぇ、そうなんだ？　何の祭り？」

「……うーん……僕も少し自信がないから、買い物をした時にでも、誰だれかに聞いてごらん」

「そっか、了解。じゃあ、まずはどこに行こうかな～……ここで泊まる気はなかったけど、これだけでかい街なら、ちょっとぶらついても……でもそうすると、次の街への魔車の時間が……うむむむむ」

　僕の言葉に素直に頷うなずきつつ、難しい顔で考え事を始めた彼の手を引き、路外にも席を設けている軽食屋のひとつに腰を落ち着けることにした。

　オープンテラスのカフェとか都会だな、と呟つぶやくハルは、三角耳を装っている黒いフードを少しだけずらして周囲を楽しそうに眺めだす。すると、店の中からこちらへ向かっていた店員の男の足が、不自然に止まった。

　それを意識の隅に置きながら、視線を巡らすことなく周囲の人間たちの様子を探ってみると……相変わらず、僕の番ハルはどんな街でも注目の的のようだ。

　近くの席に座っている家族連れと思しき男は、ハルの顔が見えるのをいいことに、ずっとこちらを凝視している。

　往来を行く若い男は、その隣に妙齢の女を侍はべらせていながら、何度もハルを横目で眺め、歩調まで緩めている。

　少し離れた路上で棒立ちしているのは、討伐者デイーラと思しき壮年の男で、興奮を表すように次第にその尾を膨らませていく。

　先ほどようやくこちらへ足を踏み出した店員の男は、紛れもなくその顔を紅潮させていた。

（……店の中まで、連れて行くべきだったねぇ）

　そう反省しながら、メニュー表を手に取ったハルが顔を上げるのを待った。

「よっし、休憩しながら作戦タイムだな。オレは、これとこれとこれ……やっぱりこっちで。アーロンはどうす──っ！」

　こういった小さなテーブルなら、少し身を乗り出すだけで簡単にその唇を奪えるから、助かるよね。

「僕はこれで、ご馳ち走そう様さま」

「んなっ、なっ……こ、こんなとこでっ……おいぃ」

　途端に顔を赤らめて小声で抗議しながらも、伏せられた黒い瞳ひとみの目元と、無理に引き結ぼうとした口元は、微妙な笑みの形に歪ゆがんでにまにましている。

　そんなハルの姿を心の底から『愛らしい』と眺める一方で、ほんの少しの威圧を標的とした男たちに向けて放っておく。

　この子はもう僕の『番』なのだから、人間如ごときが簡単に触れられるなど、勘違いも甚だしい。

　思えばハルとの旅のなかで、彼の周りに群がる人間男たちを弱く牽けん制せいし始めた頃ころには、僕の中に確かにそれはあったのだろう。

　彼を恋しく、愛いとしく想おもう、感情が。

　できるかぎり共にいたいと願ったのも、まだ名前のない……名前をつけることをやめていた感情を、そう言い換えていただけ。

　僕は彼を恋しく想っているのだと、そう認めてもいいのだと自覚したのは、発情期という竜にとっての絶対なる判定が下された時だった。

　まさか受け入れてもらえるとは思ってもいなかったし、実際に閨ねやにまでやって来てくれた時には、本当に驚いたけれど。

　少しでも僕のことを、そういう意味で気に入ってくれていたのかと、期待もした。

　でも案の定、異なる世界の人間だったハルは『竜僕』を相手に契る意味を、よく理解していないようだった。

『竜の求愛に敗北はない』と言われている通り、一度でも契れば確実に、その相手は番となることを了承する。それほどまでに、僕らと契る行為は無上の悦楽となるのだから。

　たとえ一欠片かけらの恋情すら相手になかったとしても、竜は契りさえすれば、恋慕う者を確実に番として手に入れることができる。

　だから、竜にとっての問題は契ったその後──『番』となってからのことが多いのだと、幼い頃から年長者たちに口くち煩うるさく言われてきた。

　発情期に契り、番を得ることができたとしても、その後に上手うまくいかなくなることがある、と。

　竜の間では『番の契り酔いが覚める』、という言葉で知られている例だ。

　発情期が終わり、契りで得られていた悦楽から解放された番が我に返ることで、竜を拒絶するようになる場合があるらしい。

　僕も、それを恐れた。

　発情期の最中はあれだけ幸せそうに僕を受け入れてくれたハルに、「オレも好き、愛してる」と何度も舌足らずに啼ないてくれた愛しい番に、もしも拒絶されたら？

　それでなくとも、ハルは『神子』だ。

　つい忘れそうになるけれど、本当は脆ぜい弱じやくで繊細な生き物……のはず、なのだ。

　彼の世界では異性愛者が大多数で、彼自身もそうだと旅の途中に何度も口にしていた。だから同性相手との恋愛も、ましてやヤるなんて考えられない、とも。

　ならば契り酔いが覚めた途端、竜人ではあれど『男』である僕の番となったことに、精神を病むかもしれない。そのまま弱って、すぐに死んでしまうかもしれない。

　そんな不安を抱えた僕は、発情期が終わった揺り戻しの影響で、身じろぎ一つせずに昏こん々こんと眠り続けるハルの寝顔を眺めながら、祈るような気持ちでその目覚めを待った。

　幸い寝起きのハルは、僕をすぐに拒絶するようなことはなかったし、それどころかいつものように軽口まで叩たたいてみせてくれた。

　ひとまず安あん堵どしたものの、ただその内容が性的経験のなさを仲間として喜ぶようなものだったので、また瞬時に考えてしまった。

　女性経験はないと自分から暴露していたし、ハルが同性を襲うとも思えない。だけど、以前に誰かと契ることを無理強いされていたのなら、それは相当の恐怖と苦痛だったはず。

　まだ契り酔いが覚めきっていない今だからこそ、嫌な記憶を思い出すこともなく、こうして笑っていられるだけなのかもしれない。

　そもそもハルは僕の発情期を終わらせるためだけに、契るつもりでいたのだ。

　それが番にまでなったことを、いつ後悔し始めるだろうか。

　今更になってようやくそこまで思い至ったのは、僕も発情期の影響で、あまり頭が回っていなかったせいだろう。

　だから僕は、目覚めたばかりのハルともう一度丁寧に契ることにした。

　発情期の余韻がある今のうちに、刷り込みのようにもう一度、体から僕に堕おとそうと。

　そうして疲労の濃い相手を気遣いながらも、何度もまたその体に、僕が与える快楽を教え込んだ。

　その後、再び深い眠りに落ちた番を残し、面倒な所用のためにほんの少しだけ、その傍を離れてしまった。その僅わずかな間に、ハルは彼が今まで使っていた部屋へと、引き上げてしまったのだ。

　発情期の間にすっかり僕の魔力に染まったハルが、何度も扇情的に啼きながら、すがりついてくる姿に少しだけ我を忘れたのは、確かに悪かったなとは思う。

　だから、逃げられたことには納得できるのだけれど、それが契り酔いが覚めたせいでもあったなら、どうしようか。

　脳裏に様々な不穏な憶測が巡るなか、早足で部屋まで迎えに行くと、ハルの苦笑と嬉うれしそうな声音が、そんな僕の不安を全すべて消し去ってくれた。

『えぇ？　アーロンと一緒の部屋で？　んー……まぁいいけどさ、ちょっとは休ませてくれよな？　ほら、オレもう歩く体力もないんだってば』

　そう言って、僕に向かって腕を伸ばしてくれたハルを、二つ返事で抱き上げたのは当然だろう。

　本当の意味で、僕は『番』を手に入れたのだと実感できたのは、この瞬間だったのかもしれない。




「んーと、あとやっぱりコレもひとつ。アーロンは？　ほんとに何もいらないのか？」

　僕が過ごしてきた長い時間のなかで、間違いなく、最上の幸福と呼べるひと時を思い返していると、メニュー表からようやく顔を上げたハルが、そう確認してくれる。

　テーブルの傍にはほんの少し顔を青ざめさせ、僕とは決して目を合わせようとしない店員の男が、注文を取っている。だが、その様子の不自然さなど、ハルにとっては取るに足らないことなのだろう。

　彼のその夜空のような瞳に映るのは、僕ひとりだけ。

　その事実に自然と口元が緩むなか、せっかくだからハルと同じ飲み物をひとつ、僕も注文することにした。

　こんな僕にも、人並に恐れや独占欲があるなんて、新鮮で不思議な気分だ。

　でもそれは、決して面倒でも、ましてや不快でもない。

　ただただ……これが幸福しあわせなのだと感じられた。

　発情期が来るほどに誰かを好ましいと想うことができ、その相手と番うことすらも叶かなった。ならば、これからの時間は、何にも勝る至福となるのだろう。

　だから今はまだ、必死に考えないようにしている。




　──この最愛の番と過ごせる日々が、僅か数十年ほどしかないという現実を。




「じゃあ、こっちふたつ……と、あとやっぱりコレもひとつで、お願いしまーす」

「ありがとうございます、それでは少々お待ちください」

「あ、あとすみません、なんだかとっても賑やかですけど、今日ってお祭りか何かですか？」

　注文を終えたハルに、そう丁寧に話しかけられた店員の男は、やや鼻の下を伸ばしながらも節度ある受け答えをしてくれた。

　おかげで、僕がこっそり尻尾しつぽを振り回す必要はなさそうだ。

「ええ、そうなんです！　この近くに、竜の君の神殿があるのはご存ぞん知じですか？　実はそこの主である竜人様が番われたそうで、周辺の街を挙げて盛大にお祝いしてるんです。一体どんな番様なのかって、この街でもその話題でもちきりですよ」

「……っぶ!?」

　時間があるなら大通り沿いを進んだ広場がオススメです、と言いおいて、店の中へと戻っていった若い男の店員。

　その背が完全に視界から消えるのを見届けてから、ハルはゆっくり僕の方へ顔を向けて──。

「おいこら嫁ぇ？　説明しやがれ、というかしてください。なんでこんな大々的に、知られてんの？　羞しゆう恥ちプレイならぬ周知プレイ？　そのわりにアーロン本人は、超スルーされてないか？」

　まだほんのりと僕の魔力を体に帯びたまま、そう小さく口元を引きつらせる番様に、どう説明しようかな、と少しだけ考えた。

　どうせなら神殿にいたうちに、女官長からでも説明させておけば良かったなと思いながら。

　その後、全力疾走に近い勢いで、この街を出発することになったのは、予想通りと言えば予想通りではあった。

　まさか、目的地とは正反対の魔車にハルが飛び乗るとは、さすがに想定外だったけれど。




　　　　＊　＊　＊




　それを手にする時、アーロンは何度もオレに言った。

　人の身には余るものではないか、何事にも分相応というものがある、本音を言うと心の底から不安でいっぱいむしろ不安しかない、と。

　そこまで言い募られても、その忠告を受け入れることだけは、どうしてもできなかった。

　だってそれは、オレには絶対に必要な物だと思えたのだ。むしろ、この機会を逃せば、過去最高に後悔するだろうと。

　だからオレは必死にアーロンを説き伏せ、遂ついにそれを手にするに至った。

　その結果、オレは今────風になっている！

「ひゃっほーーーーーーぉぉおおぅッ！」

「ハル、前！　前をちゃんと見て！」

　もう異世界で『バイク』に乗れるとか、ほんっと最高かッ！　やはりオレはトラブルの星と共に、幸運の女神様にも愛されているようだ！

　そうオレはなんと、森の中を通る寂れた街道オフロードを、手に入れたばかりの超小型二輪魔車バイクモドキでかっ飛ばしているのだ！　勿もち論ろん、後ろにはアーロンを乗せてな！

　いやーほんっと、ラッキーだったんだよ。

　事の発端は、どこかの竜人様が番ったお祝いムード一色の街に耐えきれず、早々に脱出したら、焦って魔車を乗り違えたことだった。

　こんなこともあるよね、といつも以上に生暖かい目で優しく笑うアーロンに慰められながら、急きゆう遽きよ移動経路の再考をしているところへ、運悪く乗車中の魔車が骸霊に襲われたのだ。

　乗り合わせた乗客は二十人近くと多かったが、そのなかで討伐者デイーラらしき者はオレとアーロンを含めても、四人程度。

　対する骸霊は、大型バス並の魔車よりほんの少し小さな虎っぽいタイプ、という普通なら絶望的な状況だった。

　街道に骸霊が出没することなど極めて稀まれなことだから、備えなんてほとんどないのだ。

　だが所しよ詮せん、このオレの敵ではないので、さっくりと倒した。

　さすがオレ、さすが第一級討伐者、三週間以上のブランクがあっても、どうにかなるもんだ。

　魔車の運転士にも、乗客の皆さんにもたくさん感謝され、いい気分で新たな街に到着した頃ころには、既に空は夕暮れを迎えていた。

　以前と同じように高級宿で部屋をとり、アーロンと一服しているところへ、突然の来訪者が現れた。

　それは領守主セヌクという街の代表、簡単に言えば一番のお偉いさんが、数人の部下を引き連れてやって来たのだ。

　この街ではまだ何もやらかしていないはずなのに、と内心警戒したのも束つかの間ま。ロマンスグレーのウサ耳紳士は、それはそれは丁寧に御礼の言葉を述べてくれた。

　なんでも、先ほど襲われた魔車に、彼の孫娘が乗り込んでいたそうだ。

　普段は街の外に出ることなどないが、最近のお祭り空気に当てられてほんの少し、遠出をしてみたくなったらしい。その帰りに、オレの華麗なる活躍を間近で目撃することになったわけだ。

　で、御礼にぜひ孫娘の婿にいやむしろ儂わしの後妻に、いやいやオレこの人の番なんで、僕の旦だん那な様を奪うとか死にたいのかな？　と少々カオスなやり取りが発生したものの、御礼の品を直接頂くことで落ち着いた。

　オレがこの世界では珍しい、旅暮らしをしている討伐者ということもあって、それならばぜひ、とお勧めされたのが、その領守主の爺じい様が長年趣味で開発していたという超小型二輪魔車──バイクだったわけだ。

　見た目はどっしりした大型バイクで、全体の色は黒。後部が少々横に広がっていて、荷物もしっかり収納できるタイプとか、爺さん趣味イイね！

　そのうえ、燃料は魔法でどうこうではなく、単純に魔力を注げばいいんだと。

　しかし一般的な人間の魔力量では、せいぜい十分程度しか乗り続けられない。そんな燃費の悪さが玉に瑕きずらしいが、超特別稀き少しような最強種の番兼同行者がいるオレには関係ないもんね。

　むしろアーロンが自分から、燃料用魔力を提供してくれると、快く申し出てくれたし。…………翌日、試運転する前まではな。

　実はこのバイク、こちらの世界の乗り物に比べたら、明らかにスピード違反、相当速いのだ。

　誰だれもが見知っている大型バスタイプの魔車なら、原付バイクくらいの速度だが、コレはそれを圧倒的速さで抜きされる。

　少し試運転させてもらっただけでも、体感時速80㎞くらいは軽くあった気がする。

　まぁメーターなんて搭載されていないから、正確なところはわからないけどさ。

　だがその見慣れぬ速さにアーロンは何やら危機感を覚えたようで、オレにバイク御礼を辞退するよう説得してきたのだ。

　しかし、ここで折れたら一生後悔する！　と、オレも頑として譲らなかった。

　その結果、運転中は必ず自分に防御魔法をかけておくこと、一日に移動するのはアーロンが決める規定魔力量で進める距離だけ、一定時間ごとに休憩を取る、等の条件と引き換えに、オレはこの素晴らしいバイクを頂くことができたわけだ。

　そうして新たな街の散策もそこそこに、オレとアーロンはバイクに跨またがり、まだ見ぬ地へと向けて軽快に出発したのだった。

　まぁ、ちょっと……調子に乗って、森を通り抜ける寂れた街道へ気ままに突っ込んだのは、悪かったかな。

　これじゃまた、移動経路を見直さないとな。でも、アーロンと初ツーリングでテンションが上がっているのだから、仕方ないよな。

「っハル！　これ、速すぎだと思うよ!?」

「ははははっ！　何を仰おつしやる！　まだまだこれからだーー！　でもほんっとすごいな、異世界バイク！　車輪がちょっとだけ浮いてるから、どんなオフロードでも快適じゃん！」

「……やっぱり、絶対に君が手にしてはいけない物だったね……」

　シュイィイイイィンッという独特の駆動音をＢＧＭに、やけに疲れ切ったようなアーロンの声が耳元をくすぐる。

　だがオレは、ゴーグル越しに見えた次のカーブに思わずにんまりしていて、それどころではなかった。

　ちょうど開けたそこは、カーブの脇わきが崖がけになっていて、その下を走る別の街道もちらりと見えている。幸い通行人も魔車も、周囲にはいないようだ。

　強いて言えば、少しだけ高さが問題になりそうな気はするが……まぁこの世界、魔法があるし？

　お誂あつらえ向きにバイクが珍しいのか、数匹の精霊が一見ふわふわしながらも、高速で流れるように並走してくれている。となれば──……。

「…………えーっと、ハル？　気のせいかな、そっちは崖──」

「風だ、風だ、風になろぉ～！」

「もうなってる！　なってるからッ……だから正気かなッ!?」

　ハンドルについてるアクセルボタン、それをポチッと指で更に押し込みながら、オレはカーブを曲がらずに、バイクでそのまま宙へと一直線に飛び出した。と同時に、

「《我に翼をアイキヤンフラーイ》！」

「ハルーーーー!?」

　精霊魔法で少しだけ車体を浮かし、落下速度を緩めながら、優に20ｍはありそうな崖を飛び降りたのだった。

　後にオレの番は、この時のことをこっそり語った。オレが死ぬかもしれないと、思わず焦って竜の姿──竜体に戻りかけたんだよ、と。

　だが結果的に、堪えてくれて助かった。というのもオレが飛び出した先の崖下には、大きなクモ型骸霊に追い詰められていた討伐者パーティがいたのだ。

　アーロンが竜になっていたら多分、全員まとめてプチッと踏ふみ潰つぶしていたのでは？

　だが実際、落下中にそんな状況を把握したオレは、横幅が３ｍくらいはありそうなクモの胴体をバイクで盛大に踏みつけた後、サクッと精霊魔法をお見舞いして、華麗に同業者たちを救援することにあっさり成功したけどな。

　さすが、オレ。この鮮やかな手並みが自分でも恐ろしいわ、ふははははっ！

「──ちょっと今後についてしっかり話し合おうか、ハル」

　なお調子に乗ったオレが、バイクの運転権をしばらく失うのは確定事項だったようだ。

　目が笑っていないアーロンの、完かん璧ぺきな微笑はヤバい。そうしっかりと脳内メモに書き込んだのは、言うまでもない。

　そうして助けた討伐者パーティの面々に、御礼のためにぜひ一緒に街へと強く請われ、ついて行った先がなんと、当初予定していた経由地の街だったのだ。

　うむうむ、自分の才能が怖い。全すべてが予定調和とは……フッ。

　ただ、そこでまさかのブチ切れたアーロン様を拝むことになろうとは、さすがのオレも予想していなかったけどな。
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「本当に助かりました、ありがとうございました！」

「いや～やはり大したもんだね、第一級っていうのは」

「骸霊を持ち運ぶこの魔法も凄すごいし、こっちもいいもん見させてもらったよ」

　ヴェールデッダという街の中心部、統合討伐協会デイレスタン支部に隣接する骸霊専門買取店の中では、そんな賑にぎやかな声が響いている。

　その中心にいるのは当然、骸霊狩りの最中に窮地に陥っていた同業者を華麗に救援し、この街まで一緒にやって来たオレ──ではない。

「うんそうだね、はいじゃあこれでさようなら」

　そう完全に棒読みの、全く心のこもっていない返答をしているアーロンが、人々の輪の中心にいる。

　オレはというと店内の隅で、くたびれかかったソファーに腰掛けて、その様子を微笑ほほえましく眺めているところだ。

　まぁ、オレとアーロンが並んでいる状態で、どっちが強そうに見える？　と言われたら、アーロン一択になるのはわかる。

　素敵に華麗に完璧に救援したオレが、当の討伐者たちからすらも、アーロンのお付きにしか思われていないのもわかる。

　あいつら、揃そろいも揃って第三級とかいう駆け出しに毛が生えた程度の新人討伐者たちだから、この類稀なるオレの実力を見抜けなくても、仕方ないだろう。

　うん、別に悲しくないぞ。能ある鷹たかは爪を隠すものだし、陰の実力者は表立って主張したりしないものだし、別にちょっと変わった乗り物の専属運転手扱いされていても、本当にいいのだよ？

　倒した骸霊を楽に運搬できるよう、丸ごと縮小するオリジナル精霊魔法を使ったのもオレだけど、もう全部アーロンの御力ということで問題はない。

　バイクを不思議空間に収納して持ち運んでくれているのはアーロンだから、あながち間違ってもいないし。

　というわけで、討伐者証書ことギルドカードを出せば一発で解ける誤解を、オレは放置し続けることにしたのだ。

　うむ、一見ただのお付きにしか見えないちんちくりんが実は第一級討伐者とか……フッ、これぞ世を忍ぶ仮の姿よ！

「お待たせ、ハル。……面白そうだからって、僕に全部押し付けてくれて嬉うれしいよ」

　店の奥のカウンターで代金を受け取り、オレの元まで戻ってきたアーロンが、そう小声で疲れたように呟つぶやく。だからオレは、隣に置いていたリュックを手にして慌てて立ち上がった。

「お疲れさまです、御主人様っ！　次はどちらになさいま──」

「ハルマ？」

「うん、ごめん、もうやめるって」

　おっと、いつもとは違うロールプレイをしようと思ったんだが、アーロンはお気に召さなかったようだ、残念。

　もう一度御礼を口にする討伐者たちの声を背中に聞きながら、有無を言わさぬにっこり笑顔のアーロンにリュックを奪われ、そのままオレたちは店の外へと足を踏み出した。どちらともなく、自然と手を繋つないで。




　この世界の街は、その地域ごとに特色はあるものの、大体同じような造りをしている。

　街をぐるりと囲む高い防壁と、何箇所かの門。

　領守主セヌクやら何やらの、お偉いさんが集まっている市役所的な建物を街の中心に据え、その周りにギルド支部や大きな商店が連なっているのだ。

　人々が暮らす普通の住居は防壁の近く、つまり街の中心部からは離れた所にある。

　これは万一、骸霊に門を突破されるような最悪の事態が起きた際に、意図的に家屋を破壊することでその侵攻を物理的に止めるためらしい。

　そうして時間を稼ぐ間に、人々は中心部の頑丈な市役所モドキに避難し、そこで籠ろう城じよう戦を行うことになるそうな。

　勿もち論ろんそんな非常事態は、滅多にあるわけではない。だが、骸霊という脅威が当たり前に存在するこの世界では、どこの街でも一様にそういった対策を取っている。

　なので、どんな街を訪れようとも、どこに何があるのか最初から粗方、見当がつく。オレにとっては、大助かりだ。

「お、あったあった。このいかにも高級そうなお宿、ばっちりじゃん？」

「そうだねぇ、ここなら大丈夫そうかな。あぁ、今回は、僕が払うからね」

「──っ」

　見た目からして高級そうな宿屋を無事に発見し、アーロンを振り仰いだオレは、その言葉にちょっとだけ色々と逡しゆん巡じゆんした。

　旅を再開する前に、ふたりで色々と取り決めをしたんだけどさ、その……宿代をアーロンが持つっていうのは、つまり、

「そろそろ、二人でゆっくりシようね？」

　はい、ズバリ夜のお誘い、というか決定事項です。

　小さく意味深に笑う姿から、既に色気がだだ漏れになっているオレの番つがい。ほんのり熱を帯びているような、その金色の瞳ひとみから視線を逸そらしつつ、どうにかこうにか「とりあえず二泊までで」と主張するにはしておいた。

　確かに旅に出てからは、まだ一度もシてないしな。オレだって嫌じゃない、嫌じゃないんだが……。

「……ふふっ。フードをもう少し、しっかり被っておいてくれるかな？」

　だから恥ずかしいんだよッ！　手を繋ぐぐらいなら、もうなんとも思わないさ!?　もっと凄いこといっぱいされたからなッ！　だから余計にいざ、こんなっ……あぁもう知るか！　どうせ顔が真まっ赤かなんだろ!?

　うーとか、むーとか自分でもよくわからない声を小さく口から零こぼしながら、言われた通りに猫耳擬態フードを更に深く被り直す。

　それを待ってから、オレの手を軽くアーロンが引いた時だ。突然、いつになく鋭い気配を纏まとわせて、彼は周囲に視線を走らせた。

「……なに、骸霊？」

「──いや、気のせいだったかな。ごめん、行こうか」

　足元をふわ～っと漂っていく、一匹の精霊。

　その白く半透明な姿を確認しながら尋ねたオレに、アーロンは緩く首を振っていつものように微笑むと、再び足を進めたのだった。

　幸いこの宿屋でも二人部屋は取れたが、案内された部屋の中央テーブルの上には、例のお薬がバッチリ用意されているではないか。オレは無言でそれを、部屋の隅にあるチェストの上によけておく。

　少しなら使ってもいいのに、と本気か冗談かわからないことを言った誰かさんはスルーだ、スルー。

「え、えっと、アーロン……その、まだ日も高いし、さっき昼飯、食べたばっかりだし……」

　本音で言うと、心の準備ができていない。

　なんというかさ、あれだけ爛ただれた時間を過ごしていたというのに、少し間があくとやけに気恥ずかしいと言いますか……。

（でもとりあえずは風ふ呂ろだよな、ここの部屋はシャワーだけか？　あれ、もしかして一緒に入っ……ムリムリ無理無理ムリムリ、それはまだしたことないから！）

　なんて外がい套とうを脱ぐついでにひとり悶もん々もんとしていたオレへ、アーロンはあっさり言った。

「ハル、僕は少し出てくるから、ここでいい子で待っていて。いいかな？　絶対にひとりで宿から出ないように」

　荷物一式が入ったリュックをクリーム色のソファーに置くと、オレの番様は紺色のロングコートを脱ぐこともなく、すぐにそう踵きびすを返す。

「え？　やっぱり、何かあったのか？」

「少しだけ……気になることがあってね。大丈夫、すぐに戻るよ」

　それだけ告げて困ったように笑うと、その姿はあっという間に扉の向こうへ消えていった。

　まさかの、お留守番。ていうかさ、『いい子』ってなんだ『いい子』って。

　オレは子供じゃなーい、とツッコむべきだったか。いやしかし、相手は千歳超えのジジ──竜人様だしな。

　とにかく、部屋にひとり残されたオレはこれ幸いと、心の準備を開始することにした。

　だがしかし、待てど暮らせど、アーロンは部屋に戻ってこなかった。

　窓から見える空が、昼下がりの晴天からオレンジ色に変わり、それが紫色に染まりだし、最終的に宵よい闇やみへと変へん貌ぼうした頃ころには、オレも色々と限界を迎えていた。

　具体的には、空腹で。

「あー、遅いなアーロン……もう暇、暇すぎて三回もシャワー浴びたし……とにかく腹減った……」

　荷物整理で時間を潰したり、こうしてダブルベッドの上でゴロゴロ転がったりするのも飽きたし、うっかり仮眠もしたし、何より腹が減っては戦はできぬ。

　仕方ない、フロントに行って食事の手配でもしてもらおう。宿から出るなと言われている以上、外に食べに行ったらダメだろうし。

　必要に迫られない限り、オレも夜の街はうろつきたくないのだ。またどこかの城壁の門を、吹き飛ばしたくはないからな。

　しっかりと靴を履き、寝間着代わりのシャツの上に外套を羽織って、そのフードをきっちり被ると、二階の客室から一階のフロントへと階段を降りる。

　実はこの世界、魔法を施した機械で互いに連絡ができる、電話のような道具もある。だが、結構高価なものらしく、高級宿屋でも置いてあるのは珍しい。

　そして残念ながら、この宿にはなかったのだ。

（電話があれば、ルームサービスも簡単なのになぁ……まぁ暇だから、別にいいけどさ。アーロン、どこまで行ったんだろうな？）

　──ちゃんと帰ってきて、くれるよな？

　ちらりと頭に過よぎった不安には、気づかなかったことにした。

　その代わり、以前オレがどこかの神殿で監禁されていた時の封印具の腕輪について、ちょっと思い出してみた。

　もしも、あれと似たような通信機能を持つ物があるのなら、離れていても連絡し合えるじゃないか。今後のためにも、アーロンが戻ってきたら忘れずに聞いてみなければ。

　そんなことを考えながら向かった宿屋の受付、銭湯の番台に似たブースがふたつ並んでいるそこには、既に先客がひとりいる。でも隣のひとつは空いていて、中にいる従業員のお姉さんともちょうど目が合った。

「お客様、なにかご入用でしょうか？」

　鈴の鳴るようなという喩たとえがしっくりくるほどの、綺き麗れいな声音とにっこり微笑む犬耳美人。その鼻先から横に飛び出した、白く長いヒゲについ視線を奪われながらも、オレは先客の隣に立って、用件を告げた……いや、告げようとした。

「えっと、ルームサ……部屋に食事をお願いしたいんですけど、メニューあり──」

「なぁ、君はひとりか？」

「ま、す？」

　突然横からそう声をかけられ、反射的にその発信源を確認する。

　そこにいたのは、ひと目で上等とわかる漆黒の外套に身を包んだ、オレより頭ふたつ分程背の高い男だった。

　緩やかにウェーブした豪ごう奢しやで長い金の髪は、首の後ろでひとつに結われて、その背を彩る。

　彫りが深く、目鼻立ちの非常に整った華やかな顔と相まって、外国の舞台俳優とか役者っぽい。

　外見年齢はアーロンと同じか、少し年上だろうか。

　金の頭から飛び出た牛のような黒い角と、外套の裾すそからちらりと覗のぞく、黒と赤の斑まだら模様が綺麗なトカゲのような尻尾しつぽ以外、元の世界の人間とほぼ同じ姿をしている。

「どこかで、私と会ったことがないか？」

　そう張りのある低い声音が愉しげに呟くなか、鮮血を彷ほう彿ふつとさせる赤い瞳が、品定めをするかのように眇すがめられた。

（こいつ、絶対面倒なタイプの男だな）

　直感でそう判断したオレは「人違いです」とだけ短く否定して、心の中で泣きながら食事の注文を諦あきらめ、さっさと部屋に退散することにした。

　さすがのオレも、高級宿屋を壊滅させたことはまだないからな。三十六計逃げるに如しかず、トラブる前に離れましょ、というわけだ。

　しかしこの時には既に、とある高級宿屋の壊滅は運命づけられていたのだろう。きっと。
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　オレがこの二年近く、ああだこうだ言いながらも好き勝手に楽しく生きてこられたのは、本当にマズい状況でも冷静に対処することで、その危機を回避し続けてきたからだ。

　例えば、初めてのアホとの遭遇戦。

　パンダネコという、第一級討伐者デイーラ相手に強ごう姦かんされかかっても無事でいられたのは、僅わずかな隙すきを突くことで一気に形勢逆転できたからだ。

　例えば、どこかの王弟とかいうアホ。

　初めて魔法を封印されたうえに、腕を縛られベッドに転がされても、最終的に逃走できたのは事前に編み出していた封印対策を焦らずに、実行できたから。

　だから、マズい時ほどパニック厳禁。

　どんな時でも活路はあるのだから、落ち着いて冷静に、最善の方法を──。

「あぁ、その瞳も気に入った。まだ抵抗しようとするなど、本当にそそられるな」

「っぅ……！」

　耳障りな低い男の声がそう囁ささやくと同時に、れろっと生温かい何かに、はだけられた胸元を舐なめ上げられた。その瞬間、咄とつ嗟さに出かかった悲鳴は、どうにか飲み込んだ。

　なぜセキュリティばっちりのはずの高級宿屋で、それも自分が泊まる客室で、こんな見ず知らずのアホに襲われているのかというと、完全にオレの落ち度が原因だ。

　宿屋の受付で絡んできたこの男──牛のような黒い角に癖のある長い金の髪、鮮やかな赤い瞳が特徴的で、華やかな顔立ちをした変態オトコを回避して、せっかく部屋に戻ったというのに。

　その後しばらく、おそらく三十分ほど経たった頃に外側からノックされた部屋の扉を、無防備に開けてしまったのだ。

　アーロン帰ってきたーー！　夕飯ーーーッ！　と空すきっ腹を抱えていたオレのアホ。

　扉を開けると同時に、バラに似た白い花束を差し出されて唖あ然ぜんとした隙に、さっさと部屋に入り込まれてしまうとか、まさに痛恨のミス。

　しかもその直前までベッドでゴロゴロしていたから、オレは靴も履かずに、裸足はだしで絨じゆう毯たんを踏みしめていた。とことん、アホ。

　靴さえ履いておけば、ひとまずこの男を蹴けり出すところから抵抗を始められたのに。

　やけに自分に自信がありそうな男は、ひと目で気に入っただの、一度でいいから相手をしてほしいだの、強引ながらも一応は紳士的に口説いてきた。

　だから、オレも精霊魔法でお断りするのではなく、無理、絶対無理、確実に無理とはっきり答えながら、部屋の中をぐるぐる逃げ回っていた。

　だが、あまりのしつこさにもう壁ごとぶっ飛ばすか、と決意して部屋に漂う三、四匹の精霊たちを意識した途端、男が不意に詰めてきた距離に反応できなかった。

　いきなり瞬間移動でもしたのかと思うほど、唐突に今まで保っていた距離をゼロにされたのだ。

　そうして部屋の隅で床の上に押し倒されて、部屋着にしていたお気に入りのシャツをブチッと、簡単に破られた。

　あぁもうクソッタレがぁあ！　このシャツ、最近買ったばかりだったのに！　アーロンが選んでくれたのに！　ボタンどこに転がっていったかもうわからないしっ！　というか宿の人！　確実にオレの部屋をこいつにバラしただろ！　もう二度と泊まるか、ばっきゃろー！

　頭の中でそう喚わめきながらも、愉しげにオレを眺めたまま、チロリとその赤い舌先で胸の先端を掠かすめるように舐める男を、ギッと睨にらみつける。

　そうしなければ、手足の先が震えそうなくらい過去最悪に気持ち悪くて、半泣きになりそうだったから。

「っやめろって言ってる！　今すぐどけろ！」

「その願いは叶かなえられないな。大丈夫だ、すぐに悦よくしてやろう」

「だからお断りだ！　オレにはもう番つがいがいるって、最初に教えただろ!?　さっさと放せっ！」

　ぐっと両肩の付近を大きな手に押さえつけられ、太ももの上に跨またがられながらも、諦め悪く手足に力を込めて派手にバタつかせる。そんなオレを嘲あざ笑わらうように、その男は小さく喉のどを震わせる。

「ああ、聞いたな。だがそれが何だ？　君の番など、私を知れば取るに足らなくなるぞ？」

　そう言って男はオレの肩から右手だけを放すと、顔の横にかかる自分の金の髪を小さく掻かき上げてみせた。

　そこにあったのは、髪と全く同じ色をした、魚のヒレのように薄く半透明の特徴的な、耳──。

（……警戒レベルを最大級に変更、対象をラスボスと認定、以降本気モード……ってまじかよ、オイ……）

　思わず頬を引きつらせるほど、嫌な予感しかない。そしてその予感は、金髪男の姿をしたソレに、あっさり肯定されてしまった。

「ほう、知っているようだな？　そうだ、私は『竜人』だ。一夜限りとはいえ、相手に選ばれたことを光栄に思うがい──」

　フフン、とどこまでも上から目線の傲ごう慢まんな物言いで、そう言い放とうとした竜人。そのセリフを待ってやるほど、オレは素直ではない。

　というわけで、散々無意味な抵抗をしてみせることで、強つわ者ものの油断を誘うことに成功したオレは、特大の一撃をぶちかましてやった。

「《寝言は寝て言えド変態》！」

　つい心のままの言葉になってしまったが、派手な轟ごう音おんと共にこの部屋一室を確実にぶっ飛ばすほどの魔力弾を、超至近距離でアホ竜人に叩たたきつけた。結果、無事に自由の身となった。

　床にいたはずのオレも、魔法の反動でゴロゴロと絨毯の上を転がるほど、吹っ飛んでいたが。

　天井が消え去り、外に面した室内の壁もごっそり崩落し、夜空と夜の街が土つち埃ぼこりの向こうに映るなか、すぐさま起き上がったオレは、裸足のまま駆け出した。

　人々の驚きや悲鳴の声が響いてくる宿屋の廊下へ、ではなく、このまま建物そのものから脱出するべく、眼下に広がる街へ飛び降りるつもりで。

　ここは二階の部屋だし、きっと着地先は崩れた壁やらなにやらで最悪の状態だろうが、精霊魔法でちょちょいっと対応すれば、裸足でも問題ないはずだ。

　似たようなことなら、何度かやったこともあるし。

　そのまま賑にぎわう夜の街に紛れて、この竜人から逃げおおせてしまえばいい。

　いっそのこと、密ひそかに門を乗り越えて、街から脱出してもいい。過去、何度かそうしてきたのと同じように。

　ただ──飛び降りる前に一瞬だけ、躊ちゆう躇ちよしてしまった。

（アーロンとこのまま行き違いになって、会えなくなったら……）

　普段のオレであれば考えるまでもなく、それは杞き憂ゆうだと判断できただろう。

　神殿から転移魔法で逃げ出した時に、さっさと再捕獲されたのだから。またすぐに見つけてもらえる、大丈夫、そうわかりそうなものなのに。

　多分、空腹で頭に糖分が足りてなかったんだ。だから、そんな余計なことを考えた。




　それが、敗因。




「はは、はははははっ!!」

　心底愉しげな、だが身の毛がよだつような圧を纏まとった哄こう笑しようが、背中から上がるのと、腰の辺りに素早く何かが巻き付いたのは、同時だった。

（──ッまずっ）

　た、と頭の中でさえ言い切る前に、ぐんっとそのまま後ろへ引きずられるように体が僅か、宙に浮く。

　それを自覚した瞬間には、絨毯を失い剥むき出しとなった板間へ、背中から派手に叩きつけられていた。

　受け身を取る暇すらなく、ミシッという嫌な音と共に、数秒、息ができなくなる。精霊魔法を使うための、たった一言、その声を出すことすら難しい。

「素晴らしいじゃないか！　人間如ごときが、この私に、ここまで楯たて突くとは！　いいぞ、実にいい！　その異様な見た目もいいが、何より気に入った！」

　ろくに呻うめくこともできないまま再び引っ張り上げられた体は、首元に赤と黒の斑模様の尻尾が巻き付き、足がつかない高さで宙ちゆう吊づりにされていた。

「…っ……ぐ、ぅ…っ！」

　きつく首を絞め上げられる感覚に、これは本気でマズい、と背筋に冷や汗が伝う。

　滑らかな手触りだが硬質なその尻尾をどうにか引き剥はがそうと、手に力を入れたものの……人間、頸けい動どう脈みやくを圧迫されたら数秒で落ちるんだよなぁ、と頭のどこかでツッコんだのを最後に、目の前が真っ暗になっていった。

　次に意識が戻った時、幸いにも視界に飛び込んできたのは、めちゃくちゃになった室内と欠けた夜空で、耳に届く人々の喧けん騒そうもそのままだった。

　どうやら失神させられていた時間は、ごく僅かだったらしい。

　どこかの誰だれかが、早く逃げろと叫んでいるのを遠くに聞きながら、オレは口の中に突っ込まれていたボトルから流れこむ液体に、盛大に咽むせた。

「うっ…んぐっ!?　ふぐっ……ぅん──!?」

「やぁおはよう、せっかくだからこれは使わせてもらおうな？　ほらほら、しっかり飲みたまえ」

　ひっくり返ったベッドと思しき残ざん骸がいを背もたれにして、床の上に座らされている。その状態で、目の前でにこやかに笑う竜人の男がオレに無理矢理飲ませているのは、今日確かに、部屋の隅へご退場願った強制発情薬のボトルに違いなかった。

　あの独特の甘味のある液体に溺おぼれかけ、その苦しさからどれだけ暴れようとも、オレの顎あごを固定する男の手はハーフボトルサイズの瓶が空になるまで、決して放してくれなかった。

（や、やぁぁあ!?　嫌だ嫌だ嫌だ！　これはダメだ、これだけは絶対ダメだって！　ぅ、あぁああ!?　っアホ！　だから落ち着け──！）

　スウッと精霊たちの姿が視界から消えた途端、体の中で何かが爆発したのかと感じるほど、急激に体温が上がっていく。

　一方で、手足の先は鉛のように鈍く冷えていくようで、男から手を放された体が床に倒れ込むのすら防げない。

　それどころか、自分で自分の感情すら制御できなくなっていく。

　頭の中に無理矢理手を突っ込んで掻き回されているような、もうこの恐怖と不安にただ泣き叫びたい思いと、それでも必死に何か打開策をと希望にしがみつく自分で、ぐちゃぐちゃになる。

「人間共がうるさくて、さすがにここでは落ち着かないか。仕方ない、君は特別に私の塒ねぐらへ招待してやろう。その身に余る栄誉だ、光栄に思うがいい」

　滲にじむ視界のなかで、そう微笑ほほえみながらオレへと手を伸ばす金髪の男を見つめながら、心の中で誓った。このアホだけは絶対、ぶん殴ってやると。

　ただそれは強がりの理性であって、ぐちゃぐちゃになっていた方の本音は──。

（っあーろん…あーろん……そろそろ助けにきてもいいんだよぉ？　……うぇぇ……あーろーんっ！）

　そうかなり……子供のようにガン泣きしていたのは、内緒のままにしておきたい。

　男の白い手袋に包まれた指先がオレに触れる、その寸前に夜空から降ってきたあの声の持ち主にだけは、絶対に。

「そうだね、この手で殺してやるから、そこを動くな。光栄に思え、ブラスティフォード」

「ん──？　貴様は、なに……え、まさかおまっ……!?」

　感情の一切を削そぎ落としたような声音が静かにそう響いた刹せつ那な、焦ったような金髪竜人の叫びを飲み込んで、世界は轟音と共に白く染まった。

　そのなかで、慣れ親しんだ温かな腕にふわりと包まれた瞬間の安あん堵ど感かんを、オレはきっと一生忘れない。

　ピンチにちゃんと駆けつけるとかどこのヒーローだよ、ほんとかっこいいわ、オレの御主人様。




　　　　＊




　気持ちが悪い。非常に、とてつもなく、ただただ気持ちが悪い。

　その強烈な不快感に眉まゆを顰ひそめながら、うっすらと目を開ける。そこでようやく、いつの間にか自分の記憶が途切れていることに気がついた。

　それを不思議に思う自覚すらもなく、誰かが叫んでいるような声をうるさく思いながら、目の前に見える皺しわが寄った白い布をぼんやり眺める。

　次に、その向こうへなんとなく視線を動かすと、ダウンライトのようなか細く淡い光が、暗がりのなかに室内と思しき景け色しきを浮かび上がらせているのが目に入る。

（……どこ、だ…ここ……なんで……）

　全く見覚えのない広そうな部屋と、自分が今うつ伏せになっている場所がベッドらしきものの上であることをやっと理解した頭が、ゆっくりと回りだす。

　ただ、その次の瞬間に、ざっと音を立てて血の気が引いたのは……。

「やぁあぁッ！　やらッ……ひぁ、ぁあっ、ぁあぁーーー！」
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　うるさいと感じていた音の正体が、自分の口から盛大に溢あふれ出す、ろれつの回らない悲鳴じみた喘あえぎ声だと自覚したからだ。

　そのうえ、体が沸騰でもしているかのように熱くて仕方がない。

　しかも内側から体中を灼やくように舐なめ尽くすその熱は、間違いなく快楽だった。

「ひっぅん!?　あっ!?　やっ、なっ…！　んぁあぁ!?　いっ────！」

　白いシーツしかろくに見えないなかで、後口に入り込んだ異物に好き勝手に動かれていると理解した時、息もできずに凍りついた気分だった。

　ずちゅ、ぐちゅ、と小さく下肢の間で上がる音がやけにはっきりと聞こえ、体が溶けそうなほどの強烈な快感とは裏腹に、頭の中は冷たく黒い感情で一杯になっていく。

（なんっでオレ、誰にヤられて……なにがっ、どう、なって……）

　混乱した記憶をどうにか順番に思い出そうとしても、次第に体内の更に深い所を拓かれていく感覚に、また口が勝手に盛大な声を上げ始める。

　そこでやっと、口に出せた名前があった。

「ひ、やだぁあぁあ!?　やらぁ！　やぁあっ！　……っアーロン!!」

　なんで？　なんでオレこんなことになってんの？　何がどうなった？　アーロンは？　なんでアーロン以外とこんな──！

　ぶわわわっと無意識に目元からせり上がった熱のせいで、視界が一気に滲にじみだす。それでも、感覚の鈍い腕にどうにか力を込めて体を捩ねじろうとしたところで、拍子抜けするほどあっさりと、あの低く柔らかな声が間近から聞こえてきた。

「──ハル？　ハル、大丈夫？　ごめんね、痛かったかい？」

「うぇ？」

　ぐすっと洟はなをすすりながら、首を動かすのさえ一苦労のなか、どうにか自分の背中側へと視線を巡らす。すると、そこにいたのは紛れもなく、オレの番つがいではないか。

　僅わずかな光の中でも小さく輝くような白銀の巻角、肩口まである緩く波打つ薄うす蒼あおい色の綺き麗れいな髪、今は少しだけ眉を下げてはいるものの、上品に整った柔らかで優しげな顔立ち。

　珍しく上半身裸姿となり、見た目よりも意外と引き締まっている、その均整の取れた体を晒さらしてはいるものの、いつもと何一つ変わりのないアーロンが同じベッドの上に、いる。

（あ、なんだ……アーロンか……よ、良かったあぁあぁ……）

　そう確信した途端、ぷしゅうぅと張り詰めた風船があっという間に萎しぼむ勢いで、自分でもわかるほどに体から力が抜けていった。

　それをどう思ったのか、心配そうにオレを覗のぞき込むアーロンの顔が近づいたことで、その左頬が少しだけ赤く腫はれているのが目に入る。

　まるで殴られた──いや、平手打ちでもされたかのように。

「っん…アーロン、けがひてる？　……あろ、これっ……ろーゆぅころ？」

「僕よりまず、自分の心配をして。ハル、手は痛くない？　調子はどう？」

「へぅ？」

　いいかげんにしっかり動けよオレの口、と頭の片隅に小さく過よぎるなか、体の奥でじわじわとむず痒がゆいような感覚がはっきりと生まれてくるのがわかった。

　それを意識してしまった途端、体内で動きを止めていた異物を体が勝手にきゅうっと食い締めると、痺しびれるような甘い感覚がそこから駆け抜けて小さく腰が跳ねる。

「ひっ…ぅ!?　あ、あぁっ……なん、なんれっ、これぇ……っ！」

「まだ、薬が抜けないみたいだね。記憶も……少し混乱してる？」

「ん、あぁっ！　あ、ぁっ、う、動くのだめらっ……ひんぅうっ！」

　そっと腰を掴つかまれたことで自分が素っ裸にされていることを今更知ったが、それよりもなによりも、再びゆっくりと体の中で動き出したもの──もう明らかに誰かさんの尻尾しつぽなのだが、それがもたらす強烈な快感に目の前で小さく星が散った。

（意味がわからない、なんでこんなに感じるんだ!?　まるで、間違えて強制発情薬を飲んだみた──……あ、思い出したわ）

　陸に上がった魚のように何度も体が小さく跳ねるなかで、この状況の元凶が茹ゆだった脳裏にもくっきり蘇よみがえり、オレはすかさずアーロンに宣言していた。

「アーロンっ、あい、あいつっ…ひんっ！　……ぁ、あのりゅーじんぅうっ！　……ぜっらいぃ、んぁあっ、ぶっ、ぶん殴るからなぁあ!?」

「っ……よかった、それだけ元気があれば、もう大丈夫かな……ほんと、ほんとうに……」

　どこかか細い声でそう呟つぶやきながら、オレの隣にそっと横になったアーロンとやっとまともに顔を合わせることができた、のだけれども……なぜそんなに、泣きそうな顔になっているのか。

「はっ、ぅ？　……アーロン、ろうし…っ、あぁ！　や、やらっやらッ！」

　どうしたんだ、と問いかけることすらできなかったのは、またあの気持ち悪さが体中に広がってきたからで。

「ハル？　ごめん、そろそろ辛いかな？　でもまだイかないと、薬が──」

　宥なだめるようにオレの耳元の髪を梳すく、黒い手袋に包まれた大きな手。

　うまく動かない自分の腕を震わせながらそれに絡ませて、オレは目を閉じて叫んだ。

「しっぽ、しっぽはもうやらぁっ！　アーロンがっ……も、ちゃんとアーロンがいいっ！」

「────え？」

　どうして驚いたような声を上げてみせるのか、この番様は。

　なにがどうしてこんなに気持ち悪いのか、やっとオレにもわかってきたのだ。そう、誰だれのせいで、オレがこんなことになっていると思うのだ。

「もっ、もぉアーロンのせいらかんなっ!?　……これ、これっ、体が……体だけイクのが気持ち悪いッ……！」

　オレの番はオレをどう抱いてきたか、忘れているのではなかろうか。

　確かに体を刺激されてイクのは、気持ちいい。でもそれとは比べようのない快感をオレに教え込んだのは、この男本人だろうに。

「……でも、いいのかい？　今は発情期でもないし、終わった直後でもないから、多分辛いと──」

「つらくらぃ！　つらくてもいいから、はやくっ……ひっく……も、アーロンとしたいぃ……」

　達する手前で止まった体の辛さと、ありえないくらいの恥ずかしさ。

　最初から熱に浮かされていた頭は当然それを許容しきれずに、遂には泣きながらアーロンにそう縋すがることになったとか、ちょっと記憶から消しておきたいと切実に思う。

　でもそんなオレを抱き起こしながら、嬉うれしそうに金の瞳ひとみを細めて小さく微笑ほほえんでくれたアーロンのことは、ばっちり目に焼き付けておいた。

　状況を忘れて見み惚とれるほどに、その透き通るような笑みが綺麗だったから。

　そうしてベッドの上に身を起こしたアーロンは、うまく力の入らないオレの体を対面座位の形で抱きしめてくれながら、一度触れるだけのキスを唇にしてくれた。

　そういえばまだキスもしていなかった、とそれだけで頭がぽわ～となっていると、くちっと小さな音を立てて、熱の塊がゆっくりとそこに押し当てられていく。

「ぁ、あっ…ふぁっ……」

「こら、焦らない。大丈夫だから」

　喉のどの奥で笑う優しい声音に耳をくすぐられながら、つい自分から腰を落とそうとした体を、大きな手に宥められる。

　そのままゆっくりゆっくり、焦れったいほどに慎重に体内へと押し入ってくる熱は、ぞくぞくとした淡い快感もあるけれど、やはり苦痛の方が少し大きい。

　それでもその先を知っているからこそ、ぐずぐずに溶けるのではないかというくらい体に教え込まされたからこそ、意識的に大きく息を吐きながらそれに耐える。

　そうすれば、ほんの僅かな時間の後には──。

「ん、上手だよ。ハル──」

『ハル、愛してる』

「ふぁあっぁあ！　あっ、あぁっ！　これっ…これぇっ！　ひぁっ、あーー！」

　この全すべてを包み込むような声が頭中に響くなかで、骨の髄まで蕩とろけるほどに、また愛してもらえるのだから。

　とりあえず、この最高に幸せなひと時が終わったら、あのアホ竜人には必ずこの手で天てん誅ちゆうを下してやる。そう頭の片隅で誓ったのを最後に、オレは愛いとしい熱に没頭することにした。

　誰のせいでこんな体になったんだ、と恥ずかしさを誤ご魔ま化かす言い訳を、胸の内で唱えながら。




　　　　＊




　散々自分からねだった挙げ句に最終的に寝落ちするという酷ひどい夜が明けた結果、オレは今、穴があったら全力で入りたい羞しゆう恥ち心しんと共に、広すぎるベッドの端っこで丸くなっている。

　ちなみに既に室内はくっきりと明るく、おそらく昼が近いか、既に過ぎているような時刻と思われる。

「ハル、もう大丈夫？　少しは眠れたかな？」

　すぐ傍から聞こえる、気遣わしげな低い声音。

　その魅惑の声に、頭まですっぽり被っていた上掛けをほんの少しずらしてみる決心をしたものの……。

「………だめだわ、これ」

　もう一晩以上経たっているはずなのに、体がまだまだ熱っぽい。風邪で高熱を出した時のように、悪寒も少しある。

　それなのに目の前に現れたアーロンの心配そうな顔を間近で見つめた途端、小さく胸が音を立てて跳ねるのだ。

　いまだに素っ裸のオレと違い、いつも通りシンプルな濃紺のロングコート姿でベッド脇わきの椅子に腰掛けているだけなのに、その姿に後光が差しているかのように輝いて見える始末。

　きっとまだヤバい薬の影響もあるのだろうが、これはぶっちゃけ、オレの番が素晴らしすぎるのがいけないのではなかろうか。

　どこかのアホ竜人に、強制発情薬を無理矢理飲まされた辺りで、オレの記憶は途切れ途切れになっている。

　それでもできる範囲で思い出してみると、そりゃもうアーロンがカッコよかった。

　宿屋全体が轟ごう音おんを立てて崩壊した時には、その腕の中にオレをしっかりと確保してくれていた手際の良さは、言うに及ばない。

　その後、建物の残ざん骸がいを押しのけて出てきたあの竜人アホを触れることもなく、ズタボロにしてくれたのだ。

　ヒュッとやけに鋭く風を切る音が何度も聞こえていたから、おそらくアーロンの見えない尻尾が大活躍していたのだろう。

　何かしきりに言い訳をしようとしていたボロボロの金髪竜人が、数ｍほど上空に打ち上げられた直後、突如激しく地面へめり込んだ辺りで、オレの記憶はとりあえず終わっている。だから、その後何がどうなってこの見覚えのない部屋にいるのかは、一切わからないが。

（この世界で……いや元の世界でもそうだけど、助けられたのなんていつ以来だ？　しかも同じ竜人相手に、オレを抱えてるから不利なはずなのに、アーロンは無傷だったし……もうほんとヒーローか？　世界でも救っちゃう感じなのか？）

　なんてことが勝手に頭の中を駆け巡り、それにつられて心臓もうるさく音を立て始めるし。

　惚ほれ直すってこういうことかー、とやけに実感してしまって、それもまた心臓に負担をかけてくるのだ。

　だが、そんなオレとは対照的に、なぜかアーロンはその金の瞳に陰を纏まとわせて、そっと視線を下げる。

「そうだよね、あの雑魚……君に丸々一本、発情薬を飲ませたとか……やっぱり今からでも息の根を止めに──いや、そんなことはいつでもいいか……」

「アーロン？」

　口調はいつもとそう変わらないのに、どこか弱々しく──はっきり言えば、しゅんっとなってしょぼくれて見えるアーロンが不思議で、オレは無意識にその名を呼んでいた。

　でも、視線が合うことはない。それどころか、アーロンは前髪でその顔を隠すように、深く深く俯うつむいてしまった。

　え？　なんで？　オレが心配かけすぎた？　まぁ部屋から出るなって言われてたのに出ちゃったし……ん？　宿から出るな、だったか？　いや、この際どっちでも同じか。

　オレの不注意であんなことになったのは否めないし、これは誠心誠意この不始末をお詫わびせねば。

　まだ怠だるい頭でも、どうにかそう結論を出してそのまま口を開こうとしたのだが、その寸前にポツリと呟いたアーロンの声に、一度全てがオレの頭から消えた。




「僕はハルに、無理をさせている」




　ごめん、と消え入りそうな声音がそっとその後に続き、広く高級そうな部屋に沈黙だけが流れる。

「────は？　……え？」

　その言葉はあまりにも唐突で、全く理解の及ばないオレの口からは、そんな間抜けな音しか出てこない。

　そんなオレを一いち瞥べつすることもなく、俯いたままのアーロンは更に言葉を続けた。

「どうして、あんな雑魚に君が捕まったのかと不思議だったんだ。君なら、最低でも一晩くらいはあの程度の雑魚から逃げ回るくらい、容易たやすいはずなのに。だから、奴やつに問いただしたら──二階から飛び降りるのを躊躇ためらったと……ありえないよね？　ハルならそのくらい楽勝だよね？」

「う……？　あ、はい？」

　さすがアーロン、よくオレのことをわかっていらっしゃる！　そうそう、そんなの楽勝──って待て、それは誤ゴ解カイだ、二ニ階カイだけど。って違う、そんなオヤジギャクを考えている場合じゃなくてだな、いくらオレでも二階から飛び降りるのは緊急事態だから、『楽勝』ってわけでもないのだが!?

　猛烈にそうツッコミを入れたい自分を抑えていると、なんとオレの番つがい様はそのまま流れるように懺ざん悔げし始めるではないか。

「僕が『宿から出るな』と言ったから、気にしたんだよね？　だからあんなクソ雑魚に捕まって怪け我がまで……でもそれだけじゃない。ハルは旅を再開してからずっと、僕に合わせて無理をしている。魔車を乗り間違えたのも、本当はわざとだったのかな？　崖がけから飛び降りたのだって、ひとりだったらやらなかったんじゃないのかい？　──全て、僕を楽しませようと無理をしていたんだろう？　それに僕は、前よりうるさく口出ししていると思う。行き先や旅の経路、二輪魔車のことだって……でも、ハルはおとなしく全部僕の言う通りにしてくれた。僕はそれに……甘えていたんだ。だからこんな……もう少しで、取り返しのつかないことに──」

　あかーん！　これダメだ、絶対ダメだっ……そ、それ以上は……！

「もうダメだってマジでストップ、アーロン待てッおすわり、たんまっ！」

「ハル？」

　うまく力の入らない、それどころかあらぬ箇所やら関節やら節々が痛む体をバタつかせながら、オレは必死にアーロンの言葉を止めた。

　だってな、このまま放置したら──。

「頼むからッ！　それ以上オレのハードルを上げてくれるな!?」

「え」

「アーロンちょっと考えすぎ！　もっと、もっと単純に考えようか？　オレだぞ？　相手はオレなんだぞ？」

「え」

「オレが！　このオレが！　そこまで深く考えていると、ほんっとうに！　思うのかッ!?」

「──────えぇっと？」

「おいぃい!?　そこで考えるくらいなら、きっちり否定しろよ！」

　まったくうちの嫁様は何を言い出すのかと思えば、なんだこのオレへの溢あふれんばかりの好意的な誤解は。どこをどうとったら、そうなるんだ!?

　あれ？　むしろこれ、誤解を解いたらオレへの好感度がダダ下がりする危険がある？　いやしかし、今後のためにも、ここははっきりとさせておかねばなるまい。

　虎穴に入らずんば虎子を得ず、ってやつだ！　……ん？　合ってる、よな？

　どうにかこうにか半身を起こすことに成功したオレは、椅子に腰掛けているアーロンと同じ高さで視線を合わせながら、きっちりと主張した。

「色々と考えてくれたところ悪いけど、オレ、そんなにアーロンのこと気にしてないぞ？　……ってこれは言い方が違うな、何て言うんだ……そう、オレの方がアーロンに、甘えてると思う」

　魔車を乗り間違えたのも、決してわざとではない。今までほとんどそんなミスを犯したことはなかったけれども。

　崖からバイクでダイブしたのも、確かにひとりではやろうと思わなかったかもしれない。

　でもそれは、全て──。

「アーロンがいれば、どんなにマズい状況になってもなんとかなるかなって」

　どこか頼りなく揺れる金の瞳をじっと見据えながら、脳内で急いでかき集めた言葉をそのまま口にしていく。

「だから、オレは全然無理なんてしてない。変に遠慮なんかも、したことない。むしろアーロンが一緒にいてくれて安心だから、その……無意識に頼っているというか……」

　そもそもなぁ、アーロンが同行してくれたあの一ヶ月だけで、ひとり旅に戻るのは大変そうだと憂ゆう鬱うつになるくらい、ふたりでいるのが楽だったんだ。

　それが甘えでないとしたら、何だと言うのか。

「でも、ハルの旅に、僕がついて行くのを許してもらったのに……今の状況では、干渉しすぎていると──」

「それは違うだろ。今はもう、オレとアーロンの『ふたりの旅』だろ？　お互いが気遣うのは当然じゃん。今更だけどさ、アーロンこそ無理してないのか？　一ヶ月以上もオレと旅暮らしだったのに、またすぐにこんな街から街への旅だし」

　やっぱり、甘えていたのは確実にオレの方だろうな。

　でなければ、今になってこんなことを確認したりはしない。もっと早く、最低でも旅を再開する前には、きちんと尋ねておくべきことだったのだから。

　ただオレがそうしなかったのは、聞くまでもないと甘えきって、期待していたからだ。

　儚はかなげな微笑を浮かべたこの美しい竜人が迷いなく、オレの望み通りに答えてくれることを。

「僕は君の傍にいられるなら、そこがどこだろうと構わない」

　ほらな。

「……やっぱりオレが、アーロンに甘えてるって」

　思わずそう笑ったオレに、アーロンはまだ「でも」と言い募ろうとしたが、今回のあれこれについては単純にオレのミスも大きい。

　ただしその一番の原因は、腹が減っていたということだ。

　糖分が足りないと、ただでさえろくでもない頭が輪をかけて回らなくなるからな！

「というわけで、腹が減って死にそうなんですけど。どうにかしてくれませんかね？　アーロンさんや」

　そう結論を出したオレをしばらくなんとも言えぬ顔で見つめた後、ようやくアーロンはしっかりと笑ってくれた。

「すぐにでも、どうにかするよ。──ありがとう、ハル」

　泣き笑いみたいな顔をしながらも、こんなことでとてもとても綺き麗れいに微笑ほほえんでくれるなんて、本当にオレの嫁カワイイ。

　そんなことを本気で思っていたのはきっと、まだ頭の熱が下がりきっていなかったからだろう。




　　　　＊　＊　＊




「は～～……ごちそうさまでした、美味おいしかったぁ～」

　幸せそうなため息と共に満面の笑みを浮かべたハルが、そう言って胸の前で小さくパチンと手を合わせた。

　異世界にある彼の故郷では一般的だという、その食後の儀式が終わるのを待ってから、束つかの間まの食卓になっていた小さなベッドテーブルを、部屋の中央にある別の大きな白い円卓の上へと片付ける。

　たったそれだけのことでもハルは、いつものように「ありがとな」と笑ってくれた。

　膝ひざ丈たけの黒い寝間着一枚だけを身に纏っている彼の頬は、まだはっきりとした赤みを帯びていて、呼吸も普段より少し深い。

　食事のためにベッドから降りようとして、ふらついたくらいだ。体調が良くないのは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。だから動かずに食事ができるよう、急きゆう遽きよベッドテーブルを追加で用意させたのだが、そのせいで食べ始めるのにも少し時間がかかってしまった。

　それなのにハルはまだ一度も、僕を責めない。

「アーロンもさ、やっぱり少しは食べたら良かったのに。ここのご飯、ほんと美味しかったぞ？　おっと、そういえばここどこ？　宿屋にしてはこの部屋、広すぎないか？　あぁ、あと宿……あのお宿はどうなったか、アーロンは知ってる？　ちょーっと、罪悪感が……」

　そう言って見慣れぬ室内を改めて見回した後、いたずらがバレた子供のような顔をして、小さく頬を掻かくハル。そんな彼にどう説明しようかと、少しだけ脳裏で考えた。

　きっかけは、立ち寄る予定にしていたヴェールデッダの街に奇跡的にたどり着いた日、今夜くらいはいいかなと遠回しに褥しとねの誘いをして、無事に了承を得た直後のことだった。

　不意に、懐かしい気配が僕の鼻をついた。

　そういえばこの辺りには、あの同族の神殿があったか、と遅ればせながら思い出すのと同時に、対応を迷った。

　最近は特に関わり合いがないとはいえ、一応は世話になったことのある相手だ。

　竜の礼儀に従うなら、一度は僕から出向いて、挨あい拶さつをしておくべきだろう。

　しかし『竜人』として暮らしているはずの同族の気配は、やけに希薄で、留守である可能性が非常に高いようにも思えた。

　僕とは違い、次期竜帝の指命争いに嬉き々きとして参戦している竜ひとだ。

　大方、今もまだ次の番候補を、気ままに探し回っているに違いない。

　そこまでわかっていながらも結局ハルひとりを宿に残して、近場にある神殿へ出向くことにしたのが愚かだった。

　近いとはいえ、それは竜の姿に戻って飛ぶからこそであって、ハルのいる街の様子がすぐには感知できないほどの距離があったというのに。

　思えば、ハルに事情を説明して、同行してもらえば良かったのだろう。

　彼が僕の番だと知らしめることで、余計な干渉が増えるだろうことを億おつ劫くうがる前に。

　そうしてさえおけば、ハルが怪け我がをすることも、怖い思いをすることもなかったのに。

　呑のん気きな僕が、ひとり訪れた他竜たにんの神殿は案の定、主不在であり、帰還予定の報もないということだった。

　それなら結構、と急いで街に引き返せば──そこに近づくにつれ、見知った気配が濃厚さを増していくではないか。

　まさか入れ違いになったのか、と無駄になった時間にうんざりしながら、空を行く速度を速めた。

　そろそろハルが、お腹なかをすかせている頃ころだと気がついてからは、尚なお更さらに。

　やがて夜でも明るい街の上空へと舞い戻ったが、眼下に飛び込んできた光景を理解した瞬間、頭の中で何かが小さくプツッと音を立てていた。

　小魚の群れを散らすように、逃げ出した人々の中心。そこにあったのは半壊した建物で、それは間違いなく、僕とハルが今日の宿に定めたもの。

　内部から吹き飛んで剥むき出だしになったボロボロの室内には、遠目からでも記憶と一致する同族の変わらぬ姿と、その足元にぐったりと横たわった僕の────。

「──私の塒ねぐらに招待してやろう。その身に余る栄誉だ、光栄に思うがいい」

　かつて聞き慣れていた口ぶりで、そう告げる愉しげな声音に、自分の内側で突沸した感情なにか。

　それが純然たる殺意だと自覚した瞬間にはもう、力一杯同族へと自分の尾を叩たたきつけていた。

　腕の中に取り戻したハルが、大量に摂取させられた発情薬のせいで朦もう朧ろうとなっていなければ、不意打ちからの有利を活いかし、そのまま確実に息の根を止めていただろう。

　でも、そんなことは後回しでいいと、どうにか自分を落ち着かせるのが先だった。

　回復魔法でハルの傷を癒いやしながら、力を削そぐだけ削いだあの雑ざ魚こへ命じて、僕らを奴やつの神殿へ運ばせることを、まず優先したのだ。

　余計なことを気にせずに、ハルを介抱できる場所へ、と。

　いくら知らなかったとはいえ同族の番つがいを傷つけるなど、竜帝に知られればかなりの叱責──それも物理的な叱責を受けることは確定なのだ。

　それを恐れる満まん身しん創そう痍いの同族が、僕の要求を断るはずもない。

　その道中、奴が白状したハルが逃げ切れなかった理由に、内心首を傾かしげていた。あのハルがなぜ、と。

　その後、神殿の者たちに案内させた部屋へ籠こもってすぐ、意に染まぬ熱に苦しみ続けるハルを楽にしてあげようと、火照った体に触れたのだけれど──……思いもよらぬほどの、強い抵抗にあった。

　何度僕が呼びかけても、目を閉じたまま、意識さえ覚束ない状態にありながらも、ハルは泣きながら声を上げた。

　嫌だ、放せ、触るな、やめて、こわい、誰か助けて──と。

　僕が知っているハルとは別人のようなその言葉に、しばし呆ぼう然ぜんとした。

　ようやく我に返ったのは、加減の利かない力で振り上げられた細い腕に、強したたかに頬を張られてからだった。

　そこで初めて僕は、ハルがずっと無理をしていたのではないかと思い至った。

　きっと本来であれば、これほど男同性に触れられることを忌避していたのだろう。

　それでも僕を受け入れてくれたのは、愛してると応こたえてくれたのは、一ヶ月という短い時間でも共に旅をした仲間に対する、ハルの優しさだったのではないか。

　それを竜の求愛で番となってしまったから、契り酔いが覚めても無理をして、本当は嫌なはずなのにそれでもまた、契ろうとしてくれていたのかもしれない。

　この再開した旅でも、不自然なことはあった。

　旅慣れているはずのハルが、最初から魔車を乗り間違えたり、特殊な高速二輪魔車で崖がけから飛び降りるという、無謀極まりない行動をしたり。僕がつい口にしてしまった忠告にも、ほぼ全すべて従ってくれて……もしかしてそれは全て、僕のために無理をしていたのではないか。

　僕を、楽しませるために……。

　僕がハルに、愛いとしい番に、ずっと無理を強いていたなんて。

　挙げ句に、簡単にひとりにして怪我までさせた。こんなに泣くほど、今も嫌な目に遭わせている。

　でもいくら嫌がられても、薬を抜くには発散させるのが一番早い。

　だからハルをうつ伏せにして押さえつけ、ただ熱を吐き出させながら、膨れ上がる自己嫌悪に圧おし潰つぶされそうになっていた。

　目を覚ましたハルに、僕がいいのだと乞こわれるまでは。

　それが薬の影響でしかなくとも、ハルから求めてもらえるのは嬉うれしかった。

　ただ、ハルがどうにか眠りに落ちた後にまた、色々と考え込んでしまうことにはなったけれど。

　そんな一喜一憂する長い夜を終わらせてくれたのも、ハルだった。

　今朝けさ、目覚めたばかりのハルに、敏感に僕の様子が違うことを察してくれた番に、僕は自己満足にしか過ぎない謝罪の言葉を、口にしてしまった。鬱うつ屈くつした苦い想おもいを、自分の胸の中だけに仕舞い込むことができなくて。

　そんな狡ずるい僕を、彼はこれでもかと甘やかしてくれたのだ。

　無理なんてしていない、オレの方が甘えている、と。

　無意識に頼っていると言われて、僕がどれほど嬉しかったか、きっとハルは知らないだろう。

　おまけに、すぐにその言葉が真実だとでも言うように、無邪気に空腹を訴えて、どうにかしてほしいと頼ってくれたのだから。

　僕竜人という番がいながら怪我を負う事態になったことや、理由はあれども強引に体へ触れていたこと、全て僕が原因のこの不手際を、もっと責めてくれてもいいのに。

「えぇ？　じゃあここって、あの竜人の神殿なわけか……マジか……一応お世話になった的な状態か？　もしかして、ぶっ飛ばしたらマズい感じ？」

　時系列だけをかいつまんで事の成り行きを簡単に説明した後、そうぼやきながらも僕に伺いを立てるハルを、更に愛しく感じるのは当然だろう。

　僕の番でありながら、他の竜人に無体を強いられそうになったのだ。

　打ち身と擦り傷程度とはいえ、怪我までさせられている。

　仮にハルが怒りの感情のまま、奴を殴り倒したとしても、僕にそれを咎とがめる資格などない。

　それなのにわざわざそう確認してくれるのは、竜という特殊な種族のなかで、僕に何らかの悪影響が及ばないかと気遣ってくれているからだ。

「……本当にハルは、僕にはもったいないくらいの旦だん那な様だね」

「はい？　え？　何の話だ？」

　少しだけ気になることも残ってはいるけれど、今はただ不思議そうに首を傾げる僕の番が、誰だれよりもただ愛しい。

　発情期が来た時も、契りを交わして番となった時も、これ以上愛しいと想おもうことはないと思っていたのに、簡単にその上限が何度も何度も更新されていくなんて予想だにしなかったのに。

　だから僕は、誰よりも愛しい番の願いを叶かなえるべく、二度と顔も見たくない同族を、この部屋へ呼び出すことにした。

　まさか──その……極僅わずかだけ、波間に浮かぶ泡程度には、奴に同情することになるとは思ってもみなかったけれど。
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　やはり、空腹は最大の敵である。

　腹が満たされるにつれて、ぼんやりと見え始めた精霊たちの姿にそう確信したオレは、その直後にちょっとした運動をしたせいで今、最初に目覚めたのとは違う部屋にいる。

　目覚めた部屋と比べて半分くらいの広さだが、ここもダブルサイズは優に超える天てん蓋がい付きベッドがあり、淡い緑の壁紙と白色の調度品でセンスよくまとめられていて、非常に過ごしやすい。

　扉の向こうから聞こえる廊下の喧けん騒そうを無視できれば、だが。

「そ、それで!?　朝あさ緋ひの君はっ!?」

「寝台にお運び頂けましたっ！　蒼月の君からは『放っておいて大丈夫』との御言葉があったそうですがっ」

「あら、竜の君の御言葉なら安心ですわね？」

「ですがっ！　と、とにかく急いで文献をあたりましょうっ……いざとなったら、ラスティアーナ様のお知恵をっ……！」

　パタパタパタと何人もの慌ただしい足音が、ひっきりなしに部屋の前を往復するなか、オレは再びベッドで横になっている。

　大きな窓の向こうに広がった西洋風の見事な庭園が、夕日に彩られていくのを見つめながら、ぼーっと現実逃避をしているところだ。

　しかし頭の隅では、ここまで大おお事ごとになるとは夢にも思わなかったなぁ、どうすっかなぁ、トンズラ一択か？　と、しだいに声を上げ始める自分もいるわけで。

　何があったかというと、まだ熱を帯びて怠だるい体のまま、いつもより少なめの朝食……いや多分昼食だろうけど、とにかくなんだか久しぶりの食事を終えた後、アーロンがケジメをつけさせると言って、この神殿の主たるあの竜人を部屋まで連れて来たのが、事の始まりだった。

　ブラスティフォードと名乗ったあの竜人は、オレの記憶では長く緩やかに波打つ金髪に、黒々とした立派な角をした、華やかなイケメンだったはず……なのだが。

「いやはや……私ともあろう者が、同族の気配が混じっていることに気づかなんだとは申し訳ない。アウリストファーゼの番殿、面倒をかけたな、許せ」

　そう悪びれる様子もなく堂々と言い放ったその姿を、オレはベッドで上半身を起こした体勢のまま、二度見することになった。

　それというのも、輝くような長い金髪はあちこちが跳ね、よく見れば長さもばらばらのまま、結われることなく振り乱されていて、その特徴的な耳も優雅にヒラヒラしていたはずのヒレ部分が、見るも無残にボロボロになり、根元の方しか残っていなかったからだ。

　挙げ句の果てに、舞台俳優ばりに整っていた華やかな顔立ちは……。

「お岩さん……？」

　日本の古式ゆかしい怪談には欠かせぬ登場人物を思い出させるほど、いまだ盛大に赤黒く腫はれあがっているではないか。

「む？　アウリストファーゼ、お前の番殿は言葉が不得意のようだ、訳せ」

「ぺらぺら煩いその口で余計なことをほざくなら、魔力阻害の呪法は二度と解かないからね？　それに、いつまで突っ立って話をしている、跪ひざまずけ、この雑魚が」

「う!?　ぐぬぅぅっ……！」

　アーロンの絶対零度もかくやの凄せい絶ぜつな冷たい視線に促され、しぶしぶ絨じゆう毯たんの上に直接両りよう膝ひざをついたブラスン、ブラスト……金髪竜人は、そうしてオレへの謝罪を改めて切々と口にしたのだが、よくよく聞くと──。

　同族の番に手を出しかけたのは本当に悪かったとは思うけど、そもそも番を野放しにしている誰かさんも悪いだろ。

　番さんだって、この自分が竜人と正体を明かした時にそう言ってくれれば、そこで引いたのに。なんで黙っていたんだ、酷ひどいだろ。

　でもでもちょーっとだけだけど、怪け我がさせたのは悪かった、謝る、ほら許してたもれ？　許してもらえないと、魔力阻害を解いてもらえないし、このままだと怪我もろくに治せなくて結構辛いんですぅ。

　ここまで俺様が謝ったんだから、快く許してくれるよな？

　と、オレの脳内言語に翻訳されたのだが……どうやらアーロンにも、同じ意味に聞こえたらしい。

　跪いた金髪竜人の背後に立ち、無言のままその背に足を乗せようとしたアーロンを制止し、オレはひとつの提案をすることにした。

　一発殴らせてくれるなら、今回の件は水に流してもいい、と。

　その言葉に不ふ揃ぞろいな大きさになった赤い目をキラリと輝かせて、ズタボロ竜人は即刻頷うなずいた。

　人間如ごときに殴られるなど、不愉快極まりないが大したことはない。今回だけは特別に許可しよう、そうどこまでも、上から目線で。

　アーロンのこめかみにうっすら青筋が浮かんでいるような気もしたが、オレは油断すればふらつきそうになる体を気合で動かしながら、ゆっくりベッドから降りた。

　そして、部屋の中にいた一匹の精霊に視線を合わせて、一言告げる。

　全員集合、と。

　その言葉に小さな半透明の獣が、ニタァとホラーな笑みを浮かべた瞬間、広い部屋の中にはどこからともなく、精霊たちが大挙して押し寄せてきた。

　総勢、五十匹はくだらないだろうか。

「む？　やけに精霊が多いではないか。突然どうしたのだ？」

　跪かせたままでは殴りにくかろうと、気を利かせたアーロンに引っ立てられた男が不思議そうに周囲を見渡すなか、オレは一歩ずつ足を進める。

　一言ずつ、はっきりと口にしながら。

「《全能力超強化マキシマムブースト》、《全魔力変換フアイナルマジツク》」

「は？　な、なんだその魔力はっ!?」

「…………う、うん、頑張れー、ハル」

　周囲で見守る全すべての精霊たちがニタァァァと同じ顔をする恐怖光景のなか、瞬間的に体に漲みなぎる強大な力を確かめるように軽く右の拳こぶしを握ると、バチバチッと稲妻のようなものが腕から宙へと走る。

　それに焦ったように半歩後ろへと足をずらした金髪男と、スススッとその傍から即座に退避していくアーロンの声援を受けて、オレは最後の一声と共に、思い切り床を蹴けった。

「《ぶっ飛べクソ野郎》」

　そうして撃ち出された銃弾並の速度、の気分で繰り出したオレの全魔力を纏まとった、腕力を始めとする身体能力を超強化しての《最終兵器アルテイメツト・拳パンチ》は見事、あのいけすかない金髪男の頬を捉とらえ、ぶっ飛ばしたのだ。

　……だってさ、相手は竜人だろ？　つまり竜だろ？　最強種の生き物だろ？　たかだかオレの拳なんていくら強化したところで、ダメージ入らなさそうじゃん？

　そりゃ色々あったとはいえ敗者のオレが、アーロンに敵を討ってもらったというのに今更殴るのもな、ってちょっとは考えもしたよ？

　でもな、強制発情薬を一気飲みさせられた時の苦しさや、その後朦もう朧ろうとなってアーロン以外にヤられてると勘違いしてた時の、諸もろ々もろの感情とかを思い出したらさ、水に流す前にせめて一発くらい最大火力で殴らせてもらってもいいよなと。

　ただその結果、粉々になった壁ごと吹き飛んでいった金髪竜人の安否を、オレはまだ知らない。

　魔力切れだし薬のせいで体調も悪いしで、殴り飛ばした勢いのまま床にダイブしかけたところを、アーロンに素早くキャッチされてから、記憶が途絶えたのだ。

　そうして、次にはたと目を開けた時には部屋も違うし、廊下から聞こえてくる声は、何だかヤバそうだし……。

「ハル？　目が覚めたんだね、調子はどうかな？」

「──もしかしてオレ、やりすぎちゃいました？」

　寝返りを打った拍子に、ベッド脇わきの白い長机に向かって、表紙が深緑色をしたあのトンデモ本に視線を落としていたアーロンと目が合った瞬間、思わずそう尋ねてしまっていた。

　そんなわりと小心者のオレに金の瞳ひとみを僅かに泳がせた後、慰めるように彼はにこやかに応こたえてくれた。

「そんなことはないよ。あんな雑ざ魚こなんて、息の根を止めても良かったくらいなんだから」

　その言葉に、どうやらドラゴンスレイヤーの称号は手に入れずに済んだらしい、と胸を撫なで下おろしたのも束つかの間ま。

　遅ればせながら、体の違和感にやっと気がついた。

「……は…ふっ……」

「っハル？　大丈夫かい？」

　そろそろ丸一日近く経たつはずなのに、どうしてまだこんなにも強烈に体が熱いのか。

　勝手に口から溢あふれる息は確実に甘さを帯びているし、オレの名を気遣わしげに呼ぶ声が耳に届くだけでぞくぞくするし、黒に包まれた長い指先にそっと頬を触れられただけで声を上げてしまう。

「ひんっ！　……ぁ、な、なんでっ、こんな？」

（おかしいだろコレ！　治まるどころか昼よりも悪化してないか!?　初めて発情薬を飲んだ時だって、こんな風にはなってないし!?）

　ぼわわわっと体温が急上昇していくなか、そう頭の中で叫んでいたのを察してくれたのか、小さなため息とともに低く柔らかな、のんびりとした声音がすぐにその答えをくれた。

「魔力が切れたせいで、抜けきっていない薬の影響が出た……みたいだね？」

「え？　……え、じゃ、じゃぁ……」

　ぱさっと簡単にコートを脱ぎ捨て、オレの直すぐ横からベッドに片かた膝ひざを乗り上げて身をかがめたアーロンは静かに笑って、ただ簡潔に一言、告げた。

「抜こうか」

　また？　とその一言だけが、オレの脳裏をぐるぐると回り続けていた。
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　さすがのオレもさ、いくら若さ有り余る青少年とはいえ二晩も続けてがっつり……その、イタすというのは色々とキツイものがある。本心の一部では、確かにそう主張したかったのだが……。

「んぁ、あっ……ぁ、やっぁ、もっと……」

　夕暮れを迎えて、次第に薄暗くなっていく室内。

　寝間着を簡単に剥はぎ取られて広いベッドの上に仰向けで寝転がされ、もう手慣れた感じの優しい手付きで胸や太ふと腿もも、腰なんかを愛あい撫ぶされると、気持ちよさの期待値がどんどん上がっていくというか、さっさと次の刺激が欲しくなるというか。

　もう絶対二度と発情薬なんて、死んでも口にしない！　と誓うくらいには、あっという間に頭も体も茹ゆでダコ状態に逆戻りしていた。

「ゆっくりで大丈夫だから、ほら……コレは気持ち悦よくないかな？」

　ノースリーブの黒いタートルネック姿になった番つがいはそう囁ささやきながら、オレの両足の間に身をかがめる。

　これって──え、マジで？　と思わず目を見開くなか、下腹部に触れる柔らかな髪の感触がくすぐったく肌に伝わった直後、既に半ば形を持っていた下肢の中心がぬるりとした熱い何かに包まれて、即座に声を上げることになった。

「ふぁーー！　ひぁっ、はっ…！　ぁ、アーロンっ、ちょ…それっ…！　ふぁぁっ！」

　そういえば、誰かさんの発情期中にも何度かされた覚えはあるが、まだこんなに意識がしっかりしている時に口淫フエラされたことは、今までなかったかもしれない。

　というかこれ、色々とマズい。マジで、困る。

　それでなくとも、薬で体が暴走中の状態なのだ。そんな強烈な刺激になんて、耐えられるはずがないだろ。はっきり言って、秒でイクわ。

　その予想通り、咥くわえられてすぐに一度目の熱をあっさり吐き出すことになったオレは、早々にアーロンへ注文をつけた。

「ちょ……頼むから、もうちょっと、手加減しよ？　……これ、最後までオレもた、ない……はふっ」

　僅わずかに見えた舌先が薄く形の良い唇を舐なめ上げる様が、やけに艶なまめかしく映えるアーロンは、少しだけ身を起こすとなぜか眉まゆを下げ、「でも」と口にする。

「ハルは……その、やっぱり同性僕と契るのは抵抗があるだろう？　無理しなくても気持ち悦くしてあげるから、大丈夫だよ」

「おぉーい……ちょっと待て、待ってください。また何をどう考え抜いたら、そうなるわけですかい？」

　正直言って今すぐにでも繋つながりたい欲求が体の奥にあるのだが、今はまだマシな頭でどうにかそれを抑えつけながら、オレも身を起こす。

　自然とお互いが膝ひざを突き合わせるように向かい合うなかで、アーロンはまるで罪悪感でも抱えているような表情カオをしながらも、手短に語ってくれた。

　昨夜のオレの、意識がない間の醜態を。

　泣きながら抵抗したって何ですか、ソレは。しかも、翌朝になってさえ頬の赤味が引かないほど、この秀麗な顔を盛大に殴りつけていたとは。

　アーロンになんてことしてくれちゃってんの、オレぇええ!?

　そう自分のしでかした所業に焦りまくりながらも、オレは最大限の誠意ある謝罪を、その場で執り行った。

　そう、土下座である。ベッドの上だけど。

「大変、申し訳ありませんでした。つきましてはお詫わびに、オレができることなら何でもするんで、気軽に言っちゃってください」

「えーっと、ハル……っ？」

　またこの子は何を言い出すのかなぁ？　とでも言いたげなアーロンが、苦笑しながら小首を傾かしげたのを気配で察した瞬間、オレはその体をベッドの上へと素早く押し倒す。ふふん、いかに竜人であろうとも油断大敵だな。

　ボスッという柔らかな効果音と、白いシーツの上に散らばる薄い色素の緩やかな髪、軽く瞠みはられた金の瞳を上から見下ろすだけで、淡く甘い痺しびれるような感覚が背筋を小さく駆け上がっていく。

「まぁ口ではなんとでも言えると思われたら、反論って難しいんだよな。だから、オレはアーロンなら平気……いや違うな、アーロンでないと嫌なんだってことを、教え込んでやらないとダメだよなぁ──体で」

　あーあーあーあー！　何言っちゃってるんですかねぇオレさーん!?　と、頭の片隅で待機している理性が全力で声を上げているが、今は薬を理由に暴走しても許されるという最高のお膳ぜん立だてをされているのだ。

　前後不覚になっていたオレのせいで、可愛かわいい番嫁を不安にさせたようだし、ここは男らしく体を張ろうではないか……そう、男は度胸だーーー！

　そう気合を入れたオレは生なま唾つばを飲み込みながら、頭の中に心臓があるのではないかというほどの激しい動どう悸きと共に、アーロンのズボンとその下着に手を伸ばす。

　慌てたようにオレの名前を呼ぶ声は無視して、まだ僅かにしか反応していない、それでも自分と比べてかなり立派な雄の象徴を引きずり出し、意を決してそこに顔を埋めてみた。

（あ……意外といけるかも……）

「ハル!?　無理しなくていいからっ……！」

　オレに同じことをやったくせに、何かほざいている誰だれかさんはひとまず、おいておこう。

　まずは、両手で支えなければならないアーロンのご子息を先端から少しずつ、口の中へ迎え入れてみる。

　生理的な抵抗感はなんとなくあるが、吐き出したいほど嫌でもない。

　そう感じている自分を意外に思いつつ、次第に硬度と熱を持っていくそれを舌で舐め上げたり、口全体でちょっと吸い上げてみながら、引き続き頑張ってみる。

（やっぱり、竜人って人間と違うのか？　……あんまり、キツイ匂においもないし……え、もしかして誰でもこうだったりする、のか？　……いやいやいや、それはないだろ……）

　幸いなことに比較できる経験がないためよくわからないが、このまま続けるのは問題なさそうだ。そう思った辺りで、不意に髪の間に差し込まれた指の感触に、視線だけを動かした。

　その先にはいつの間にか上半身を起こしたアーロンがいて、熱が滲にじんだ金の瞳を細めながらオレを見下ろしている。

「……きつかったら、やめていいからね」

　は、と普段よりも深い吐息がその口から静かに零こぼれたのが耳に入った途端、なぜか腰の奥がずくんっと疼うずいたような気がした。

「んん……ふっ、あむっ……ちゅ、…じゅぅ……ふぅ」

　でも、それすら意識の端にしか引っかからなかったのは、トロリと口の中に溢れる独特な味の液体と、あっという間に口に含むのも一苦労なほどに育ち切った屹きつ立りつのせいだ。

（ちょい待て、なんで？　なんで甘いんだ？　あれ？　これ、何？）

　竜人という存在は、人間を模した姿をしているだけで、その中身は竜だ。だから、こういった部分も人間と似たような見た目と機能にはなっているけれど、竜特有の点もある。そう教えてもらったのは確か、あの三週間のなかのどこかだった。

　その時は、何度出しても終わらないアーロンを問いただしていたんだっけ。まさか残弾無制限という回答が返ってくるとか、オレの頭も一時正気に戻るくらいの衝撃ではあったな。

　そんな竜人の先走りだからこそ、こんな味がするのかもしれない。

　好奇心旺おう盛せいな自分を止められず、そう密ひそかに考察していたのだが……ほんのり甘味を帯びた液体に魅みせられたように、いつの間にか夢中になって初めての奉仕作業に没頭する。

　だがそれは、唐突に中断させられることになった。

「んはっ…!?　あ、なんでっ」

「うん、そろそろ僕も謝ろうと思って」

「へ？　っぁ、わっ……！」

　ぐいっと両手で頬を挟まれて顔を上げさせられたと思ったら、姿なき尻尾しつぽを腹の下から差し込まれて体を浮かされた後、アーロンの腰を跨またぐようにベッドに膝をつかされた。

　それはもうよく覚えのある、対面座位の状態で──。

「ハルは、僕と契るのは好き──なんだよね？」

「ふぁっ…！　ぁ、ぁあ、っん…！」

　アーロンの首元に腕を回すように誘導され、腰を浮かせたままでいると、今日はまだろくに触れられていない後口へツプリと差し込まれた指の感触に、思わず声を上げてしまう。

　そのままゆるゆると円を描くようにしながら奥へと侵入してくる刺激に、それだけで膝が震えそうなほどの快感を覚えるなか、咄とつ嗟さにその言葉を否定した。

「んやぁっ！　ちが、っ好き、じゃないっ……大好きだっ！」

「──っ！」

　おっと、これでは体目当てだと誤解されるか？　そうほんの少し不安を覚えたものの、後ろからあっさり指が引き抜かれた次の瞬間には、

「変に気を回してごめん、ありがとうハル。大好き、愛してる」

　そう極上の甘やかな声音が耳元で囁き、一瞬で頭の中がピンクの花畑一色に染まった気がした。

「っお、オレも、アーロンのこと好き、大好きだ、愛してるっ……だから、早く……」

　アーロンの肩口に顔を埋めながら、多分これ以上はないほど真まっ赤かになっているであろう顔を隠して、そう行為の先をねだる。

　そんなオレの希望はその直後、愛する番によって、すぐに叶かなえられたのだった。

　だがしかし、待ち望んだその最高の快楽に、ただ恥ずかしい声を上げ続けていたさなか、不意にアーロンは言った。

　今夜は甘えてもいいかな？　なんて、可愛いことを。

　もちろんオレも二つ返事でもう好きにして、と途切れ途切れに返したのだが……それがマズかった。

「あっ、ぁぁ！　んぁっ……ひあっ！　……はっ、も、アーロンっ……！」

「ほら、ハル。イきたいなら、ちゃんと言ってみて？」

　既に何度か互いに達した後、今は正常位で繋がったままベッドを軋きしませているわけだが、最後にもう一度くらい欲を吐き出したがっているオレのそこは、なぜか透明な尻尾で縛いましめられている。

　すっかり快楽を貪むさぼることを覚えた後口も、奥までみっちりと熱塊に埋め尽くされて、それが緩やかに抽挿する度に蕩とろけた声が口から飛び出していく。

「ふぁ、っぁぃ！　いい……気持ち、いっ……はぁっ……あ！」

　ぐぷっ、ぬぷっ、と淫みだらな音が結合部から絶え間なく上がるのは、ナカに残ったままの体液のせいだろうか。

　でも、それを恥ずかしいと感じるよりも先に、不満を覚える。

　もう少し、あと少しで届きそうな大きな快感を前に、さっきからずっと足踏みをしている感じなのだ。縛められたままの前もそうだが、何よりあの至福で包んでくれる『声』を、しばしお預けされているせいで。

　それというのも、甘えたいという可愛いアーロンの要求とやらが、とんでもなかったせいだ。ありのままに言うと、羞しゆう恥ちプレイってやつだと思う、たぶん。

　なし崩し的にどうにか撤回してもらえないかな～と、儚はかない希望のもとで時間稼ぎをしているわけだが、また何度目かの、爪先からじわじわと痺れるような熱が這はい上がってくる気配にたまらず、自分から腰をゆすってしまう。もうそろそろ、本当に限界が近いかも。

「は、ぅっ！　あ、あぁっ！　もぉ、やぁっ……イくっ！　あーろんっ、おれっ……も、イきたいっ！」

　より強く快感を感じる場所へとアーロンの雄を自ら擦り付けながら、最後にもう一度だけ、そう懇願してはみたものの……。

「ふふ……必死なハルも愛らしいねぇ。でも、今夜は僕を甘えさせてくれるんだよね？」

　だからほら、お願いだから言ってみて？　と優しい声音で、しかし有無を言わせぬ笑みを浮かべた男に至近距離から囁ささやかれ、ついにオレは羞恥をかなぐり捨てる決心をした。

「っ、っ……い、イかせ、て……ください、ご……御主人様っ……」

　あーあ、誰だろうな？　アーロン相手にいつもと違ったロールプレイでも楽しもうぜ、って自分から提案したのは？　調子に乗ってた、ちょっと前のオレだよ！

　でもあれは健全な遊びの一環で、断じてこんな、いかがわしいことを想定していたわけでは──。

「よくできました」

『恥ずかしがるハルって、物もの凄すごく愛らしいよね』

　顔から火が出るのではという激しい羞恥のなか、唐突に与えられたのは、待ちわびていたあの『声』で。

　それは発情期のように頭の中で大きく響き渡るのではなく、静かにそっと奏でられる、ささやかなもの。ただし、それだけでも声を上げずにはいられないほどの、満ち足りた幸福で体中を満たしてくれる。

　同時に、やっと尻尾から解放された自分の屹立を大きな手に軽く扱かれ、ごちゅんっ！　と体内から小さな音が生まれるほど一際強く、奥を穿うがたれる。

　ただでさえ薬でおかしいほど敏感になっている体に、そんな強烈な刺激を一度に注がれた結果、オレは否いや応おうなく、真っ白な世界に突き落とされていた。

　どうしようこれ、とんでもなく気持ちいい。恥ずかしいのが気持ちいいとか、癖になったら本当にどうしてくれるんだ。

　まぁ……責任取ってもらえば、いいだけか。
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　なんだかなー……。オレって、もしかしてもしかすると、Ｍ気質でもあるのだろうか。

　アーロン限定とはいえ、男相手に恋愛感情を持っていることもそうだが、ここに来てまた更に自分では知らなかった性癖……いや、新たな世界への扉が開かれるとか、どういうことだ。

　できれば知りたくなかったというか……でもアーロンのやけに満足そうな顔を見たら、これはこれで良かったのかも、なんて思ったりするし。

　そうだよなぁ……オレ、自分でもかなりアーロンのこと、大好きなのは自覚してるもんなぁ。

　どこがそんなに好きなんだ？　と自問するとやっぱり体……っていうのは半分冗談だけど、アーロンと契ヤるのは本当に気持ちいいのは認める。

　でもそれは肉体的な感覚だけじゃなくて、愛されていることが直接的に、これでもかという強制力でもって伝わってくるからだ。

　体を重ねればすぐに頭の中を満たすあの声は、発情期だろうとそうでなかろうと、オレの何もかもを満たして包んで、幸せにしてくれる。

　それに、今までオレに言い寄ってきたり、襲ってきた他のアホたちとアーロンは、全く違う。

　発情期だからと言い訳できる状況でも、アーロンだけが自分よりも、オレの気持ちを優先してくれた。

　いつでも一番に、オレのことを考えてくれる。守って、くれる。

　そんなできすぎた相手が、オレの番なのだ。少々自分のアイデンティティ的な何かが揺らぎそうだとしても、ここは笑顔で結論を出すべきか。

「──そう、オレはドＭ……ってやっぱ無理。よし、何もなかった、アレはオレではない……」

「ハル、どうかした？　着替えが終わったなら、そろそろ出発しようか？」

　色々と朝から考え込んだが、散々泣かされた昨夜のことはサクッと忘れ去ることに今決めたオレが、そう盛大に勢いをつけて偽装猫耳付きフードをボフッと頭に被ったところで、のんびりとしたご機嫌そうなアーロンの声が上がった。

　二晩にもわたって体を苛さいなんでくれた発情薬もすっかり治まり、爽さわやかな目覚めを迎えたのが、今から数時間ほど前のこと。

　どこからともなく運ばれてきた朝食をまた、ベッドの上でせっせと腹に詰め込み一息ついたところで、こんな場所からはさっさとずらかろうぜ、とばかりにアーロンが荷造りを始めた。

　あの状況でよくオレの荷物が手元にあるなと不思議に思ったら、できた嫁様がこの神殿に仕える人たちに命じて、倒壊した宿屋から探し出して届けさせたらしい。

　余よ所そ様さまの神殿お宅で勝手にそんなことをしてもいいのかと多少気にはなったが、まぁ一応被害者オレ、加害者あのアホ竜人、というのはここの人たちにも伝わっているみたいだし……うん、無関係な人たちの手間を取らせてすみませんでしたと、心の中で謝るだけにしておこう。

　ちなみに、倒壊した高級宿もこの神殿の財源で建て直すことになったらしい。

　オレが宿の行く末を気にしていたのを覚えてくれていたアーロンが、朝食時にそう教えてくれたのだ。

　うむ、この気配りよ。できたというより、できすぎた嫁様である。

　そんなこんなで、オレも手元に戻った装備を身に着け、せっせと自分の身支度を整えているところだ。

　本当なら、今いま頃ごろは足腰立たない状態になっていてもおかしくないのだが、オレが寝ている間に回復魔法をかけまくってくれた誰かさんがいるらしく、普通に動いても少し違和感が色々な所にあるかな？　くらいですんでいる。

　外傷には抜群の効果がある回復魔法も、疲労に対しては効きが悪いはずなのだが、それだけ一刻も早く、アーロンはここからおさらばしたいのだろう。

　かくいうオレもいくら水に流したとはいえ、あのアホ竜人のテリトリーに長居したいわけではないからな。

　だから問題なのは体調面ではなく、散々な目に遭わされた昨夜のアレコレをつい思い出して、悶もん絶ぜつしてしまうオレの脳内のみである。

　きっと顔にも既に、思い出し羞恥が出てしまっているだろうなと自覚しつつ、ちらりとその元凶へと視線を向けた。

　するとソファーに腰掛け、荷物一式が入ったリュックの中身をローテーブルの上に並べて確認していたアーロンが顔だけをこちらに向け、柔らかな微笑をその口元に浮かべてみせる。

　まだ影響を及ぼしていた薬の効果を治めるためとはいえ、オレにあんなことまで言わせやがった御主人さ……番つがい様本人である。

「……んん？　もしかして、警戒されてるのかな？　心外だなぁ……でも、さすがに昨日きのうは甘えすぎたね。しばらくは気をつけるから、機嫌を直してくれるかい？　僕の旦だん那な様」

　こ・い・つ・なぁ～？　ちょっと困った顔で、すまなそうに眉まゆを下げればオレが簡単に許すとでもっ……！

「ぜ、絶対だぞ？　次あんなことしたら怒るからな？　…………た、たまになら……いぃけど……」

　とりあえず自分のチョロさに心で泣きながら、オレはそそくさとアーロンの傍に近づき、リュックに荷物を仕舞い込む作業を手伝った。

　そうして手早く出立の準備を終えて部屋を出ると、勝手知ったる様子で回廊を進むアーロンに先導されながら、見知らぬ神殿の中で歩を進める。

　その道中で、少なくない人に声をかけられた。

　だれもかれもがラーナさんたちのような白いワンピース姿の女性だったから、きっとあのアホ竜人に仕えている人たちに違いない。

「蒼月の君、あの、どちらへっ……」

「君たちには世話になったね、もういいよ、ありがとう」

「すぐ朝緋の君にお知らせいたしますので、しばしお待ちを──」

「番様のお加減は──」

「口出しも手出しも無用、下がっていいよ」

「え、えっと皆さんっ、急に来たのにお世話になりました！」

「ハル、余計なことは言わなくていいから」

「余計なことじゃないし!?」

　パタパタと慌ててついてくる白ワンピ女性たちの言葉にすげなく返し、足を一度も止めることのないアーロンに代わり、オレが愛想笑いで軽く頭を下げながらしばらく進むと、いかにも裏庭ですといった場所にたどり着いた。

「アーロン、よく知ってるんだな。ここに来たことでもあったのか？　それとも、神殿の造りって大体一緒……」

「ハル、運転は僕がするからね。はい、乗って」

　オレが少しだけ周囲を見回している間に、また例の不思議空間から忽こつ然ぜんとバイクを取り出したアーロンが、さっさとその座面に跨またがるではないか。

　オレたちの後方では少し距離を取って、十人くらいの女性たちが諦あきらめたように横一列の見送り態勢になっているし。

　なんだか慌ただしいが仕方ない、ともう一度彼女たちに小さく頭を下げてからアーロンの後ろへ跨ろうとしたところへ、あの男の声が、聞こえた。

『やれやれ、見送りも待てぬとは狭量な男よ。それでは番殿から早々に愛想を尽かされても知らんぞ、アウリストファーゼ』

　途端に眉み間けんに皺しわが寄ったアーロンと同じく、思わずオレもげっと内心で声を上げながら振り返ると、居並ぶ女性たちの列が中央から左右に割れる。

　そこへ現れたのは白い三角耳に黒髪ショートカットの姿の、ひとりだけ喪服のような黒いワンピースを纏まとった、小柄なお婆ばあちゃんだった。

　手には黄色のクッションを載せたお盆のようなものがあり、その上には──……。

『番殿、先の一撃は誠に見事であったぞ。人間にしてはやるではないか、益ます々ます気に入った。今からでも私に乗り換えぬか？』

　そう言って堂々と胸を張ってふんぞり返る、何かがいた。

　その顔に、オレは確かな見覚えがあった。だって、それは───！

「ブラスティフォード、口を慎め。いくらハルが赦免したとはいえ、それ以上ほざ」

「う……ウーパールーパァアァァア！」

　アーロンの冷たい声音を上書きするオレの大声に、その生き物は驚きで小さくピクリと体を震わせる。

　そう！　のっぺらな顔につぶらな赤い瞳ひとみは、ウーパールーパーそのもの！

　ただし、全体が薄うっすら桃色で、可愛かわいい黒ぶち模様が腹や背を彩る丸い体と、意外にしっかりした四本の手足は、トカゲのような鱗うろこに覆われている。精霊より一回り大きいから……つまり大体ネコくらいのサイズだろうか!?　巨大ウーパールーパーだ！

　だが、その顔の横には魚のヒレのような金色の耳が一対、そして頭頂部にはちょこんとふわふわカールした同じく金の髪……いやタテガミ？　があるこの生き物こそが──！

「うっそ！　マジ可愛いナニコレ!?　コレが竜なわけ!?　まさかアーロンもコレ!?　激ヤバじゃん！　尻尾しつぽはトカゲか!?　この真横に伸びてる口が絶対ウーパールーパー！　すっげぇええ可愛いッッ！　他は!?　エラは!?　実は羽があるとかは!?　どこですのッ!?」

『ぐぇえっ！　ま、待て番殿っ……そう急にひっくり返すでな、おぇえっ!?』

　まさかのウーパールーパー竜を思わずクッションの上から抱き上げて、あれこれ観察していたオレが我に返ったのは、しばらく額に手を当てて天を仰いでいたアーロンが深い深いため息を零こぼしてからだった。

　ごめん、子供の頃ころに家族で飼ってたんだ。大好きだったのだから、ちょっとテンションが上がるくらいは大目に見てほしい。




　　　　＊




　竜という生き物がまさかのオレの最愛ペット、ウーパールーパーだと喜んでいられたのは、僅わずかな時間だけだった。

　勝手に拾ってきちゃだめでしょ、と言わんばかりにオレの腕の中から巨大ウーパールーパーを掻かっ攫さらい、黒服のお婆ちゃんが掲げ持つ元のクッション付きお盆の上に、ぺいっと放り投げたアーロン曰いわく、これは竜の幼体期特有の姿らしい。

　つまり成竜おとなはもっと別の姿なんだよ、と。ショックだ……非常にショックだ……オレはアーロンの可愛いウーパールーパー姿が見たかった……。

　そんなオレの心理的ダメージはおいておいて、なぜあの金髪竜人がこんな姿になっているかというと、まぁオレがやっぱり調子に乗ってやりすぎてしまっていたようだ。

　なんでもアーロンにボッコボコにされた時から、あの竜人は魔力阻害──封印魔法を受けたように魔力を使えなくなるだけでなく、体内での魔力の流れすら乱され、自然治癒をも妨げる状態になっていたらしい。

　いわば超弱体化しているところへ、オレの最大火力の一撃を防御することも軽減することもできず、モロに受けてしまった結果……。

『この私を生命の危機に追いやったのだ、光栄に思うがいいぞ、番殿』

「そのまま冥海の底まで沈めばよかったものを……無駄に老ろう獪かいなだけはある」

　クッションの上でとぐろを巻くように座り直しながら、なぜかそう余裕たっぷりに話す小さな竜と、それに心底不快げに低い声音で呟つぶやくアーロン。

　その二人の言葉から、竜という生き物の不思議を垣かい間ま見みた気がした。

「つまり、死にかけたら子供に戻って回復できるとな？　なにそれ、チートじゃん。さすが竜！」

『うむ！　わかっているではないか、番殿。私のように力を極めし竜であればこそ、このような神の如ごとき業も可能なのだ。しかし良かったな、アウリストファーゼ。お前の初めての発情期がアレでどうなることかと思ったが、このような人間とは思えぬ強き番殿を手に入れるとは。欲を言えば、このまま子を生なせれば、我が血族が竜帝となれる日も──』

　お？　これはアーロンの過去話フラグか？　……ん？　初めての発情期──って、あぁ初恋の相手、か？　え、ちょっと気になるぞ……。

「だから、余計なことを話すなと言っている。竜帝なんて、僕は欠片かけらも興味がないと散々答えているでしょ……いるだろう、このザ──」

『待てアウリストファーゼ！　この一件、既に手打ちとなった今！　いくらお前であろうと、この私を「雑ざ魚こ」などと罵ののしる無礼は二度と許さんからな!?』

　小さな尻尾をボフッとクッションに叩たたきつけたピンクの黒ぶち竜が、その横に長い口をこれでもかとパカッと開けて威嚇する姿に、オレは直前まで脳裏に浮かんでいたことを全すべて忘れて、思わず口を押さえて悶絶する。

　どうしよう、やっぱりペットにしたいくらいに可愛い……家に連れて帰って、水槽にぶちこんで飼いたいっ。いや、でもこの大きさでは標準的なサイズの水槽では手狭だろう。やはり特注か……ならばこの際、風ふ呂ろ場ばを水槽代わりに……無理か!?　くそっ、どうしたらっ……！

「……へぇ？　どう許さないのかな？　その姿で今の僕相手に、何ができると？」

『ぅ、ぐっ……か、回復したら覚えておくがいい！　竜帝に連なるこの私を！　若造如きが！　正面から相手できると思わぬことよ！』

「おや、それは愉しみだねぇ。どうせなら、今から決着をつけてもいいよ。この優位性を、みすみす捨てる気はないし」

『い、いや、今はお前、その……卑ひ怯きようであろう？　見よ、私のこの可か憐れんなる姿を！』

　おっと、感動のあまり少々妄想していたら、ひとりと一匹の間でなんだか空気が澱よどみだしているではないか。

　一発殴って全てを水に流す、そう提案した身としては、黒さ極まる笑顔でバイクを降りたアーロンを止めなければ。

「アーロン、こんな可愛いウーパールーパーいじめたらダメだって。ほら、もう出発しようぜ。あぁ、あとブラ……ブランブラなんとかさん、オレ男だからな？　悪いけど子供とか、変な期待してくれるなよー？」

『もうブランでよいわ！　いや、待て番殿、何を言って──』

「ハルがそれでいいなら……でも、無理はしていないのかな？　こんな竜なんて、いくらでも消し去っていいんだよ？」

　背後で何か声が上がっているが、オレとしては少し眉を下げたアーロンに心配そうに顔を覗のぞき込まれ、ついでに軽く頬に手を添えられた方が重要だった。

　もう片方の腕は自然とオレの腰に回されているし、あっという間に捕まった気分だ。だが、それがいい。

「ふへへっ、もういいって。なんだかんだでアーロンの知り合いなんだろ？　だったらもういいよ。一発殴らせてもらって、スッキリしたし」

　オレにだけ心配性なアーロンに、思わず口元が緩むのを自覚しながらそう答えたところで、ようやくオレの番もまた、綺き麗れいな微笑を見せてくれた。

『──全く聞いておらんな。どういうことだ、ユリアンナ』

「ほっほっ、二人の世界というものですよ、君様。さぁ、お見送りを」

　そうしてオレはバイクに跨ったアーロンの後ろに座り、ブランというアホ竜人の神殿からようやくお暇いとますることになったのである。

　ただ、去り際に気になったのが──。

『また来てもよいぞ、血族のよしみだ』

　オレたちの背中にかけられた、そんな言葉だった。

　裏庭からすぐに森の中へと繋つながっていた道は、普通の魔車が一台分しか通れそうにない狭さではあったが、意外と綺麗に舗装されている。

　アーロンの透明尻尾がしっかり腰に巻き付いているのを感じながら、ややゆっくりめの速度でバイクを運転する広い背に、少しだけ迷ってからオレは声をかけた。

「あのさ、アーロン。言いたくなかったらいいんだけど、あの竜人……えっと、ブランってアーロンとは、どういう関係の竜ひとだったんだ？」

　少しも風が苦にならないのは、顔の周りに空気の膜のような便利ヘルメットを、アーロンが魔法で生み出してくれているおかげだ。

　だから風に邪魔されることもなく、軽くこちらを振り返ったアーロンの声は、しっかりとオレの耳に届いた。




「あぁ、ただの父だよ」




　ハルが気にするようなことではないよ、と続いたその言葉が右から左に耳を通り抜けていくなか、たっぷり三秒ほど固まってから、オレは猛烈に主張した。

　そういう大事なことは最初に言え、と。

　ほんとさー何やってくれてんの、ウチの嫁。オレ、『お義父とうさん』を殴り飛ばしちゃったじゃん!?

「む、息子さんをオレにくださっ、違う！　もらいました！　とかも言ってないし!?　アーロン、Ｕターン！　戻ろう！　戻ってアーロンを嫁にくださ……嫁にしましたって言ってこないとっ！」

「うーん……面倒だし、とりあえず絶対に嫌だから諦めて、ハル」

「ええぇええ────！　これって必ひつ須すイベントだろ!?　人生のッ！」

　木漏れ日が降り注ぐ穏やかな森に、オレの騒がしい声だけが木霊こだまするなか、オレたちを乗せたバイクは一度も方向を変えることなく走り続けた。

　森を抜け、山道を越えて、次なる街の防壁にたどり着くまで。








６．初依頼






　人生の重大イベントを強制キャンセルされた後、移動の間に竜についてのあれこれをアーロンから色々と教えてもらった。

　この世界各地に散らばっている竜族は多くとも百人たらず、のはずであり、基本的にはアーロン父のように尊大なタイプが多いそうだ。

　でも、それが人間たちには好評で、崇あがめ奉られる要因のひとつにもなっているらしい。

　また『竜の礼儀』という彼ら独自の規範意識があり、そのなかのひとつに、人の力ではどうしても対処できない災いがその地を襲った場合に限り、竜が力を振るう義務があるそうだ。

　普段は偉そうにふんぞり返ってはいても、ピンチが訪れた時には颯さつ爽そうと助けてくれるとなれば……まぁ神様扱いされるのも充分納得だな。

　実際にこの世界での最強種なわけだし、むしろ偉そうにしておいてくれた方が崇める側も気持ちがいい、ということだろうか？

　うむ、もしかしたら竜は求められるロールプレイをこなすうちに、アーロン父……ブランブラさんのようになるのかもしれない。

　そう、『父』と聞けば気になるのは『母』のことなのだが……。

　家族というデリケートな話題に自分から更に口を突っ込むのはちょっと、と考えたオレは代わりに、忘れ去られていそうな設定についてツッコんでみた。

　自分でも忘れていることが大半だが、オレ、神子なんですけど、と。

　そうなのだ、顔や体のラインを暴かれて騒がれることはあっても、それでオレを神子だと認識する人間に出会ったことはまだ一度もない。

　今回にいたっては、アーロンと同じように神子の存在を知っているはずの竜人にも、完全にスルーされている。というか、アーロン父にさえ、異様な見た目呼ばわりされただけだったし。

　一体どこに行った神子設定！　とそろそろ声を上げても、無理はなかろう。オレだって今の今まで、忘れていたけれど。

　淡々と一定速度で、紳士的にバイクを運転していたアーロンからの、フォローのような言い訳のような言葉をまとめると、最後に神子が現れたのが今から約三百年ほど前らしく、その時に関わりがなかった大多数の竜にとっては、一年前の夕飯何だっけ？　というレベルの話のようだ。

　オムライスだよと言われれば、あぁそうだったか？　と思い出しはするが、よっぽど個人的に関心を持っているか、アーロンのように竜帝から直々に命じられない限り、特に意識することもないだろう、と……。

　ただ、王族のような特権階級に属する人間たちの間では、伝承のように色々と尾お鰭ひれがついて語り継がれているらしい。それも、物もの凄すごいラッキーアイテム的な感じで。

　だから神子と名乗ることはもってのほかだし、今まで通り警戒だけはしておかないといけない、と。

　なるほど、オレが超スペシャルシークレットキャラだというのならば、そのようなロールプレイを今後とも心掛けようではないか。

　具体的にはまず顔を隠す、体の線がわからないよう人前では外がい套とうを脱がない、なんなら偽装尻尾しつぽでもつけるか？　いや、それだと掴つかまれたら即アウトだからやっぱりナシか。つまり──！　いつも通りですがな。

　そんな話を聞きながらえっちらおっちら起伏の緩やかな山道を進み、二時間ほどでたどり着いた次の街は、特に問題もなかった。

　さすがにオレだって、そう毎回毎回トラブルを引き寄せているわけではないのだ。

　すんなり入門手続きを終え、いつものように見知らぬ街をまず軽く散策し、その地特有の美味おいしそうなものは逃さぬよう制覇する。

　ついでに、掘り出し物がないか討伐者デイーラ向けの店もくまなく回ってみれば、すぐに夕方となった。

　適当な高級宿で部屋を取り、そこで夕食も終えてほっと一息ついてからは、アーロンと一緒に最終目的地までのルート再考の時間だ。

　大幅に予定経路を逸それたわけではないが、ここから当初のルートに復帰するよりも、しばらくこのまま山岳沿いの街から街へ旅するのも面白そうだ。

　山脈の終わりには──海も、あるようだし。

「そっか……こっちに行くと海があるのか。この世界の海も、やっぱり青くて塩しよっぱい？」

「その口ぶりだと、ハルの世界にも海があるみたいだね。おそらく君の想像通りだと思うけれど、この際だから少し寄り道して、港街まで行ってみようか」

「賛成～！　次はいつになるかわからないし、急ぐ旅でもないしな。アーロンがいいなら、海行き決定で！」

「ふふ、僕は旦だん那な様のお望みのままに。そうそう、人間が建てた神殿にすら寄り付きたくない竜は、大抵海にいるんだよ」

「へぇ～……え、じゃあその神殿の周りで何かあったらどうするんだ？　竜の礼儀は？」

「竜本人が世話になっていないなら、関係ないねぇ。代わりに、航海中の船を見つけたら平時でも手を貸してやるみたいだけれど」

　さすが俺様神様竜様だ、自由だな。

　照明の明かりを絞ったほの暗い客室で、ダブルサイズのベッドにふたりで横になって話をしていたのだが、穏やかで柔らかな低音ボイスが『空き家』ならぬ『空き神殿』問題を奏でだすと、それに耳を傾けているうちに、いつの間にかオレの一日は終了していたらしい。

　会話中に寝落ちとか子供かよ、と翌朝一番に頭の中でツッコんだのは言うまでもない。

　ただなんだか久しぶりに、めちゃくちゃゆっくり眠ったような気がしたのは、なぜなんでしょうか。

　やっぱり一発と言わず、二発くらいは殴らせてもらってもよかっ……いやいや、ドラゴンスレイヤーの称号はさすがに重いか。あの件は一発に留とどめておいてよかった、そういうことにしておこう。

　そうして一路海へ向けて、オレたちは出発することにした。

　天気はあいにくの曇り空だったが、バイクを手に入れた今、乗合魔車の運行時刻に追われることもなくなった。

　余裕を持って雨具の確認をしたり、後ろ髪を引かれに引かれまくった挙げ句、朝から出店していた屋台に頼み込んで特別に弁当を作ってもらったり、色々と有意義な時間の使い方ができるってもんよ！

「ハル……それ、一応リュックに入れようね？　三段重ねがふたつ……入るかなぁ……」

「これくらい余裕で食べられるって。あの屋台、昨日きのう食べた時もめちゃくちゃ美味うまかったじゃん？　朝から店出してるとか、もうこれは運命だろ」

「君のお腹なかに全すべて収まるだろうことは当然何一つ、全く疑っていないよ。僕が心配しているのは、リュックの中にその質量が無事に入るのかなってことだね」

　防壁の外に通じる巨大な門の近くで、ぎっしり荷物の詰まっているリュックと、その三分の一ほどの嵩かさがある弁当箱がふたつ。それが揃そろって路上に並ぶ様を見つめ、ため息交じりにアーロンは笑った。

「うーん……やっぱ厳しいか？　でもバイクの荷物スペースに押し込めばどうにか……」

「ハルの奥義とやらで、小さくはできないのかい？」

「は？　『奥義』!?　アーロン急にどうした？　オレじゃあるまいし、熱でも……」

「──君が骸霊を持ち運ぶ時に使っている、あの魔法だよ」

　言い出したのは僕じゃないよ、と金の瞳ひとみが声もなく雄弁に主張するなか、そういえばそんなことも言ったっけな、と思い出しながらオレは首を横に振る。

「あれは無理だわ。なんちゃって収納魔法と名付けた通り、同一素材の物に対してしか使えないんだよ。だからリュックも背負わなきゃいけなかったし、バイクもオレの魔法じゃ……ん？」

　そこまで口にしたところで、無言のままやけにニコニコしたアーロンと視線が合い、オレはハッと気がついた。まさに、天啓。

　ついひとり旅をしていた頃ころのように考えてしまっていたが、今のオレは、ひとりではないのだ。

「っアーロン！　バイクみたいにコレもしまってほしいなっ！」

「勿もち論ろん、喜んで。ハルが言ってくれた通りふたりの旅なんだから、もっと僕をあてにしてもいいんだよ？」

　その言葉と共に、あっという間に姿を消した弁当の行方ゆくえを気にすることもなく、ならばとオレは続けて口を開こうとした。

「じゃあリュックも……」

「さすがに手ぶらで街を出入りするのは目立つし、色々と怪しまれるかな？」

　抜かりのないアーロンはそうツッコミながらも、いつものように代わりにリュックを背負ってくれて、そのままふたりで門を抜けた。

　なんでも竜が使う魔法は精霊魔法とは違う彼ら独自のもので、その名も竜魔法と言うそうだ。

　その単語にピーンときたオレは、忘れかけていたあの、通信機能付き封印具の腕輪についても質問してみた。もしかしてあれは、竜魔法によってあれこれされた特殊装備なのではないかと！

　結果は、大当たり。さすがオレ、冴さえ渡っている。

　しかし無情にも、抱いていた期待は粉砕された。

　あの腕輪、確かに竜魔法によって作られてはいたが、アーロンが製作者ではないんだと。そもそもいつ誰だれからもらったのかも、すぐには思い出せないそうだ。

　たまたまオレを監禁、違う飼育……じゃなくて、安全な保護生活を送らせるのに、何か便利なものはないかと神殿の宝物庫から探し出してきた物らしい。

　それに見た目よりも魔法的に複雑な構造になっており、ほいほい簡単に作れる代物でもないと。

　そんなことを聞くと、あっさり破壊してしまった罪悪感が少々芽生えて……いや、あれは必要な犠牲だったのだ。

　だが希少な装備を壊してしまったことには、間違いない。いい機会なので、今更ながらではあるがアーロンに謝罪したのだが、「僕こそハルに不自由な思いをさせて悪かったね」と謝り返されてしまうとか、もうほんとオレの嫁様って優しすぎない!?

　この優しさに甘えすぎてはいけないと、にやけそうになる口元を必死に普段通りに保ちながら、しばらく人目のない場所まで歩を進めると、そこでバイクを不思議空間から出してもらった。

　絶対便利でいいよなー、コレ。過去に一度は挫ざ折せつしたが、何でも仕舞える魔法はやっぱりオレも編み出したい。

　そう頭を切り替えて考え始めたところで、バイクに跨またがったアーロンに手招きされる。

　ほいほい、とその後ろに座ろうとしたが、背負ってもらっている大きなリュックが邪魔だ。

「アーロン、リュックはオレが──」

「ハルは、こちらへどうぞ」

「っ！」

　それは、くれぐれも安全にね、という忠告付きではあったが、オレにバイクの運転権が返却された瞬間であった。

　もうアーロンって、オレのことを転がすのがうますぎるだろう、最高か！

　こうしてオレはアーロンへの愛を叫びながら再びバイクのハンドルを握り、予定通りに行けば海まで二週間ほどとなる旅路の一歩を踏み出したのである。

　なお予定はあくまで予定であることを痛感することになるのは、それから二日後のことであった。

　まぁね、オレってトラブルの星に愛されているから、世界がオレを放っておかないのだよ！　ふははは！




「というわけで！　オレたちで街を奪還するぞ！　続けッ！　野郎どもぉーーーー！」

「ぅおおおおおおっ！」

「行くぜぇええ！」

「こうなりゃ討伐者の意地でも見せたらァアァアアァ！」

「……どうしてこうなるのだろうねぇ……ふふ。あぁ待って待って、僕も行くよ～」




　　　　＊




　乗合魔車で移動するならば朝から夕方近くまでかかる道のりを、バイクで四時間ほど走破してたどり着いたのは、ふたつめの山間の街、チベルッタ。

　アーロンに三回言い直されて、ようやく名前を覚えたその街で、ギルド──統合討伐協会デイレスタンの支部に立ち寄ったオレたちは、なぜか支部長室まで速やかに強制連行されていた。

　全快復しているつもりとはいえ、本格的に旅を再開するにあたり、体の調子を確かめておいた方がいいかもな。そうふと思いついた結果、それならついでに何か軽い依頼でも受けて小金を稼ぐか、とギルドに顔を出したのが、イベント発生フラグだったのだろうか。

　今まで訪れた他の街のギルドよりも、一回り近く手狭なその支部内は、だいぶ昼時も過ぎているせいか閑散としていた。

　静まり返っているギルドなんて初めてかも、と物珍しく思いながら受付にカードを提示した途端、カウンターの奥から現れた支部長＆副支部長と名乗る二人組に「話を聞いてくれ！」と、支部長室へ引っ張り込まれてしまったというわけだ。

　良く言えば年季の入った、悪く言えばいたる所がボロボロの支部長室に通されてすぐ、いぶし銀のような低く渋みのある声音と、テキパキとした冷静な声音が、息を合わせて口火を切った。

「突然すまねぇ、第一級討伐者として名高いハ＝ルーマに、ぜひとも緊急の指名依頼を受けてもらいたい」

「不ぶ躾しつけなお願いで申し訳ありません。ただ、こちらも情勢が逼ひつ迫ぱくしておりまして」

　ギルドとしては珍しく財政に余裕がなさそうな室内をそれとなく観察しながら、古びた木製のローテーブル上に差し出された一枚の書類を手に取る。

　そんな動きだけでダークレッドのソファーがギギッと盛大に軋きしむなか、上から下までその文面を一通り眺めた後、オレは隣に座っているアーロンにもそれを手渡しながら、やや緊張しつつ口を開いた。

「あの、まず聞きたいことが……」

「あぁ！　何でも聞いてくれッ！　ワシ等らにわかることなら何でも話す！」

「はい、どうぞご遠慮なく」

　ごくりと生なま唾つばを飲み込み、

「支部長って、それが最終形態なんですか？」

「あ？」

「え？」

「ぷふーーーっ！」

　向かいのくたびれたソファーに腰掛けているのは、小さな垂れ耳に焦げ茶色の髪を七三分けにした三十代くらいの細身の男性と、その膝ひざの上にちょこんと座る、まん丸ハムスターなのである。

　その二人がぽかんと口を開けたのと、オレの隣で誰かさんが盛大に吹き出すのは同時だったかな。

　だってさ、目の前にハムスター、まぁサイズはバスケットボール大とバカでかい気もするけど見た目はきっちりハムスター、しかもこれって確かゴールデンハムスターって種類だったはず……ダメだ、数フレーズしか知らないはずの、とっとこ走る歌が頭の中をエンドレスで流れ始めてる。

　とにかく彼は、オレがこの世界にやって来て二年間と少々の間、一度もお目にかかったことのない人種だったのだ。

　長いヒゲをヒクヒクと不服そうに震わせながらも、デーレンと名乗ったハムスター支部長は簡潔に答えてくれた。

　この姿で大人だが、その気になればもう少し大きな二足歩行タイプへ変身もできる、ただし酷ひどく疲れるので有事の際にしか行わない、と。

　なにそれ超見たい、変身とか今まで見たことな……つい先日ウーパールーパーになった竜人は見たっけ。

　ともかく、二足歩行型ハムスターとかマジで超レアなんじゃ？　この機会を逃せば、もしかしたらもう二度と──……。

「ハル、ハル？　そんな獲物を見つけたような目をしていると、先方が困ってしまうよ。まずは依頼について、話を進めたらどうだい？」

　トントンと黒い指先に軽く肩をつつかれ、はっと我に返ったオレは、一度咳せき払ばらいをしてからアーロンの助言に従った。

　微妙にオレから距離を離すように座り直した副支部長のワンルーさんと、その膝の上で落ち着かない様子で顔の周りを毛づくろいし始めたデーレン支部長。

　この支部のトップツーが揃ってオレに、第一級討伐者デイーラにして類たぐい稀まれな精霊魔法の使い手として知られるハ＝ルーマに何を依頼してきたかというと……って待て、ここでは『ルーマ』の名で認識されているわけか？　まぁいいか、ＵＭＡユーマよりはマシだし、所しよ詮せん呼び名など小さきことよ……ちっくしょう、いつか必ず『ハルマ』でギルドカードを再登録する機会をゲットしてやるからな。

　頭の隅でそんな誓いを立てながらも、一応はできる討伐者であるオレはまず、書面に記されていた事柄を大まかに口頭で確認していくことにした。

　結局何が起きているかというと、ここから近くの街がひとつ、何らかの異常事態により音信不通になっているらしい。

「──つまり定期便の魔車が、三日前にそのダンボールに」

「ハル、ダンボペールだよ」

「ダンボペールに向けて出発してから、戻ってこない。挙げ句にダン……、その街に魔車が到着した日の夜、救援を求める通信が届いたのを最後に応答もしなくなった。予備の魔車で急行させた討伐者と守備隊の合同部隊からも、現時点でまだ一度も連絡がない。それも、昨日きのうの朝には到着しているはずなのに、と」

　深刻そうな顔で頷うなずくハムスターと、それを抱くお役所勤務が似合いそうな犬耳付き堅物男性。

　視覚的にはシュールだが、さすがのオレもこの状況では安易に笑えない。なぜならば──。

「率直に言わせてもらう。おそらくだが、ダンボペールは落ちたとみるしかねぇ……そう、ワシは考えとる」

　それは街が骸霊の襲撃に遭い、陥落したという意味である。

　勿論この世界にだって自然災害はあるけれど、それ以上に骸霊という恐ろしい生き物が闊かつ歩ぽしているのだ。そういったことも、あるにはある。

　オレもひとり旅をしていた頃ころに一度だけ、その現場に居合わせたことがあった。

　その時も今回もそうだけど、これは『竜の礼儀』とやらの出番にはならないのだろうか？

　それとも街ひとつ程度では、竜は動かないのだろうか。

「竜には──」

「ハル、人間が竜の力を自ら請うには、街同士の取り決めや、王族がいればその決裁などで時間がかかる。嘆願の気配をそれとなく耳打ちされるか、異常を察知した竜が自ら動くならば、話は別だけれどね。ただ──この辺りは、神殿の空白地帯でしょう？」

　オレの言葉の先を察したアーロンが解説してくれながら、支部長にそう尋ねたところ、この街や件の街が支援している竜の神殿はないそうだ。

　一番近いのはアーロン父ことブラブラさんの神殿だが、距離の関係で日常的に支援──日々の食料の差し入れや季節の貢物、場合によっては人材援助と色々だが、それが難しかったようだ。

　そうなればやはり頼れるのは自分たち人間だけ、ということなのだが……なにぶん情報が少ない。

　この街からは既に第一陣の救援隊を派遣している以上、その情勢がわからなければ、次の手の打ちようがない。

　下手へたに増援を送った場合、それが二次三次被害を生むこともある──と教えてくれたのは、どこの街の討伐者だったか。

（やっぱりこっちの世界にも、スマホ的な物があればなぁ……）

　ないものねだりだとはわかっているが、こんな時は余計に、そんな文明の利器が懐かしくなる。

　元の世界では当たり前だったけど、どれだけ距離があろうとも、個人ですら即座に情報をやり取りできるなんて、考えてみれば凄すごいことだもんな。

　とはいえ、遠隔地との情報のやり取り自体は、この世界でも一応可能にはなっている。

　ただそれに用いる特殊な装置がべらぼうに高価、かつ魔力も相当量消費しなければ使用できないとか、デメリットも多いらしい。運が良ければ、高級宿屋でお目にかかれる短距離専用電話モドキなんて、目じゃないくらいに。

　それに加えて、ひとつひとつの街の独立性が高いという世界情勢なこともあってか、魔車の定期便で情報交換ができれば充分、というのが一般的な感覚のようだし。

「では依頼内容としては、本当にダン……ボペールの偵察と、その報告だけでいいんですか？」

　再び手元に戻ってきた紙面の、最後に綴つづられている一文。もう一度そこに目を通しながら尋ねたオレに、しばし沈黙した後、デーレン支部長はその小さな口から絞り出すように、苦渋の滲にじむ声音で答えた。

「そうだ、何があったかを生きて報告してくれるだけでかまわねぇ。救援でも救助でもねぇ……落ちたかもしれねぇ街に、ろくな支援もつけてやれずに送り出すんだ。領守主セヌクとも話し合ったが、この街にゃもう魔車は残り一台だけ。そいつをアラミックスとの定期便から外せねぇ以上、あんたらには徒歩でダンボペールまで向かってもらわにゃならん。魔車ですら日中ひたすら走り通して、ようやく到着できる距離を、だ」

　何かを吹っ切るかのように、一度小さく息を吐き出した後、支部長は言葉を続ける。
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「生き残りを救助しろとか、別の街まで避難させろなんてこたぁ言わねぇよ。一番は、情報だ。それがなけりゃ、周辺の街と足並みを揃えるのも難しい」

「っ支部長、せめて奥様のことだけでも──」

「黙ってろ、ワンルー。あっちに連れ合いがいるのは、なにもワシだけじゃねぇ…っ」

　──ああそうか……そうだよな、誰だれだって大切な人が……家族が、いるよな。

　その人たちが安否不明という辛さは、よくわかる。ならば、オレはオレのできることを、やるしかないだろう。どうせ急ぐ旅でもないのだから。

　話に口を挟んだワンルーさんを振り仰ぎ、ブワッと毛を逆立たせて一回りほど大きくなったハムスターが吐き捨てるようにそう窘たしなめた後、オレはゆっくりと腰を上げた。

「前金に半額、成功報酬で残りを口座にお願いします」

「っおぉ！　引き受けてくれるか！　すまん！　恩に着るぜ！」

「あと──この街に戻ってきた時に、変身した支部長を見せてもらうということで」

「ふふっ……」

　そこは譲れないんだ？　と小さく呟つぶやいたアーロンは、オレの決断に何一つ口を出すこともなく、ただ笑って隣に立ってくれた。

　危険なことにあえて突っ込んで行くな、と注意されるかと思っていたのだが……。

　だから、依頼料の半額を受け取ってギルドから出た後、連れ立って歩く番つがいに内心焦りながら、オレは尋ねてみたのだ。

「あのさ、結局オレひとりで決めちゃったけど、嫌じゃなかったか？　ついでに、その……バイクでかっ飛ばすつもりなんだけど……」

　アーロンはいつもオレのことを考えてくれているのに、オレときたらすぐ勝手に何でも決めるし、安全運転でと優しく忠告されたばかりにもかかわらず、最初からぶっ飛ばす予定で依頼を受けてしまっているし。

　今は『ふたりの旅』だからと主張したのもオレなのに、さすがにこれでは気を悪くされても仕方ないというか……。

「ハル、下なんて向かないで」

　フードから覗のぞいていた前髪を黒い指先にそっと掬すくわれ、自分の視線が足元に落ちていたことに初めて気がつく。

　思わず顔を上げて金の瞳ひとみを探すと、それは思いのほか近い場所にあって、殊更に柔らかな光を纏まとっているように見えた。

　それだけでなくわざわざ腰をかがめ、オレと真まっ直すぐに視線を合わせてくれたアーロンの口元は、緩く弧を描いてさえいた。とても、楽しげに。

「ハルのやりたいことをやる旅、それが僕とハルの『ふたりの旅』だろう？　番になって初めての依頼だし、絶対成功させようね」

　そう綺き麗れいに笑ってくれたアーロンに、オレは心の底からほっとした。

　それだけでなく、こんなにもオレのことを受け入れてくれるアーロンに、なんだか胸の奥がいっぱいになって、

「～～っアーロンありがとな！　オレ、全力で頑張るから！」

　半端なことはできないと、かつてないほどに奮起した。

「……えっ……あ、あのねハル？　その、君の全力はちょっと──」

「そうと決まればすぐ出発だな！　第一級討伐者の実力をとくとご覧あれーー！」

　やる気に満ち満ちたこのオレを阻める敵など、果たして存在するのだろうか！
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　その日、ダンボペールの街は絶望の夜を迎えようとしていた。

　三日前の深夜、突如押し寄せた骸霊の大群に防壁の門を突破された時から、今までどうにか持ち堪こたえていた均衡が崩れ去る、その寸前にあった。

　街の中心に聳そびえ立つ五階建ての執政府、それを守る最後の砦とりでたる精霊魔法による結界が、弱まり始めたのだ。執政府地下にある安全区域には、避難してきた多くの住民たちが静かに身を寄せ合っているというのに。

　そこへ骸霊の侵入を許すまで、残り時間はもうあと幾いく許ばくもない。

　ここに至るまで、若き領守主を中心とした街の上層部は懸命に働いた。

　有事の際の取り決めに則のつとり、街の統合討伐協会デイレスタン支部を含む各所と連携し、犠牲を最小限に抑えてきたのだ。

　襲撃を受けた翌朝には最悪の事態を想定し、骸霊が手薄になっていた非常用の門から、女子供を優先して乗車させた緊急脱出魔車を送り出す決断もした。

　ただし、この街から最も近いチベルッタへの道は骸霊に破られた門から向かうしかなく、反対方向のラミネールへと向かわせざるを得なかったが。

　護衛として数名の討伐者と、老いたとはいえ名うての精霊魔法の使い手であった前・領守主を同乗させたものの、魔車がラミネールまで無事たどり着けるかは幸運に期待するしかないだろう。

　不安に怯おびえる街の民たちも懸命に冷静さを保ち、大きな不平不満を零こぼすことなく、地下でこの数日間を耐えている。

　それは普段から、街の上層部たちへの厚い信頼があったからだ。

　半年ほど前に領守主の座を引き継いだ若者は、その成長を見守ってきた街の皆の若様であり、引退した前・領守主は長年この街を良く治めた賢人であり、彼らを支える行政官たちの日ひ頃ごろの仕事ぶりを、多くの者たちが好意的に見ていたのだから。

　そんな上層部が犯した大きな過ちは、ない。ただ誤算にして不運だったのは、群れを率いる骸霊個体の異様な知能と、強さであった。

　その骸霊は好き勝手に街の中を蹂じゆう躙りんするだけでなく、群れの配下へと命じ、執政府の館やかたを覆う結界へ断続的な攻撃を仕掛けさせ、長時間負荷をかけ続けたのだ。

　結界を維持する精霊魔法の使い手たちの消耗は激しく、他の街へ詳しい状況を連絡する余力も尽きてしまうほどに。

　だが、群れを強固に統率する首しゆ魁かいたるその骸霊さえ倒してしまえば、活路はある。

　そう考えた上層部とそれに賛同、むしろそう進言さえしたのが、この街のトップクラスである準一級を始めとする討伐者デイーラたちと、防衛部隊に属する腕利きたちだ。

　街に残された最大戦力である彼らは、魔車がラミネールへ向けて脱出する同時刻に合わせ、籠ろう城じようしていた執政府から討って出たのだが……それは結果的に、犠牲者の数が増えただけであった。

　普段ならば祭礼や住民たちの憩いの場として利用される執政府前の大広場が、凄せい惨さんな遊びが繰り広げられるだけの遊戯場と化したのだ。

　生きながら四肢を貪むさぼられる者の断末魔、肉塊を転がし合う化け物たち、夥おびただしい赤ででたらめに描かれた歪いびつな線が、光の膜として聳そびえる結界の壁を彩った。

　執政府の最上階に集まった為政者たちが、窓越しにそれを見せつけられた時、彼らに残された手はもはや籠城しかなかった。

　かろうじて救援要請の一報を送ることができたチベルッタの街から援軍が来ることを、それもこの状況を覆せるほどの比類なく強力な援軍が、という夢のような幸運──いや、その程度では到底足りぬほどの奇跡に縋すがるしか、なかった。

　しかし夕ゆう陽ひに染まる空を最後に、その希望は今、砕け散る。

　大広場の中央にて、多くの配下に囲まれ悠然と寝そべっていた首魁の骸霊が、徐おもむろにのそりと起き上がり、執政府と広場を隔てる結界へその豪腕を振り下ろしたのだ。

　所々にどす黒い赤の模様を纏う薄く輝く光の壁は、その負荷に耐えかね、音も立てずに煙のように消え去っていく。

　それを讃たたえ喜ぶかのごとく、首魁を取り巻く骸霊たちの群れは耳障りな雄お叫たけびを一斉に、盛大に、上げた。

　それが、この街の終わりの始まりとなる。

　そのはず、だった。




「《先手必勝フアーストアタツク》!!」




　まだ若い、少年とも呼べそうな男の声がそう響くまでは。

　その直後、落雷のような激しい轟ごう音おんと爆風が大広場を襲い、執政府の建物全体までもが小さく震え上がった。

　やがて数秒ほどの揺れが治まり、ゆっくりと周囲から土つち埃ぼこりが晴れていくなか、誰もがありえないと目を疑う奇跡が、そこにいた。

「おんや～？　キングコングのわりには柔やわいな？　一撃死など、ＢＯＳＳの風上にもおけぬわ！　フッ、またつまらぬモノをき？　……斬ってしまったか！」

「うんうん、お見事だったよハル。でも今、決めゼリフを少し迷ったよねぇ？」

「はっはっは、何のことやら。そんなことより、アーロンこそお見事ですとも。ほんっと凄いな。ジャンプ台を使ったわけでもないのに、どうやったらバイクでこんな大ジャンプが？」

「そこはほら……魔法と一緒に、君の大好きな尻尾しつぽで──」

「んんっ、さぁ～次は残りの雑ざ魚こをさっさと片付けようっ！　おっと、市役所の皆さーん！　救援に来た討伐者です！　一番偉い方はどなたでしょうかっ？」

　見慣れぬ小型の二輪魔車に跨またがった、特徴的な二人組み。

　それが後の世でいつしか『番つがい竜りゆう様』と呼ばれ、様々な地で長らく語り継がれていくことになる二人の、ひっそりと歴史に記された最初の戦果であった。

　存亡の危機にあったダンボペールの街を、僅わずか一夜にして救済した、と。
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　最初は、ちょっとしたリハビリついでの依頼を受けるつもりでいた、そのはずだったのに。

「本当にっ、本当にありがとうございました！　ハ＝ルーマ様のことは、このダンボペールと共に子々孫々まで語り継いでまいりますっ！」

「……はい、握手はそこまで。さっさと手を放そうか」

「もっ、勿もち論ろんその伴はん侶りよたるアーロン様にも！　同じく心の底より厚く御礼申し上げますっ！」

　大きな広場を盛大な拍手と歓声が埋め尽くすなか、急きゆう拵ごしらえで造られた簡素な舞台の上で、この街の領守主セヌクとアーロンが熱い握手を交わす。その光景を、オレは一歩横から眺めていた。

　再び割れんばかりの拍手喝かつ采さいを浴び、たまらずもう一度目深にフードを被り直し、目元を覆うゴーグルを微調整しながら。

　いくらなんでもこんな公衆の面前でアーロンと伴侶扱いされたら、照れるだろうが！　……じゃなくて！　いや、違わないか？　って、だからそうじゃない。

　さすがのオレもここまで大々的に目立つのは初めてのことだから、居い心地ごこちが悪いといいますか、ちょっと恥ずかしいというか、正直言って……早く脱走したい。

　だがこうなったのにも、当然理由がある。気合の入ったオレが絶好調で、調子に乗りまくったからだ。ただし今回ばかりは、その共犯がいる。

　何を隠そう、オレのデキる嫁ことアーロン様だ！

　チベルッタで依頼を受けた後、少しだけ消耗品等の物資を買い足してすぐに、オレたちは街の外へと向かった。

　そこで気を急せかしながらバイクを求めたオレに、アーロンはいつものように見み惚とれるほどの柔らかな笑みを浮かべて言ってくれたのだ。

　ハルが望むなら、僕だって力になるよ、と。

　ふおぉ……なんだかアーロンが輝いて見える！　かっけぇえ！　……ん？　もしかしてアーロンがバイクを運転して、ぶっ飛ばしてくれるつもりなのか？

　なーんて胸を少しばかり忙しくさせながら、どういうことだろう？　と小首を傾かしげかけた瞬間、目の前の竜人が不思議空間から取り出したのは、人ひとり余裕でブチ込めそうなほどの大きな白い袋で──。

　ちょっと待て、と口を開きかけた時には既に手遅れだった。

「じゃあ急ごうね」と生き生きした声音を最後に、オレはいつかのように頭からズボッとその袋の中に突っ込まれ、視界ゼロのなかでしばらくゆっさゆっさと揺られ続けたのである。

　うむ、これが『二度あることは三度ある』を身をもって証明した瞬間だった。

　幸い体感時間では十分……もなかったような気がするが、荷物扱いされたオレの足が地面と再会した時には、軽い乗り物酔い状態にはなっていたな。

　こんな時はアーロンが竜の姿に戻って空を飛んでいる、ということはもう何となく予想がついている。だが、袋から脱出したオレを出迎えるアーロンは、いつだって竜人ヒトの姿だ。

　もしかして竜の体を見られるのが恥ずかしいのか？　と頭の隅を過よぎりながらも、ダンボペールの街付近へと瞬く間に連れて来てもらったオレの目に映ったのは、街道の脇わきで横転した魔車と、それを取り囲む骸霊の群れだった。

　それは骸霊特有の紫色の靄もやを纏まとってはいるが、見た目も大きさもチンパンジーに似た、白い猿でしかない。その亡なき骸がらもいたる所に転がっているが、まだざっと五十匹以上が魔車の周囲で円陣を組むようにたむろしている。

　そんな魔車が薄い光の膜──結界で覆われているのを確認したオレは、ひとまずは胸を撫なで下おろしながら猿骸霊の群れに向かって精霊魔法を撃ち込んだのだった。

　最初からガンガン行こうぜ！　と、その場にいた全すべての猿骸霊をさっくり倒し、魔車の内部を確認すると、そこにいたのは予想通りチベルッタからの救援隊で、総勢三十名ほどの獣人たちが所狭しと武器を構えたまま身を寄せ合っていた。

　ひっくり返ったままの狭い車内よりも、とりあえずは安全となった外へ彼らを誘導しながら、手短に話を聞いた。感謝や驚きの言葉と共に語られたのは、ダンボペールの街に近づくにつれ、この猿骸霊が周囲に集まりだし、ついには走る魔車を襲撃してきたそうだ。

　エウィンプと呼ばれているこの骸霊は、一匹を相手に戦うなら第三級──所謂いわゆる、駆け出し討伐者でもあっさり倒せるくらいのお手軽素材として、この周辺では周知されていたようだ。

　ただ、こいつらには群れで行動し、数を活いかした襲い方をしてくる特徴もあるらしい。といっても、群れの数は大体十匹前後、多くとも二十匹が関の山なので、この救援隊のメイン層でもある第二級の討伐者が束となれば、そう苦戦する相手でもない──はずだった。

　魔車を飲み込むほどの大群も、統率の取れた高度な連携攻撃で襲い掛かってくる様も、明らかにおかしい。

　そう険しい顔で唇を噛かむ救援隊の人たちは、倒しても倒しても湧わいてくるようなエウィンプの群れとその巧みな戦術に圧倒され、ついには横転した魔車に退避……いや、追い込まれてしまったそうだ。

　精霊魔法によって結界を維持していた討伐者の一人は、その顔を青ざめさせたまま、もしあのまま魔力が切れ、結界が消えていれば、嬲なぶり殺しにされていただろうとも語った。

　そして、遠くの木々の合間にちらほらと姿を覗のぞかせるダンボペールの防壁を、誰だれもが無言のまま見つめるなか、そのなかの一人がぽつりと零こぼした。あの街はもう終わりだ、と。

　──まぁオレにも、その気持ちはわかる。

　普段は討伐者が歯し牙がにもかけない骸霊だったというのに、突然こんな大群となって現れたのだ。

　今は増援の出現がないとはいえ、群れの全体像が見えない以上、いつまた同じように包囲されるかもわからない。

　正しい選択をするならば、こけている魔車を皆で引き起こして、さっさとチベルッタへ引き返すべきだ。だがな？

　もしかしたら、まだ待っている人がいるかもしれないだろ。頼むから誰か助けてくれ、って。

　自分ではなく、大切な誰かのことを助けてくれって、そう願っている人だっているはずだろ。

　無力な子供でしかないオレが、ただそう願うことしかできなかった時も、命懸けで応こたえようとしてくれた人たちが、いた。

　そんな誰かの優しさと善意に助けられてきたからこそ、今のオレがある。ならオレも、誰かにとってそうであるべきなんだ。

　たとえ世界が違おうとも、今いる場所がどこであろうとも、それは変わらない。




　そんな感じで少しだけ、自分の存在意義なんてものを確認したりもしながら、オレとアーロンだけで街に突っ込んでくるわ、と救援隊の人たちに告げたのだが……なぜか、あれよあれよという間に全員でダンボペールに突入することが決定になっていた。

　オレが第一級討伐者だと名乗ったからか？　あぁ、気合を入れようと思ってゴーグルを外したりもしたけど……さすがにこんな顔につられて、死地かもしれない場所に突撃するわけがないよな～。

　まぁ人手は多いに越したことはないだろうから救援隊と足並みを揃え、残りの道のりを徒歩で移動することにした。横転故障した魔車は残念ながら、オレたちだけでは再起不能だったからな。

　歩きならおよそ一時間ほどはかかるらしいが、ちゃんと全員の気合が入るよう、それっぽい決めゼリフも使ったオレにぬかりはない。

　テンションは高く、されど冷静さは欠かさず、森の街道を突き進むこのチート級精霊魔法の使い手を、いったい誰が阻めるというのか！　ふはははっ！　いっそ竜でもどんとこいやー！　……待て、やっぱり竜はナシで。

　その道中では度々猿骸霊の襲撃もあったが、気持ちよく調子に乗っているオレの精霊魔法と、たまに活躍するアーロンの尻尾があっさり敵を蹴け散ちらし、予想よりもかなり早く街までたどり着くことができた。

　だが、強固な防壁の門が無残にも破壊された姿と、その向こうに見える街影からウヨウヨ湧いて出てくる猿をいざ前にすると、オレも少しばかりゾッとした。ネズミかゴキブリの巣にでも突っ込むような気がして、生理的に。

　もうじき夕暮れが迫るなか、これを一匹ずつ倒していかなければいけないのか、と思わずげんなりしかけたオレへ、再び天啓がすぐ隣から降ってきた。

　アーロン曰いわく、群れを統率している首魁ボスと思しき強い気配があるから、まずそれを倒そう、と。

　なるほど、群れの頭がいなくなれば後は烏う合ごうの、いや猿合の衆というわけか。

　壊れた門の代わりに猿一、二匹ぐらいしか同時に出入りできないほどの隙すき間まを開けて結界を張った後、中から出てくる獲物は任すと救援隊にお願いし、オレとアーロンの二人で街の中へとバイクで突っ込んで行った。

　巧みなハンドルさばきで路上を疾走するアーロンの肩に片手で掴つかまりながら、オレは目についた赤い精霊を手当たり次第引き連れ、ボス戦に備える。

　行き掛けの駄賃とばかりに、邪魔をしてくる骸霊たちを全て倒しまくりながら。

　そして、街の中央広場と思しき開けた場所に、キングコングＢＯＳＳはいたのだ！

　一体だけバカでかく、その体たい躯くも筋骨隆々。

　後ろ姿だけでも派手に盛り上がった僧帽筋や上腕二頭筋に、一体だけ異様を放つような黒々と輝く漆黒の毛並みとか、凄すさまじく貫かん禄ろくのある猿、いや巨大ゴリラだった。

　だからさ、つい力みすぎたら……一撃で倒してしまったのだ。

　アーロンがこれまた綺き麗れいにバイクで大ジャンプしてくれて、背後からの奇襲がお手本のように決まったのもあって、つい。

　だってな、目の前に首が見えたらそこを狙ねらうだろ？　切れ味抜群な魔法の刃やいばで、スパッと一いつ閃せんよ。

　その後、見上げた建物の窓辺には多くの人の姿があって、思わず口元が緩んだ。

　勿論、ここにたどり着くまでの街中や、この広場の凄せい惨さんな景け色しきも認識できてはいた。オレでは間に合わなかった人たちが、たくさんいたのも事実だ。

　でも下を向く前に、やることがまだ山ほど残っていた。

　ボスゴリラを倒した結果、アーロンの予想通り他のエウィンプたちは我先にと逃げ始めたが、街中に身を隠す奴らも多かったのだ。

　竜の感覚とやらでそれを残らず探し出してもらい、救援隊とも手分けをしながらひと晩かけて掃討した。そうして街中の安全を確保した次は、関係各所への連絡だ。

　長距離通信装置を有り余っているアーロンの魔力で起動してもらい、チベルッタともうひとつ、ラミネールという街へ状況を説明し、改めて救援を請うた。

　お次は緊急性が高く人手が足りていない場所を回り、精霊魔法で負傷者の手て当あてを手伝ったり、瓦が礫れきを浮かして行方不明者の捜索だ。そういったことが一段落つけば、この街の領守主を始めとするお偉いさんたちに改めて、色々と経緯を説明したり。

　たまに仮眠を取りながら街の中をあっちこっちと動き回り、壊れた門に魔法で応急処置を施して復旧し、ハムスター支部長の奥様の無事を知って急きゆう遽きよ先方に連絡し、と片っ端から首を突っ込んでいたら、いつの間にかこの街に二週間も滞在していた。

　まだ街自体の傷は大きいが、そろそろ他の街からの支援も行き届き始めたこともあって、この辺りでオレとアーロンはお暇することに決めたのが、昨夜のこと。

　そうして今朝けさ、領守主のアライグマ顔の青年に出立を告げたら──急遽、お見送り会のようなものを開催されてしまったというわけだ。

「しかし、ハ＝ルーマ様。やはり無償というわけには……我が街の品位にも関わりますゆえ、どうか謝礼金だけでも受け取って頂きたいのですが……」

　オレの回想が終わるのを待っていたかのように、いいタイミングで当の領守主から小声で話しかけられる。

　そういえば、街として謝礼金をとかなりの金額を提示してもらっていた。

　ただ、復興というものにはカネがかかるものだろう。

　見たところ、このダンボペールの街も小さな街の部類だ。財政にも、特別余裕がありそうな感じではない。

「無償じゃない、ちゃんと有償サービスです。──だからまた今度、この街に来た時に倍返しでよろしくお願いします。いい宿と、美味うまい食事もつけてくださいね？」

　将来の宿と食事をきっちり確保したオレに、さすがだね、とアーロンは小さく笑い、アライグマ顔の青年はなぜかその目に涙の膜を盛り上がらせて、深々と頭を下げた。

　こうしてオレたちは街の人々から盛大に見送られながら、ようやくダンボペールを後にすることができたのだった。




　明るい日差しの下、オレの疲れを気にしてバイクを運転してくれるアーロンの腰に掴まって、初依頼の成功をふたりで喜びながら、山道の景色を楽しみつつ再び海を目指して進むなか──。

「っれ？」

　ふわふわと追走してくる半透明の白い生き物たちの姿が、不意に全て見えなくなった。

　まさかどこかから封印魔法か!?　と緊張したものの、次の瞬間にはまた当たり前のように、その姿が目に映る。

「ハル、大丈夫？　どうかした？」

　すぐにかけられる気遣わしげな声と緩まるバイクのスピードに、オレは慌ててなんでもない、気のせいだったと答えながら考える。

　調子に乗りすぎて知らないうちに疲れが溜たまっていたのかもしれない、次の街では落ち着いてゆっくりしようかな、と。

　それに──なんだかもの凄すごく、その、アーロンが欲しい……かも……だ、だって二週間もご無ぶ沙さ汰ただったしな！　うん、そのせいだ！

「……アーロン、次の街に着いたら……ゆっくり休もう、な？」

「そうだね、そうしよう」

　広い背にこっそり頭を預けながらそう静かに囁ささやいたのにもかかわらず、その答えは即答だった。

　明らかに速度の上がったバイクに今更気恥ずかしくなったオレは、そのまましばらく目を閉じることにした。

　なお、次に目を開けた時には、新たな街に到着寸前だったというのは、なんというか、お約束である。




　　　　＊　＊　＊




「はふ…っ…んー……」

　腕の中にいる僕の番つがいが胸元にすり寄ったまま、そう幸せそうなため息を満足げに零こぼして、小さく身じろぎをする。

　そのまま眠そうに何度か瞬きを繰り返す姿に、彼の艶つややかな黒髪へ無意識に触れながら、僕はそっと声をかけた。

「ハル、疲れただろう？　もう寝てもいいよ」

　そう告げながらも、久しぶりの契りで再び僕の魔力に深く濃く染まったハルの姿に、狂おしいほど愛いとしいなと胸の内でつい呟つぶやいてしまった。

　その途端、ハルはまた小さく声を上げて、繋つながったままの僕を熱い体内で優しく抱きしめてくれる。勿もち論ろん、それは不可抗力でしかないのだけれど。

「ふぁ、ぁあっ…！　ひぅ、っあ、はっ……はー…アーロン、それ今ダメらって……！」

　吐精することなく軽く達して体を震わせたハルが、甘い鳴き声の後に息を荒らげて抗議してくるのだが、実は僕もこれには少し困っているところだ。

「ごめんね、そろそろ辛いよね？　……やっぱり、抜こうか？」

「…………やだ」

　最後は仰向けになった僕の上に跨またがって扇情的に乱れ、派手に達した後も、こうしてまだ繋がったままでいることをハルがご所望なのだ。

　ただしそれでは、強く制御しておかなければ僕の意識がハルに流れ込んでしまうわけで。

　幸せなことに、僕の番はこの竜族特有の求愛方法を殊の外気に入ってくれているようで、契りの最中であれば僕も手加減なしに想おもいを伝えさせてもらっている。

　だが後戯にまでともなれば、ハルの負担……というよりも疲労の度合いがかなり大きくなりそうで、どうしても気にかかるのだ。

　それでなくとも彼はこの二週間ほどずっと働き詰めだったのだから、余計に。

　今まで全く関わりのなかったダンボペールという街を存亡の危機から救っただけでなく、まるで最初から街の一員であったかのように、その復興のために文字通り走り回っていたハル。

　なぜそこまでと疑問には思ったが、彼が望む以上、僕も協力を惜しむつもりはなかった。

　だから僕が竜人であることを明かし、強制的に周辺の街から支援を募ってもよかったのだけれど、それはハル本人に止められた。

　この街を簡単に救えるのに、なぜ？　と興味本位で尋ねた僕に、彼は知恵熱でも出しそうな顔をして、一生懸命言葉を探しながら答えてくれた。

　苦しい時に何でも頼れる存在がぽっと湧わいて出たら、それをあてにして自分で動いたり考えたりしなくなる、それでは本当の意味でその人たちのためにはならない、と。

　なるほど一理あるな、と納得した僕に、ハルはどこかのお偉いさんの受け売りだからと謙けん遜そんして恥ずかしそうにしていたが。

　でもそんなハルこそが街の人間たちにとっては、降って湧いた奇跡のような存在になっている気もしたけれど、それは黙っておいた。

　きっと『ハルマ』という一人の人間にとって、その行動の全すべては当たり前のことなのだと、感じたから。

　助けを求められれば、応こたえる。救えるならば、必ず救う。そのためならば、多少の身の危険は顧みない。

　ハル自身が、この世界の人間たちと比べれば強つわ者ものであることは疑いようがない。だからこそ、そんな在り方ができるのだし、高潔とも呼べるその姿勢は好ましいとも思う。

　ただそれは、どこか強迫観念のようなものに駆られている気がした。

　だが、その生き方に、僕が口を出すのは間違っている。僕は何も、今のハルを変えたいわけではないのだ。

　ハルがハルのまま生きて、死んでいく。

　僕はただそれを、一番傍で見守っていたいだけ──いや、それしかできないのだから。

　それでも見るからに疲労を溜めこんだハルが、ようやくダンボペールを後にすると口にしてくれた時には、ほっとした。

　もしかしたらこのまま、その身をすり減らして死んでしまうかも、とおそらくは余計な不安が芽生え始めていたものだから。

　だからこそ、新たな街でしっかりと休息を取ることには諸手を挙げて賛成だし、愛しい番をその体ごと愛する久々の機会は大歓迎でもある。あるのだが──……。

「うーん……ハル、僕もずっとこうしていたいけれど、少しは休まないと。お金のことは気にしなくていいから今は休んで、それからまたゆっくり過ごそう？」

　汗ばんだ背が冷えてしまわないよう、ベッドの足元へ邪魔だとばかりに押しやっていた上掛けを尻尾しつぽを使って手繰り寄せ、その体を包む。

　それだけで更に眠気に誘われたのか、黒い瞳ひとみをうつらうつらと瞬かせながらしばらくして、ようやくハルは小さく頷うなずいてくれた。

「……オレが、寝るまでは……このまま、な……」

　そんな可愛かわいいことを言われて、危うくもう一度ハルをイかせることになりそうだったけれど、今回はきっちりと自分の内なる声を制御できたようだ。

　その成果のおかげか、ダンボペールの次にたどり着いたこのラミネールの街で初めて、ハルはやっと眠りに落ちていった。

（でも、ラミネールこの街に到着したのは、確か夕方……だったよね。すぐ宿屋に籠こもったはずだけれど、今は──……おかしいな。どうしてこんなにも外が明るいのかな？）

　もっと、と請われるままに契りを交わしていたら、いつの間にか夜も明け、だいぶ日が昇っていたとは。

　大切な番を起こさぬように、ゆっくりとその体内からお暇して、疲労困こん憊ぱいの彼をシーツの上へとそっと横たえながら、少しは僕も自制しようと密ひそかに誓いを立てる。

　少なくともハルの疲れが完全に癒いえるまでは、契るのは控えるべきだと。

　そう考えていた僕は、それから半日ほど眠り込んだハルの目覚めの第一声に、少しばかり自分の耳がおかしくなったのではないかと本気で悩むことになっていた。

「えーっと、おはようハル。それで、なんだって？」

「アーロン、シたい。なんかもう今すぐアーロンとヤりたい、シたい、契りたい………オレ、発情期？」

　寝起きでぼんやりとした顔のまま、首を傾かしげながらもそう言い切ったハルは、いつにもまして綺麗に僕の魔力で染まっている気がした。








７．シンボルエンカウント






　自分でも何かがおかしいというのは、わかってはいた。でもその『何か』が、わからない。

　ただそんなどうでもいいことを考えるよりも先に、体を内側から埋め尽くす熱がとにかく欲しくて欲しくてたまらなかった。

　もしかしたらこれが、掃いて捨てるほどのアホ共をオレに差し向けてきた、『発情期』なのだろうか？

　だとしたら、この欲求を理性で制御する難しさには深く共感できる……とはいえ、過去のアホ共をまるっと許すつもりはないけど。

　そもそもオレに発情期があるとか、やっぱりありえなくないか？　それともなにか？　この世界に順応しすぎて、遂にはこっちの人間特有の特性までゲットしたとか？

　頭の片隅ではそんな疑問をかろうじて抱いていたものの、結局オレは三日間ほど宿の客室から一歩たりとも外に出ることなく、爛ただれた時間に溺おぼれきっていたわけだ。

　アーロンが半ば強制的に食事と睡眠を取らせてくれなければ、おそらく本気でぶっ倒れるまでイチャコラしていた自信がある。というわけで、

「お付き合い頂き本当にありがとうございましたスミマセンなんか暴走してました」

　ようやく原因不明の盛りがマシになったこともあり、オレは寝間着姿のままベッドの上に正座し、すぐ隣で身を起こしているアーロンに深く深く頭を下げながら早口で言い切った。

　さすがになぁ……その、長時間付き合わせすぎた自覚はあるわけで……でもオレとしては大変大満足で文句なしに幸せで気持ち良かったです、ハイ。

　はっきり言って今も、その胸元がはだけた浴衣ゆかたモドキの御姿が直視に堪えないわけでして、いっそ今からあと一回だけ──ってだから正気に返れ、オレ！

「僕としては全く問題ないのだけれど……少し気になるね。精神的なもの……が原因だったのかな？」

　ほぼ丸三日、オレに付き合ってこの部屋に籠りきりだった番はそう綺き麗れいに微笑ほほえんでくれた後、いつもより肌艶が良さそうに見える顔で思案げに呟いた。

「ん？　精神的なもの？」

　オレのメンタルに影響を与えるようなものが何かあったか？　全く心当たりがない。

　そりゃ、色々と忙しくて疲れてはいたけど。精霊が一瞬見えなくもなったが、あれ以降は今も普通に見えているしな。

　思えば今回もその前も、何ならもっと前も、最中には全然奴らの姿が目に入らないのは、なぜだろう。

　ベッドの上に座り直し、首を傾げながらそうさらっと考えていたオレに、何か躊躇ためらうように少しだけ沈黙した後、アーロンはゆっくりと再びその口を開く。

「ハルがいた世界でも、あんな風に人が死ぬのは──当たり前だったのかな？　その、平気そうにしてはいたけれど、かなり凄せい惨さんな光景もあったから、精神的な負担が大きくて体調に異変をきたしたのではないかと……」

「えぇ？　別にあれくらいなんとも──……」

　咄とつ嗟さにアーロンの言葉を否定しかけて、今でも忘れられない最悪の光景が脳裏に蘇よみがえる。それに思わず、言葉の途中で口を閉じた。

　人がたくさん死ぬのは、慣れている。そう言い切れるほど、ずっと過酷な状況で生きてきたわけではない。

　当然だ。オレのいた世界の、オレが生まれた国は豊かで平和で……不幸といえば、ありきたりの事故か、たまに大きな災害があるくらいだ。

　あぁ、そうか。だから……アーロンの言う通りなのかもしれないな。

　この世界には骸霊なんてものがいるから、今回みたいな血ち腥なまぐさい現場に遭遇した経験も、あるにはあった。

　でもオレはいつだって独りだったから、その場で泣いたり喚わめいたりするわけにはいかなかった。

　そんな隙だらけのことをしていれば、弱みを晒さらせば、骸霊だけでなくよからぬ人間にも狙ねらわれる。

　だから知らず知らずのうちに、自分に言い聞かせていたのかもしれない。

　今まで生きてきたなかでの一番酷ひどい出来事と比べれば、まだこっちの方がマシ、これくらいなら平気だ、だからオレは大丈夫だと。

　だけど今は、オレの名を心配そうに呼んでくれる声が、すぐ傍にある。いつだって隣にいてくれる人が、いる。

「……オレって、完全確実完かん璧ぺきにアーロンに甘えてるなぁ」

「ハル？」

　きっと、そういうことなのだろう。

　平和な世界で人生の大半を送ってきたオレにとって、多くの犠牲者がいる状況は自覚はなくともストレス過多で、少々メンタルをやられていたとしてもおかしくはない。もう色々と吹っ切れているつもりだったけれど、自分ではよくわからないものだ。

　そんなこんなで手っ取り早く癒いやされたいと思った本能が、疑うことなくアーロンに甘えに行ったのかもしれない。そういうわけで、人肌恋しくなって暴走したのだろう。

　そそそっと心地よい温ぬくもりに擦り寄りながら、そう結論を出したところで、緩く首を傾げていたアーロンに言われた。

「ハルが僕に甘えてくれているなら、嬉うれしいよ」

　じゃれつくように、そのままぎゅーっと抱きしめられると、一度は落ち着いた熱がぶり返してきそうで……さすがにこれ以上は爛れた時間を続行するわけにはいかぬ、と強く自分に言い聞かせる羽目になった。

　ほんっと、なんでこんなにムラムラするかなぁ。ホントのホントに、精神的なものだけか？

　そうしてふと窓辺に視線を向ければ、薄いレースカーテン越しに見えるのは夕焼けに染まった空ではないか。なんてことだ、時間の感覚まで鈍っているとは。

「あぁあアーロン！　せっかくだからさ、今夜は外で食事しないか!?」

　この宿も高級なだけあって食事のサービスも良かった、気はするのだが、やはり初めて訪れた街なのだから他の店の味も確かめなくてはな！　性欲を食欲に置き換えただけ、とか言うなよ絶対。

「勿もち論ろん、賛成だよ。でも、甘えてくれるのはもう終わりかい？」

「もうってなんだよ、もうって……」

　冗談か本気かわかりにくいアーロンの残念そうな表情に惑わされることなく、簡単に身支度を整えた後、オレは久しぶりに宿の客室から外へと足を踏み出した。

　三階建ての最上階からは、赤い絨じゆう毯たんが敷き詰められた優美な螺ら旋せん階段を降りていくわけだが、うん。腰とか足の違和感が酷い。痛みとまでは感じないのは、こっそり誰だれかが回復魔法でもかけてくれていたのだろうか。

　なお、その誰かさんは自然な所作そのものでオレの腰に軽く手を添え、階段をエスコートしてくれるという完璧紳士ぶりすら発揮していたりもする。

　それが少々気恥ずかしくもあり、一階の受付へたどり着く前に外がい套とうのフードを目深に被り直したところで、気がついた。

「やべっ、ゴーグル忘れてきた」

「いいよ、そのままで。僕がいるから、ハルは何も気にする必要はないよ」

　それは、たとえ面倒事が起きても全すべて任せろ、という意味なのだろう。なんと頼もしいのか、オレの番は。

　細められた金の瞳と、小さく弧を描く口元が彩る秀麗な顔に見下ろされ、不覚にも頬に熱を覚えかけてしまったではないか。

　不意打ちはアウトだろー。このまま部屋に戻りたくなったらどうしてくれる。

　そんなこんなで宿の受付で外出を伝え、宵よい闇やみの迫る街へ繰り出したオレとアーロンは、その後きっちり、トラブルに巻き込まれていた。
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　街に明かりが灯ともり、屋台の店先や飲食店の多くが賑にぎわいを見せる時間。

　なぜか、オレが食事をしている店はしんと静まり返っていた。

　ともすれば往来を行く人々の喧けん騒そうすら小さく聞こえてくるような静寂のなか、少々居い心地ごこちが悪くはあったが、オレが為なすべきことはひとつだけ。

「すみませーん、追加注文お願いし──」

「はいっ只ただ今いま！」

　可能な限りの早足で店の奥から瞬く間にやって来た、ウサ耳女性店員。彼女は素早く注文を取ると、また風のように立ち去っていく。

　そうかそうか、そんなにこの空間にいたくないか。奇遇だな、オレもだ。

　柔らかな黄色のクロスを纏まとう丸テーブルが幾つも並ぶ広い店内は、オレのいる席と他のひとつを除き、全てが空席となっている。

　ついさっきまでは、半分くらいの席が埋まっていたはずなんだがな。

「……お前さん、まだ食うのか……」

　ちうぅっ、という可愛かわいらしい音を立てながらストローでコップの中身を飲んでいる同席者にそう声をかけられ、オレは肩をすくめながら先に事情を説明する。

「三日ほど軽食だけで過ごしてたんで、その反動が来てるってことで。支部長こそ、それだけでいいんです？」

　向かい合ってテーブルを囲むのは、幼児向けにしか見えない特別に座面の高い椅子へちょこんと座っているハムスター支部長ことデーレンさんであり、この店が閑散としている原因のひとりでもある。

　ワシはこれで充分だ、と渋みのある低音で答えながら、もう一度ストローを可愛らしく啜すする生き物にほっこりしつつ、少し離れた席に座る一団へオレはちらりと視線を向けた。

　そこには年老いたアライグマ顔の女性と、小太りの垂れ耳ワンコ顔をした中年の男性が、オレの番つがいとテーブルを共にしているのだ。

　ただし、テーブルの上には、飲み物のカップひとつすら置かれていない、寒々しい状況で。

「くどい」

「そこをなんとかっ」

「第二、いえ第三候補として何なに卒とぞ御一考だけでも……！」

　オレの席からは向かい合う彼らの横顔が等しく見える分、アーロンの機嫌の悪さがモロわかりで少々胃がヒュンとする。

　オレ、なんだかんだでアーロンに本気で怒られたことは、まだないし。というか、口ゲンカすらまともにしたことがないな。強いて言えばアレか、アーロンの発情期云々の時になんか勢い余って、オレが啖たん呵か切ったくらいだ。

　というわけで、

「だから、くどい。君たちの気持ちも少しは理解しているつもりだけれど、これ以上煩わせるなら不愉快さしか記憶に残らないだろうねぇ」

　じ、自分に言われているわけではないとわかってはいても、冷たいアーロンの声が聞こえてくるのはどうも落ち着かない。いっそここから、オレだけ先に逃亡したいくらいだ。

　だが、そういうわけにもいかない。こうなった原因は、まぁ半分くらい──いや三分の一ほどは、オレだろうし。

　何があったかというと、三日ぶりに宿の外に出たオレとアーロンが夕食のために選んだこの店で、いざ食事を始めようとしたその時に、厄介な人間に出くわしたのだ。そう、『王族』だ。

　この世界では街ひとつひとつの独立性が高く、街自体が小さな国家のようでもある。そんな街の集まりをゆるりと取り仕切っているのが、王族なのだ。

　領守主セヌクが市長なら、王族は知事あたりか──というのが、オレの勝手なイメージである。

　ただ王族を頂く地域は街同士の結束が強くなり、日ひ頃ごろの経済活動もそうだが、特に有事の際には複数の街から素早く戦力を集めて対応できる、というのが強みらしい。そんな街の集合体を、この世界では国と呼んでいる。

　その結束を維持していくために、王族の一員たちは日常的に傘下の街を見回らなければならず、居住地に強い執着のあるこの世界の人間にとって、それはそれは過酷な仕事に見えるそうだ。

　だから皆のために、辛い仕事を日々頑張っている王族を人々は尊敬するし、そこに権威も生まれてきたのだろう。

　と、ふわっとしか理解していないオレだが、あながち大ハズレでもないと思う。

　まぁ王族のいない地域も珍しくないから、いなくてもどうにかなるけど、いてくれればありがたいお偉いさん、というものなのかもしれない。

　そんな王族とそのお付きの方々に、うっかり食事処で遭遇したオレは、当然のように絡まれた。

　猫耳付きフードは被っていたものの、ゴーグル未装備で顔が丸見えだったせいだな。

　テーブルに注文した料理が並べられ、さぁ今からイタダキマス！　という最悪のタイミングで、顔が猪な初老のおっさんに「私は王族だ！　第三、いや第二伴はん侶りよとして迎えたい！」とかほざかれたら、なぁ？

　ついテーブルの端で丸まっている精霊に視線をやったが、その前にオレの嫁様が有言実行してくれたのだ。

　気にせず食事をするようオレに告げて席を立ったアーロンは、その猪男の前に立ち、紳士的に言い聞かせていた。この子は僕の番だからお引取りを、と。

　そこでおとなしく引き下がればいいものを、なまじ王族だなんだと普段から偉そうに振る舞ってきた男だったのだろう。

　見た目が自分よりも若いアーロンを侮ったのか、なんだか色々とうるさく喚わめいていた。

　ちょうどできたてのスープパスタモドキを食べることに集中していたので、オレにはよく聞こえなかったのだが、その男が何かとてつもなくマズいことをアーロンに申し上げちゃったらしい。

　なんだか室温が急に下がったな？　と思いながら、もっちもちした細い麺めんを啜って顔を上げたところで突然、風が唸うなるような大音量に耳を劈つんざかれた。

　それに思わず手で両耳を押さえたオレの前で、腰を抜かした猪男に向け、ゆっくりと右腕を振り上げるアーロンの手からは、黒い光が零こぼれ出すではないか。

　しかもよくよく見れば、どんな時でも決して外されることのないあの手袋が、黒い光となって消えていくのだ。

　瞬きも忘れてその珍しい光景に見入るなか、露わとなったアーロンの真の手は、大きさからして普段とは全く違っていた。

　いやそれ、物理的にあの手袋サイズには収まらないよな？　と冷静に頭の中でツッコんでいるうちに、目の前にあるテーブルの半分くらいはありそうな巨大な手が、音もなく振り下ろされる。

　ちらりとしか見えなかったが、綺き麗れいな薄うす蒼あおい色をした鱗うろこと透明度の高い水みず掻かきに、角と同じ白銀色の大きな爪があるのはわかったな。

　もっと観察したいなぁ、と見つめる先で、身に着けていた衣服全てを細切れにされた猪男が素っ裸のまま、錐きり揉もみしながら個室と思しき壁の扉を突き破っていく。

　うむ、このオレの動体視力が恨めしい。食事中に汚いものなんざ見たくないっての。

　怖いものを見せてごめんね？　とオレに向かって振り返り、そう口にしたアーロンの手は何事もなかったかのように、既にあの黒い手袋状のものに覆われて普通の大きさに戻っていた。

　少し眉まゆの下がった頼れる用心棒ツガイの顔に、全力で首を横に振りながらカッコよかった、ぜひじっくり間近で見せて、と強請ねだる前に店の外から飛び込んで来た数人の男たち。そのうちの一人が、このハムスター支部長だったというわけだ。

「今の竜鳴きはここからです!?」

「竜の君がおられるのか！」

「っお前さんたち、まだこの街にいたのか！　会いたかったぜ、ハ＝ルーマにアーロン殿」

「なぜにアーロンには『殿』をつけて、オレは呼び捨てなのか……」

「おや、アレがわかる人間がいるとは珍しい。これは失敗したねぇ」

　店内に居合わせた人たちが唖あ然ぜんと見守るなか、支部長に事情を聞かれたオレは簡潔に答えようとした……のだが、まだまだ食事中だったので、またもやアーロンが代わりに相手をしてくれた。

　その結果、アーロンが竜人で、オレがその番であることもさらりとバレた。というか、もう隠す気もなさそうな御本人が、普通に喋しやべった。

「おーいアーロンいいのか？　って、ん……？　──ハ、ハム支部長！　なぜここに!?」

　遅ぇよ、とでも言いたげにハムスター支部長ことデーレンさんは、バスケットボール大の毛むくじゃらの体から大きなため息をついてみせたのだった。

「勝手に名付けてくれるな、デーレンだと名乗っただろーが。それより話は後だ、この馬鹿王族を領守主へ突き出してこにゃならん」

「そんな面倒なことはしなくていい。僕とハルの食事を邪魔したのだから、万死に値す──」

「アーロン、ほら、オレの皿は無事だから！　なっ？」

「……竜の君の番に手ぇ出そうとするなんざ、呆あきれて物も言えねぇ。それでなくとも、お前さんらはこの街にとっても恩人だってぇのによぉ……はぁぁ」

　結局その後、生まれたままの姿で気絶していた猪男は、それを介抱するお付きの数人と共に、討伐者デイーラらしきデーレンさんの同行者たちによって、店から連れ出されて行った。

　店内が凍りついているような空気のなか、チベルッタのギルド支部長である彼がなぜここにいるのか尋ねていると、この街の領守主率いる一団が息せき切って店に現れ、そのまま店内を貸し切りにしたのだ。

　目当ては当然、竜人であるアーロンだ。オレの嫁、モテモテだな。誰にもやらないからな？　と内心で沸き起こる対抗心をおくびにも出さなかったオレ、もう充分大人である。

　時を同じくして、店にやって来たアライグマ顔の老婆がダンボペールの前・領守主らしく、オレたちへ感謝の言葉を丁寧に述べ深々と頭を下げた後、テーブルを別にすると、長々とした嘆願がアーロンへと始まったわけだ。

　オレも一緒に話を聞くべきかとも思ったのだが、食事を優先するようアーロンに言ってもらえたので、気にはなりつつもありがたく腹を満たすことにした。

　そんなオレに付き合ってくれたのか、同じテーブルについてくれたデーレンさん曰いわく、彼はダンボペールの応援に自らやって来たそうで、ちょうどオレたちと入れ違いになったそうな。

　今日は、このラミネールの街に避難していたダンボペールの前・領守主が街へ帰還する際の護衛としてここまで足を延ばしたところ、超激レアな竜の咆ほう哮こうが聞こえたもんで、何事かと飛び込んできたんだと。

「へぇ～支部長自らが実働部隊って、珍しいですね」

「……お前さんがチベルッタに戻ってこねぇから、こっちから出向いたんだろうが」

「え？　戻る必要ありましたっけ!?」

「おぃぃ、忘れたとは言わせねぇぜ？　まだ、お前さんへの成功報酬が払いきれてねぇだろーが」

　成功報酬？　はて……カネなら口座に振り込まれるのが普通、ん？　……ハムスター支部長……報酬……おぉ!?　変身！　ハムスターから人型への、超レアっぽい変身を見せてもらう約束してたな!?

「じゃ、じゃあ見せてくれるんですか!?　支部長のアレを!?　疲れるから、大事な時にしかしないって言ってたのに!?」

　思わずガタッと腰を上げたオレに、咄とつ嗟さに椅子から飛び降りて距離を取ったデーレン支部長が叫ぶ。

「いっいい一度だけだぞ!?　ワシだって歳としくってんだからよ、そんながっつくんじゃねぇ！」

「わっかりまっしたー！　それじゃどこで？　今ここでいいんです？　ふおぉおおっ……早く早く！」

「だ、だから近づくんじゃねぇ……！　と、取って食っても美味うまくねぇぞッ!?」

　ちょこまか床の上を転がるように走って逃げるハムスターを、ほぼ反射的に追いかけ回していたオレを止めたのは、

「まぁ僕もわかっている、わかってはいるんだけれどね？　聞きようによっては、堂々と浮気宣言にもなりかねない発言は、いかがなものかな？」

　そうにっこり笑いながらも、小さく口元を引きつらせているアーロン。

　首根っこを掴つかみ上げられてぶらーんと足を揺らしながら、はて、と再びオレは首を傾かしげる。

　何が浮気宣言？　あぁ、もしかしてアーロンが竜人から竜へ変身するのもまだ見たことがないのに、先に他人のを見るなってことか？

「大丈夫だアーロン！　オレはアーロンのだって、いつでも見たいと思ってる！」

「っぶふーーー！」

　なぜか笑いのツボに入ったアーロンが元に戻るまでしばし、すごい目でポカンと見つめてくるお偉いさん二人の前で、オレは宙ぶらりんのまま揺れ続けることになった。

　うむ、げせぬわ。
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　さんさんと降り注ぐ太陽、穏やかな陽気のなか、広い野原を突っ切る人気のない街道にふたりきり。

　となれば、後はどうなるかおわかりだろうか。

「風だ、風だ、風になるぅ～！」

「……うーん……まぁ直線街道だし、見晴らしもいいから……」

「ひゃっほぉおおお！　なら最高速度に挑戦するしかないな!?」

「あっ！　ちょ、ちょっとハル！　これはとばしすぎっ──！」

　そう思い切りアクセルボタンを押し込みながら、小型二輪魔車バイクをかっ飛ばすしかないよな。

　オレの愛車はフィィィーンッ！　という独特の静かな音を立てながら、期待通りの速度を瞬く間に出してくれた。その途端、背後から腰に回されていた腕にほんの少し力が込められ、アーロンが小さく苦笑する。

　それを感じながら、どこまでも続く街道を気持ちよく走り抜けていく。

　鼻歌交じりにそんなツーリングを楽しみつつ、アーロンも少しは気分転換できたかな？　とこっそり考える。

　なにせ、色々とお疲れの嫁様だったのだ。

　昨日きのうの夜、ラミネールの領守主セヌクとダンボペールの前・領守主のふたりに、長時間何を頼み込まれていたのかというと、ズバリお引っ越しだ。

　この街の近辺に新たな神殿を建てるから、アーロンが住すみ処かにしている今の神殿から移ってきてくれないだろうか。それがダメなら、別宅扱いでもいいので年に何度か訪れてくれないか。

　将来的にもし御お子こが生まれた暁には、この地をその住処候補として考えてくれないだろうか──などなど。

　超絶イケオジに変身したデーレン支部長にオレが度肝を抜かれている間、そんな話が繰り返し聞こえてきていた。

　まさかの巨大ハムスターが野性味溢あふれる精せい悍かんなオッサンになるとは、さすがのオレも予想していなかった。

　もっとこう、丸っこさを残した可愛かわいらしいタイプのオジサマになるとばかり……！

　まぁそんな異世界ギャップを心底楽しんだのはおいておいて、少し意外だったのがこういった竜の引き抜き？　みたいなことが、普通に行われていることだ。

　竜の名を呼ぶことすら畏おそれ多おおいと感じるのがこの世界の人間なのに、まさか引っ越しの直接交渉は可能だとは。

　ただ、宿に帰ってからアーロンに聞いた話だと、結構これもレアなケースだったらしい。

　近隣の街が骸霊によって陥落寸前になるほどの被害を受けるなど、ここ数百年の間なかったらしく、周辺の街の統治者たちの間でどうにか竜を招けないか、という話が出たばかりだったそうだ。

　そんな時に竜人が滞在していると一報が入り、渡りに船とばかりに嘆願にやって来たと。

　なおオレに絡んできた王族も、件の会合に参加した後、街の視察をしていたそうな。

　その王族の不ふ逞ていについては、領守主さんたちが土下座する勢いで謝ってくれたのもあり、オレとしては即行水に流した。

　悪いのはこの人たちではなくて、アーロンを怒らせたあの猪男だしな。

　そうしたらそれを皮切りに、重ね重ね不ぶ躾しつけですがと前置きされての、引っ越し嘆願が始まってしまったというわけだ。

　結局、今の住処である神殿に不満はないから引っ越しはしない、将来的なことについては、その時が来れば一考はするがそれだけだ、と何度か繰り返した言葉をアーロンがもう一度、最後に強く言い放って、その場はようやく解散となった。

　でもなぁ、食事処を出たら黒山の人だかりができているし、宿に戻れば受付のお姉さんが先ほどとは違って物もの凄すごく緊張しながら対応してくれるし、客室の窓からそれとなく通りを窺うかがえば、明らかにこの部屋を監視している守備兵たちの姿があるわけで。

　それはもう、この街にいる限り何度でも、『竜人様引っ越し詣もうで』が起きそうな気配に満ち満ちていた。

　気持ちはわかる、わかるんだけどねぇ……と鬱うつ陶とうしげにため息をつくアーロンの姿に、オレもさっさとこの街から出立することを決めた。だから夜も、その、まぁムラムラしそうにはなったけど……我慢したし。

　そして日付が変わって、今日の早朝。魔車の第一便が出発するよりも少しだけ早い、出街手続き開始時間の直前に、まだ人気のない門へ向かった。

　するとそこには、ハムスター姿のデーレン支部長が仁王立ちで待ち構えていたのである。

　もしかして足止めされるのかなぁ、うわ面倒くせ……と内心毒づいたのも束つかの間ま、彼は「面倒かけたなぁ達者でな」とだけ告げて、見送り態勢をとった。

　え、このまま見送るだけでいいの？　ほんとに？　領守主さんたちから何か頼まれているのでは？　と、つい尋ねてしまったオレに、支部長は悠然と顔の周りを毛繕いしながら言ってのけた。

　今回は確かに、『竜とその番オレたち』がいて幸運だった。だからそれに甘えないよう、自分たちでできることをまずやっていくだけだ。この異変だって、もっと周辺の骸霊駆除を頻繁に行っていれば防げたのかもしれないのだから、と。

　渋みのある声音で、そのまん丸フォルムから放たれた言葉は、やけにカッコよかった。

　勿もち論ろん、この街の領守主さんたちがアーロンという竜の存在を求める気持ちだって、よくわかる。多くの人の命を預かっている立場の人なら尚なお更さら、竜が傍にいてくれることを望むだろう。

　ただそれでもオレは、デーレンさんみたいな人間になりたいと思うのだ。

　そんな立ち話ついでに、オレたちが海を目指していることを口にすると、とっておきの穴場スポットを教えてもらえた。

　この先の街道の分かれ道で遠回りのルートにはなるが、途中開けた山腹から海を望める絶好の場所がある。その傍には巨大な湖もあるから、オレたちくらい腕が立つならそこで野営していってもいいだろう、と。

　そう聞いて素早くリュックの中の残存食料を思い浮かべたオレは、ありがたくそのお勧めスポットへ向かうことにしたのだった。

「またチベルッタに寄るときゃ統合討伐協会デイレスタンにも顔出してくれや。じゃあ気ぃつけてな。──……あいつを助けてくれて、ありがとよ」

　ちょこちょこと小さな手を振るデーレン支部長が最後に口にした言葉こそ、彼が一番告げたかったことだったのかもしれない。

　うん、支部長の奥さんがスレンダーな虎顔美女だと判明した時は、もしかして支部長って非常食扱いなのかとか色々と失礼な想像しちゃってスミマセンでした。

　まぁそういうわけで、オレとアーロンは再び気ままなバイク旅を再開したのだ。

「──ハル、昨日は面倒をかけてごめんね」

　おっと次の鼻歌リストをどれにしようか考え中で黙っていたら、これまたいつの間にかしょんぼりアーロンが降臨しているではないか。

「全然そんなことないって。むしろ、アーロンの手袋の謎が解けた……いや解けてないわ、アレどうなってんの？　ちょっと今晩じっくり見せようか」

「うーん……それは恥ずかしいから嫌だなぁ」

「はい!?　ちょっ……少しくらいよくない？」

　オレの方が普段から恥ずかしい目に遭わされているのだから、ちょこっと手袋を外して見せてくれるくらいよさそうなものなのに。うーむ、アーロンの恥ずかしがり屋さんめ！

　そう小さく笑いあった後、やや間を置いてアーロンの静かな声が紡がれる。

「その、子供のことなんてハルは気にしないでほしい。僕は、君が僕の番でいてくれるだけで、幸せだから」

　ん──？　いきなりどうした……って、アーロンが昨夜からちょっと元気ないのは、もしかして引っ越しコールじゃなくて、そっちが原因だったのか？

　確かに、オレは男だから、何をどう頑張ったってアーロンとの間に子供なんて無理だからな。

　それでなくとも竜は数が少ないというのに番つがっているのが男オレでは、周りから期待されるような次世代誕生なんてないし……となると？

「も、もしかしてアーロン、お妾めかけさんとか……とる!?」

「よし、魔車を止めて話そうか。何がどうなったら、そんなありえない発想になるのかな!?　竜は人間と違って一度に番えるのは一人だけだから、それだけは絶対に不可能なんだけどね！」

　多少スピードを緩めて運転しながらも、アーロンのお小言のような話を聞いた結果、とにかく竜の少子化問題が根底にあるのだけはわかった。

　今の竜族のなかで最年少でも二百歳ほどだというし、それでなくとも人間と関わりたくもない竜がいたり、空き神殿があったり、そもそも今回のように竜不在の空白地帯問題もある。

　この世界で人間と竜が築いてきた関係は、双方にとって概おおむね良いものになっているように思えるけれど、それを今後も続けていくには何よりも竜の頭あたま数かずが必要なのだろう。

　崇あがめられるのはいいけれど、それに応こたえ続けていくのも大変そうだな、とこの時のオレは他人ひと事ごとのようにのん気に思っていましたとさ。

「そうか～、じゃあこれから竜がもっと生まれるといいなー？」

「……うん、そうだね。そうだけれども、だからハルにはそんな些さ細さいなことを気にしてほしくないって話を……なぜだろう、意味が通じている気がしない……」

　ガクッと項うな垂だれた気配を後ろに感じたところで、オレはアーロンにひとつお伺いを立てた。

「それよりアーロンさんや。湖まで骸霊狩りでもしながら、行きませんこと？」

「──僕もね、最近はよくわかってきたつもりなんだ。つまりそれは、街道から逸それに逸れて獣道の如ごとき悪路をこの魔車で疾駆しながら、という意味かな？」

「オレのアーロンは最高だなッ！　そうと決まれば……行っくぞーぃ！」

　いつ決まったのかな!?　と叫ぶアーロンが、方向だけは僕が見ておくから好きにおし、と達観しながら呟つぶやくまで、そう長い時間はかからなかった。

　そうして寄り道に更に寄り道を重ねたものの、オレたちはその日の夕暮れ時には、目的の湖にどうにかたどり着けたのだった。ただし──。

「日没で！　海が！　というより景け色しきが！　見えませーーんッ！」

「よしよし、明日の朝にはきっと素晴らしい景色が見えるよ。ほら野営の準備をしよう？　……と思ったけれど、ちょっと休憩。なんだか腰が痛くてねぇ」

「えっ!?」

「……その期待が裏切られたような目は何かな？　もしかして、お誘い？　ん？　いいのかな？」

「んな!?　ちがっ！　…………わなぃ……か、も……」

　景色がどうとか言う前に、場所が変わってもやることは変わらなかったとか……まぁいいけどな!?




　　　　＊




　教訓、野外はヤバイ。

　何がどうヤバイかというと、まず満天の星が彩る夜空が馬鹿みたいに綺き麗れいで、胸にくる。

　次に淡い月に照らされた湖面が静かに輝くなか、遠目にちらほらとぼんやり浮かび上がる精霊の姿が蛍のようでもあり、そんな幻想的な光景に柄にもなく、酔しれたような気になる。

　極めつけに、艶つやっぽい吐息を僅わずかに零こぼし、匂におい立つような色香をこれでもかと纏まとって微笑ほほえむ大好きな男ひとを至近距離で見上げてしまえば……。

「っアーロン好きっ……もっ、なんかめちゃくちゃ好きだ……愛してるっ」

「僕も、ハルだけだよ。こんなに愛いとしいと想おもえる存在は……」

『ふふ、なんだかいつにも増して可愛かわいらしいね？』

「ふぁっぁあ！　ひぁ、ぁッ…！」

　もはや全力で墓穴を掘るように勝手に口が動いてしまうのだから、確実にマズいとしか言えない。

　そもそもハムスター支部長お勧めの湖畔に到着した時から、オレの願望はアーロンにだだ漏れではあった。

　でも、二人が横になって寝るには少し窮屈な簡易テントを張り終えた後、そのすぐ傍の野外に直接敷物を広げて、さっさと組み敷かれながら服を剥むかれた時には少し考えたのだ。

　え？　テントの中じゃないの？　外なの？　マジで？　と。

　初めてのことでなんだか落ち着かない、とアーロンに訴えてはみたものの、愉しげに口元を緩く吊つり上あげた御方は「大丈夫」と一言だけ返して、優しくオレに触れ始めた。

　そうしていざ始まってしまえば、視界を隔てるものが何もない開放感のせいか、やけに明るい月明かりのせいか、はたまた演出ですよとでも言いたげに遠くで漂う精霊たちのせいか──いずれにせよ、いつもと違う状況での行為は、やけに興奮する。

　山間地の夜といえば寒いものなのに、誰だれかさんの至れり尽くせりの結界のおかげで、裸であろうと全く肌寒さを感じないのも大きい。

　だからこれはクセになったら絶対マズい、ほんと野外ではもう絶対ダメだ、なんてついさっきまで考えていたはずなのに、今、頭を占めるのはそれとは全く別のことで。

（ぁ…もっと、もっと……奥に…ほし、ぃ……早く、もっとっ！）

　仰向けの正常位で繋つながっているだけで充分すぎるほど気持ちいいし、もう二、三回は確実に達したと思う。

　でも体を内側から押し開く確固とした熱量を意識するだけで、もっともっとと勝手に足がアーロンの腰に絡んで、その体を引き寄せようとするのだ。

「──奥に、欲しい？」

　わかりやすいその行動にオレの番は小さく喉のどの奥で笑って、熱っぽい吐息と共にそう優しく囁ささやいた。

　ただし至近距離で緩く細められた金の瞳ひとみ、その奥に灯ともった光を見つけた途端にオレの直感が働く。

　ここで頷うなずけば、多分おそらくきっとまた『アレ』をする羽目になるだろうと。だが、

「ひぅっ、ん……っぁ、ほ、しっ…！　もっと、アーロン……っ」

　深く思い悩む前にそう簡単に答えるくらいには、もう目の前のことしか考えていられないわけで。

　だから嫣えん然ぜんと笑ったアーロンが口にした言葉には、特に驚きもなかった。あぁやっぱりか、くらいだ。

「なら、欲しがって。ハルなら、わかるよね？」

『練習も終わっているし、ね』

　ググッと体の一番深い所の、更に奥へと進もうとする熱の塊と、聴覚と頭の中の双方で感じる聞きき惚ほれるような声。

　それだけで背筋に甘い痺しびれが走った気がして、否いや応おうなく派手な声を上げてしまう。このままもっと決定的な快楽を与えられたら、きっと最高に、気持ちがいい。

　でも、そこでアーロンは動きを止めると、わざとらしく小首を傾かしげてみせる。

　こういう時は、変に恥ずかしがった方の負けだというのはわかっている。オレだって、学習能力にはちょっとした自信があるのだ。

「～～っ[image: う゛]ーー！　お、奥までさっさと欲しいですっ御主人様！」

『ちょっと雰囲気、そこは恥ずかしがろう？』

「ハルらしいといえば、らしいけれど……ふふっ」

　そうやけくそ気味に言い放ったオレにダメ出ししつつも、アーロンは柔らかく笑ってくれた。

　そのまま片足をその肩に担がれ、どうやら今夜はそんなに無茶を言わないらしい、とほっとしながらも顔により一層集まる熱だけは止められない。

　まぁその分、すぐに欲しいものを与えてもらえると思えば悪くない。

　なんて考えていたオレの腹に、そっと黒に包まれた手がひとつ置かれた。

「え？　な……ひんっ!?　ぁ！　あぁ!?」

「あぁ、やっぱり……ハルも感じやすくなったのかな？」

　ゆっくり挿送する熱の塊に少しずつ奥を拓かれながら、優しく下腹部の辺りをその手に押されるだけで、じんわりとした熱が足先から急速に広がっていく。

　それを自覚した次の瞬間、なぜかいつものように盛大に目の前に星が散っていて、気がついたら生暖かく粘ついた液体が腹をドロリと伝う感覚が。

「んぇ？　っえ!?　……ぁ、なぁッ!?　ひっ、う──!?」

　何が起きたのかわからない、でも物もの凄すごく気持ちいい、というかちょっと待て、コレ気持ちよすぎて逆に辛いんですけど！　そう訴えたいのに、オレの口から出る声はろくな言葉になってくれない。

　それなのに大きな手は一定のリズムで腹を押し続けていて、収まることなく湧わき上がる快感に膝ひざや腰が、ガクガクと震えるのが止まらなくなる。

「っぁひ！　んぁ、ぁ！　やっめ……！　ふぁ、ぁーー！　なっんれ、これ……！　ぁ、あっやぅう!?」

「ん、ハルも気持ちいい？　どう？」

『ずっとイってて、可愛い』

　そんな状態へ追い打ちをかけるように突然ガツンッ！　と体の一番奥へ打ち付けられた熱が、更に強烈な波を連れてくる。

「ふ、ぁああぁぁッ!?　やっ、ぁあ！　ん、ぅう……っ！　ま、待って！　あーろっ、むぅぅう!?」

　散々アーロンには色々と教え込まれてきたけどさぁ、まさか今いま頃ごろになって更に気持ちい、違う、こんな酷ひどい目に遭わされるとは思わないだろ!?

　思わず泣きを入れて、タイムを要求しようとしたのに、この男！　オレの必死の要求を口で封じやがった……！

　でも、そんな不満を胸の内で叫べた時間は、おそらく秒に満たなかった。

　ろくに口も閉じられないなかでねっとりと舌を絡め合う深いキスも、優しく腹を押されるのも、そのなかでも特に敏感な場所をグリグリ押おし潰つぶすように動かれるのも、何も考えられなくなるほどに、ただただ気持ちがいい。

　後から後からやって来る鮮烈な過ぎた快感に視界が滲にじむなか、辛いはずなのに気がつけば自分からも必死に腰を揺すっている始末だ。

（ぁあ、ぁっ……も、欲しい欲しいっ早く、早く欲しいっ！　なか、なかに熱くていっぱいのっ…！）

　きゅうぅっ、と体の内側でアーロンの熱にきつくしがみつくのを自覚しながら、その声を聞いた。

『ハルが求めてくれるの、凄く嬉うれしいよ。愛してる、ハル』

　……ヤバイ、これってまだオレが盛ってるのがバレバレだったりする？　街で三日も付き合ってもらったのに、まだこんな状態とかそろそろ引かれるか？

　そんな疑問が高速で脳裏を過よぎったがその直後、ようやく体の奥に注がれた熱の感覚──まるで酷い空腹が一瞬で満たされたような、何物にも代えがたい極上の充足感がその全すべてを押し流していった。

　いまだかつてないほどの満足感に、これも野外効果だったりするのか？　と怖いことを思いつきながらも、オレはそのまま幸せな眠りについてしまった。

　そうして次にぼんやりと目を開けた時には、しっかりとした温かい腕に包まれたまま横になっていて、夢ゆめ現うつつにも自分の顔がにやけていくのがなんとなくわかった。

「……起きたのかい？　もう少しで夜明けだけど、どうする？　外を見てみるかい？」

　薄暗さと籠こもった空気の気配に簡易テントの中にいることを悟りながら、その穏やかで柔らかな声音に甘えてむにゃむにゃ頷く。

　せっかくいい景け色しきを望める場所にいるのだから、そこでご来光を拝めるまたとない機会を、みすみす逃す手はないだろう。まだかなり眠いけど。

　吐息だけで小さく笑ったアーロンが「ほら」と囁きながら、おそらく尻尾しつぽでカーテン状になっているテントの入口を開けて、座ったままオレを横抱きしてくれる。

　すると、ちょうど朝焼けに染まった空と、それを鏡のように映した湖面が、すぐそこで光り輝いているではないか。

　それだけで一瞬息を止めたほど綺麗な世界なのに、湖の向こうにはＶ字型になった山脈の影があり、その谷間にキラキラと輝く金の光が見えて──。

「あぁ、あれが海だね。思ったより……その、小さい、ね」

「ふ、ははっ……そう、だなぁ……」

　確かにアーロンの言う通り、ちっちゃな海だ。

　予想イメージとしては、もっとこう、バーン！　と開けた海が現れるのかと思ったが、まだ距離もあるのだから、見えたとしても小さくて当然だったのかもしれない。

「──でも、きれー……だな……オレ、今日のこと絶対忘れない……アーロンが、いっしょに、いてくれた、こと……」

「ハル……うん、僕もだよ」

　もうじき太陽も顔を出すのだろうけど、この見事な景色を堪能した途端に眠気がぶり返してきて、頭が勝手に小さく船を漕こぎだす。

　それを後押しするように、アーロンがオレの体に毛布を掛けてくれるものだから、ご来光への決意をあっさり捨て去ってそのまま誘惑に負け、二度寝へと戻ろうとした。

　のだが、不意に強く抱きしめられた。

「んぇ？　あーろん？」

　なんだなんだ、もしかしてやっぱり今からもう一回とか？　まだかなり眠いが、アーロンがその気ならオレに否やはな──……。

「っくそ、まさかこんな所で……ごめん、ハル。すぐ終わらせるから、このまま眠っていていいよ」

　珍しく早口で吐き捨てるように呟つぶやいたアーロンに、そのまま横抱きで抱え上げられ、急いでテントの外へと連れ出される。

　そのただならぬ気配にオレもどうにか目ま蓋ぶたを開けてみると、突然、湖の沖合に巨大な水柱が立った。

　ザッバァァアアン！　と派手な波音が響くなか、大きな波が幾つも立ち、オレたちのいる岸辺にまで押し寄せてくるではないか。

　まだ夜の気配の残ったひんやりとした空気に満ちた世界で、このままではズブ濡ぬれか、嫌だなぁ……と呆ぼう然ぜんとしながらも考えていたが、アーロンによって即座にオレたちを守る防壁バリアが張られたようで、濡れ鼠ねずみ化は回避できた。

　ただし、その手際に感動するよりも先に、静せい謐ひつな夜明けを引き裂く咆ほう哮こうが、辺り一帯に轟とどろく。

「アウリストファーゼェエェエ!!　そちはぁああ!!　いつまで儂わしを焦らすんじゃぁあーーーーッッ!!」

　低く重みのある声に不満を滾たぎらせてそう言い放った物体は、湖面から長い首を生やした、うっすらと自ら光り輝く巨大な白銀の竜だった。

　なんか凄いの出たー、と目蓋をこすりつつもオレの口から出た言葉は……。

「……あうり、ぜ？　……だれ？」

「よーしよし、ハルはいい子だねぇ。寝ぼけているだけで、番つがいたる君の嫁の名前を忘れているわけじゃないことくらい、わかっているよ。そうだよね、ハル？」

「はっ!?　も、ももも勿もち論ろん！　アーロンの名前だって覚えてるぞ！　そう、ちょっと寝ぼけてただけだから！」

　意味深な微笑みを向けられ、一気に目が覚めた。

　やっべ、いつも『アーロン』としか呼んでいなかったから、ちょっと頭のタンスの奥の方にしまい込んで忘れかけてたわ、嫁様の本名。

「聞いておるのかぁ!?　このものぐさ竜がッ！　まったく！　ようやったわぁああぁあ!!　ふははははははッッ!!」

　怒りつつもテンション高めに喜ぶ、という芸当を披露してみせる白銀竜。

　オレがその正体を知ったのは、心底面倒くさそうに呟かれたアーロンの一言によってだった。

「時間を考えてください。朝から煩いですよ、竜帝陛下」




　　　　＊




「──ハル！　ハル!?　しっかりして、ハル！」

「ん──……あれ？」

　アーロンの焦燥に満ちた声に、ふと目を開ける。

　すぐさま視界に映ったのは、ほっと息をついたオレの番の顔で、背にしっかりと感じる腕の感触に横になった体を抱き起こされているのがわかった。

「大丈夫、ハル？　熱も脈も、おかしいところはないみたいだけれど……」

　明るい青空の下、おろおろと心配そうに眉まゆを下げてオレの額やら首筋に手を当てるアーロンに、はて？　と首を傾げる。

　なぜだ、記憶が飛んでいる。確か──……？

「うぅむ、これは気掛かりじゃ。魔力も今は足りておるようじゃが……アウリストファーゼや、はよう塒ねぐらで休ませてやったらどうじゃ」

　そう間近で響いた、低く重く、威厳に満ちたその声音にはっと視線を向ければ、湖の岸辺にどこぞの未確認生物ＵＭＡのごとく長い首だけを水面に生やした、白銀の竜がいた。

　そう、確か夜明け近くにこの竜が湖の中から現れて、アーロンがそれを『竜帝陛下』と呼んだのだ。

　それから、それから確か────めっちゃくちゃ、意気投合した。




「えぇ!?　じゃあアーロンって、じっちゃんの甥おいっ子こなのか!?　すっげー！　やっぱり王子様じゃん！」

「ふぉーふぉっふぉっ！　ハルマっちはようわかっておるのぅ！　そうじゃ、この竜帝の血に連なるというのはの、即すなわち竜族のなかでも上位であるということなのじゃー！」

「……竜帝以外、竜僕らに正式な序列なんてないでしょうが。それよりハル、僕は君の適応力が少し怖いよ……」

「んん？　だってじっちゃ、竜帝へーかってすっごく話しやすいひ……竜じゃん！」

「そうじゃそうじゃ、ハルマっちの言う通りじゃ。儂、人当たりのいい竜じゃから！　それはそうとアウリストファーゼや、はようハルマっちに食事を作らんか。ほれ、これも追加するがよい」

　岸辺に長い首を横たえて、大きな顔の部分だけを起こしている竜帝陛下こと『じっちゃん』は、そう言って焚たき火びの前にいるアーロンの足元にドサドサと食料を落とした。

　竜魔法だというあの不思議空間から取り出されたそれは、新鮮そうな果物や包みにくるまれた肉と思しき塊、バスケットに山盛りにされたパン、と高級宿の朝食にも劣らないラインナップだ。

　それに感動したオレは、ありがたくじっちゃんを拝んだ。

　つい先ほど「アーロンの番のハルマです」と名乗った時には、ドラゴンというより東洋風の龍に近いその顔や、鹿の角のように枝分かれして広がった神々しい金の角、何よりも全てを見通すような深い深い翡ひ翠すい色の瞳ひとみを前に、さすがのオレも緊張していたが。

　なにせ突然、この世界で絶対の存在と言われる竜帝様と遭遇エンカウントしたのだ。

　いくらちょっとテンション高めの登場で、威厳さが迷まい子ごどころか面白さが勝っていたとしても、オレの背より大きな瞳をした巨大な竜に、ぬっと鼻先を近づけられてビビるなという方が無理ゲーだろう。

　まだ首から上しか見えていないとはいえ、それだけでも見上げるほどの大きさなのに。

　ただ二言三言、言葉を交わすうちにオレは、いやオレと竜帝陛下はお互いに似たものを感じたのだ。

　あれ、なんだか気が合いそうじゃないか？　と。
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　まぁそこからは早かった。

　あっという間に、じっちゃんと呼んでくれぬか、オッケーじゃあオレはハルマで、ならハルマっちじゃな！　とあだ名で呼び合う関係に。

　混ぜるな危険、とアーロンが遠い目をしながら呟いていたが、そこからはもう話に花が咲いて咲いて止まらなかった。

　なんでも先日、じっちゃんはアーロンから番を得たとの一報を受け、こりゃめでたい祝じゃー！　とうきうきと色々準備をしようとしていたらしい。

　具体的には怖くて聞けなかったが、なんとなく竜族全員を集めてのお披露目でもやりそうな雰囲気で話してたな。

　でもアーロンからはその後一切連絡はなく、痺しびれを切らして通信魔法で様子を尋ねようとしたら、既に旅に出ていた、と。

「偶たま々たまここら辺りで地場が乱れておったから、視察に来たのじゃ。そうしたらのぅ、ものぐさな甥っ子が見たことのない顔で幸せそうにしておるものじゃから、つい突撃してしもうたわ。カッカッカ！」

「……わざわざ邪魔しに来たんですね、伯父上。ハル、お待たせ。朝食だよ、どうぞ」

「おぉっ、ありがとうアーロン！　じっちゃんも、食材ありがとうございます。オレは突撃してもらえて良かったかな～」

「あと伯父上、その図ずう体たいが邪魔ですので、そろそろ竜人になってもらっても？」

「それがのぅ先ほどからなろうとしておるのじゃが……うーむ、長年この姿でおったせいか上手うまくゆかぬのじゃ」

　そんな会話に耳を傾けつつアーロンが差し出してくれた皿を受け取ったオレは、野外だというのに朝から豪勢な食事にありつけて幸せだなと思いながら、突然の竜帝陛下降臨を楽しんでいた。

　話し好きなじっちゃんが次から次に教えてくれたことによると、竜帝というのは主に精霊の様子を見ているそうだ。

　精霊が少ない地には骸霊が多く、そうなると人間にとって住みにくいだけでなく、なぜか土地の荒廃も始まるらしい。

　現状、世界のあちこちにそういった地もあるそうで、できるだけそんな場所が増えないように努めている、と。

「へぇー、竜帝のお仕事も大変なんだな。アーロンとか他の竜が手伝ったりとか……」

「嫌だよ、面倒くさい。という本音はおいておいて、僕も自分の神殿すみか周辺については、きちんと竜の礼儀を果たしているからね」

「もっと果たしてくれても一向に構わぬがのぉ……おぉ、それで思い出した。そちに任せた神子はどうなっとる？　息災であるか？」

「ぐもっ!?」

　ちょっと待てじっちゃん、お前もか。

　神子オレを捕獲するようアーロンに命じたのって、確か竜帝陛下なる存在だったよな？　じゃあ何か？　オレはその張本人にさえ、神子として認識されていないとか──はっはっは、まさかな。思わず喉のどにパンが詰まりかけたが、さすがにそれはありえな……。

「伯父上、ハルが神子ですよ。なんて、まさか僕の口から言わせませんよね？　いつもの滑った冗談ですよね？　確か、伯父上は神子の魔力をも感知されておりましたよねぇ？」

　アーロンがめちゃくちゃいい笑みでそう言い募るにつれ、白銀竜の巨大な瞳が更に大きく見開かれていく。

　まるで小さな池くらいはありそうな翡翠のそれが、ぱちり、ぱちり、と瞬きした後、深い深い息をついてじっちゃんはしみじみ口にした。

「まさか、まさか儂の代で神子と番つがう竜が現れるとは──感無量じゃぁ……懐かしいのぉ……」

　お？　これはもしかして、今明かされる神子と竜の衝撃の歴史！　みたいな流れか？　マジで？

　そう考えながらアーロンに視線で尋ねてみると、やや眉を顰ひそめた竜人がオレに小さく頷うなずいてみせる。

「伯父上、なにかあるならさっさと話し──」




「そのうえ孕はらんでおるとは、まさに重ちよう畳じよう。長生きはするものよのぉ。カッカッカ！」




　え？　と間の抜けた声を上げていてもアーロンは綺き麗れいだよなぁ、と頭の片隅で考えながら、オレは首を傾かしげた。

　どうやら何か、聞き間違えたらしい。

「アウリストファーゼよ、ハルマっちが旅好きなのはよぅーくわかったが、それでも身重の体じゃ。魔力交歓の契りも増えるじゃろうし、一いつ旦たん落ち着ける場所に──」

「ってなんか聞き間違ってなかったぁぁ!?　ちょ、ちょっとじっちゃん陛下！　何言ってるんです!?　オレ、オレは男だってば！」

　不穏な流れで突き進む話に思わず立ち上がってじっちゃんの声を遮ったところで、バカでかい顔をした竜がこてんっと頭を横にするではないか。だから、サイズのせいで全然可愛かわいく見えないって。

「ハルマっちは知らんのか？　まぁ神子ならばさもありなん、か。この世界の者は魔力が一定量あれば、雄が雄を孕ませることができるのじゃ。儂わしら竜もそうではあるが、元々この世界の存在ではないからの、その分少々デキにくいのが……おっと、今のは他言無用じゃぞ」

　さらりとオフレコが必要な話題を口走るじっちゃんはおいておいて、オレはこの世界で一番頼りになるオレの番つがいを振り仰いだ。

「っアーロン！　……じょ、冗談、だよな？　オレ、男……だぞ？」

　ドッド、と心臓の音が煩くなるのは、いくらとんでも素敵ファンタジー異世界とはいえ、許容できることとできないことがあるからだ。

　そう、いくらなんでも、男なのに、は、は、孕む……つまり身み籠ごもる……だから、に、に、に……

「……妊娠なんて、するわけない……だろ？」

　うんそうだよ、冗談でも笑えないね。といつもの声でいつもの笑みで、その言葉が紡がれるのを待っていたオレに、どことなく強こわ張ばった顔の口元を手で覆いながら、アーロンは呟つぶやくように言った。

「……最近、僕の魔力でやけにハルが綺麗に染まるなとは……気づいていたのだけれど……もしかして、それかな？」

「それじゃ、それー！　むしろ孕んでおらねば、番は竜の魔力に染まらぬわ！　あっという間に他人の魔力なぞ霧散するわー！」

　空気を読んでか、小声でそう解説を入れるじっちゃんの声を最後に、オレの視界は真っ暗になって──。




「……マジか、マジなのか……マジで？　……ほんとに？」

　精神的ショックで気絶するという初体験もそうだが、アーロンの腕の中で思い出した衝撃の事実に、オレはしばらくそう呟くことしかできなかった。

　そうしてオレとアーロンのふたり旅は、急きゆう遽きよここで一旦打ち切りと相成ったのだ。

　うん、オレもちょっと……この状況でお気楽に旅を続けられるほど能天気ではないわけで。だって、だってさ……。




『出産』って、どうするんだぁぁぁぁぁッッ!?








８．詳報求む






　蒼月の名を冠する、竜の神殿。

　そこに私わたくしが身を寄せることとなったのは、かれこれ二十年近くも前のことです。

　広大な地域を守護なされる、竜の君。

　そのお傍近くにお仕えできることは名誉でもありますが、それが表向きの理由であることなど、まだ十六の小娘であった私でも、よく知っておりました。

　竜の神殿とは、街での居場所を失なくした者──特にある程度の身分にいた者たちにとっての、最後の拠より所どころも兼ねているのだと。

　私は、とある地方を統括する王族の父の下に生まれ、幼い頃ころから将来を約束した婚約者もおりました。

　同じ年頃であった、とある街の領守主セヌクの一人息子である彼とは、季節の挨あい拶さつを欠かすこともなく、折を見て互いが暮らす街を行き来し、良好な関係を築けていたはずでした。

　少なくとも、あの頃の私は彼に恋をしていた……と、今でも思っております。

　しかし彼が私の妹を番としたい、と申し出たその時に、私の夢見ていた未来は崩れ去ったのです。

　互いの家を巻き込み少なからず揉もめはしたものの、既に妹が彼の子を孕んでいたこともあり、私は身を引き、二人は晴れて番となりました。

　傷心の私はそのまま故郷の街でただ静かに、ひっそりと息をしていくだけ。

　そのはずでしたが、なぜか彼や妹の周りに不幸が重なり、それが私の差し金であると街中に口さがない噂うわさが立ったのです。

　その結果、王族として何よりも醜聞を嫌う父から、竜の神殿へ仕えるよう命じられ、私は実家を放逐されたのです。

　今となっては、婚約解消に加え、根も葉もない噂で意気消沈していく私をあの街から逃がすために、父も苦渋の決断をしたのではないかと考えられるようになりましたが、当時の私は彼からも実家からも捨てられたのだと、やさぐれておりました。

　ですが身を寄せることとなったこの神殿には、私よりも不条理な目に遭いながらも、それでも笑っておられる方ばかり……。

　そんな先輩諸氏の方々に囲まれるうちに、いつの頃からか私も、また笑みを浮かべることができるようになりました。

　それになによりも、この場所は──目が回るほどに、多忙だったのです。

　大抵の神殿には、複数の街から貢物が届けられます。毎日、それも大量に。

　竜の君への敬意や謝意を表すためのものなのですから、各街の総力を挙げて、日に日に贈り物がなされるのです。

　それを漏れなく台帳に記帳し、適切な場所へ振り分けるのが、神殿に仕える者たちの主な仕事のひとつとなっております。

　神殿には私のように住み込みで仕える者や、周辺の街から通ってくる者もおりますが、贈り物全すべてを神殿内部で消費するわけではございません。

　食料ならば各街にある福祉施設への譲渡、金銭であるならば領守主相手への貸付など、臨機応変に対応していくのです。

　はっきり言いましょう、神殿とは、竜の君を祀まつる神聖なる場所であると同時に、各街にとっての便利屋なのでございます！

　ですが、これはいわば俗事。

　我らにとって最も大切なことは、竜の君に関すること。そう、番の君をお探しするお手伝いなのです！

　代々神殿の者に伝わってきている話から、お仕えする竜の君が好まれそうな者をそれとなくお目通りさせたり、場合によっては街で評判の美男美女の話題をさり気なくお伝えすることもございます。

　ただ、この神殿の主たられる蒼月の君は、一切そのようなことにご関心がないご様子で、私の知る限り一度たりとも色いろ好よい反応をなされたことはなく……。

　他の神殿とも密にやり取りをし、色々と情報を共有してはおりますが、残念なことに新しく番われた竜の君の話など、とんと聞こえてもきません。

　そうしていつの間にやら、かれこれ二十年。ただの小娘であった私も、今では女官長とまで呼ばれるようになっておりました。

　もう私自身の恋などはどうでもよいのですが、いつまでも見目麗しい蒼月の君が、このままお独りで寂しく過ごされる、というのは残念でなりません。

　というのも長年お仕えしてきたせいか、畏おそれ多おおくも少々、母性のようなものを君様に感じるようになっておりまして。

　しかし、そんな私を始めとする神殿の者たちに、救世主が現れたのです。

　そう、神子様であらせられます！

　君様がどこかから拾って、いえ捕獲、そう、保護なされた時には大層驚きました。

『神子』という存在は寡聞にして存じ上げず、君様から大切なことを二、三伺い、そのお世話を仰せつかった後は女官、文官の総力を挙げて過去の記録を調べ上げましたとも。

　ただし、あまり役に立たぬものでしたが。

　一体どこの者が記したのでしょう？　神子様とはひ弱で繊細、目を離せば死んでしまうなどと。

　むしろ神子様とは、ひとりでに神殿の外にお出かけなされたかと思えば、君様自らお迎えに行かれ、なんとそのまま「ちょっと神子と旅をすることになったからしばらく留守にするね」とご連絡を頂くほどの、たくましき行動力の持ち主ではないですか。

　そう──かつてない蒼月の君のその行動に、我ら女官一同の間では、ほのかな期待がございました。これは、もしや？　と。

　そして二ヶ月後、その期待の蕾つぼみは二転三転しつつも無事に花開くこととなったのです。

　蒼月の君と神子様が、晴れて契りを交わし、番となられたのでございます！

　もう喜び勇んで、周囲の街に知らせるとともに、各地の神殿にも連絡を入れましたとも。我らのお仕えする君様がついに番われましたのよー！　祭典まつりじゃぁぁぁあ！　と。

　その結果──……。

「ラスティアーナ様、また朱しゆ翼よくの神殿様から、竜の君の『契りの季節発情期』について質問状が届いております」

「女官長、神子様について、それぞれの文献を神殿各位で共有できないかと連名で申し出が……」

「ラーナ様ぁ、なんでもぉ朝緋の君の副女官長から『竜の君、幼体化からの復帰方法を請う』とか聞いてきてますよぉ？」

「あぁ、こちらは……神子様の目的地や経由地を尋ねておられます。ぜひ祝宴を、と……え!?　竜の君ご本人の署名ですわ!?」

「あ、あのぉこの竜刻文字、『祝ってやるからはよう連絡求む、ばーい儂』と読めるのですが、どなたからなのでしょう？」

「……ふ、ふふふ、ふふふふっ……目が回るわッ！」

　ラーナ様が壊れましたわ～！　とのほほんと笑っている同僚たちは、この状況が本当にわかっているのでしょうか？

「なぜ？　私はただの女官長でしてよ？　なぜ竜の君から私宛あてに、書簡が届くのです？　蒼月の君宛でよろしいでしょうが！」

「えぇ～、だってラーナ様ぁ。ウチの君様はのんびりしておられるから、竜魔法でもお返事されないことで有名って、言われてません？」

「ッ、そ、それよりもですね？　一介の女官如ごときが、竜の君の生態を存じ上げているはずがないでしょう？　なぜ名指しで、他の神殿から私宛に尋ねてくるのです!?」

「畏れながら……ラスティアーナ様の高貴なお血筋とご聡そう明めいさは、『神殿情報網竜の君応援会』の間では前々から知られておりますし、この機会とばかりに皆様方もお知恵をお借りしたいのでは？」

「その誤解はどこから来るのです!?　そ、そういえば君様と神子様は今何処いずこにおいでか、どなたかご連絡を受けては──……」

「はいはーい！　出発されてから一度もご連絡はないみたいです！　蜜みつ月げつ中なのですから、お邪魔してはいけませんわ～うふふっ」

　なぜでしょう、酷ひどい頭痛がしてきました。

　竜の君が番われること自体が僥ぎよう倖こうである以上、しばらくは各神殿からの問い合わせも幾らかはあるものと予想してはおりましたが、まさかここまでとは。

　蒼月の君と神子様が旅立たれてから、そろそろひと月になるかというのに、日に日に問い合わせは増えてくるばかり。

　それも魔車の定期便で届けられるならまだしも、所によっては通信魔道具まで用いてくるのですから、たまったものではありません。

（一体全体、私を何だと思っておいでなのかしら？　私だって、ようやく番われた君様や神子様をただただ愛めでていたいのにっ！　これでは気が休まる暇も──）

　そうため息を零こぼしながらも、これも慶事故ゆえにと思い直せば胸は温かくなるというもの。

　なにより、神子様はその境遇を感じさせぬほどに快活で愉快な御方。

　そんな番を得られた君様のお顔ときたら、以前と全く違うのですから。

　せめてもう少しばかり、お二人のお傍でその仲なか睦むつまじさを堪能させて頂ければ、私もこの苦難を軽く乗り越えられると思うのですが。

　そんなことを考えながら、同僚たちと共にせっせと質問状の仕分けを続けている時でした。

　突然、仕事部屋の外から激しいノックの音と共に、ひとりの女官が息せき切って駆け込んできたのです。

「もぉユユネ、はしたな──」

「き、君様と神子様が！　お帰りあそばしました！　奥宮に！　お戻りですっ！」

「まぁっ、それならお出迎えに参らねば。お静かなご帰還ということは、今回は奥宮の修復は必要なさそうですね？」

　無作法を咎とがめようとした同僚の声を遮って、そう慌ただしく口を開いた若い女官の言葉に私は腰を浮かしかけたものの、次の言葉に固まりました。合わせて、室内の時間も止まりましたとも。




「みっ、神子様が！　ご懐妊なされたそうですっ!!」




　やがてしばらくの時間を要した後、私は君様と神子様の下へ一目散に駆け、部屋に残された女官たちも我を取り戻すと、その一報は直ちに各地の神殿へと伝えられることとなったのです。

『竜極機密・神子様ご懐妊』の文言と共に。

　かくして、蒼月の君が坐ましますこの神殿にはその日以降、ひっきりなしに『詳報求む』という文や魔法通信が届けられることとなりました。

　で・す・が、そんなことより神子様じゃあぁぁあ！

　神子様の！　お世話は！　この私の出番っ──え？　君様御おん自みずからが？　いえ、やはりこういったことには女手も必要ですとも、おそらく！　全身全霊をかけて誠心誠意、お世話いたしますとも────っ！

　さすがです神子様！　あっぱれです神子様ッ！
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